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1 沿 革 と 概 要

1.沿

我が国の国際地球観測年(IGY)　 参加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は現所長の永田東大教授)

が南極に向かって出発して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実

に発展してきた.そ の結果,南 極地域観測その他の極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合

推進本部,日 本学術会議その他の関係者から強 く指摘された.昭 和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼

事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組

されてきた・しかし,そ の規模の拡大と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関としては国立科学博物館の附属機

関としての立場が必ずしも最適ではなくなったことや,大 学との連携を強化することが望ましいこと等の理由のた

め,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究センターが発展灼1こ改組され,国 立大学共同利用機関としての国

立極地研究所が創設された.

昭和48年9月

HbJ和4911三4ノ ヨ

昭和50年4月

昭和53年4月

昭和54年4月

ll召不日55fiL4月

曜 和56年4月

昭 和56年10月

国立極地研究所創設.研 究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が置

かれた.ま た,南 極の昭和基地が附属の観測施設となった.

研究系:こ寒地工学研究部門,資 料系にチータ解析資料部門,事 業部に観測協力室(2係),並 び

に図書室が設置された.

研究系に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置された.

研究系に極地気象学研究部門,極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置され,寒 冷生物学研究部門が

寒冷生物学第一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組された.

研究系の超高層物理学研究部門は超高層物理学第一一研究部門と超高層物理学第二研究部門に改

組され,寒 地工学研究部門は極地設営工学部門と改称された・また,観 測協力室の設営係が設

営第一係と設営第二係に改組された.

管理部会計課用度係が,用 度第一係と用度第二係に改組され,図 書室に図書係が設置された.

資料系に損石資料部門が設置され,み ずほ基地が附属の観測施設となった.

管理部庶務課に研究協力係が設置された.

2.概 要

(1)主 要 事 業

ア)研 究活動

研究所及び昭和基地その他において極地に関する科字の総合的研究活動を1」'う.これには,研 究所の専任及び客

員の教官によるもののほか,国 立大学共同利川機関の機能として,所 外の研究者との共同研究も行う。

イ)南 極観測 事業

南極地域観測の中核機関 として,

成果について集中的に資料を収集,

観測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測

整理,保 管,解 析,提 供し,研 究発表を行う.

ウ)大 学院教育に対する協力

国立大学その他の大'];:の要請に応じ,当 該大学の大学院における教育に協力する.
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(2)組 織

国 立 極 地

研 究 所

(48.9創 設)

運営協議員

会 議

企 画調 整官

管 理 部

事 業 部

図 書 室

(49.4来 斤設)

研 究 系

資 料 系

附属観測施設

庶 務 課

事 業 課

究

度

度

庶

人

研

船

艦

用

用

地

企

業

務 係

事 係

協 力 係
(56.10新 設)

務 係

理 孫

弟 係(
55.4改 組)

第 係

設 係

画 係

務 係

観測協力室

(49.4来 斤設)

一 特 殊 職 員(観 測隊員)

二「し

眠 営 第 係(
50.10新 設、54.4改組)

設 営 第 二 係

定 常 観 測 係(
50,10新 設)

図 書 係(
55.4新 設)

地 球 物 理 学 研 究 部 門

超高層物理学第一 研究部門
(54.4改 組)

※超高層物理学第二研究部門

※極 地 気 象 学 研 究 部 門
(53.4新 設)

雪 氷 学 研 究 部 門

地 学 研 究 部 門
(50.4新 設)

※極地鉱物 ・鉱床学研究部門

(53.4新 設)

生 理 生 態 学 研 究 部 門

'寒冷生物学第 一研究 部門

(50.4新 設、53.4改組)

※寒 冷生物学 第二研究部 門

※極 地 設営 工 学 研 究 部 門

(49.4新 設、54.4改称)

2

生 物 系 資 料 部 門

非 生 物 系 資 料 部 門

F員 石 資 料 音匡 門
(56.4新 設)

デ ー タ 解 析 資 料 部 門

(49.4新 設)

低 温 資 料 部 門(
50.4新 設)

情 報 処 理 セ ン タ ー

昭 和 基 地

み ず ほ 基 地
(56.4新 設)



(3)定 員

区 分

昭

和

56

年

度

長

企 画 調 整 官

研 究

資 料

図 書

管 理

事 業

」

..
1

訓

-

一画企

整
長所

11三
口合

所

系

系

主

部

部

1

1

(注))内 は客員教官の定員で外数である.

〈定員の変遷〉

＼ 区分

嬢 ＼ 所 長
1-一 ー ーーー

ミ481

L-

491

501

;511

521

531

541

55`1

一 一
1

56`1

壁画習 敦

1

1

1

1

1

1

1

1

1

胡 受 動搬 助 手 轟警 護醸 鰍 職員 言+

7(5)10(5)15

6(5)6(5) `12

143

授 助 教 授 助

3(1)1(1)

(1)3(1)

3(、2)4(2)

(2)(2)
3(4)4(4)

一ーー一1

2(△1)1(△1)

5(3)5(3)1

1(△1)1(△1)

6(2)6(2)

1(2)1(2)

7(4)7(4)

(1)1(1)

7(5)8(5)

17(5)

9(5)

17(5)

10(5)

り
]

3

5

5

01

1

11

1

12

1

13

1

14

1

15

15

「葺 務 系
手 `職

26

2

18

6

1731108(10)

1

ミ1

327(10)

4112

E

2

220

83145

技 術 系 特 殊 職 員

員 職 員

17329

51△129

223

28△129

24|10

2229

2612

2226

11431

11△131

2714

33127

17

△1131

2618

△12631

17

計

57(2)

68(4)

82(8)

90(6)

97(4)

101(8)

106(10)

108(10)

108(10)

(注)上 段の数は,当 該年度:こおける定員の増減数で,△ 印は振替減又は定員削減の数であ り,()内 は客員教

官の定員で外数である.
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費(4)経

1,194,145

1,012,216

1,021,525

758,091

619,736

 

営

一

運

一

国立学校特別会計(項)研 究所

区 分1人 件 費

48年 度87,529

49年 度1・57,2・7

50年 度[208,960

51年 度 238,123

52年 度1 285,251

53年 度}

54年 度

319,120

357,517

55年 度1 353,583

56年 度i 470,196

費 設 備 費

52,916

86,049

16,494-[
68,382L

104,934

193,943

222,481

304,899

357,186

113,532

166,043

112,004

134,072

276,822

380,382 278,251

488,792 239,2171

(単位 干円)

計

156,939

311,638

427,426

598,109

計

7

一
〇

219,05

一般会計(項)南 極地域観測事業費

言 分 観測部門経費 設営部門経費

549,375

597,537

733,098

59,505 845,278

866,219

197,014

402,555

48年 度

49年 度

50年 度

51年 度

52年 度

53年 度

54年 度

55年 度

56年 度 462,075

397,785 374,234

338,940

80,060

65,860

852,079

866,875

435,358 359,729 67,132

129,186

348,820

347,527

465,782

383,218

138,241

160,019

162,316

37,493 304,92

40,536

87,664

70,302

96,067 118,008

訓練部門等経費

4,982

設(5)施

5,947m2

10.51㎡

5,796㎡(RC,地 一ド1階,地 上4階)

4,083㎡(SRC,地 下1階,地 上6階)

678(RC,地 上4階)

 

棟

穂

積

棟

料

棟

資

面

面

究

・
泊

理

地

物

研

管

宿

敷

建
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皿 研 究 活 動

研究系及び資料系の教官はそれぞれの系の部門に属している。南極での研究は いくつかのプロジェクトを 設 け

て,そ れを中心にグループをつくり,観 測を行っている。したがって日本国内における研究体制もそれに対応する

ことを考え,教 官は五つの研究グループに分れて研究を進めていくことにしている.す なわち超高層物理学研究グ

ループ,気 水圏研究グループ,地 学研究グループ,生 物学研究グループ,極 地設営工学研究グループである.

各 グループの中ではそれぞれに談話会 とかコロキューム,セ ミナーなどの名称で発表討論の場をもっている・全

体としては研究談話会を持ち,月2回 程度開催し,全 教官が研究発表を行い・分野を超えて討論し・啓もう交流評

価がなされている.又 教官会議,客 員教官を入れた教授懇談会においては,各 分野毎にその研究をレビューし・将

来への展望をしつつ,年 度の研究計画を作成 し報告している.

56年 度に極地に派遣された研究者は20名(全 教官33名 中)に 達している・在所の教官と所外からの共 同研 究 員

193名 が研究に携 っているが,極 地研の主催するシンポジューム,研 究小集会等において極地に関する研究を発表

した り,討 論に参加した研究者は400名 に達する.以 下にその活動を示す.

〔A研 究〕

1.超 高 層 研 究 グル ー プ

(1)一 般 研 究

人 工 衛 星ISIS-1,2に よ る オ ー ロ ラ 帯 プ ラ ズ マ 波 動 の 研 究 助 教授 福 西 浩

ナ_ロ ラ帯 上空 を通 過 す るISIS-1,2衛 星 に は 広 帯 域(50H7-30kHz)のVLF波 動観 測 器 が 搭 載 さ れ て お り・

1976年 よ り昭 和 基 地 で この デ ー タの テ レメ ト リ イ受 信 が 実 施 され て い る ・ これ らの デ ー タ と同時 に昭 和 基 地 の地 上

か ら得 られ た オ ー ロラ の デ ー タ(主 と して 全 天 カ メ ラ写 真)を 比較 す る こ とに よ り・ オ ー ロラ とプ ラズ マ波 動発 生

の関 係 の 研 究 を 行 った.　ISIS-1は 高 度578-3528kmの 範 囲 を,　ISIS-2は1400kmの 高 度 を飛 行 す る・ これ らの 衛

星 で オ ー ロラ現 象 と密 接 な関 係 を も って 観 測 され る現 象 と して,

(1)オ 一 口ラ ヒフ・

② ソー サ ー

(3)　LHR　 (Lower　 Hybride　 Resonance)波

(4)静 電 イ オ ンサ イ ク ロ トロ ン波

が あ る.本 研 究 に よ って これ らの波 動現 象 と オ ー ロラは 以 下 の 関 係 を も って い る こ とが 明 らか に な った ・

(1)ナ 一 口 ラ ヒ スは,一 般 にV型 の ス ペ ク トル構 造 を も っ てい るが,V型 スペ ク トル の 底(最 も周 波 数 の 低 くな

る点)の 位 置 は オ ー一口ラ ア ー クの 位 置 と一 致 す る・ 一 つ のV型 ヒ スの 観 測 され る領域 の緯 度 幅 は1・OOO-2・000

kmと 大 きい(図1).

(2)ソ ー サ ー はV型 や放 物 線 型 の ス ペ ク トル構 造 を し て お り・ 一 つ の ソ ーサ ー現 象 の 出 現 す る 領域 の幅 は100km

程 度 と小 さ い.ソ ー サ ーは オ ー ロラ ア ー クの 位 置 で は 観 測 され ず ・ そ の 低 緯 度 側 又 は 高緯 度側 で 観測 され る ・

5



ソ ーサ ーの 底 の 部 分 に は プ ロ トンの ジ ャイ ロ周 波 数 の高 調 波 に 相 当す る 部分 に吸 収 帯 が 見 られ る(図1).

(3)LHR波 の 中心 周 波 数 はLHR周 波 数 と考 え られ るが,1-2kHzの バ ン ト幅 を も って お り・ そ の 中 に フ ィン

ガ ー プ リン ト構 造 が 見 られ るの が 普 通 で あ る.LHR波 は ソ ーサ ーの 領域 又 は,そ の低 緯 度 側 で観 測 さ れ る.

(4)静 電 イ オ ン サ イ ク ロ トロン波 は,プ ロ トン ジvイ ロ周 波 数 の 高 周 波 構 造 を も って お り,V型 ヒス の底 の 部 分

で観 測 され る こ とが 多 い.

以 上の解 析 結 果 よ り,オ ー　Ptラ ヒスや 静 電 イ オ ンサ イ クロ トロ ン波 は オ ー ロ ラア ー クを 発 光 させ る よ う な7-10

kevの 電 子 ビ ー ムに よ る逆 ラ ン ダ ウ共 鳴 に よ って,ソ ーサ ーは 電 離 圏 起 源 の数evの 電 子 ビ ー ムに よ る逆 ラ ン ダ ウ

共 鳴 に よ って 励 起 され てい る可 能 性 が 考 え られ る ・ ま たLHR波 は,イ ナ ソ ビー ム と の サ イ クPト ロ ン共 鳴 に よ っ

て励 起 さ れ て い る可 能 性 が 考 え られ る.

ELFヒ ス,コ ーラスのGEOS－ 地 上 共役性の研 究 助教授 福西 浩,助 手 山岸久雄

IMS(国 際磁気圏観測計画)の ためにヨーロッパ諸国が共同で打ち上げたGEOS-1衛 星は,1977年7月 か ら9

月末までの約3ケ 月間昭和・アイスランド共役点観測キ1・ンペンに呼応し,その遠地点を6°Eに 位置した・　GEOS-1
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は 周 期12時 間 の 楕 円 軌 道 の た め,遠 地点 付 近 の 移 動 速度 は か な りゆ っ く りと して お り,09-17UTの 時 間帯 で は 昭

和 と ア イ ス ラ ン ドを結 ぶ磁 力線 近 くに位 置 す る こ とに な る.　GEOS-1で 観 測 さ れ たELF-VLF波 動 に 関 して は,

い くつ か の周 波 数 に おけ る連 続 的 な強 度 記 録 の他,毎 定 時 の 約20秒 間 の パ ワ ー スペ ク トル と ダ イナ ミ ック スベ ク ト

ル が デ ー タサ マ リー とし て作 成 され て い る.そ こ で これ ら のデ ー タ と 昭 和 基 地 及 び そ の 共 役 点 ア イ ス ラ ン ドの

Husafel1で 観 測 され たELF-VLF帯 の ヒ ス及 び コ ー ラ ス との 比 較 を 行 った ・　 Husafellで の 観 測 期 間 は1977年

7月29日 よ り9月18日 ま で の52日 間 で あ る.こ れ らの比 較 か ら以 下 の こ とが 明 らか に な っ た.

(1)SCやSI等 の 磁 気 圏 全 体 の急 激 な圧 縮 に対 応 し,ELF帯 ヒス ・コ ー ラ スの 強 度 の 上 昇 が 衛 星 と地 上 で 同

時 に 起 こ る.逆 にSI=の よ うな磁 気 圏 全 体 の急 激 な膨 張 に対 し ては 強 度の 減 少 が 衛 星 と地 上 で同 時 に 起 こ る.

(2)GEOS-1が 昭 和 基 地 やHusafellのLに 近 い 所(L=6-7付 近)で,し か も北 半 球 側 に 位 置 した と きは,図

1に 示 され る よ うにHusafellとGEOS-1で 観 測 され るELFヒ スや コー ラ ス の スペ ク トル 構 造 は 非 常 に よ

く似 てい る.し か し昭 和 基 地 では,0.5-1kHzの 周 波 数 帯 のELFヒ ス強 度 は 強 い が そ れ よ り高 い 周 波 数 の エ

ミ ッシ ョ ン強 度 は急 激 に減 少 す る.

(3)GEOS-1が 昭 和 基 地 やHusafellよ り も大 き なLに 位 置 した と き(L～8付 近)は,　 GEOS-1で 観 測 され

たELFヒ スの周 波 数 は 地 上 の昭 和 やHusafellで 観 測 さ れ たELFヒ ス の周 波数 よ り低 くな る ・

(4)GEOS-1が 逆 にL=6よ りも小 さなLに 位 置 した と きは,　GEOS-1で 観 測 され た エ ミヅシ ョ ンの 周 波 数 は

地 上 よ りも高 くな る ・

(5)QPエ ミ ッシ ョン の繰 り返 し周 期(一 般 に20～30秒)ぱ,衛 星 の 位 置(L値)に よ らず 地 上 と衛 星 で 一 致

し,同 期 し て起 こっ てい る.

以 上 の 結 果 よ り,ELFヒ スや コ ー ラ スは,磁 気 圏 の中 で ほ ぼ そ の 場 所 の ジ ャ イ ロ周 波 数 に 比 例 した 周 波 数 を も
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って起こっていること,地 上までの伝搬の仕方は北半球側 と南半球側で異なること,QPエ ミッションの繰 り返し

周期は緯度(地 球からの距離)に 無関係なことなどが示唆される.北 半球側 と南半球側で地上までの伝搬が異なる

原因としては,1)磁 力線の形の南北非対称性,　2)　Husafel1　が夏半球側,昭 和基地が冬半球側にあるための磁

力線に沿った電子密度分布の非対称性,な どが考えられる.

極 域E]LF.　 VLF　 自然放射 の季節 変化 の研究 助手 山岸久雄

磁気圏内で発生する自然電波は衛星観測によ り多くの種類が見つかっているが,そ の内で,極 域地上へ伝播する

ものとして,地 磁気地方時,朝 ～昼側の磁気赤道面で発生する,ポ ーラーコーラス及びELFヒ ス,夜 側の地上数

千km～1万km高 度の,い わゆるオー一口ラ粒子加速領域で発生すると考えられる,オ ーロラヒスが挙げ られる.

従来の地上観測によれば,こ れらの自然電波には顕著な季節変化があることが知られている.即 ち,ポ ーラーコ

ーラス,ELFヒ スは冬季に比べ夏季の方が数倍強い.ま たオーロラヒスについては冬季に強 く,夏 季は全 く受信

されない.

地上で観測される自然電波は,電 離層により吸収を受けたものを見ていることから,こ の季節変化は,(1)電 波発

生源における放射強度の季節変化 と,(2)電 離層吸収量の季節変化 とが重畳されたものとなっている.

(1),② を分離し,そ れぞれの季節変化を定量化することは,波 の発生,伝 播機構を明らかにする上で重 要 で あ

る.そ こでIMS期 間中(1976～1978年),南 極昭和基地においてテレメ トリー受信された,カ ナダの人 工 衛 星
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ISIS-1,2号 に より観測されたVLF自 然放射強度及び,同 時期,昭 和基地地上で観測されたVLF自 然電波の放

射強度 とを定量的に比較することにより,(1),(2)の 分離を試みた.

ISIS衛 星が昭和基地上空を通過し,地 上,衛 星で同時に自然電波が観測される例は少ない.(1976～1978年 間

で46軌 道).そ こで,衛 星データは1976～1979年 の234軌 道を,季 節,地 方時別に統計処理し,こ れと,1978年 の

昭和基地地上観測結果とを比較 した・

また,磁 気圏内での電磁波動発生状況を支配する地磁気活動度の指標としてのKp,　 AE指 数を併せて解析した.

また,昭 和基地上空の自然電波吸収率を推定するたあに,30MHzリ オメータデータも併せて解析した・

これらの解析を要約すると,

(1)　ISIS衛 星高度(約1400km)に おいて,ELFヒ スは夏季が冬季に比べ約5dB強 く,オ ーロラヒスは冬季

が夏季に比べ約13dB強 い・

(2)昭 和基地地上においては,ELFヒ スは夏季が冬季に比べ約4dB強 く,ナ 一口ラヒスは,冬 季が夏季に比

べ13dB以 上強い.(夏 季 のオーロラヒスは受信器感度以下となるため,絶 対強度は不明である.)

即 ち,地 上で観測 されるELF,　 VLF放 射の季節変化特性は,電 離層の上でも,傾 向としては同じであり,波

の発生源,磁 気赤道から極域への伝播特性の季節変化の方が,電 離層吸収の季節変化 よりも,よ り本質的である.

図に昭和基地の地上で観測された電離層吸収(CNA)とVLF自 然電波強度の関係を示す.上 段 は冬期(6

月),下 段は夏期(12月)の 例である.

Pc　1波 動現象の共役性の研究 助手 小野高幸,教 授 平沢威男

Pc　1波 動は,磁 気圏内におけるイオンサイクロトロン不安定によって発生したイオンサイクロトロン波が 地 上

へと磁力線に沿って伝播することにより観測されるものと考えられている・この発生伝播のメカニズムを詳しく調

べるため,こ こでは昭和基地を通る磁力線の近傍におけるGEOS-1衛 星 による観測,昭 和基地の磁気共役点であ

るアイスランド・フッサフェルにおける観測,及 び昭和基地における観測を相互に比較す ることにより　Pc　1の 伝

播特性について解析を行った.

GEOS-1衛 星 による観測では,磁 気圏内への高エネルギーイオンの流入に伴 うイナンサイクロトロン波の発 生

が頻繁に観測されてお り,ま たその伝播特性の持つ重要な特徴 としてヘリウムイオンの影響が強く表われているこ

とが発見されている.こ こではGEOS-1衛 星が昭和基地を通る磁力線近傍に位置した場合のPc1波 動観測を昭

和基地における同時観測結果と比較した・この結果昭和基地地上観測結果中にも　GEOS衛 星で見出されたのと同

様,ヘ リウムイオンの効果を示すバン ド状スペ クトルの特性を持つエミッションの多 くは偏 波 特 性 に お い て も

GEOS衛 星による結果と一致し,昭 和基地地上観測によるPc1波 動現象が磁気圏内イオンサイクロトロン波の伝

播の様相を極めて正確に反映したものであることがわかった.

1978年 に実施された南極昭和基地とアイスランド・フッサフェルとの地上共役点観測の結果中,ULF波 動観測

データにっいてPc　 1波 動のスペクトル及び偏波特性における南北共役性の解析を行 った.観 測 されたPc1波 動

は,ま ずそのスペ クトル特性の持つ特徴から,　(i)　Periodcal　Emission　 (波束 のエンベ ロープが数10秒 の周期性を

持つ)　(ii)　Non　 Periodic　Emission　 ((i)に 対 して周期性のないもの),(iii)IPDP(時 間 とともにゆるやかに周波

数が上昇するスペ クトル特性を持つ),及 び(iv)　 Dot(ダ イナ ミックスベクトル上で孤立した点の形で現われる)

の4種 類に分類され,こ れらのスペクトル特性の違いと共役性 との対応を調べた結果・　Periodic　Emissionの 共

役性が最も良く,上 記(i),(ii),(iii),(iv)の 順 に共役性の良い現象の現われる確率は小さくなってゆくことが

見出された.こ のことは磁気圏内におけるPc1伝 播 路が共役性の良い条件を満した場合に,　Periodic　Emission

が発生するというメカニズムと良い対応を示すものである.

以上の様にPc1波 動現象の共役性の解析により,地 上で観測されているPc1波 動の特性が磁気圏内波動粒子

相互作用を予想以上に直接的に反映したものであることがわかった.

9



南極 ロケ ッ ト観測に よる極域電離圏 における高周波プ ラズマ波動粒子相互作用の研究 助手 宮

岡 宏,教 授 平沢威男

従来,地 球電離圏および磁気圏領域におけるプラズマ波動に関する研究は,主 にULF波 動(周 波数1Hz以 下)

な らびにELF・VLF波 動(30kHz以 下)の 低周波プラズマ波動を中心に展開されてきた.し かしながら,1970

年代 始めのオーロラキロメータ波放射(AKR)発 見以来,オ ーロラ現象に伴 う　LF～HF帯(0.1～10MHz)に

おける高周波プラズマ波動の重要性が次第に明らかとなってきた.こ うした背景を基に,　IMS期 間 中に実施した

南極ロケット実験において,合 計6機 のロケットに高周波プラズマ波動スペクトル観測装置を搭載し,南 極域電離

層における初のスペ クトル観測に成功した.こ れらの観測結果は,同 時に計測されたオーロラ降下粒子の観測デー

タと詳細に比較解析することによ り,そ の発生機構を定量的に明らかにすることが可能 となった.

オーロラ中に発射された4機 のロケットのうち,S-210JA-21,S-310JA-4お よびS-310JA-6号 機 の実験で特

に顕著な波動現象が観測されたが,そ れらは次の4種 類に分類できることが判明した(第1図 参照)・

1)　Type1エ ミッション:fL-=o(Zモ ー ド遮断周波数)<f<fp(電 子プラズマ周波数)の 帯域に観測される.

2)　Type2エ ミッション:0.2〈f/fe<0.6の 帯域1こ観測される.た だしfcは 電子サイクロトロン周波数.

3)　Type3エ ミッシ ョン:f≧fpの 帯域に観測される.

4)　 Type4エ ミッション:0.1〈f/f・<0.2(100kHz～200kHz)の 帯域に観測される.そ れぞれのエミッション

に対して,同 時に観測 されたオーロラ粒子のエネルギースペクトルデータと対比させ,そ の発生機構に関し検討を

行なった結果以下の結論を得た.

1)　Type1エ ミッション:周 波数が　fL=o<f<fp　 (あ るいはfじIIR)の 帯域に含まれるため,Zモ ー ド波と同定

された.ま た降下粒子との関係では数keVの エネルギーをもつビーム型降下電子 と良 く対応することから,こ れ

S-310」A-6
AN誓xτ　　　　　　ALrlTU胱A讐x　 (KM)

100150200230237230200150100

10一



らの降下電子:。よるビーム型不安定によって励起され嫌 酬 プラズマ波がzモ ー 随 へと変換したものと繍 さ

れる.実 際に,降 下粒子の翻 繰 を用・・たビーム不安定性の数値噺 か らもこの帯域のzモ 吋 波 繊 めて励起

されやすいことが確認された(第2図 参照).

2)Typ,2エ ・。シ。ン ・磁プ線 ・実寸頭 角方向のピ・チ角を持つ成分と良・'欄 をもって発生し・ さら}こエ

,。 シ。凋 激 力・。.,f,i[ii傍に広力・ることから,・ ス=一 ン型あるいはi膿 異方性型の降下電子により励起され

たf,,以 下の周波数帯域における静電的プラズマ波動と同定された・

,)Typ,3-,。 シ 。ン・降 下駈 の舗 な増加 ・伴 って難 して・・ること・ さら・・その低醜 側の酬 融

数が 。ケ。、近傍のプ・ズ調 臓 に一致していることから・ビーム型不錠 によって励起されたzモ ー ド灘 起

源 とした電離圏レベルにおける連続性放射(Continuum　 Radiation)で あると結論された・

4)Typ,4エ,。 シ 。ン ・・ケ。・近傍での降下粒子との相関力・ないこと・ さら・・その周激 スペ クトル離

の㈱ から,こ 櫨 繊 離 圏 ・磁気醐 域で発生 したAKRの 一部が下部電酬 へ も泌 んだ鞠 現象 と繍 さ

れた.

肚 の漸 繰 から,醐 の下縄 鯛 領脚 お・・てもた ・ラ軒 粒子によりzモ ード灘 始めとするプラズ

娘 鋤 励起が行励 れていること,さ らに励起され静 電触zモ ー ド波力・蝿 鰍 動へのモー ド変鰯 ほぼ定

常的に機能している基本的なプロセスであることが判明した.

プ ラズ マポーズ構造 の研究 助教授 江尻全機

高瀬 超高腰 象の多くは,磁 圏 ・プラズマ圏のプ・ズマ密麟 造暗 鯛 係して・'るものが多 く有 り,そ の

境界嫌 めるプラズマ學 ズの髄 は過 去・・も,地 上ホイ・ス・一の・一ズ雛 よ1)求 めた り・さらに人工醒

により醸 翻 刺 能になってカ・ら多 くの脇 ・なされて練 その結果・プラズマ舟 ズは韻 活動度及び顧

地方時(MLT)1・ よって変化 し,ほ ぼL-3-7に 存在し,電 子密齢 舗1・ 変化している事がわか った・しカ'

し,観 測の時間,空 間分解能が悪く,詳 細な構造は,今 だに解明されていない.

EX。S.B鯉 、よ,L-・ ～61・ わ たる磁気圏を観肌,纈 が低岬 から・プ・ズマポーズの測定に適 し・特に

インピーダンス.プ 。一ブでの電子離 測定は,時 間分縦 ・秒(輔 分解能約・キ・メー ・・レ)で 電子 醜1°

cm-3か ら105cm"3の 範囲の直接測定が出来る.
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RADIAL　 DISTANCE L　-　VALUE

例として,1981年8月11日 よ り3日 間のプラズマポーズ付近の電子密度をL値 の函数として図に示す.こ の変化

を径方向の変化 とは単純に解釈出来ず,人 工衛星は経度方向にも位置を変えている事から,特 に遠地点付近に於い

ては,プ ラズマ ・ポーズの境界に沿っての変化を見ている可能性がある・この観測結果から言える事は,

(1)プ ラズマ圏内では,従 来から言われている様に,Lの 一3か ら一4乗 で電子密度は比較的ゆるやかに変化して

いる.

② プラズマ ・ポーズは従来の比較的滑らかな変化と考えられていたが,距 離精度を上げた今回の観測では,数

キロメートルで1桁 以上の電子密度の変化が有 り,そ れは大きな変動をしている.こ の急峻な密度傾斜を維持

している機構は解っていなく,従 来のプラズマ ・ポーズ生成理論では説明がつかな く,新 しい理論が必要であ

る.

(3)図 の例で軌道3211で は,前 日ほとんど空であったプラズマ ・ポーズの外側の領域が,1日 で1桁 以上の電子撫

度で補充されてプラズマ圏になっている.従 来考えられていた電子の高緯度電離層からの補充のtime　 const-

antは,1週 間程度であ り,こ れも新しい理論が必要である.

プ ラズマ ・ポーズは,磁 気圏大規模電場による共回転プラズマの運動と高緯度からの電子の注入によるとする生

成理論でこれ迄考えられていた構造 とは全 く異なり,短 時間で又距離スケールの非常に小さい変動をしている事が

観測で明らかにされた.

高 緯 度 カ ス プ 電 離 層 構 造 研 究 助 教 授 江 尻 全 機

高 緯 度 電 離 層 及 び カ ス プ 領域 の 構 造 を研 究 す る為,1976年8A22日1755UTに,グ リー ン ラ ン ド ・Sφndre　 St-

rφmfjord　 (φ=67・02°,λ=50.　 60°W　 Geographic　 :　Geomagnetic　 Latitude～75°N)　 よ り　t℃USP-　 li　"ロ ケ ッ ト

が打 上 げ られ た.こ の実 験 は,デ ンマ ー ク ・日本 ・ス ウ ェ ー デ ン ・ノル ウ ェ ー ・ア メ リカ ・ナ ラ ン ダが 参 加 して 計

画 され た 国際 協同 実 験 で,ベ ク トルDC磁 場 ・　ELF/VLF波 動 ・電 子 密度 ・電 子 温 度 ・密度 揺 動 ・ベ ク トルDC

電 場 ・高 エ ネ ル ギ ー降 下 粒 子 束 の観 測 機 器 が 搭 載 され,親 子 ロ ケ ッ ト ・シ ステ ムに よ り降 下粒 子 と電 子 密度 は 小 ロ

ケ ッ トに も搭 載 され て い る.

電 離 層 高度 で,ロ ケ ッ ト上 昇 時 及 び 下降 時 共 に,電 子 密度 の揺 動 が 観 測 され て お り,地 上 の固 定 周 波 ア イ オ ノ ゾ
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Polar・　Cusp　 s±ructure　 observed　 ・by　CUSP　 II

〔7608221755UT〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Flight　 Tlme　 〔sec)

ンテのバヅクスキャタ領域 と良い対応を示し,ナ 一口ラ帯で見 られる所謂　"SEC現 象"と 同類の現象である事が

示された.磁 場の観測では上昇時E層 で約60nTの 変化が観測されてお り,こ れは東111」きホール電流290mA/m

に対応し,北 向き電場45mV/mと 一致している.但 し,ロ ケットの飛翔した位置が,ポ ーラ・カスプ内であるか

又はオーロラ帯の極側境界であるかの判定は,以 下の議論に於いても明白でない.

降下粒子は,打 上げ後213秒 か ら255秒,及 び288秒 か ら308秒 の間の2つ の領域で存在し(図 参照),ほ ぼ磁

力線に沿って特性エネルギーで109か ら10・・　electrons/cm2・ster・keV・secと 言 う高い値を示した・ 同じ領域

で,電 子密度の上昇は2～3倍,電 子温度は最高6千 度以上にもな り,降 下粒子によるエネルギーの電離層への注

入を示している.さ らに,磁 場の観測では,ほ ぼ同じ領域で,　up-goingの 沿磁力線電流が検出されており,2つ

の領域で各々160mA/m,及 び1∞mA/mで あ った・

これ らの定量的な測定結果は,ほ ぼ　Selfconsistent　であるが,詳 細を検討すると次の様な重要な問題が見出さ

れる.

(1)粒 子束の変動と電子密度 ・温度の変動が一致しない.こ れは,粒 子による電離 ・熱化の結果の密度 ・温度は

時定数が長く,そ の時点迄の粒子束の履歴で決まるもので,定 常解で求められるものより低い値である事にも

示されている・

(2)粒 子束の存在す る領域 と,上 昇電流の領域が,明 らかにずれている・これは,こ れ迄考えられていた下降電

子束が上昇電流の担体であると言う仮説を否定するもので重要な観測事実である.

ロケ ッ ト・衛星搭載用 リング コア型 フラ ックスゲー ト磁力計の開発 助教授 福西 浩・助手

藤井良一

ロケットや衛星での磁場観測は,地 上での磁場観測に比べいくつかの困難な問題がある・最も大きな問題は,ロ

ケットや衛星は強い地球磁場中をスピンしながら移動するので,搭 載される磁力計は実際に観測すべき自然の磁場

変動とロケットや衛星の回転や移動に伴 う見かけ上の地球磁場変動を合わせて観測してしまうことである.し かも

自然現象としての磁場変動は1-SOOnT程 度であるのに対し,ロ ケットや衛星の運動に伴 う磁場変動は±50,000nT

程度 と格段に大きい.更 にロケットでは通常スピン周期は1秒 程度なので,1秒 間に ±50,000nT程 度の磁場変動

が起きることになる.そ こで飛翔体用磁力計には,き わめて大きなダイナ ミックレンジ(測 定範囲)と,高 い周波

数 レスポンスが要求される.

も う一つの問題は,ロ ケットや衛星の残留磁気や,そ れ らに搭載された電気回路で消費される電流がつ くり出す

磁場が,自 然の磁場変動の観測を妨げることである.こ れを避ける方法は,磁 力計のセンサーをロケットや衛星か

らできるだけ離すことであり,そ のためには,軽 く,ね じれやたるみを起こさないブームの開発が必要 となる.こ

の他,飛 翔体搭載用磁力計としては,小 型,軽 量,低 消費電力,高 安定度などが必要となってくる・本研究はこれ
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らの 条 件 を 満 た す 磁 力 計 と して 以 下 の 仕 様 を 満 た す磁 力 計 の 開 発 を行 って い る ・

(1)方 式:リ ン グ コ ア型3成 分 フ ラ ッ クス ゲ ー ト磁 力 計

(2)測 定磁 場 範 囲 ・分 解 能:±65,000nT,2nT

(3)ブ ー ム:長 さ1-5mで 先 端 で の 曲 りは0.1° 以 下,モ ー タに よ り伸 展

(4)セ ンサ ー:直 径1イ ンチ の リング コア,材 質 は6-81モ リ ブデ ン ・パ ー マ ロイ

(5)エ レ ク トロニ クス部

ドライ ブ周 波 数:15kHz(パ ル ス ドライ ブ方 式)

周 波 数 レス ポ ンス:400Hz

ノイ ズ レベ ル:0.05nT(DC-200Hzバ ン ド幅 で)

ゼ ロ レベ ル安 定度:±1nT

A/D変 換:16ビ ッ ト

サ ンプ リン グ周 波 数:50-100Hz

(6)重 量:セ ンサ ー0.5kg

ブ ー ム(5m)3.5kg

ケ ー ブル0.5kg

エ レク トロ ニ ク ス部　　 　　　　　 　　　　 3.　Okg

合 言十7.5kg

(7)寸 法:セ ンサ ー13.5×7×7cm

ブ ー ム(格 納 時)20×30×30cm

エ レ ク トロニ クス部20×18×18cm

(8)消 費電 力:3W

(9)デ ー タ伝 送 量:2.5-5kbps

本 年 度 は,磁 力 計 本体 の プ ロ トタ イ プ の製 作 を行 った ・ ブ ー ムの 開発 は来 年度 よ り開 始 す る予 定 で あ る.

極域 中層大気の レーザ レーダの開 発 客員助教授 岩坂泰信,教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,

助 手 佐藤夏雄,藤 井良…,宮 岡 宏

レーザレーダは,地 上から中層大気圏を観測するリモー トセンシングの一つ として1960年 頃 より用いられ始め,

数々の興味深いデータが得 られつつある・とりわけ成層圏エアロゾルの観測手段として有効で,エ アロゾルと火山

大爆発の関係,エ アロゾルの生成消滅過程,エ アロゾルを トレーサとした物質輸送機構の研究などに威力を発揮し

ている.し かし,南 極地域では本格的なレーザ レーダ観測はなされたことがな く,未 知の領域であった.そ こで,

1982年 より実施される国際中層大気観測計画(MAP)　 の主要な観測手段の一つ として,昭 和基地に レーザ レーダ

を設置することが当研究所において計画された・この計画に基づき,シ ステムの基本設計を行 った.

1.観 測 ・研究計画

観測は次の研究を目標にして行 う.

(1)成 層圏エアロゾルのモニタリング

(2)夜 行雲高度のエアロゾル探査

(3)高 エネルギー粒子の降 り込みと中層大気中のエアロゾル濃度の変化

(4)成 層圏高度の水蒸気収支と　Cist

(5)大 気球 ・航空機との協同観測

2.レ ーザレーダシステムの仕様

システムのブロック図を図1に 示す.シ ステムは送信部と受信部よりなる.

(1)送 信側

レーザ波長:0,6943μm(ル ビー基本波)

0.3471@m(ル ビー第2高 調波)
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送1言ノくワー:1.OJ/pulse(O.6943μln)

o.25J/pulse(o.4371μm)

パル ス幅　 :　40nsec

パ ル メ、繰 り返 し周 期:1Hz

(2)受 信 側

望 遠 鏡 直 径:50cm(カ セ グ レイ ン方 式)

フ4ル タ ー:6943±5A

3471±5∠1

エ レ ク トロニ クス 部:0.6943/im(フ ォ トン カ ウ ン ト)

O.3471μm(フ ォ トンカ ウ ン ト及 び ア ナ ログ シ グナ ル)

A/D変 換 器:8bit/word,　 960　words

フ ォ トン カ ウ ン タ ー　:100　 channels,　 2　serieses

デ ー タ処 理:ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ ー

この 基 本 設 計 に 基 づ き南 極 用 レーザ レー ダの 製 作 を 開 始 した ・全 シ ス テ ム は57年 度 に完 成 の予 定 であ る・

固体撮像素子 を用い た高感度オ ーロラテ レビカメラの開発研究 助手 小野高卓・助教授 江尻

全機,教 授 平沢威男

オーロラ現象を解明するにあた り,ナ 一口ラ発光の形態を詳細にとらえる事は最 も基本的かつ本質的な問題であ

る.こ こではオーロラ画像を観測するためのシステムを検討し,固 体撮像素子を用いたオーロラテレビカメラの開

発研究を行 った.観 測システムの検討の結果,今 後のオーロラ研究に必要なテレビカメラとして次の様な条件を満

足しなけれぽならないことがわかった.

1.100レ ー リーより100kレ ー リーに至る強度のオーロラ画像を1秒 間に1枚 以上の割合で撮像できること.
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2.デ ータは計算機を用いた画像処理が可能な様にディジタル量として記録されること.

3.小 型,軽 量,低 消費電力であ り,飛 翔体搭載川あるいは無人地上観測用としての可能性をも持つこと.

上記の要求条件を満足させるべく,　CCD　 (Charge　 Coupled　 Device)　を用いたテレビカメラの開発を行った.

56年度 における開発の主眼は,　CCD素 子のコントロール方法を確立することおよびカメラの高感度化を実現する

ために不可欠なCCD冷 却 時の雑音レベルの低減特性を確認することにあった・用いられたCCD素 子は本来通常

のテレビカメラ用に開発されたものであるが,16m・secの テ レビモー ドから8秒 間の長時間露光のモー ドまでを

切換えて動作させることに成功した・またCCDの 冷却技術を確立し,低 温時におけるCCDの 特性を調べたが,

温度が約7℃ 下がる毎に雑音 レベルが半減するとい う理論的に予想されていた通 りの特性を得ることができて,カ

メラの高感度化が期待通 り実現できる事が確認された・今後は開発されたカメラによるオーロラの実験観測を行い

つつ,高 感度オーロラテレビカメラを確立してゆ く予定である.

極 域 高層大気の変質作用の研究 客員助教授 小川利紘

オーロラ粒子の入射があるため,極 域高層大気には,特 有の変質作用が見 られる.　MAP　 (中層大気国際協同観

測)の 本観測を前にして,極 域における大気変質作川の研究観測のため,測 器の設計 ・製作 ・試験および予備観測

を行なった.

(1)ロ ケ ットによる一酸化窒素(NO)の 測 定

オーロラ粒子による大気変質作用の うちで最も際立っているのは,… 酸化窒素(NO)の 生成である.　NOは 紫

外大気光をロケット観測することによって測定可能であ り,昭 和基地でのロケット観測によって,極 域 に おけ る

NO密 度の増加の一端をとらえることに成功 している.今 後の研究の方向として,　NOの 生成過程だけでなく,下

層大気,中 低緯度帯への移流 ・拡散過程をも含めて,オ ーロラ粒子の大気組成に与える影響をダイナ ミックに把握

することが重要である.

昨年度,ロ ケット相関分光データの解析方法を改良し,本 年度は引続いて測器自体の改良を行なった.主 な改良

点はデータ取得率を向上させたことで,約0.5秒 間隔で1つ のデータ・セットを取得できるようにな り,ロ ケット

観測において1km以 下 の高度分解能で高度分布を求めることが可能となった・この改良型測器は国内観測におい

て使用され良好な結果を収め,今 後南極観測をはじめ広汎に使用されることができる.

(2)大 気球による二酸化窒素(NO2)の 測 定

高層大気中の二酸化窒素(NO2)は 一酸化窒素(NO)の 酸化によって生じ,特 に成層圏オゾンの消滅反応を支

配する成分として重要視される.極 域においては,冬 期極めて低濃度となることが示唆 されているが,今 後更に詳

細な研究が必要である.ま た,極 域上空の高度分布については測定が皆無である.

南極MAP観 測の初年度にあた り,23次 隊では大気球観測によって成層圏NO、 の高度分布を測定することを試

みる・測定法は,太 陽可視光の吸光分光法によるものであ り,分 光計を使用する.こ の観測は大気球や地上など国

内観測ではすでに実績があるが,測 器としては従来のものに比べて南極観測川として小型のものを使用する.23次

隊観測のために,国 内において新 しい測器の試験観測を行なった.

地 磁気 多点観測に よる南北共役性の研究 助教授 鮎川 勝,教 授 平沢威男

極域の地上観測による地磁気変動の様相は,オ ーロラ出現と良い対応を示し,オ ーロラ発光域に西向き電流を仮

定すると理解 しやすい.特 にHとZ成 分変動は,オ ーロラの強い発光域と良い相関を示す.IMS(国 際磁気圏観

測計画)期 間に,昭 和基地周辺で実施 した地磁気多点観測結果より次の点が明らかとなった.　(1)Aurora　Substorm

における地磁気H成 分の全体的変動は,約300km範 囲内に設置された各観測点でほぼ似た傾向を有する.(2)但 し,

H成 分の全体的変動の中に見られるスパイク状の変動は,各 観測地点で必ず しも一致せず,そ のスパイク的変化は

オーロラの強い発光域と良 く一致する.　(3)Substorm時 のH成 分減少(Negative　 Bay)開 始時刻は,100～150km

離れた観測地点で必ずしも同時ではない.約1～3分 程度の差が認められ,こ の時間差はオ ーPラ の　Poleward

expanssionと 良い相関をもつ.(4)3つ の観測地点におけるZ成 分変動状態を比較することにより
,強 いオーロラ

の発光域を推測することが可能である.本 年度は以 上の地磁気多点観測結果を基にして,さ らに解析をすすめ多点

16一



解測網データ利用による地磁気南北共役性に関して研究を行った.使 用したデータは,南 半球の昭和基地,無 人観

測点(A1),み ず ほ基地,北 半球の　Husafell,　Leirvogur　 計5観 測所のデータを用いた.解 析方法は,各 観測地

点の地磁気H成 分変動を補助としながら,Z成 分ゼロ位置をCPU処 理 により追跡し,南 北共役点の変動状態を調

べた.そ の結果,地 磁気共役点は固定されているのではなく,時 々刻々変化 し,　Magnetic　 Local　Timeに 依存 し

て,あ る規則性を有して変動していることが,観 測事実として明らかになった・

図1は,オ ーロラ発光域 とナ一口ラジェット電流の関係を示す.図 中の黒い斑点は,昭 和基地で観測した掃天 フ

ォトメータ(5577A)の 記録で,そ の濃淡はオーロラ強度を表わす.ま た太線は地磁気H及 びZ成 分の緯度分布よ

り求めたオーロラジェット電流の中心を示す.下 段は全天カメラ記録である・この図より,オ ーロラジェット電流

はオーロラ発光域を流れていることがよくわかる.

(2)共 同研 究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

南極観測 ロケ ッ ト搭載機器の研究開発 ※平沢威男(教 授),松 本治弥(神 戸大学工学部教授),賀 谷

信幸(神 戸大学工学部助手),木 村磐根(京 都大学工学部教授),松 本 紘(京 都大学超高層電波研究センター助

教授),鎌 田哲夫(名 古屋大学空電研究所助教授),長 野 勇(金 沢大学工学部講師),向 井利典(宇 宙科学研究

所助手):福 西 浩(助 教授),江 尻全機(助 教授),鮎 川 勝(助 教授),山 岸 久雄(助 手),小 野高幸(助 手),

宮 岡 宏(助 手)

極域超高層擾乱現象,特 に"ナ 一口ラ現象"の 研究は,地 上からの光学観測やオーロラに伴 う電磁波の観測に加

え,観 測ロケットや人工衛星による直接測定が,そ の物理過程を理解する上で重要な役割を果たすようになって来

た.南 極昭和基地に於いても,過 去数多くの観測 ロケットにより,そ の概要が明らかにされて来たが,定 性的な解

釈からさらに一歩進あて定量的な議論をするには,測 定手段の一段の改良が必要になって来た・この特別共同研究

は,第25次 か ら再開されるロケット観測及び将来の飛翔体による観測を目指して,新 しい測定原理の研究及び従来

の機器の改良,開 発研究を行 うものである・

56年 度は,オ ーロラ粒子(電 子とイオン)に ついて,測 定器の基礎原理の研究 と,そ の結果に基づき,セ ンサー
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部の設計,信 号処理部の設計を1了い,高 晴 源部を除き,そ れらの製儲 行った・一方・熾 室において,性 能試

験を行 う為には,宇 宙空髄 シ・。レー・するスペース ・チ・ン・し と,た ・ラ粒子姓 成する制御され躍 子

及びイオ瀬 が腰 であ り,鵬 鋼 縮 プラズマ発生鑓 も必要である・これらの実擬 置セ・ついては極光鰍

室を作 り,ス ペース・チ。ン・・一とパーチ ・フ・レチ・ソ・・一路 碩 空排簸 置とチ・ン・ミー本体の製作を完了さ

せた.オ ーロラ粒子 とプラズマを発生させる為には,こ れから電子イオン源の開発及びプラズマ源の開発を行なわ

鮒 れぽならないが,57鞭 に}まそれ らの研究醗 及び製作を完了させる予定である・以下56年 度 に完了したもの

についての概略の説明をする・

1.パ ーテ ィクル ・センサー

分析エネルギー:O～30keV

印加電圧:0～3kV

エネルギー分解能:最 大10%

デ オメ トリカル因子:10'4～10-5

形 式:半 球型

球面公差(測 定値):1/2000以 下

このパーティクル ・センサーは,内 半径45mmの もので,材 質はステンレスSUS303を 使 用し,コ リメータ及

びCEM(チ ャンネル トロン)検 出部が目的に応 じて着脱可能であ り,搭 載センサーの較正用標準器として使用さ

れるものが出来た.

2.信 号処理部

チャンネル トロン:CEM4830

チ ャンネルプレー ト:SMCD25-25-RAZ

パル スカウン トの出力は周波数カウンターとの1/F,及 びMCPはResistive　 Anodeに よ り位置検出を行い・

二次元イメージ出力をブラウン管でモニターをし,さ らにHPMode135と1/Fを 持つものである・このイメー

ジ検出はこれ迄の一次元検出の考えを一歩進めたもので,瞬 時に粒子のピッチ角分布を知る事が可能になる・高圧

電源については,固 定電源及び掃引電源が必要になるが,設 計,製 作は57年 度に行 う事とし,そ の方式,仕 様の検

討及び試作品による性能の試験を行った.搭 載を目的としている為 小型,軽 量,低 消費電力で,3桁 のDynamic

rangeを 持ち,応 答時間5msの 外部制御掃引高圧電源ユニヅ トの見通しを得る事が出来た.又 これらの電源は地

上実験室用とは異な り,宇 宙空間環境の下に動作し,信 頼性に対する設計も要求される・

3.チ ェソ八一

7R-一テ ィクル ・チェンバー:1000φ ×600L

スペ ース ・チェンバー:1000φ ×12001、

到 達真空度:2×10-8TOYY・

パーティクル ・チェソバーは,イ オン源を持ち,任 意のガスを一定圧力(精 度1%以 下で導入出来,イ オン質量

分析をして,ド リフ ト管に平行ビームを作るものである.任 意のビーム・エネルギーを得 る為の各種高圧電源及び

CEM・MCP性 能 試験用パルス高分析器MCA　 ・　CANBERRA-40を 有する・

人工衛星テ レメ トリに よる極域超高層の研究 ※松浦延夫(電 波研究所 平磯支所長)・恩藤忠典(電

波研究所研究室長),相 京和弘(電 波研究所室長):平 沢威男(教 授)

1.研 究成果

(1)ト ップサイ ドサウンディング

昭和基地で取得した　ISIS　 トップサイ ドサウンダAGCデ ータとイオノグラムを利用して南極域上空における

LF/MF帯 電波雑音スペクトルの特性を調査した.そ の結果,高 度によりスペクトル構造の異なる雑音帯が観測さ

れることが分った.す なわち,約2900km以 一ヒでは,ほ とんどの雑音は極光帯キロメー トル放射(AKR)で ・昼間

側で観測された例を詳細に調べた結果,こ の雑音帯は昼側のカスプ磁場に関連 した大規模な電子密度希薄領域にお

いて発生することを見出した.ま た,2900km以 下では2種 の雑音帯.す なわち,極 光帯ヒスの高周波成分である
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ホイッスラ ・モー ド波とプラズマ周波数一高域ハイブリッ ド周波数間の準静電波雑肖二が観測されている.

(2)VLF帯 電波雑品二翻tll

昭和基地で取得 した　ISIS・VLF　 チ ータを解析して,高 緯度上空で観測されるコーラスの周波数緯度変化特性

を中心に調査 した.

不変緯度55°～65°の昼間側では地磁気活動静穏時(kp≦2)に おいてコーラス周波数の緯度による変化は極めて

少ないが・その他の地磁気活動(kp>2)で は緯度 と共に周波数は低下する傾向があることを見出した.ま た,不

変緯度≧255°の夜間(01～04MLT)で は コーラス周波数の緯度変化はほとんどない.不 変緯度≦260°の 昼側に

おいてコーラス周波数が上の傾向と逆に緯度と共に上昇する例が見出された.こ れは磁気圏中性点近傍の境界層プ

ラズマと密接な関連があると推定されるが,詳 細な検討は今後の課題である.

極 域 におけるVLF波 動 におよぼすD層 の影響 ※長野 勇(金 沢大学－t学部講師),満 保正(金 沢大

学工学部教授):平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

極域における地上に到達するVLF自 然電波は,磁 気圏及び上部電離層を源とし,下 部電離層を経由して大地上

へ伝搬したものである.三 年間に渡る本研究の目的は,こ の大地上で観測される　VLF電 波の強度及び偏波につ

いて,よ り現実的な入射及び電離層モデルを考えて,定 量的に計算し ド部電離層の効果がどのように現われている

かを明らかにし,最 終的には実験データの説明を行 うことである.

1.大 地上における空間分布

電離層一自由空間一大地を考え,　Transmission　 cone内 に一一様;こkベ クトルを入射 した場合について大地上の

水平磁界強度分布を計算 した.こ の計算値は,導 波管理論に基づいた空間減衰率(約 一8dB/500km)と 比べて非

常に大きな値(-20～-25dB/500km)と な1),特 に渡瀬直下では一7dB/100kmを 示 した.こ の急俊な減衰特性

は鶴田(共 同研究報告書,55年 度)に より行われたSiple信 号 の地上多点観測で得 られた観測値と一致した.

2.偏 波分布特性

入射波の広が りが1波 長(6.1km)で あるGaussian　 beam波 を電離層上部から入射した時,渡 瀬直下から離

れた地点では左旋性偏波が見 られる.こ れは,従 来の平面波駒取 り扱いでは得 らなかったことであ り,本 計算法で

初めて明らかにされた.今 後,オ ーロラヒス,ホ イスラー観測データの解釈に有用であると思われる.

3.　 VLF方 探(DF)の 信頼性

このようにして求めた大地上の電磁界分布を,現 用のDFア ル ゴニズムに適用し,そ の信頼1生の検討を行った.

その結果T-DFよ り　NPEが よ り波源の出口を指示しているようである.又,こ れらの方法が正しい指示を与

える目安は,地 上での偏波が右旋1生である場合であることが分った.

以上・3年 間に渡って地 ヒで観測されるVLF　 自然電波の下部電離層効果をfull　wave計 算により調べた結果,

大地上の強度及び偏波を上部電離層の現象と見るには十分な注意を払 う必要がある・又,今 後この基礎的研究を踏

えて,波 源の大きさを考慮したよリグローバルな領域つま り磁気圏から大地に到る伝搬の計算方法を確立して行き

たい.

VHF　 レーダーによる超高層大気運動の研究 ※大瀬正美(電 波研究所主任研究官),小川忠彦(電 波

研 究所 主 任研 究 官),　 iil十嵐 書止(電 波 研 究 所 研 究 官):'ド 沢 威 男(教 授),藤 井 良 一(助 手)

VHF　 ドッ プ ラ ー レー ダ ーに よ る極 域 超 高 層 大 気 運 動 の 研 究 は,南 極MAP計 画 の 一環 と して,23次 隊 か ら昭

和 基 地 に お い て 開始 す る こ とに な った.

デ ー タ処 理 用 ミニ コン(MELCOM7°/25)の 調 整,訓 練 を1∫い,ソ フ トウエ ア の仕 様 を 以 下 の よ うに 作 製 し,調

整 を行 った.

(1)FFT八 一 ド リニ ァ ゾ ロセ ッサ ーを 用い スペ ク トル解 析 を 行 い,　 Irregularitiesの 発 生 機 構 を 調 べ る スペ ク

トル モ ー ド.

(2)ダ ブル パ ル ス法Cド 均 ドッ プ ラ ー法);こ よ る　 Irre9ularities　 の'F均 ドッ プ ラ ー速 度 を 求 め る ダブ ル パ ル ス

モ ー ド.
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(3)流 星 の飛跡に伴うエコーの ドヅプラー速度を求めることにより80～120km高 度の風系を調べる流星モーF・

レーダー本体は定常観測機器の更新にあた り新規に50MHzを 製作した・

このオーロラレーダ観測装置に ドップラー信号処理装置を付加し,レ ーダ送受信機とミニコンのインターフェー

スを行えるよう製作 し,調 整を行った.

又 アンテナ系は分解能を向上させるため,同 軸コリニァァンテナ(3列)を4基 製作して,水 平面内のビーム幅

を約3度 にするよう調整を行った・

以上アンテナ系からレ_ダ 本体及びミニコンに至る総合調整を出港前に約1ケ 月間実施し・昭和基地において充

分観測できる状態となった.11,月 上・旬梱包に入 り,ふ じに積込みを完了した・第23次 隊 において昭和基 地 に 設 置

し,ア ンテナ建設を行い,順 調に行けば3月 上・旬から観測を開始する予定である・

南極 ロケ ッ ト観測結 果に基づ く極域 電離層F領 域の研究 ※大家 寛(東 北大学理学部教授)・高橋

忠彦(東 北大学理学部助手):福 西 浩(助 教授)

本研究においては,　IMS期 間中に実施された一連の観測 ロケットによる高周波プラズマ波動・ 及び電子密度の

観測結果を同時塔載の粒子計測や地上からのオーロラ,地 磁気の観測結果とも照応させつつ総合的に解析した・

(1)波 動粒子相互作用によるプラズマ波動励起の理論的検討

南極ロケットにより観測 されたプラズマ波動について,同 時に観測された粒子計測の結果を用いてロスコソ型及

びビ_ム 型不安定の成長率を求めた.結 果はプラズマ周波数付近の波動がビーム型不安定により励起されること・

サイクロ トロン周波数以下の帯域では,ビ ーム型励起は起 りにくいこと等を示 し,実 際の観測事実をよく説明して

いる.

(2)極 域電離層の構造 と不規則成分

南極 。ケ。トのい くつかは,ア ・テ,ブ なオー ラ中に命軋 璋 子醜 の酬 結果}よた ・ラにともなう離

層の際立っ塒 徴を示した.こ れ らは,極 域電離駐 成に関して力学を議論する時翻 的効果給 ん絡 種のプラ

ズマ不安定性の重要さを示唆している.

(3)オ ーロラ ・キロメータ波(AKR)の 発生メカニズム
・じきけん,・衛星により得られたAKRに つ き,そ の発生域の南北共役性を調べた・　AKRの 発生高度には・か

なりの南北非対称性がある.こ のことは,　AKR　 の発生と密接な関係にある粒子加速域が極域電離層の構造にその

季節的に変動する伝導度等を介して密接に関連することを示 している・

(4)極 域擾乱 と赤道域F層 不規則構造
・・ひのとり・,衛星により観測 された赤道域 プラズマ ・バブルのうち,そ の発生頻度がKp依 存性をもっているよ

う顧 夜中から明け方にかけて轍1さ れるものがあること醗 見さ批 ・ このことは醐 での サブス トーム現 象

が,　TID或 は電場を介して赤道域F層 の不安定を惹起しうることを示している・

極域 電離層内のVLF波 動 現象の解析 ※木村盤根(京 都大学工学部教授),松 本 紘(京 都大学工学

部助教授),橋 本弘蔵(京 都大学工学部助手),松 尾敏郎(京 都大学工学部技官):平 沢威男(教 授)

本年度は最終年度であ り,下 記のつのテーマについて研究を行 った・

1)S-310JA-5号 機 により観測されたナ一口ラヒスの到来方向

昨年度に引き続き上記ロケットによって観測されたオーロラヒスの発生源の情報を知るために,ロ ケットにより

観測された ヒス強度のロケットスピンによる変動パタンから電波到来方向を推定した・得 られた電波到来方向から

3次 元の逆ray　 tracin9手 法により電波の源を追跡したが,電 離層上側での電子密度勾配が拡散平衡で等価温度

800。Kと すると,源 は地上700km以 上にはならないことがわかった・この等価温度は低すぎる様にも思 わ れ る

が,オ ーロラ出現時には200km以 下 の電離層の電子密度が異常に大きくなるため,拡 散平衡がな り立たず,等 価

温度にすると上記のように見掛上低 くなるので,電 波源が低いという結論は正しいものと考えられる・

2)　ISIS衛 星で観測されたOmega-ASE

昭和基地でテ レメータ受信されたVLF現 象の中には,10.2～13.6kHzの オ メガ(Omega)信 号が 受信 され
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面 と平行になる場合があることも明らかとなった.こ のような大きな磁場構造の変化は,尾 部を流れる朝夕方向の

ているが,こ の中で特に北半球のノミウェーの局は昭和基地の共役点に最も近く,そ の局の信号がホイスラーモー

ドで伝搬して来る途中,磁 気圏中で粒子 と相互作用をすることによりASE(人 工励起電波放射)と 呼ばれる トリ

ガー ド放射現象が見つけられている.オ メガ信号の場合には送信パタンから送信局名従 って場所・送信の絶対時刻

がわかるので,信 号の衛星までの伝搬時間,伝 搬形態等が明らかにな り,波 動一粒子相互作用について理論的に研

究する際,貴 重な情報を与えて くれる.本 年度は,ノ ルウェー信号の受信された衛星の位置・緯度,経 度範囲等の

季節依存性,信 号の遅延(伝 搬)時 間についての情報が得 られた・伝搬形態 としては・単純なダクト伝搬ではない

ことが明 らかにされた.

オ ー ロラ帯の電場 ※小川俊雄(京 都大学理学部助教授):福 西 浩(助 教授)

〔研究成果〕

IMS期 間中に打ち ヒげた南極観測 ロケットで電場を観測し,オ ーロラ ・アーク中及びその周辺の電場の実態を

研究した.

ロケヅト先端部分に取 り付けた2組 のダブルプローブを用いて,時 分割方式でDC電 場,AC(5-220Hz)電 場,

電子温度,電 子密度を観測 した.ロ ケットは活発なオーロラ ・アークに命中し,ア ーク中及びアークの赤道側の電

場を観測した.電 場はアーク中で北成分(EN)約20mV/m,西 成分(Ew)約5mV/mで あ った・アークの赤道側

では南成分(Es)約15mV/m,西 成 分約50mV/mで あ った・　Anticorrelationの 関係は西向き成分にのみ見られ

た.ま たAC成 分はアーク中で強い(1.4mV/m)広 帯域の変動を観測し,190km付 近でぱ40Hz付 近 の狭帯域

の電場を観測した.

同 じダブルプローブを時分割で用いて測定した電子温度は,オ ーロラ ・アーク中で約1000K,別 のアークが接近

した とき2000Kで あ り,ア ・一クの外では高度とともに400Kか ら1700Kま で変化した・一方電子密度はアーク

中で7×10iim'3,ア ー ク外で3×1011m-3,鉛 磁 力線電流中で再び7×10iim"3で あ った.

以上の観測結果から推定されるオーロラ・アーク中とその周辺での静電場として,赤 道側の境界にそれぞれ正 ・

負の分極電荷ができて,ア ーク中に下向きと北向きの電場 －Ez　と　ENが 観測され,ア ークの赤道側で上向きと南

向きの電場Ez　 と　Esが 観測される・

また,子 午面でアークを見ると,ア ーク周辺の分極電荷のため,ア ークの極側が正電位,ア ークの赤道側が負電

位 となって,結 局アークの赤道側を中心とした電位の複構造ができ,ア ークの極側で外向きアークの赤道側で下向

きの鉛磁力線電流を起こしているものと考えられる.

IMS地 上 観 測網地 磁気資料の有機的活用に基づ く極域磁気圏の電磁気的研究 ※国分 征(東 京

大学理学部助教授),飯 島 健(東 京大学理学部助教授):平 沢威男(教 授)

この研究ぱIMS地 磁 気観測網資料を充分に活用し,極 域の擾乱現象の解明を目的として計画された・

1.沿 磁力線電流(FAC)の 特性

Field-Aligned　 Currents　 (FAC)　 の解析はTriad　 とMAGSAT衛 星のデータを利用して行われた・その一つ

として,極 域に外部磁気圏から流れ込むFACに 対する電離層電導度の効果をFACの 季節変化から調べることが

行われた.　FACに は単一の方向のものと,方 向の異なる電流が組になって存在するものがあることはよく知られ

ているが,昼 間側では二重構造のものの方が多 く現われ,か つ夏には冬の場合の2～3倍 の出現頻度をもっている.

またFACの 電流強度はどちらの場合も夏の方が冬にくらべて2倍 ほど大きい・これは電離層電気 伝 導 度により

FACが 変化することを示してお り,　FACの 駆動するものは電圧源的特性をもっていることが結論できる・

2,静 止衛星高度における磁気圏嵐の様相

地球半径の6.6倍 附近の領域はオーロラ帯 と磁力線により結ぼれている領域にあたってお り・極域の擾乱を引起

すオーロラ粒子振舞いやそれに伴う磁場変動を直接的に観測できる・この解析では・　ATS6の 磁場データを用いて

サブストームの発達過程,特 に　expansion　 phase　の開始に至る磁気圏内の磁場構造の変化に注目して解析を行 っ

た.結 果としては,こ れまでgrowth　 phaseモ デルによって解釈されて発達過程と矛盾しない磁場変動の様相が
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明らかになった.　tail-like　な場の発達は磁気嵐時に著しく,静 止衛星高度磁気緯度～10°附近で磁場が殆んど赤道

電流が静止衛星軌道附近まで入 り込んで来ることを示唆している.

磁 気圏内 における電磁 流体 波動 の発生 ・伝播 －ATS～ 昭 和基地両鶴測 点での電磁流体波の特性 と

比較一 ※桜井 亨(東 海大学工学部助教授),高 橋隆男(東 海大学工学部講師):平 沢威男(教 授),福

西 浩(助 教授)

1.研 究 目的:本 研究は磁気圏において発生伝播 している種々の磁気波動の特性を,磁 気圏と極域における観測資

料の対比のもとに,明 確にしそれ等の物理的機構を検討する.

2.研 究方法:磁 気圏における磁気波動の直接観測はATS-6の デ ータを使用し,極 域における資料は昭和 ・みず

ほ両南極基地およびこれらと磁気共役点であるアイスランドのフサフェルにおける資料にもとずいた.こ れらの観

測点はいずれもL～6の 領域に位置している・

3.研 究結果:Pc3か ら　Pc5に 至 る周期帯について,ス ペ クトル解析を上記観測点について行なったところ,

磁気圏における人工衛星と地上極域 とにおいて殆ど同じスペ クトル構造を示した.し かも,こ れらのスペ クトル構

造は周波数関係において,高 調波の関係になっている.こ れ らの高調波成分はそれぞれ,基 本波がPc　 5に,第 二

次高調波がPc4に,第 三,第 四,第 五,第 六次高調波がPc　 3周 期帯に対応している.こ のスペ クトル構造は人

工衛星上では東西成分の磁場変動に,地 上では南北成分の磁場変動に顕著に出現している.ま た高調波の出現は,

人工衛星の位置の磁気緯度において異なる特性を示した.即 ち,赤 道近傍においては,第 二次高調波成分が,ま

た,赤 道から離れると第一次,第 三次高調波が,い ずれも強 く出現している.更 に極域地上観測点の磁気共役点で

は,そ れぞれの周波数帯において,そ れぞれの高調波成分に対応する位相関係を明瞭に示した.

これらの観測事実および理論的検討から,L1)f6近 傍におけるPc　3か らPc　 5の 磁気波動は,L～6を 通る磁

力線のシアー ・アルフベン波による共鳴振動に起因する高調波による所が極めて大きいと結論される.

ISIS-1,2衛 星 による極域超高 層プ ラズマ中の 自然 電波放射 の観 測研 究 ※前沢 潔(山 形大学

理学部教授),佐 藤正彦(山 形大学大学院学生):佐 藤夏雄(助 手),山 岸久雄(助 手)

1977年7月29日 か ら9月18日 までの52日 間,昭 和基地の地磁気共役点にあたるアイスランドのフサヘルにおいて

VLF　 自然電波等の観測が行なわれた.そ の期間中における昭和基地とアイスランドの磁気テープ記録を解析 した

結果,以 下のことが明らかとなった.

(1)各 種 エミッションのスペ クトル構造

1)コ ーラス

DiffuseなELF　 ヒスの成分と　Discreateエ ミッションの成分よりなるが,両 成分とも夏半球のフサヘルでは

高い周波数帯まで出現する.　Discreateエ ミッションの共役性はみられない.

2)QPエ ミッション

両半球で同時に同じようなスペ クトル構造をもって観測され,共 役性は非常によい.こ の共役性は,Type1(地

磁気動脈とより相関のあるもの)とType2(脈 動 と相関がない もの)の 両方にみ られる.た だし,コ ーラスの場

合 と同様に,昭 和基地ではQPの 低 い周波数成分が強 くなる傾向がある.

3)オ ー ロラ ・コーラス

午前側のPi型 地磁気脈動とともに出現するオーロラ・コーラスは,夏 半球のフサヘルでは高い周波数まで伸び

ているのに対し,昭 和基地では1kHz以 下 となっている.

(皿)　 ELFヒ ス及びコーラス強度の共役性

1)一 般にELF帯 ヒス及びコーラスは06-18MLTに 出現するが,そ の強度は夏半球の方が冬半球よりも10倍

程度強い.

2)夏 半球のパワースペクトルは高い周波数(約1.5kHz)ま で伸びているのに対し,冬 半球のパワースペクト

ルでは1kHz付 近で急激にパワーが減少する.

3)午 前側04-09MLTの300-700Hz付 近にPc4,5に よって変調された　falling　tone　タイプのエミッショ
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ンが,冬 半球の昭和基地:こ強く出現し,夏 半球のフサヘルではほとんど観測されない.

オ ーロラヒスの到来方向の研究 ※鎌田哲夫(名 古屋大学空電研究所助教授),田 中義人(名 古屋大学

空電研究所助教授),西 野正徳(名 古屋大学空電研究所助手),山 口敏明(名 古屋大学空電研究所技官):平 沢威

男(教 授),福 西 浩(助 教授)

本研究の目的は,南 極昭和基地で行ったオーロラヒスのDF観 測 の結果を用いて,オ ーロラヒスの磁気圏・電

離層内の伝搬特性を明らかにすることである.

1)　 narrow-band　 ヒスの電離層透過領域

narrow-band　 ヒスの観測結果を統計的にまとめてみると,a)ヒ ス透過領域は常にオーロラ発光領域 より低緯

度側にあって,そ の間の距離は300～500kmに なるものが多かった.b)ヒ ス透過領域は昭和基地から約200km

以 内の距離にある場合が多かった.c)ヒ ス透過領域は,そ のひろが りがかな り局所化され,数10km以 内 と推定

される結果を得た.

2)　 narrow-band　 ヒスの透過領域の位置と地上ヒス強度 との関係

昭和,み ずほ基地で観測された8kHz　 ヒスの強度は,透 過領域からそれぞれの観測点までの伝搬距離に依存す

る.こ のことは,実 際に昭和基地上空に弱いナ一一ロラ(1KR程 度)が あった時の電離層モデルを仮定しFullwave

計算法で求めたVLF波 の電離層透過後の地上強度比(図 中の実曲線)の 変化模様 と傾向が合 う.し かし定量的に

は観測結果と計算結果とでは違いがあるので,こ の点についての検討が今後の問題として残されている.

3)　 narrow-band　 ヒスの磁気圏,電 離層内の伝搬

昭和基地の磁南方向に現われる静かなオーロラアークにともなわれて発生す るnarrOw-band　 ヒスは,磁 気圏の

ある高さで磁力線に沿ったダクトから離れて　non-duct　 伝搬でほぼ垂直に地上約100km高 度 の電離層ま で降 下

し,そ の中で電離層内の狭いtransmissioncone内 に突入したものだけが下部電離層を透過する.こ の時,ヒ ス

は屈折した伝搬方向に依存 した量の吸収を受けて地上に到来するとい う伝搬モードを推定しているが,こ の点に関

しては,同 時に行 った偏波観測の結果も加えてひきつづき検討したい.一 方,　wide-bandヒ ス(～100kHz)は 電

離層内での強い吸収の効果を考慮しなけれぽ地上のヒスの強度を説明できないので,今 後,関 連データの収集と解

析を進めたいと考えている・

オー ロラ粒子の加速に伴 う自然電波発生 メカニ ズムについての研 究 ※巻田和男(拓 殖大学政経

学部助教授),三 浦 彰(東 京大学理学部助手):平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 手)

1.研 究の成果

グローバルなオーロラ帯の変動についての研究成果について報告する.

DMSP　 Satelliteに よる低エネルギー入射電子スペクトラムのデータを用いてオーロラ ・オパールの境界を推定

し,そ の領域が地磁気変動や惑星間空間の磁場変動やサブス トームの発達といかなる関連があるのかについて解析

を行なった.そ れによると,地 磁気変動の静かな時には,ポ ーラー ・キャップ領域は大変狭く,極 域は大部分オー

ロラ粒子で埋めつ くされてしまうことが明らかになった.こ のことは従来静かな時にポーラー ・キャップ中に見ら

れ る とい う　Sun-aligned　 の オ ー ロラ が 本 当 に ポ ー ラ ー ・キ ャ ッ プ独 自の オ ー ロ ラな の か 否 か を 今 後 詳 し く調 べ て

いく必要があることを示唆している.

惑星間空間の磁場変動とオーロラ ・オパールの変動領域 との関連については,オ ーロラ ・オパールの低緯度側境

界域のふるまいについてはいろいろ研究されているが高緯度側境界域の研究は少ない.こ こで解析 した結果による

とオーロラ ・オパールとポーラー ・キャップとの境界域の方が低緯度のそれ よりむしろ顕著な動きを示す ことがは

っきりした.そ してその変動の大きさは惑星間空間磁場のZ成 分に強 くコントロールされており,磁 場が1nT変

化すると1度 程度,高 緯度側境界域が変化することが示された.他 方 この解析では惑星間空間のXやY成 分の効果

についてはあまりはっきりした傾向が認められなかった.

サ ブストームの発達に対するオーロラ ・オパール領域の時間変化について見ると,サ ブス トームの急始時にオー

ロラ ・オパール全域が急速に低緯度側へ移動していくのに対し,サ ブス トームの回復期には大変ゆっくりとオ一口
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ラ・オパールが高緯度側へ移動していく傾向が示された.

昭 和基地 でのVLFア クテ ィブ実験の可能性 につい て ※鶴田浩一郎(宇 宙科学研究所助手),林 幹

治(東 京大学理学部助手):福 西 浩(助 教授)

1.サ イプル実験で得られた結果

サイプル信号は主としてプラズマポーズ近傍で強い粒子との相互作用を起 こす という結果が出ている.従 って,

プラズマポーズが重要な役割を演じていることはまちがいないようである.

2.昭 和基地での実験の可能性について

昭和基地の磁気緯度を考えるとサイプルーロバーバルのような共腕点観測を基本としたアクティブ実験は大変困

難であると思われる・サイプル一口バーバルの対でも伝播路がつながるのは三日に一日以下であ り,そ の一日のう

ちでも長くて2時 間以下である.昭 和基地の場合は磁気緯度が高いために,送 信周波数を下げなけれぽならず・そ

のために送信効率が落ちること,ま た南北両半球を結ぶ伝播路(ダ クト)形 成の確率が低いことがその理由である.

.従 って,昭 和基地アイスラン ドといった共節点対を基本としたアクティブ実験は実 り少なきものと考えられる.

別の形のアクティブ実験 として,昭 和基地単独で行 うものと昭和基地一人工衛星で行 うものが考えられる・昭和

基地での単独実験としては,　VLF波 に よる粒子降下実験が考えられる.こ の場合は南北両半球を結ぶ完全なダク

トは必要なく電離層から磁気圏へ伸びる出来かけのダクトで十分であると考えられる・一例として1キ ロヘルツの

送信に対し,100keV近 くの粒子降下が期待出来,X線 又は吸収の観測により検出できる.こ の種の相互作用は理

論上期待できるにもかかわ らず未だサイプルでも成功していないので十分検討に値すると考える・第2の 人工衛星

を使 う実験は,サ イプル電波を使 って何度か行われているがダクトの分布・非ダクト伝播の様子がっかめる・

3.送 信 アンテナについて

サイプル局のような水平ダイポールは,周 波数を低 くおさえねぽならない昭和基地の場合効率が悪い・アラスカ

で行われたような気球を使った垂直微小ダイポール以外に適当なものがないようである・

低高緯度 におけるPC－ タ イプ ・パルセシ ョンの比較研究 ※桑島正幸(地 磁気観測所研究官)・ 河

村 譜(地 磁気観測所所長),外 谷 健(地 磁気観測所技官),小 池捷春(地 磁気観測所技官):平 沢威男(教授),

福西 浩(助 教授)

1.研 究 結果

中低緯度および高緯度において共通してみ られるPc脈 動 としては 「Pc1」 と 「Pc3」 が ある.本 研究は,こ の

中でも出現の様子や波動の特性の解明が十分でなかった 「Pc1」 に焦点をしぼって研究を進めた・中低緯度におい

て観測 される　Pc1は,ほ とんどがPeriodic　 Emission　 (PE)と 呼ばれるものである・中低緯度における　PEの

出現は 「夜側」に多く,出 現のピークは真夜中から明け方に存在する・これは,　PEの 伝播経路である電離層F2

層における電子密度の状態によって説明できることを確認した・一方,高 緯度においては・Pc1の 出現が昼側に

集中する.す なわち,中 低緯度 と全 く逆である・このことが・Pc1の 研 究の上で大きな問題の一つとされてきた・

極球で最も多く出現するのはHMchorus(HM)と よぼれるもので・全体の50%以 上を占める・HMchorusの

出現は,昼 側に集中することも又明らかになった・従 って,高 緯度のPc1全 体 としてとらえる限 り,み かけ上昼

側に出現のピークがみられることになる・事実,　PEの みを取 り出して比較す ると・高緯度・中低緯度ともに日変

化の様子や周波数に類似点がみられて,　PEは 発生領域がPlasmapauseに あ り・そこか ら高緯度および低緯度側

に電離層F2層 を通してダクト伝播していくことで統一的に説明できる.一 方,高 緯度で頻繁に出現するrHM」

の発生領域は,高 い緯度にあることが示唆される・ それが,　detached　 plasmaで あるのか・さらにL値 の高い領

域であるのかについては,他 の現象との関連性をふまえてさらに吟味していきたい.

極域及び低緯度ULFの 波動特性 ※斉藤尚生(東 北大学も理学部助教授),湯 元清文(東 北大学理学

部助手),田 村忠義(東 北大学理学部技官),瀬 戸正弘(東 北工業大学助教授),北 村保夫(東 北工業大学助手):

平沢威男(教 授)
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極 域 と低 緯 度 で 観測 され る　ULF磁 波 のmorphologyに は 互 い に 明 らか な差 違 が 見 られ,ど の 部分 が 発 生 機 構

の違 い に よ る もの な の か,又,ど の 部 分 が 伝 播 機 構 の 違 い に よ る もの な の か につ い て は ま だ大 き な問 題 とし て残 さ

れ て い る.こ の様 な 問題 を解 決 す る 為 に は極 域 と低 緯 度 を カバ ーす る広 域 観測点 で の 多点 同 時 観 測 で得 られた 良 質

のdata解 析 が 必 要・と され る.

最 近,我 々 の研 究 グ ル ー プ に よ って開 発 され た 小 型 軽量,高 感 度 の　Rulfmeter　 (Rin9-core　 ULF　 magneto-

METER)を 用 い て,北 太 平 洋 を 囲 む 極 域 と低 緯 度 の4地 点(College;Alaska,SanGabrielCanyon;California・

Ewa　 ;　Hawaii,　 Onagawa　 ;　Japan)に お け るULF　 waveの6成 分 同 時 観 測 が 行 な わ れ た ・

昭 和56年 度 は これ らの 良 質 の 多点 同時 観 測dataの 中 で,特:こ,低 緯 度 のPi2及 びPc3に つ い て解 析 を 行 な

い,新 しい 事 実 を 見 出 した の で そ の 結 果 を 報 告 す る.

(R-1).　 Alaska　 chain　 stationのa11-sky　 cameraに よ って 同 定 され た　aurora　 の　sudden　 brightening　 と

低 緯 度Pi2　 0nset　 とは 数 分 似 内 で一 致 し てい る.

(R-2).　 SGC,　 EWA,　 ONWで のPi2波 動 の位 相 差 解 析 の結 果,低 緯 度 はPi2真 夜 中付 近 か ら夕方 側 及 び

朝 方 側 に 伝 播 して い る も の と解 釈 され る様 な 位 相 差 が 見 出 され た.

(R-3),低 緯 度Pi2脈 動 のH-D面 内 で の 偏 波 の向 きは,真 夜 中 を は さん で 逆 転 す る とい う1観 測 点 に 基 づ

く統 計事 実 が,同 時 観測 にお い て も追 認 され た.

(R-4),　 SGC,EWA,ONWの3観 測 点 と も昼 間 側(05h-16hLT)に 位 置 した 時,経 度 約100度 に 及 ぶ 広 領

域 でPc3の 振 幅 がIMFの 　cone　 angle(θxB)に 同 期 し て 変fヒし て い る こ とが 明 らか に され た ・

(R-5).経 度 で100度 も離 れ た3地 点 で 同 時 に 観測 され たPc3の 周 期 が ほ ぼ 同 じで あ る様 なeventは 全 体 の

約30%に も達 して い る こ とが 明 らか に され た.こ の こ とは,Pc3の 周 波 数 が 地 球 磁 気圏 内外 の何 処 で決 定 され て

い るか とい う重 要 な問 題 に つ い て 新 しい 手懸 りを与 え る もの で あ る.

ロケ ッ トに よるオ ーロラ粒子観測及び粒子流入機構の研究 ※松本治弥(神 戸大学工学部教授)・賀

谷信幸(神 戸大学工学部助手):平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

最終年度は将来の南極ロケット,衛 星観測に備え,新 しい観測器の開発 と較正装置の試作をおこなった.

1)磁 界型エネルギー分布測定器

速度分散を観測するため,永 久磁石を用いた多チャンネルの観測器を試作,検 討した.本 観測器はラーマン半径

の差により同時にエネルギー分布を測定するものである.試 作結果は良好で,ロ ケット観測が期待される.

2)同 心1/4球 型静電分析器

同心1/4球 型静電分析器は内外球に印加された電位により,通 過エネルギーが決定され,1/4球 であるため検出

位置で最大の角度分散を示す・そのため単一のエネルギーの角度分布を同時に測定することができる.こ の 同 心

1/4球 型静電分析器をK-9M-72弓 機}こ搭載し,電 離層の10eV以 上 のPhotoelectionを 観測することに成功 し

た.相 互較正する目洵で,低 エネルギー粒子観測器を相乗り機器として搭載し,10eV～100eVを 重複測定した.

その結果,両 親測器はほぼ同じ結果を示し,新 しく開発された同心1/4球 型静電分析器の性能が確認された.

3)高 速イナンのエネルギー ・質量分析器

従来用いられているエネルギーと質量の両掃引方式では,1掃 引のデータ取得に5分 近く必要 となり,ロ ケット

観測には不適当である.こ こに新しくE//B型 の高速イオン・エネルギー ・質量分析器を開発した.本 分 析 器は

磁場と電場を同一方向にかけ,エ ネルギー分析は磁場により曲げられるラーマン半径の差により行ない.質 量分析

は,ジ ャィレーションに要する時間がエネルギーに依存しない性質を利用し,電 場で偏向し分析する.こ の方式で

は検出平面で二次元的にエネルギー分布と質量を求めることができる.現 在まで基本的な特性試験を完了.

4)較 正装置

粒子計測において最も基本である観測器の較正技術の確立が不可欠である.今 回,観 測器を二次元的に動かし,

角度特性の測定に必要な二軸回転台と,エ ネルギーと質量を制御できるイオン銃の開発をおこなった・
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南極中層大気圏微 量組 成のラ イダー観測 に関係 す る基礎研 究 ※広野求和(九 州大学理学部教授),

藤原玄夫(九 州大学理学部助手),内 野 修(九 州大学工学部助手):平 沢威男(教 授)

この研究では,南 極昭和基地にライダーを設置した とき,ど のような物あるいは現象を測定できるか.ま たその

ためにはどのような装置及び方法を必要とするかということを検討し,基 礎実験を行なった,南 極という特殊な状

況を考慮して,こ れまでにその測定技術が相当に確立されているものについてのみ検討することにした.レ ーザー

としては,現 在市販されている大出力 レーザーの標準的なものを考えた.受 信鏡直径は50cmと する.

以 下各測定対象毎に検討結果を述べる.

(1)粒 状物質一 下部成層圏のエアロゾル,成 層圏薄雲及び中間圏上部の夜光雲

光の波長に比較し得 る程度の大きさの粒状物質からの強い散乱(Mie散 乱)を 利用して汎世界的に分布する下部

成層圏のエアロゾル層,冬 季に特に低温の南極の下部成層圏に出現する成層圏薄雲,中 間圏上部の夜光雲またはそ

れに関連したエアロゾル層(の 有無)を 観測できる.

(2)大 気分子

各高度からのエコーは,特 定の狭い波長領域及び高度領域を除いて大部分が大気分子からの　Rayleigh散 乱によ

るるものである.粒 状物質からの散乱が殆んど無視できる高度領域(波 長で異なる)で大気分子個数密度の測定がで

きる.

(3)ナ トリウム層

波長可変の色素 レーザーで,高 度80-100kmのNa層 の観測ができる.共 鳴散乱の断面積が非常に大きいので,

詳細な分布が短時間に得 られ,こ の領域での大気波動などを検出できる.

予算その他の理由もあって,ま ずルビーライダーを設置することになった.次 の段階として,粒 状物質の多波長

測定の為にも,ま た高層のNa層 観測の為にも次の段階としてFL励 起色素 レーザーの追加が望ましい.

パ ターン処理 による観測デ ータ解析 ※金田栄祐(東 京大学理学助手) ,鈴 木勝久(東 京大学理学部助

手):平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

咋年度迄の研究により,オ ーロラの統計的解析を行 うに必要な,規 格化サイズ極座標表示画像への写像変換 ソフ

トウェアシステム迄を完成させた.本 来ならぽ,こ の成果に則 り,統 計的解析を進める事が可能なのであるが,そ

れ以前に画像処理として解決すべき問題を抱えて居る為,こ れ等の解決による画像処理システノ、の完成をもって,

本 テーマによる研究の完了とする,

i画 像中のノイズ除去

一一般にノイズは,細 かなジグザグが上向きの曲線をなして走る.ノ イズ除去は,画 像データに数値フィルターを

掛ける事によって行 うが.こ の際に原画を変える事のない様にする必要がある.

ここでは,ノ イズの特性に配慮し,画 像中の要画素に対して多数決原理に基く局所的ローパスフィルターを2重

に掛け,一 般画素に対しては新たな要画素の値で内挿したものに置換する方法で所期の成果を挙げた.

ii　画像出力機能の増強

従来,画 像出力は ミニコンシステムの静電プリンタープロッタに依存して来た.画 像の讃詞は画素に対 応す る

dot-watrixを 一定のcodeで 塗 り潰して行 く事によって求めて来た.微 小な讃詞の変化に着目して画像解析を進

める為には,機 動性に霞む擬似 カラー表示装置とハー ドコピー装置が必要になる.今 年度は,ミ ニコンのメモリー

付画像表示装置にマイコン制御の100kop-tableを 附加し,ワ ンタッチで色調変更が可能な擬似カラー表示を作成

し,ハ ードコピー装置をも接続した.

以上,本 年度の研究成果の概要を述べたが,擬 似カラー表示装置は,そ のソフ トウアーが一部未完であるので,

今 後早急に完成させたい.

磁 気圏の大局 的力学の計算機 実験 ※井上雄二(京 都産業大学計算機科学研究所所長):藤 井 良一(助

r-),小 野 高幸(助 手)

地球磁気圏の幾何学的形状を次のように仮定する:尾 部を半無限長の円筒を以 って表現 し,そ の前面に半球を直
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接に連続的に接続し,前 面の磁気圏を近似する.そ の半径は約20Reと し,地 球双極子は円筒軸に直交している.

太陽風 ・磁気圏鞘風によって,仮 定された形状内に閉じ込められた磁場は次の三つの主要構成磁場によって構築さ

れている.

(a)閉 じ込められた双極子磁場

(b)閉 じ込め場の一般解 としての磁場

(c)赤 道面環状電流により生起され,閉 じ込められた磁場

これら(a)(b)(c)の 安定な閉じ込めに,尾 部磁場が密接に関連している.即 ち,前 面の磁気圏界面上の合成磁

場の法線成分の打ち消しに関して,尾 部磁場が前面に延長された場が直接に関与している.そ の結果尾部磁場の構

造分布は,前 面の磁気圏界面の境界条件によって一義的に決定される.

また(b)の 磁 場は,　IMFのBzの 成分 と磁気圏朝風の非一様性によって,磁 気圏内に誘起される・　IMFのBz

が北向きの場合には,尾 部磁場を減少させ,磁 気圏サブス トームの生起を抑制する役割をする・一方IMFのBz

が南向きの場合には,尾 部磁場を増加させ,プ ラズマ・シートを薄くし,真 夜中付近で,地 球に接近させる.そ れ

と同時に,近 尾部領域の磁場を減少させ,遂 に"電 流中断型"の サブストームを自発させるのに好都合な磁場を形

成する.(c)に 関 して,こ の磁場が卓越する時には,6～8Reの 赤道面付近に磁場の強度の谷が環状に地球を取

り巻 く,そ の谷にプラズマ粒子が捕促され,反 磁気効果を起す.そ れ故に"磁 気ポケット"と 名付ける.上 記の(a)

(b)(c)の 構成磁場の線形結合によって,サ ブス トームおよびDstの 発達過程の磁場構造の変化を準定常的に計

算機実験を行い,擾 乱時の現象の背景および極域への投影座標系としての磁場構造変化の定量的模型を示した.

地 球磁気圏 と電離 圏の電磁気的相互作用 ※安原文彦(中 京大学教養部助教授),」 二出洋介(京 都産

業大学理学部助教授):平 沢威男(教 授),藤 井良一(助 手)

地球磁気圏と電離圏の相互作川を明 らかにする際に,沿 磁力線電流は重要な物理量の一つである.こ れまでこの

電流の分布や特性は主に極軌道衛星による磁場測定から求められてきたが,そ の結果は長期間にわたる統計的なも

のであ り,ま た比較的小規模の空間変化を見られないという弱点があった.我 々はこれ等の弱点を補うべく地上レ

ーダーによる電離層電場の観測か ら沿磁力線電流を求める方法を試みた.こ の方法は,　Incoherent　Scatter　Radar

で測定された　Ion　 drift　速度から得 られる電離層電場と,電 気伝導度分布のモデルを使って水平電流を計算しそ

の発散をとることにより沿磁力線電流を求めるものである.

以下,地 磁気活動の静かな,1978年5,月13日15U.T.と7刀12日2U.T.か ら始る各々24時 間(ΣKpは それぞ

れ15と12-)に ついて得られた結果を述べる.

(1)得 られた沿磁力線電流の大規模な分布はこれまでに明らかにされている統計的なものと矛盾せず,基 本的な

Two-pairシ ステムが見 られる.

(2)よ り小規模なスケールでは,沿 磁力線電流の分布は,地 磁気的に同程度に静かな日でも互いに異るし時間と

共に変化するようである.こ の事は特:こ高緯度側の電流に顕 著で,地 磁気活動度のわずかな一ヒ昇(Kp差1程 度の

増加)に も敏感に反応する.

(3)地 方時12時 附近,高 緯度(4≧75° にある沿磁力線電流は,方 向,位 置,強 さ共に大きく変化し,そ の強度

は時 として朝方の極側電流の強さを凌 ぐこともある.

(4)電 場分布から求められた等ポテ ンシャル線の目玉や折れ曲 り点の位置は沿磁力線電流の中心とよ く一致 す

る.ま たポテンシャル分布は2LT　 と18LTに 目玉を持つTwo　 cell型 で二つの目玉の強 さはほぼ等 しいにもか

かわ らず対応する沿磁力線電流は18LTの ものの方が強い.こ れ等の事から,沿 磁力線電流の分布は主に電場の

分布に支配 されるが強さは電気伝導度の大きさや空間変化の割合にも依るという事が判った.

極 域 における イオ ン温度観測お よびオ ロー ラダ イナ ミックスのデー タ析解 ※竹屋芳夫(大 阪市

立大学工学部教授),提 四郎(大 阪市立大学工学部助教授),南 繁行(大 阪市立大学工学部助手):小 野高幸

助手)

下部電離層におけるイオン温度の観測は地球大気の熱的構造を知るうえで重要であるにもかかわらず,そ のデー
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タは少ない・一方極域におけるイオン温度観測は電場 ドリフ トあるいは大気擾乱等の粒子エネルギーの観測の面か

らも重要である.こ こでは南極 ロケットに逆電位アナライザを搭載した場合に得 られるデータの計算機処理法につ

いて行なった成果についてのべる.

1.内 容

飛翔体の速度V。 がイオンの平均熱速度に比し大きい場合の逆電位アナライザ(RPA)の 特性はV。 に大きく依

存する.イ オン温度Tiの 導 出には電子計算機を用いた多変数パラメータの最適化を行なう必要がある・また各フ

レーム毎のデータ処理を高速化することも考えねぽならない.

本 年度は①多変数パラメータの最適化法を用いた計算機処理法の研究を行なった.他 方の②多量のデータに対す

る各フレーム毎のパラメータの入出力の自動化法の研究については次年度実施する予定である.

2.最 適化処理法

逆電位アナライザ(RPA)特 性 はイオン温度Tiの 他にプラズマ密度Ni,　 プラズマと飛翔体の電位差Vs,　 イ

オン質量M,プ ラズマとセンサー法線とのアタックアングル θ。の各パラメータに依存する.衛 星のように速度

V。が十分大きい場合イナソ質量Mの 決定は容易であるが,ロ ケットを用いる場合,V。 が小さいのでイオン質量M

を含めた最適化は従来困難であるといわれていた.し かし,今 回開発 したデータ処理法により,ロ ケットを用いた

RPAの データ解析においてイオン混合比の決定が可能であることが明らかになった.

飛 翔体 による磁場測 定方式 の開発 と応用 ※出山 巌(東 海大学工学部教授),遠 山文雄(東 海大学

工学部助教授):福 西 浩(助 教授),藤 井 良一(助 手)

1.研 究成果

本研究では第一に磁力計の基本となるセンサ,す なわち磁心の国産化とその特性について実験を行ない,更 に試

作磁力計の開発を実施している.使 用した磁心 としては,い わゆる磁歪が最少 と考えられる6-81Moパ ーマロイ

を中心として,5-79Moパ ーマロイを取扱った.

磁心を リングコアとして使用する場合,高 透性磁気材料であるパーマロイ箔(テ ープ)を 巻 きつける基材の問題

もある.実 験ではセラミックボビン(基 材)及 びinconel材 の二種を使用して比較検討を行なった.こ れまでに

磁心の寸法比,巻 線,磁 心テープの仕様についてはすでに一応の結論が得 られている.

今年度の研究では上記の問題とあわせて,特 に励振の問題について,動 作解析 とともに研究を行なった.

1.励 振方式について

磁気変調器の一種であるフラックスゲー トは古 くは正弦波が使用され,残 留磁気効果を減らすには振幅比を上げ

る必要があり,こ れは一方では磁心の不飽和時間が短かくなって感度の低下をまねいた.こ の解決法として,正 弦

波励振の場合には,励 振フィルタの出力に一種のローパスフィルタを入れて,出 力インピーダンスが高調波に対し

て低 くなる電圧励振方式をとる方法がある.最 近のパルス励振では積極的にL,　Cを 使用して充分大きな励振電流

を得る方式も考案されている.こ れらの問題について検討と実験を行なっている.

2.励 振実験

パーマロイ箔(テ ープ)を 巻き付ける基材として,セ ラミックと　inconelの 二種を使用したが,セ ラミックで

は製作寸法の管理,熱 処理中の熱膨張係数がパーマロイと異なる等の問題があ り,製 品のバラツキも予想される.

しかし,こ の二種の磁心の電気的特性について調べたところ,全 く同じ6-81Moパ ーマロイを使用したにもか

かわらず,実 効的透磁率では2倍 程度の差を生じた.こ の場合,　inconel基 材 の方が優れ,一 方周波数特性では当

然の事ながらセラミックの方が有利である.

気 球搭載用オー ロラX線 撮像装置の開発 ※小玉正弘(山 梨医科大学教授),西 村 純(宇 宙科学研究

所教授),山 上隆正(宇 宙科学研究所助手),藤 井正美(宇 宙科学研究所助手),奥 平清昭(立 教大学理学部助

教授),平 島 洋(立 教大学理学部講師),村 上浩之(立 教大学理学部助手):平 沢威男(教 授)

X線 撮像を空間分解能10km以 下,時 間分解能1秒 以下で行うことを目的として我々は次の2つ の方法を開 発

してきた.
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1)カ ウンタテ レスコープ方式

異なる視野角 と視方位を持つ複数箇のNaIシ ンチ レーションカウンタを組み合せたもので,全 体を一一定周期で

回転させることにより全天を掃引探査する方式である.今 年度は,全 視野角60°,30°,15° のA,　 B,　Cカ ウンタ

を製作し,そ れぞれ天頂から0°,15°,7.5° の傾きの方向に設置した.た だし,Cカ ウンタのみは2本 でBカ ウ

ンタと合せて互いに120° つつ視方位がずれるようにした.こ の装置全体を一様回転させると,各 カウンタの視野

角,視 野方位の違いから,4本 のカウンタそれぞれのX線 強度が異った時間変動を示すので,こ れから天球上での

X線 分布を作図することができる.

2)　MCP方 式

上記掃引方式では時間変化と空間分布との分離に限界があるので,マ イクμチャネルゾレー ト(MCP)を 使 用し

ピンホ_ル カメラの原理でオーロラX線 像を撮影するとい う新しい試みを考案した・ 暗箱・　 Nal,　MCP集 光用フ

レネル レンズなどを光学的:こ組み合せたもので,4×4ア ノー ドのMCPを 使用した場合の基礎実験を行 った・

その結果,　MCPが 撮像目的には一応使用できることが分ったが,実 際の位置分解能はむしろピンホールの大き

さが関係するので,オ ーロラX線 の強度に応じてその大きさを自動的に切 りかえる必要がある・光量不足が起らな

いかどうかも大事な点で,計 算上では,20KeV以 上のX線 は十分測定でき,ピ ンホール口径2° のとき約3kmの

位置分解能が得 られる筈である・

オー ロラ観 測のためLLL・TVの カ メラの開発 ※小[-i高(東 京大学理 学 部 教授)・ 佐々木 進

(宇宙科学研究所助手),林 幹治(東 京大学理学部助手):平 沢 威男(教 授),江 尻全機(助 教授),小 野高幸

(助手)

極地に於いて使用する　LLL・TVカ メラは,小 型 ・軽量 ・低消費電力及び極地屋外環境で使用出来るもので,

かつ信頼性が高く,操 作性維持が容易である事等の条件を考慮しなければならない・その為,従 来のSITやISIT

にか えて,マ ルチ ・チャンネル ・プレート　 (MCP)を 装填した固体撮像素子CCDを 用いた超高感度テレビ ・カ

メラのシステム設計を行い,56年 度 は,地 上観測用カメラ部の試作及び製作,又,シ ステム設計結果を観測 ロケッ

トK-9M-73号 機へ応用して,飛 翔体搭載実験も行 う事が出来た・

CCD素 子の特性性能試験 としては,暗 電流の温度依存性について研究をし,低 温下で著しく　SINが 改善され

る事が判明し,ペ ルチェ素子(熱 交換素子)をCCD素 子に装着をして温度を一ドげる方法を確立した・又,　CCD

素 子の各ピクセル(絵 素)に 影像電荷を蓄積する方法によってSINの 改善度を調べた結果,時 間積分による効果

が予想通 りあが り,1秒 に1フ レームのサ ンプリングであれぽ,　MCP無 しでもナ一口ラ撮像が可能である事が判

明した.

信号処理系に対しては,従 来のビデオ信号のアナログ録音は,　SINの 劣化及び信号処理に難が有った事より,

新たにデ ィジタル方式を検討し,　PCM信 号 として電子計算機による処理をも考慮 したデータ取得方法を考えた・

この部分に対する製作は57年 度に計画している.

HF　 ドップ ラー船上観測 ※北村泰一(九 州大学理学部助教授),坂 翁介(九 州大学理学部助手):福

西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手)

HFDoppler法 に よって,電 離層高度の大気波動を検出することができる・また・極地方では・この方法によっ

て,磁 気静穏 日の電離層高度における水平電場を推定することができる・

MAPに お いて,大 気波動の(ω,k)ス ペ クトルを決定することが,1つ の課題になっているが・本研究は・そ

の一部を担うものである・

毎年,あ る種の大気波動の活動が11月 になると活発にな り,3月 になるとおさまる・

いま,福 岡における観測周波数を(v(2フ ジにおけるそれを ωpと すると,福 岡とフジで同一現象を観測している

看倣 としうる場合には,

ωF=ωQ+k・V

が成 り立つ.た だし,Vは 移動体(フ ジ)の 速度である.こ れからkは,
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k=一(ωF－ωρ)/V

として求められる.た だし,こ の方法は,単 独では,kの 最大値しか求め得ないが,二 点観測によるkの 測定とは

異なる方法であるので,kの 値を両法で比較するという点で意味がある.

1980年11月25日 に出港してフジによ り,第 一回観測が実施された.そ の結果,ωQ=ωFと な り,フ ジの移動速度

の過程では検出できないほど長い波長をもっていることがわかる.フ ジの順航速度Vを20ノ ッ トとして波数を求め

ると,対 応する波長はR:300kmと なる.

なお,次 回実験には,福 岡のみならず東京にも固定受信局を設置 し,観 測の精度をあげたいと考えている.

人 工衛星 による極域 の超 高層及び 中層大 気圏の物 理現象の研 究 ※芳野越夫(電 機通信大学教授),

柴 田 喬(電 機通信大学助手),宮 武貞夫(電 機通信大学助手),富 沢一郎(電 機通信大学助手):平 沢威男(教

授),川 口貞男(教 授),田 中正之(客 員教授),福 西 浩(助 教授)

研究の内容 と成果を以下に要約する.

1.超 高層部門

南極昭和基地において,取 得 した科学衛星　ISIS-1,　 2　U－のVLF広 帯域データを用いて昨年度に引きつづき解

析した.そ の結果,以 下のようなことが明らかになった.

(1)(7)ソ ーサーの発生領域はオーロラ帯全体に広がるが,特 にデイフユーズオ一口ラ領域に典型的な発生領域が

ある.(イ)ソーサーの発生頻度は電離層の電子密度の影響を強 く受ける・(ウ)ソーサーの発生頻度はkpが 増加すると

低下する傾向があ り,こ れも電子密度の変化に関連する.

(2)ソ ーサーとオーロラアーク位置の比較により,ソ ーサーは弱いアークから100～200km程 度離れた位置で最

も良 く観測される.

(3)ソ ーサーはこれまでホイッスラモー ドの波 と考えられていたが,数kHz以 下は静電イオンサイクロトロン

モード波と考えた方が良く,こ れにより数eVの 低エネルギーリターン粒子のソーサー励起の可能性を確認した.

2.気 象部門

第21次 隊 で昭和基地に設置したSバ ンド受信装置により,気 象衛星TIROS-N,　 NOAA-6　 号のPCM気 象 デー

タを用いて,中 層大気垂直温度分布の観測を行った.

南極データの解析初年度として,次 の項目について解析を行 った.

(1)赤 外帯放射計(HIRS/2)の1,2,3チ ャンネルを使用 し南極上空の200～50mbの 垂直温度分布の算出.(2)

マイ クロ波放射計(MSU)の 全 チャンネルを使用し,南 極上空の900mb～50mbの 垂 直分布の算出.(3)HIRS/2

の1,2,3,9チ ャンネルを使用し南極地域上空の全オゾン量の算出.以 上の計算により,平 均5°C以 内の誤差で

温度が算出され,ゾ ンデデータによる統計的手法が約2約 の精度が得られた.全 オゾン量は誤差10%以 内で算出さ

れた・これらの解析結果を用いて,南 極大陸のスケールの大きな変動(季 節変動等)を 一卜分観測できることが明ら

かとなった.

極 域成層圏大気の観測 ※高木増美(名 古屋大学空電研究所教授),近 藤 豊(名 古屋大学空電研究所

助手),岩 上 直幹(日 本学術振興会奨励研究員):平 沢威男(教 授),小 川利紘(客 員教授)

極域成層圏オゾン層に関連した微量ガス成分の測定器製作を行なった.これは第23次 南極観測隊のMAP　 project

に沿 ったものとして計画されたものである・現在既に南極に輸送され現地で準備が行なわれつつある.製 作,準 備

された主な測定器は大気球及びゴム気球による観測に用いられるものである.項 目としては,

な関係を調べるのが主な目的である.

べ るのが主な目的である.

1.大 気球搭載用NO,分 光器(2台)

2.大 気球搭載用電離度測定器(2台)

3.ゴ ム気球用オゾンゾンデ(約30台)

1及 び2の 測定器はB5級 の気球を用いて飛揚され極域でのNOxの ふ るまい,及 び電離現象とのaeronomical

3は 多数のゾンデを用いて極域でのオゾンの季節変化を中心 とした変動を調
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この他極域成層圏のNOの 直接測定器の開発 も進めている.今 年度はNOゾ ンデのプロトモデルが完成し,宇

宙研の大型スペース・チェンバーを用いて真空テス トを行なった.デ ータ処理系,ポ ンプ,キ ャル用ガスコントロ

ール
,オ ゾン発生器など主な部分の動作は正常であることが確認された.し かし,光 電子増増管のハウジングの真

空もれ,オ ゾン発生器及びモーターから出るノイズのフォトカウンターへの混入などといった問題も発生した.こ

の対策にも既に着手してお り,57年 度中にはフライ トモデルが完成する予定である・

イ 特別共同研究

南極観測 ロケ ッ ト搭載機 器の研 究開発 ※平沢威男(教 授),松 本治弥(神 戸大学工学部教授),賀 谷

信行(神 戸大学工学部助手),木 村盤根(京 都大学工学部教授),松 本 紘(京 都大学工学部助教授),鎌 田哲夫

(名古屋大学空電研究所助教授),長 野 勇(金 沢大学工学部助教授),向 井利典(宇 宙科学研究所助手):江 尻

全機(助 教授)

極域超高層物理現象解明のため,本 研究は,主 にロケッ ト搭載機器の研究開発を目指す もので,3ケ 年に渡 りこ

れまで試みられなかった観測項目についての観測器の開発,及 び従来のものでは,性 能が不十分 と見られる観測器

の改良について重点的に行 うものである・初年度に当る今年は,オ ーロラ発光の直接の担い手である高エネルギー

電子の,エ ネルギー分析器の製作を行った.分 析器のセンサーは,半 球静電偏向型センサーで,静 電偏向感度(E/

e)/V=10,エ ネルギー分解能dE/E=0.02,Gフ ァクターは約10-3で 内外球半径比は約1・1で ある・球面精度は

10000分 の5で ある.コ リメーターはFOVの 異なる4種 が取付け可能である.粒 子カウントはチャンネル トロン

(ガ リレオ社Model　 4830　G)を 用いる.本 分析器は,電 子及びイオン共に使えるよう設計に配慮がな され て い

る.本 器の外観図を図1に 示す.

粒子分析器の大きな研究課題として高圧電源(固 定及び掃引式)の 開発が有る・今回設計した掃引式電源は,小

型,軽 量,小 電力化を目標}こ,粒 子エネルギーにして約24KeV迄 を最大128ス テ ップの分解能で測定出来るもの

であ り,掃 引範囲,掃 引ステップ間隔,掃 引速度は可変にすることができる.一 方,固 定式高圧電源は,電 子分

析,イ オン分析,チ ャンネル トロン川に+4000V,-4000V,後 述のMCP用 に+2000Vの ものを製作した・

検出器電子回路部は,通 常のパルスカウント回路系の他に,特 に新しい方式として,チ ャンネル トロンにかわ り

マイクロ ・チャンネル ・プレー ト　(MCP)を 用いて二次元平面でのエネルギー分析を行う方式を試みた・

一般に,宇 宙空間において,高 エネルギー粒子を測定する際,質 量,エ ネルギー,ピ ッチ角という三種の物理量

について掃引分析を行 う必要があるが,こ れは非常に長い測定時間を要する.そ こで,上 記三種の内,二 種の物理

量を,電 磁偏向系により,　MCP上 の二次元像に変換し,掃 引分析時間の大幅,短 縮を図ることが本方式の目的で

ある.　MCR上 に入射 した粒子ぱ,レ ジスティプアノー ドエンコーダ及びアナログ演算回路により・入射位置が決

定され,二 次元 メモリーLに 入射個数が蓄積される.測 定結果の表示は,ア ナログ的にXYス コープ上に表示され

る他,デ ジタルインターフェースを介し,デ スクトップコンピュータHP-35に と り込まれ・X-Yプ ロ ッタ表示

が行われる.

これ ら粒子検出器を始めとするロケット搭載観測器の試験を行 うには,オ ーロラ粒子や宇宙空間を模擬する,較

正用試験装置が必要であ り,そ のため実験室に高エネルギー電子及びイナン・ソースを作るパーティクル ・チ ェソ

パー,及 び,電 離層プラズマを発生させるプラズマ ・チェンバーの設計 ・製作 ・設置を行った.以 下に両チェンバ

ーの主たる仕様を述べる.

1.パ ーテ ィクル ・チェンバー

(1)チ ェンバー

(2)ポ ンプ系

(3)到 達 真空度

(4)導 入 ガス

(5)ジ ンバ ル

1000φ ×1000L

主 タ ーボ ポ ン プYTP1500

差 動 系 タ ーボ ポ ンゾTMP120

2x10-8Torr.

He,　 N,　Ar,　Ne

自動 導 入 ガ ス圧 制 御 装 置 付

2軸 制 御(リ モ ー ト ・コ ン トロ ール)
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(6)イ オ ン質 量 分 析 器 付

(7)イ オ ン ・ ド リフ ト管(30keVイ オ ン加 速 器)付

(8)排 気 制 御 自動 停 止 シ ー ケ ンス制 御

巫.プ ラ ズ マ ・チ ェ ンバ ー

(1)チ ェ ンバ ー

② ポ ンプ系

(3)到 達 真 空 度

(4)導 入 ガ ス

(5)排 気 制 御

(6)可 動 機 構

1000φ ×1600L

主 タ ーボ ポ ンプYTP-1500

2×10-8Torr.

He,　 N,　Ar,　 Ne　 微 調 圧 力制 御 装 置付

自動 停 止 シ ー ケ ン ス制 御

一 軸 可 動 機 構

両チェンバーの外観図を図2.図3に 示す.

これらの性能テス ト結果は良好で,仕 様を満足す るものであった.プ ラズマ ・チェンバーについては,今 後,外

部磁場印加用ヘルムホルツコイルや,プ ラズマ閉じ込め用磁場装置,各 種プラズマ源の開発などが残されている.

第2年 次も,搭 載機器の開発と共に,こ れ ら地上試験装置の充実を図り,南 極観測 ロケット搭載に持ち込む科学観

測機器は全てこれらのチェソパーを用いての較正,性 能試験を受けられるように考えている.

　 　 　 lN

ceMパ ラめ7"

コ リ メーター

＼
一

11-「

ll
-

;1＼ 、
、

・:＼

¶ フ

.1ノ '

て

..」

一

L

卜

＼
_一一画L_一_

　 OUT

T
-

.

一一一一 一 一

一130・

図1半 球静電偏向型センサー外観図

一32一



図2パ ーテ ィクル チ ェ ンバ ー(平 面 図)



(3)科 学研究費補助金による研究

(奨 励 研究)

衛 星観 測に よるVLF　 トリガー ドエ ミッシ ョンの研究 山岸久雄(助 手)

地上のオメガ送信局より発射されたVLF信 号を トリガー一源として磁気圏内で発生するVLF　 トリガー ドエミッ

シ ョンの発生領域,伝 播経路を探るため,南 極昭和基地上空で受信された,カ ナダの 人 工衛 星ISIS-1,2号 の

VLF波 動観測データを用い,解 析を行 った・

解析に用いたデータは,1976年5月 から1980年2月 までの642軌 道であ り,そ の内で,オ メガ信号がホイスラモ

ー ドで衛星高度(600km～3500km)ま で伝播し,受 信された例は42例 あ り,更 に,こ れらの内,ト リガー ドエ ミ

ッションを伴 うものは,10例 であった・受信されたオメガ信号のタイムシーケンスを詳細に調べた結果,こ れらの

信号は反対半球のノルウェー,A局 か らの信 号であることが判明した.解 析の第一歩 として,ト リガー源である,

オメガ信号の磁気圏内での伝播経路を明らかにすることを行った.

そ のために,ま ず,衛 星高度におけるナメが信号の受信範囲について調べた・その結果,経 度方向には,A局 を

通る地磁気子午面 より±15度 以 内,緯 度方向では,A局 の地磁気共役点 より低緯度側 という範囲に限定されること

がわかった.後 者は,電 波伝播路上の電子ジャイロ周波数の最低値がオメガ信号周波数より大きいとい う必要条件

から規定される.ま た,伝 播路の長さを推定するために,昭 和基地地上で同時に観測されたオメガ信号を基準とす

る,衛 星受信オメガ信号の時間遅れ より,A局 より,ホ イスラモードで南極へ伝播するオメガ信号の伝播時間を求

めた.そ の結果,伝 播時間は1秒 余であ り,衛 星位置が緯度方向に変化しても,そ の値は殆ど変化しない場合が多

い事が判明した・

以上を総合的に考慮す ると,オ メガ信号伝搬路としては,A局 を通る磁力線に沿い,地 上数千kmま でダクト伝

搬を行い.ダ クトの出口より大きく発散する経路,或 いは,極 光帯一 トラフ領域にかけての緯度方向電子密度勾配

により,A局 か ら電離層に入った電波の経路が低緯度側へずれ,よ り内側の磁力線に沿って非ダクト伝搬する経路

が考えられる.

磁 気 圏プ ラズ マ中における静電的プ ラズマ波動の研究 小野高幸(助 手)

地球を取 り巻 く磁気圏はプラズマで満たされている・このプラズマ中において,静 電的プラズマ波動を通じて展

開される波動粒子相互作用を解明することは,磁 気圏におけるエネルギーの変成並びに輸送の問題を知る上で重要

であ り,従 って本研究の主目的 となるものである・磁気圏深部における静電的プラズマ波動については 科 学 衛 星

「じきけん」による観測によって詳細な観測研究が推進されたが,こ こでは特に磁力線を通じて磁気圏深部と強く

結合されている極域電離層中における静電的プラズマ波動の様相を探 り,磁 気圏プラズマ中に見出された諸現象と

の比較研究が行われることとなる・

国立極地研究所においては1976年 よ り南極昭和基地において取得 したISIS衛 星 のデータを所有しており,プ ラ

ズマ波動観測を行 うプラズマサウンダーのデータが約400軌 道分存在 している.本 年度の研究では,こ のプラズマ

サウンダーのデータについて整理並びに解析が行われた・ データ処理の方法は　ISIS衛 星 より　PCMテ レメータ

を通じて伝送されて くるサウンダー受信機AGCレ ベルデータについて,ま ず コンピューターテープに収録し・軌

道データとともに表示する方法が採られている・これまでに全軌道のデータ収録が終了し,一 部解析が進められて

いる.

一 部のデータを解析 した結果は,オ ーロラ帯並びに極冠領域の電離層プラズマ中には,磁 気圏プラズマ中に見出

されたものと同様の強い静電的プラズマ波が存在する事を示している.こ れらのプラズマ波動現象は,地 球から宇

宙空間に向って放射されているオ一口ラキロメ トリヅク放射(AKR)と 強 い関連を持つと考えられてお り,今 後の

詳細な解析が期待されている.
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(4)研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目

Characteristics　 of　 field-aligned　 currents

deduced　 from　 preliminary　 data　 analysis　 of

MAGSAT　 observetions

著 者(所 属)発 表年月

Ejiri,　 M.,

R.　 Fujii,

正1.　Sakurai,

T.　 Iijima　 and

N.　 Fukushima

57.2

昭和基地における狭帯域オーロラヒス放射の到

来方向観測結果
西野 正徳,

平澤 威男

詩 名 ・巻 号 ・頁

南 極 資 料,74,1-9

田 中 義 人.57.2南 極 資 料,74,10-26

第19次 南極地域観測隊越冬隊報告1978-1979 平澤 威男 57.2南 極 資料,74,300-323

磁気圏の波動現象

Variation　 of　 stratospheric　 aerosol　 content

measured　 by　 laser　 radar　 Part　 I　 Seasonal

variation　 of　 aerosol　 content　 and　 flux　 of

sulfur　 compounds　 from　 troposphere　 intol

stratosphere　 .

Variation　 of　 stratospheric　 aerosol　 content

measured　 by　 laser　 radar　 Part　 II　 Long

term　 trend　 of　 post　 Fuego　 eruption

「福西 浩

Iwasaka,　 Y.

Iwasaka,　 Y.

57.9別 冊 サ イ エ ンス,特 集 宇

宙 科 学 「太 陽 風 と地 球 磁

場 」,88-99

56.4 J・　Met.　 Soc.　 Japan　 59,

439-445

56.　 4|　 J.　 Met.　 Soc.　 Japan　 59,

446-451

The　 effect　 of　 the　 volcanic　 eruption　 of　 St .H
elens　 on　 the　 polarization　 properties　 of

stratospheric　 aerosols,　 Lidar　 measurement

at　 Nagoya

Iwasaka,　 Y.　 and

S.　Hayashida

Balloon　 observation　 of　 the　 stratospheric』Ogawa
,　T.,NO

2　profile　 by　 visible　 absorptions　 pectros-　 Shibasaki,　 K.　 and

copy　 Suzuki,　 K.

Observatiollal　 implication　 for　 the　 tropon-　 Shibasaki
,　K.　 and

spheric　 NO2　 burden　 Ogawa ,　T.

lS・.・

1

J.　 Met.　 Soc.　 Japan　 59,

611-614

「56・

1 -.

56.

6　 J.　 Met.　 Soc.　 Japan59,

410-416

6　 J.　 Met.　 Soc.　 Japan　 59,

429-430

Arctic　 and　 Antarctic　 Bibliography　 Data-　 Ejiri,　 M.

base　 System　 at　NIPR,　 (in　Japanese)

オ ゾ ン層 人 的 変 成 の 予 測 小 川 利 紘

オ ゾ ン層人 的 変成 の 予 測(皿)小 川 利 紘

昭 和基 地 と ア イ ス ラ ン ドに お け る　 ELF-VLF　 佐 藤
エ ミ ッシ ョン の共 役 性 佐 藤

福 西

高 層 大 気 中 の クラ ス タ ー ・イ ナ ン(1)小 川 利 紘

高 層 大 気 中 の ク ラ ス タ ー ・イ オ ン(皿)小 川 利 紘

56.7PolarNews,33,58-61

56. 10

11

公 害 と対 策17(10),910-
914

56.

正 彦,前 沢 潔`57,

夏 雄,平 澤 威 男1

浩

1

公 害 と対 策17(11),1052
-1058

T"t".一一.　 一ー一－TLI

山形 大 学 紀 要(自 然 科 学)

第10巻,273～283

57.1化 学 の 領域36(1),11-2

`

.57 .3宇 宙 線 研 究25(3),81
-89

57.2化 学 の領 域36(2),224-
.225

太陽放射とオゾン層 小川 利紘
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A　 new　 method　 to　 measure　 water　 vapor

content　 of　 the　 polar　 middle　 atmosphere

using　 photochemical　 reaction.
``H
20十hレ(121.6nm)→OH*+H"

Y.　 Iwasaka

S.　 Murabayashi

lY.　 Yamashita

1981.8　 Mom.Nat'1.　 Inst.Polar

lRes・,19,195-209

Laser　 radar　 monitoring　 of　 the　 polar　 middle

atmosphere

IY.　 Iwasaka

M.　 Fujiwara

T.　 Hirasawe

H.　 Fukunishi

1981.8 Mem.　 Nat'1.　 Inst.

PolarRes.,19178-187

Application　 of　 Multivariate

Analysis　 to　 Classification　 of

Stony　 Meteorites

灘 灘1悟ii繍 品i
【M.Fun。ki

T.　 Nagata

56.12 Mem.　 Nat'1.　 Inst.　 Polar

Res.,　 Spec.　 Issue,　 20,

404-415

Rocket　 measurements　 of　 O2　 atmospheric

and　 OH　 Meinel　 bands　 in　 the　 airglow

Morning　 IPDP　 events　 observed

latitudes

at　 high

Watanabe,　 T.

Nakamura,　 M.

Ogawa,　 T.

Fukunishi,　 H.

T.　 Toya

l　Fukunishi
,　H.

ミT .　Toya,　 K.　 Koike

M,　 Kuwashima

M.　 Kawamwra

56.7 J.　 Geophys.　 Res.　 86,

(A7),5768-5774

56.　 7　 J.　Geophys.　 Res.　 86,

5701-5709

Classification　 of　 hydromagnetic　 emissions

based　 on　 frequency-time　 spectra

Simultaneous　 ground-satellite　 observations

of　quasi-periodic(QP)　 ELF-VLF　 emissions

near　 L=6

Seasonal　 dependence

Birkeland　 currents

Sato,　 N.

　H.　 Fukunishi

i　T.　 Ozaki

T.　 Yoshino

　

{56.10

[56 .11

J.　Geophys,　 Res.,　 86,

9029-9039

J.　 Geopys.　 Res.,　 86,

9953-9960

of　 large-scale l　Fujii,　 R.

T.　 Iijima

T.　 A.　 Potemura

M.　 Sugiura

156.10 Geophys.　 Res,　 Letters,

8,1103-1106,1981

A　 new　 direction　 finding　 technique　 for　 au-

roral　 VLF　 hiss　 bassed　 on　 the　 measurement

of　 time　 differences　 of　 three　 spaced　 obser-

ving　 points

む

A　 new　 interpretation　 of　 the　 1304A　 triplet

airglow　 intensity　 vatio　 with　 the　 fine

structure　 levels　 O(3PJ)in　 local　 thermodyna-

micequilibrium

Nishino,　 M.,

Y.　 Tanaka

A.　 Iwai

T.　 Hirasawa

Ogawa,　 T.

NOJ-band　 airglow　 radiometer　 with　 a　 self-

absorbing　 gas　 cel1

EXOS-D計 画一低エネルギー粒子観測

Iwagami,　 N.

Ogawa,　 T.

全機,平 澤

勝,山 岸
高幸,藤 井
利典,松 本
信幸

57.1

56.7

Planet.　 Space　 Sci.,　 29,

365-375

Planet,　 Space　 Sci.,　 30,

(1),39-44

App1,0pt.20(14),2522
-2527

男
雄

一
弥

威
久
良
治

尻
川
野
井
谷

江
鮎
小
向
賀

56.6

EXOS-D衛 星による磁場観測

VLF　 ソーサ ー とオ ーPラ 活 動

福西 浩,　MGF班

福西 浩,中 川 一之
鈴木 光義,芳 野 越夫

56.6

56.11

科学衛星シンポジウム
(昭和56年 度)
宇宙科学研究所211-216

EXOS-D搭 載 用リングコア磁力計画発の現状

科 学衛 星 シ ンポ ジ ウ ム
プ ロシ ー デ ィ ソグ,199-

205

磁 気 圏 ・電 離 圏 シ ンポ ジ
ウ ム プ ロ シー デ ィン グ

90-97

西
分
福
国

浩,藤 井 良一
征

56.11
1総 合研究(

A)

磁場精密測定合同研究会
プロシーデ ィング

123-129
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南極中層大気観測用 レーザー

日 ・ス バ ル ー ン実 験 報 告

岩坂 泰信,藤 原
福西 浩,平 澤

江尻 全機,鮎 川

玄 夫1982.1

威 男

勝'

MAP　 シ ンポ ジ ウ ム(第

2回)202-205

57.3大 気 球 シ ンポ ジ ウ ム プ

ロ シ ーデ ィ ング(1981)

宇 宙 科 学 研 究 所85-90

イ)ロ 頭による発表

題 目 1発 表 者(所 属)発 表した学会等の名橋 発表朝

昭和基地－GEOS衛 星同時観測によるPc　1波
動の伝播特性

動の特性の対比

平 澤 威 男
R.　Gendrin -(CRPE)

小 野 高 幸

第69回日本地球電気磁気
学会

中低緯度および高緯度におけるPc　1型 磁気脈 外谷

小池
桑島
河村
福西
鮎川
1平澤

健(地 磁 気観)
-

　

ラ

く
く
く

春
幸
譜
浩
勝
男

捷
正

威

56.5

〃1〃

地磁気変動データからみたサブス トーム時の南
北共役性 幻殖拓く

勝
男
男
和
威

川
田
澤

鮎
巻
平

SSC及 びSIに 伴 うiSubstorm

昭 和基 地 で取 得 され た ト ップサ イ ドイ ナ ノ グ ラ
ム の デ ー タ解 析 一 皿

〃

〃

ノノ

平澤 威男

オーロラヒス到来方向の特性(班)

]一 〃

小野 高幸
平澤 威男

〃

:西 野 正徳(名 大空電研)

田中 義人(〃)

岩井 章(〃)鎌
田 哲夫(〃)

平澤 威男

ノノ 〃

南極昭和基地におけるオーロラヒスの季節変化 山岸
平澤
1長 野

満保

昭和基地及びアイスラン ドで観測されたVLF－ 佐 藤
ELFエ ミッションの共役性 平澤

佐藤

1綴
[

久雄威男

勇(金 沢大 ・工)
正幸(〃)

正彦(山 形大 ・理)

威 男夏
雄
浩
潔(山 形大 ・理)

南極域のISIS　 トップサイ ドサウンディング ・ 相京
データから得られる中短波帯電波雑音の特性 西崎

ノノ

〃

〃

ノノ

;緒 方

丸山
猪木
永山

籔馬
1井 手
:大 瀬
1平 澤

婆

二

:

:
〃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

研電く
く
く
く
く

く
く
く
く

弘
良
信
隆

二
敏
尚

行
美
男

和

隆

誠
幹

俊
正
威

〃 〃

人 工 衛 星ISIS-1,2で 観測 され たVLFリ ー 中 川

サーの特性 巻田
芳野
福西
蓬田

一之(電 通 大)

和男(拓 殖 大)
越夫(電 通 大)

浩
信(電 通 大)

〃 〃
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グ リー ン ラ ン ド,国 際 協 同 ロケ ッ ト実 験(∬) 機
雄
夫

全
久
邦

尻
岸
田

江
山
内

第69回日本地球電気磁気
学会

56.5

オ ゾン,ロ ケ ッ トゾ ンデ 国 際 比較 観 測,1979小 川 利 紘 〃

吸光スペクトル法による大気オゾン全量の予備 柴崎 和夫(東

観測 小川 利紘
大 ・理)i 〃

中層大気中のSO2測 定法について(1)

H20十hV→OH*十H
－ の開 発

岩坂 泰信
増沢
小林愛樹智(
敏行(名 大水圏研)

〃)

　

を利川した水蒸気センサ ・岩坂 泰信
1村 林
1武 田 喬男(

山下 喜弘(気

成(名 大水圏研)

〃

〃)

象 研)ミ

〃 'ノ

Cusp領 域 の　field-aligned　 current　 の 特 性 藤井 良一
飯島 健(東 大 ・理)

〃

Unified　 Theory　 of　 the　 Intense　 Radio　 Wave

Hmission　 from　 Planets

E20+hV(Lyα)→oH*+Hを 利用した対流圏

上部及び成層圏の水蒸気測定法(1)

一
泰

家
岡

㎝
坂
林
田
下

大
宮

一
岩
村
武
山

　理■大北東く寛
宏

・
信
成
男

弘

喬
壼

〃

〃

(名大水圏研)

`
一弘&一－i豪 研!

林田佐智子(名大水圏研)

チューナブルレーザを光源 とした相関分光技術
の開発とその応用(皿)

岩坂 泰信
小林愛樹智(名大水圏研)

n本 気 象 学 会56.5

対流圏 ・成層圏における　SO2測 定法(1) 岩坂 泰信
増沢 敏行(名大水圏研)
小林愛樹智(〃)

〃

〃

St・　Helens火 山 噴 火 に 伴 う成 層圏 エ ア ロ ゾル 岩 坂 泰 信1

層の変化!林 田佐智子(名 大水圏研){
ノノ 〃

成層圏エァPゾ ル層の形成(3)1小 林愛樹智(名大水圏研)

1岩 坂 泰信

灘 一ア・颯 三ン顧 布蹴 る影1魏 佐:E-(名大欄)

レーザレーダを用いた南極中層大気探査計画1岩 坂 泰信

藤原 玄夫(九 大 ・理)
1平 澤 威男1
福西 浩

EXOS-D計 画一低エネルギー粒子観測－i江 尻 全機
1平 澤 威男

鮎川 勝
山岸 久雄

1小 野 高幸1藤
井 良一
1向 井 利典(宇 宙 研)

澄奢 響 蠣'エ1

〃

〃

〃

EXOS-D計 画 一可 視域 オ ー ロ ラ観 測 一

〃

科 学 衛 星 シ ン ポ ジ ウ ム56.6

東く高
男
機
浩
雄

一
幸

威
全

久
良
高

口
澤
尻
西
岸
井
野

小
平
江
福
山
藤
小

　

大 ・理)「 〃
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国分 征(東 大 ・理)
林 幹治(〃)
i松 崎 章好(宇 宙 研)
|佐 々木 進(〃)

巻 田 和男(拓 殖 大)

科 学 衛 星 シ ン ポ ジ ウ ム56.6

EXOS-D衛 星;こ よ る磁 場 観測 福西 浩
MGF　 班

〃

EXOS-D計 両一低周波域 プラズマ波動観測一 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

工大

〃

京

〃

大
〃
通

〃

電

〃

工
研

〃
大
市
沢金
宇

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

根
紘
蔵
稔
夫
喬
夫
郎
勇
郎
浩
雄
雄

磐

弘

越

貞

一

一

夏
久

浩

村
本
本
井
野
田
武
沢
野
田
西
藤
岸

木
松
橋
筒
芳
柴
宮
富
長
鶴
福
佐
山

EXOS-D計 画 一高 周 波域 プ ラズ マ波動 観 測 一 大 家 寛(東 北 大 ・理)

森 岡 昭('・)1

小野 高 幸

宮 岡 宏

小原 隆博(東 北 大 ・理)

宮 武 貞 夫(電 通 大)

極 地 研 究所 電 算 機 シ ステ ムを 用 い た オ ー ロラ帯 小野 高 幸
プ ラズ マ 波 動 現 象 の 研 究

極域 電 離 層 中 に お け るプ ラズ マ 波動 一 粒 子相互|宮 岡 宏作

用 の 数 値解 析

Energetic　 ions　in　the　earth's　 magnetosphere　 I　Ejiri,　M.

〃

〃 〃

極 地 デ ー タ処 理 研 究 小 集156.7

会

〃 〃

80年 代磁気圏観測課題の

理論的検討シ ンポ ジ ウ
ム,宇 宙科学研究所

56.9

オーロラ粒子加速域におけるプラズマ波動一粒

子相互作用の観測課題
宮岡 宏 〃

波動伝播特性の解析

地磁気変動 ・Z成 分からみた南北共役性

昭和基地一アイスランド共役点観測によるPc1　 小野 高幸
1平 澤 威男

鮎川1巻田

いF澤

第70回 日本地球電気磁気
学会

〃

高緯度ULF波 動 の多点観測
1.Pc3-5波 動の緯度経度依存性

勝
和男(拓 殖 大)
威 男

浩良
一・

夏 雄

ノノ

56.10

〃

〃 ノ'西
井
藤

福
藤
佐

VLF　 ソー サ ー及 びLHR波 の スペ ク トル 構 造

とオ ー ロ ラの 関 係

中川 一之(電
鈴木 光義(
福西 浩
芳野 越夫(電

通 大)
〃)

HF　 ドップ ラ ー"ふ じ"船 ヒ観測(そ の1) 北村 泰一(九
竹生 政資(
古野 慎治(
福西 浩

通 大)

大 ・理)
〃)

〃)

ノノ 〃

〃

Preliminary　 data　 analysis　 of　 an　 impedance

probe　 onboard　 EXOS-B　 (1)

衛 星 搭 載 用 中 間 紫 外 分 光 器 の 開 発

Ejiri,　M.

鈴木 勝久(東

小川 利紘
岩 ヒ 直幹(東

大 ・理)

大 ・理)

〃

〃

〃
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酸素原子基底項分布の局所熱平衡理論(1)

(1304A大 気光三重項強度比)

酸素原子基底項分布の局所熱平衡(皿63μm
放射の高度分布)

大出力マイクロ波 電離層プラズマ非線形相互
作用のロケット実験(MINIX)
S-520-2号 機 の予備実験と将来計画

小川 和絃 第70回 日本地球電気磁気
;学 会

岩上 直幹(東
小川 利紘

1大
・理)1

ト

1

賀谷 信幸(神 戸 大)

松 本 治弥(〃)松 本 紘(京 大
・工)

木村 磐根(〃)
宮武 貞夫
山岸 久雄
大林 辰蔵(宇 宙 研)

〃

56.10

〃

ELF　 ヒスの伝播特性
　

〔山岸 久雄
〃 〃

VLF　 ソー サ ー とオ ー ロ ラ活 動 1福 西 浩中川
一之(電 通 大)

鈴木 光義(〃)
芳野 越夫(〃)

EXOS-D搭 載用 リングコア磁力計開発の現状

SSCに 伴 うPc-1波 動

磁気圏 ・電離圏シンポジ
ウム

福西 浩

藤井 良一
国分 征(東 大 ・理)

磁場精密測定 ・総合研究
(A)合 同研究会

平澤 威男 総合研究(B)研 究会 「磁気圏
・電離圏結合系にお

けるULF・VLF波 動」

56.11

56.11

56.12

南極観測 巨 澤 威男
〃

VLFエ ミ ッシ ョ ンの地 上 ・衛 星 相 関
－ISIS観 測 一

!山 岸 久雄 〃

成層圏エアロゾルがオゾン濃度分布に与える影
響(咀)

林田佐智子(名大水圏研)岩
坂 泰信

成 層圏 エ ア ロ ゾル の ア ンモ ニ ア化(1) 1小林愛樹智(名大水圏研)

1岩坂 泰信

日 本 気 象 学 会 56.12

〃

成層圏エアロゾルの季節濃度変化 岩坂 泰信 〃 ミ

国際的にみた南極中層大気の総合観測VHF　 ド
ップラーレーダー

南極中層大気観測用 レーザ レーダ

波

〃

〃

電く
く
く

男
彦
良
美

一
男

威
忠
喜
正
良
威

風

溝
川
十
瀬
井
澤

平
小
五
大
藤
平

第2回MAPシ ンポ ジ ウ

研)ム

)

)1

岩坂 泰信
藤原 玄夫(九 大・理)
福西 浩
平澤 威男

57.1

〃

成層圏組成に関する最近の話題 1小川 利紘

昭和基地におけるnarrow-bandオ ー ロラヒス
の到来方向及び偏差の観測結果

西野 正徳(名 大空電研)
田中 義人(〃)
鎌 田 哲夫(〃)

岩井 章(〃)
平澤 威男

磁気圏一高緯度多点ULF波 動 観測に基 づ く
Pc4型 脈動の発生伝搬特性

利根川 豊(東 海大 ・工)

1桜 井 亨(〃)福西 浩

　平澤 威男

〃

第5回 極域における電離
圏 ・磁気圏総合観測シン
ポジウム

57.1

〃
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ULF　 emissionの ス ペ ク トル 構造 の解 釈(Pc1)平 澤 威 男

小 野 高 幸

昭 和基 地 一 ア イ ス ラ ン ド共 役 点 観測 のReview　 1平 澤 威 男

籔 農難 購 諺15z・
ポジウム

〃 〃

地磁気変動H及 びZ成 分からみた南北共役性1鮎 川
;巻 田
1平 澤

　大殖拓く
勝
男
男
和
威

昭和基地一アイスランド共役点観測によるPclI小 野

波動伝播特性の解析

高幸
平澤 威男

ノノ

〃

VHF　 ドップ ラ ー レー ダ実 験 に つ い て 波

〃

〃

〃

電く
く
く
く

良
彦
美
和

一
男

喜
忠
正
康
皇
威

嵐十
川
瀬
谷
井
澤

五
小
大
倉
藤
平

研)

)

)

)

〃

|極 域中層大気探査用レーザ レーダについて 岩坂 泰信
藤原 玄夫(九
福西 浩
平澤 威男
藤井 良一

大 ・理)

VLF　 ソーサー放射領域 とオーロラアークの位 中川 一一之(電 通 大)
)置関係 鈴木 光義(〃

福西 浩
芳野 越夫(電 通 大)lI

に 　 　 　 　　 　 　 　　 　　 　 　 　 　 り　 　　 あコ　 　 　 　 ド

VLF　 ソーサー,　LHR波,及 びEIC波 のスペ1鈴 木 光義(電 通 大)1)

1ク トル構造 中川 一之(〃
i`福 西 浩

芳野 赴夫(電 通 大)
ド 　 　

鵬雅欝 灘 酬 聯囑餐囑蠣 観}
福西 浩

　 　　 　　　 　 　 　コ　 　　

1中 低緯度及び高緯度における　Pc脈 動の特性の`桑 島 正幸(地 磁 気 観)

対比(・)(P・c型磁気脈動について)舗 籍l　 ll　 l

福西 浩

1昭 和
,み ずほ,マ ラジョージナや同時観測によ1福 西 潜

るPc3-5脈 動の位相特性1佐 藤 夏雄V
.A.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Troitskaya

昭和基地一アイスランドにおける　ULF波 動の 福西 浩健(地磁 気 観)外谷
1共 役性1(Pc1周 波数帯脈動の共役性)i ,桑 島 正幸(〃)

譜(〃河村)
1__'一 一ーー

〃

〃

'ノ/ノ

浩
正幸(地 磁 気 観)

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

昭和基地一アイスランドにおけるULF波 動 の1福 西桑島
共役性 皿(Pc3-5周 波数帯の特性)

〃

昭和基地 ・アイスランドにおける　ELF,　 VLF　 l佐 藤1
放射の共役性　1　(ELFヒ ス及びコーラススペ 福西

1ク トルの共役性)需
　　 ロ　 　　 　 　 ロ　 　 　 　 　

昭和基地 ・アイスランドにおける　ELF,　 VLFI佐 藤[
放射の共役性(皿 　ELFヒ ス及びコーラス強度 前沢
の共役性)佐 藤

1福 西

夏雄

浩
正彦(山 形大 ・理)

潔(〃)

〃 ノノ

JARE　 23,　24　MAP観 測 の概 要

''　
　
理大

〃

形山く
く
彦
潔

雄
浩

正

夏

福西 浩

〃
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「極域と赤道における気球電場の同時観測計画 小川
{福 西

俊雄(京 大 ・理)1第5回 極域における電離
浩 圏磁気圏総合観測シンポ

ジウム

57.,-1

HF　 ドップラー法による重力波,

じ船上観測より

　

　

　

理大

〃

〃

九く
く
く

一
資
治
浩

泰
政
慎

村
生
野
西

北
竹
古
福

ふ患測長波

大気組成観測 小川

極域成層圏及び対流圏NOx測 定器の開発{高 木
|近藤
小川

利紘

増美(名 大空電研)
豊('・)
利紘

〃

〃

オ ゾ ン層 気球 観 測 小 川

Gaussian　 beam波 源 に よる　VLF-DFの 精 度1長 野

について

〃

利紘

勇(金沢大 ・エ)|
正喜(〃)

重雄(〃)

盤 根(京 大 ・エ)
久雄1

〃

満保
吉沢
木村
山岸

〃 〃

ISIS-　 1,皿 衛 星 に よ るOmega-ASEの 観 測 敏郎(京 大 ・]二)1松尾
[木 村 盤根(〃)

山岸 久雄

''

極域VLFエ ミッションの季節変化一地上と衛
星高度での対比

山岸 久雄
小田島 充(電 通 大)
江尻 全機

極域電離圏における高周波プラズマ波動励起 宮岡 宏
大家 寛(東 北大 ・理)

吸光法による中性大気微量成分の観測 i柴 崎 和夫(東 大 ・理)1鈴木 勝久(
〃)

1小 川 利紘

成層圏NO2分 布の観測計画(第23次 隊大気球
実験)

岩上 直幹(東
小川 利紘柴崎
和夫(東

小野

大 ・理)

大 ・理)

〃

Pc1波 動の共役性と地上一衛星での相関

第4回 極域気水圏シンポ
ジウム

〃

科学研究費補助金総合研
究(B)
「磁 気圏 ・電離圏結合系
における　ULF.　 VLF活

動」

57.1

57.2
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2.気 水 圏 研 究 グル ー プ

(1)一 般 研究

アイス レーダーを用 いたやま と山脈 の地形 の研 究 教授 楠 宏,助 教授 前 晋爾,助 手 和

田 誠

20次 隊(1980年1月)で 得られた,ア イスレーダーのデータの解析を昨年から続けているが,今 年度は特にやま

と山脈地域についての解析をおこなった.と くにやまと山脈でも限石が大量に発見されている基岩付近 の裸 氷 帯

((71°48'S,36°10'E)一(71°52'S,36°30'E))の 基盤地形の状態について考察をおこなった.ま たアイスレーダー

による測定が10次 お よび14次 隊によっておこなわれている地点1こついての比較もおこなった.

基岩付近の地形は,3つ の小ピークからな りそれをとりまく形でアーチ状の山ができているように見える.こ の

アーチ状の山に基岩付近の山との間に谷があるものと思われる.氷 の流動から考えると,こ の山による上昇域に限

石が見つかるものと考えられる.と くに基岩がより高いので,一上流域でとり込まれた限石が,こ の上昇流のため,

地上に出てくる可能性がある.実 際にこの部分に多量の限石が発見されている・

10次,14次 隊 によるアイスレーダー観測は地 上の雪」二車を利用した観測であったが,Aス コープの記録に多重反

射 と思われるものがあった.今 回それ らのデータのcheck　 も兼ねて比較をおこなった・今回のデータとの比較か

ら前回の観測で数ヵ所からの反射が記録されているものは,そ の一番浅い ところの反射が正しい値を示しているこ

とがわかった.そ れ以外は多分岩盤 と雪面の間の多重反射ではないか と考えられる.

み ずほ基地の下部対流圏の解析 教授 川口貞男

第20次 ～第22次 南極観測において気水圏では,　GARP　 (地球大気開発計画)の 一一環 として国際協力観測として実

施 されたPOLEX-Southに 参加し,昭 和基地局辺海水域及びみずほ基地を中心 とするカタバ風域での熱収支の観

測を実施しつつある.第21次 観測隊では,み ずほ基地での低層ゾンデによる下部対流圏の気象要素の観測を年間を

通して約80回 行 なった.こ の観測データの処理,及 びこれを用いての下部対流圏の解析を行 った.

気温一40°C以下,風 速10m/Sを 越 える様な環境下での低層ゾンデの観測には,い ろいろなエラーの入 り込む可

能性を有 している.例 えば低温により自動追跡装置のパラボラの回転が滑 らかでなくなる事などは当然有 り得る・

これは,一ヒ層風速,風 向のエラーに結びつく.若 し,サ ンプリングタイムを長くすれぽ,エ ラーは小さくなるが,

非常に厚い層の平均値しか得られなくな り,微細な構造をとらえる事が出来ない.こ のためデータを再検討し,微細

構造をできるだけ表わし,なお信頼度の高いものとするために再処理を行った.こ の結果はJARE　 Data　Reports

として発表する事にしている.

南極の沿岸域の対流圏の温度,風 の構造については,昭 和基地をはじめ10数 点 のラジナゾンデ観測によりかなり

明らかになっている.又 大陸の中央高原域については,南 極点基地(90°s,a.s.1.2880m)や ボス トーク基地(78°

21'S,106°48'E,a.s.1.3488m)で のラジナゾンデにより,多 くの知見が得 られ接地逆転層の構造や,そ れに関連

する風の高度変化などについても明らかになっている.し かしカタバ風域については,国 際地球観測年当時,ソ 連

隊により夏期間での観測があるだげで殆ど知られていなかった.今 回のわれわれの観測は,こ こでの非常に興味深

い現象を明らかにした.

温度構造

3.月か ら10月 までの40例 の観測において,す べて接地逆転層があった.逆 転は,晴 天日で平均17°Cの 強さを持

ち,高 度は200～350m,曇 天時では,そ れぞれ8°C,200mで あ った.20°C以.ヒ の強度をもったものも4例 あっ

た.10.月 か ら3,月 の間においても接地逆転層は観測されたが,冬 期:こ比較して弱 く,高 度も低い.又 冬期の逆転強

度は,逆 転層上端,即 ち自由大気の気温の高低にはあま り左右されず殆 ど地表気温によって決まる.沿 岸地帯にお

いても接地逆転は出来るが,こ れ程強くばならない.又 内陸高原では,み ずほ基地以上に発達する事が知 られてい
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る.例 えば南極点の冬期には,強 度は平均21°C,高 度は650m,ボ ス トーク基地では,そ れぞれ,24°C,900mで あ

る事が知 られている.み ずほ基地と内陸高原でこの様な差が出るのは,風 の強さの違いから来るものと思われる.

風向,風 速分布

風速は,冬 期,地 上では平均11.5m/sで あるが100m高 度附近まで増加 し,そ の上で急激に弱まり,逆 転層上で

は,自 由大気の気圧場による風となる.又,風 向は一・般に地上では東風が多く80%以 上をしめるが,そ の上では,

反時計まわ りに変 り北東及び北風が増加す る.逆 転層内の風が強まるのは,い わゆる逆転層風が卓越する事を示し

ている.逆 転層風は,逆 転層とその地域の傾斜から期待される逆温度風ともいうべきもので,逆 転層上の自由大気

の風が弱 くても逆転層内の下層に下がるにつれて左手に低温域即ち山側を見る形で,風 速のシェアが生 じる.地 表

でシェアは最大とな り,若 し自由大気の風が弱ければ,地 表の地こう風が最大となるが,地 表摩擦の影響で実際の

風は最大とならず風向も低圧部側即ち谷側に偏する.摩 擦の影響が減ずるにつれて風速は増加 し,風 向は地形の等

高線の方向に向いて来る.4×10"3の 傾斜をもつみずほ基地では,17°Cの 逆転層強度に対して約18m/sの シ ェア

が生ずる.こ のシェア強度は,傾 斜度にほぼ比例する.南 極点の傾斜度はほぼ1×10'3で あ り,逆 転層の発達によ

って生ずる逆転層風は,同 じ逆転強度に対してみずほ基地の1/4と な る.こ れが内陸高原の逆転の発達がみずほ基

地より大きい最大の理由である.逆 転層内の風に対し,逆 転層より上では,こ れを補償する流れがある.即 ち平均

的に見ると逆転層内の冷却された大気が沿岸に向かい,そ の上では暖かい空気が入 り込み,そ れが放射冷却を受け

て沿岸に向って流出する.み ずほ基地のようなカタバ風地帯はこの循環が盛んだが,内 陸高原域は,風 速が弱 く,

あ まり循環が盛んでない.こ の事は,大 気を冷却する作用,即 ち冷熱源の効率は,カ タバ風地帯の方が,内 陸高原

域よりも大きい事を意味している.今 後,こ のような立場から南極全体についての冷熱源 としての評価を行 う事に

している.

み ずほ基地にお ける積雪層位の形成 に関す る研究 助手 藤井理行

1977年 の1年 間みずほ基地にて,雪 尺測定による積雪層の形成過程の観測 と,氷 床表面の昇華 ・凝結過程 と光沢

雪面の形成機構の観測を行った.今 年度は,こ うした観測結果の解析に加え,1973年 以降1977年 までの5ケ 年間の

200本 雪尺による積雪層形成の経年変化の傾向を調べた.ま た,1976年 か ら1980年 までの月間積雪星の変化を調べ,

積雪がおこりやすい時期を調べた.

(1)昇 華 ・凝結と光沢雪面

堆積が起こりにくい光沢雪面　(91azed　surface)　は,長 時間大気にさらされるため,大 気 と雪面間で水蒸気の交

換が行われる.昭 和54年 度 の研究で示した ように,4月 中旬から9月 中旬までの冬の5ケ 月が凝結が卓越し,残 り

の夏を中心とした7ケ 月が昇華卓越となる.量 的には,昇 華が凝結量を圧倒している.こ うした雪面での水蒸気の

交換は,表 面 レベルの減増としてあらわれる.夏 の最盛期には日昇華量は70～90m9・cm-2・d1に も達し,こ の速

度では,厚 さ2～4mmの 光沢雪面のクラス ト層は3～6日 で消滅 してしまうはずであるが,実 際にはクラス ト層
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の厚さに大きな変化はなかった・このことは,表 面での昇華,凝 結による表面 レベルの減,増 を補償するように,

クラス ト層下面で,凝 結,昇 華が起こっていることを示している.す なわち,斜 面下降風地域で特徴的な光沢雪面

は,ク ラス ト層の上面 と下面での昇華,凝 結による質量収支でその存在が規定されているのである.

(2)積 雪 の堆積輪廻

1978年1月 中旬,み ずほ基地周辺では,そ れまで少なくとも1年 半以上にわたって存在していた光沢雪面が消滅

し,こ の結果,も ろいしもざらめが露出した・その後の観察はないが,こ のしもざらめは,風 による削剥を受け,

凸凹のある粗表面 となり,風 を伴 う降雪で,凸 凹に対し選択的な堆積がおこることが予想される・粗表面では,堆

積 と削剥がくり返されるが,風 が弱い時の降雪で平坦な面が形成されることがある.そ の後,強 い風が吹 く前に積

雪が粒子間の結合を強めてしまうと,安 定な平坦雪面が形成される・風によるけん磨作用や日射により,表 面の雪

粒子が横の結合を強めると,ク ラス ト層が形成され,光 沢雪面へ と発展する.以 上述べてきた雪面の変化は1977年

の観測で確認されているので,斜 面下降風地域では図に示す ような積雪の堆積輪廻が考えられる・

(3)堆 積の季節

9本 雪尺による月間積雪量の約5ケ 年の傾向は,次 のような季節変化を明瞭に示している・a)最 も主要な油養

時期は,2～3月 の秋期である.b)4～7月 と9月 は,5ケ 年 とも新たな堆積がなかった.特 に,5～7月 の3ケ

月は,雪 面の変化は全 くおこらなかった.c)8月 お よび10～1月 の夏期は,2年 ないしは3年 に1度 の割で1函養

がみられる.こ のように,秋 期が主たる油養時期となるのは,低 気圧活動が活発な時期でかつ海氷域が最小 となる

ため,氷 床への水蒸気輸送量が最も大きくなるからと解釈できる・

(4)堆 積 の経年変化

1973年 か ら5ヶ 年の堆積は,全 雪尺(202本)平 均で1973,1975,1977年 が多く,1974,19761iiが 少 ない とい っ2年

周期があることが分った.ま た,空 間的には,堆 積と消耗が5～20m間 隔 で交互におこってお り,そ の経年変化に

も2年 周期,す なわち堆積があった雪尺では翌年削剥または堆積中断に伴 う昇華がおこり消耗するとい う傾向が認

ことが,コ ア後さらに長期的観測を続け,斜 面下降風域での雪面形成の機構と周期性などをより明らかにしてい く

められた.今 の解釈などにとっても重要となろう.

南 極み ずほ基地 の積雪 および 氷床 コア中の微 小固体粒 子に関する研 究 助手 藤井理行

1977年 にみずほ基地で採取した ドリフト中の微小固体粒子濃度は,3月 お よび9～10月 に最低とな り,夏 と冬に

最大となる半年周期の変化を示した.こ の半年周期は,南 半球高緯度地域の対流圏での大気循環の周期と一致 して

いる.こ のことは微小固体粒子の大部分が,こ の対流圏での大気循環によって中低緯度側から運ばれてくることを

示唆している.

みずほ基地での積雪が削剥などで中断することなく連続して堆積すれぽ,積 雪中の微小固体粒子濃度は,半 年周

期を示すことになる.し かし,強 い斜面下降風域にあ り,光 沢雪面(91azed　 surface)が 発達している現在では,

堆 積中断という現象は,か な り普遍的ともいえる現象である.こ の場合,積 雪中の固体粒子濃度は,積 雪層が不連

続なのを反映 して,時 間的に不連続な変化を示すことになる.

こ うした判断を基準に,み ずほコアの気候学的解釈を試みた・ 用いたみずほコアは,1972年 に掘られた147.5m

コアの68mを 中心とした長さ40cm程 の部分である.こ こには,4つ の氷板と3つ の氷板を伴わない層境界が観察

された.最 上部の層では,微 小固体粒子濃度に規則的な変化がみられ,こ れは,第 一にのべた半年周期を示すもの

と解釈できる.こ の周期からこの年の年間滋養量は,6.5～zog/cm2と 推定される・すなわち,微 小固体粒子濃度

に季節変化が保存されれぽ,年 間酒養量が推定できるのである.

堆積中断を示す氷板の所では,微 小固体粒子の増大は特に認められなかった・このことは,　dry　processに よる

大気中の微小固体粒子の氷床表面への輸送や,堆 積中断中の氷床表面の昇華による粒子の濃縮などは,重 要でない

ことを示している・

また,こ の深度における濃度は50μZあ た り100～300個 で,1977年 の ドリフ ト中の微小固体粒子濃度 とほとんど

同じである.
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今後,こ うした解釈をさらにすすめ,コ ア中の微小固体粒子濃度の変化から,過 去の大気の状態を復元 してい く

予定である.

昭 和基地付近 の雲 の特徴 についての研 究 助手 和田 誠

昭和基地では,地 上および高層の気象観測が長期に渡 っておこなわれているが,雲 と降雪の関係や,極 域,大 陸

沿岸域の雲の特徴などの研究は非常に少ない.こ れらの研究の手始めとして,今 年度は,雲 のタイプと500mbの 上

層風との関係についての解析をおこなった・データは20次 隊(1979年)の 昭和基地での2回 の上層のゾンデによる

気象観測および地上での観測のものを用いた.

今 回の解析では水飽和に対 して75%以 上 の相対湿度があるとき雲 とみなした・これ と地上の目視観測 に よ って

中,下 層雲が7/、o以上あるときとの比較をおこなったが,大 体80%程 度 の一致を見た.

雲 のタイプの分類,タ イプ1の 雲は雲の層の中での状態曲線が湿潤断熱曲線に近い形をしているタイプの雲であ

り,タ イプ皿の雲は層内の状態がほとんど等温になっているタイプの雲であ り,タ イプ皿の雲は,雲 が地上付近の

強い逆転の層内にあるタイプである.ま たタイプIyは,上 空にある逆転層を含む層に雲がある場合,タ イプVは,

IVの状態 と近いが逆転層によって雲の層が押えられていて,そ の下が雲となっているタイプである・これらの5つ

のタイプに分類した・

一方500mbの 風向をシノブティックな場を考える参考として用いた・風向はNE(0°-90°) ,SE(90°-180°),

NW(270°-360°),SW(180°-270°)の4方 向に分類した・

風向と雲のタイプとの関係を調べ次のような結果が得られている.

夏(11月,12月,1月,2月):全 体に1の タイプの雲が多いがとくにNE風 の とき多い.他 の期間に比べてV

のタイプの雲が多い.ま た皿のタイプも多い.

冬(6,7,8,9月):]yの タイプの雲が多い・また皿のタイプも多い・

移頃期(3,4,5,10月):1の タイプの雲は夏 と違い,　NW風 の とき多い・

年間を通してSE風 の ときはほ とんど雲ができていない.

大 気混濁度 の推 定に関 する研 究 助手 山内 恭

南極は都市,工 場等の人為的汚染源から最も離れた場所として,全 球的なバックグラウンド汚染の指標を得るの

に最も適当な場所である.そ のため,大 気混濁度,上 空のエアロゾル量や粒径分布を調べるべ く,波 長別直達日射

量の観測が数か所で行われている.と ころがこのブロー ドバンドの直達 日射観測から混濁度を推定するには様々な

問題がある.本 研究では,み ずほ基地1979年 観測の結果を解析 し,問 題点の究明を試みた.

カ ットオフフィルターにより,可 視域で3つ の波長域の直達 日射量が求まる・この日射量の大気路程による変化

から,各 波長域の消散係数を求め,オ ゾンによる吸収,分 子散乱(レ イリー散乱)の 分を差し引き,エ アロゾルの

寄与が求まる.エ アロゾルによる消散係数は,平 均 として0.53μm以 下0.020,0.53～0.63μmで0.015,0.63～

O.70μmで0.010と なった.こ れらから求めたみずほにおける最終結果0.5μmに おける値,0,017±O.005は,以

前行なわれた昭和基地での結果に比べ相当小さく,又,マ クマー ド基地あるいは極点で得られたサンフォトメータ

による結果に近い・又,同 じくバ ックグラウン ド汚染を調べるべく行われているハワイ島マウナロアでの観測結果

にも近 く,全 球的に最低のレベルにあることは明らかである.

問題点としては,ブ ロー ドバン ド観測故の問題と,混 濁度が小さいための二種類が明らかになった.前 者 として

は,広 域帯のため平均波長を求めるのに難点があ り,波 長特性を正確に求め難い事,フ ィルター自体の温度依存性

の問題があり,こ れらはサンフォトメータを使 う事で解決が期待されるものである・後者としては,オ ゾンの吸収

係数,レ イリー散乱の消散係数がエアロゾルによるものより1桁 大きいため,こ れ らの精度が結果を大きく左右し

てしまう・その他,大 気外日射量の波長分布 も未確定な要素が多いため,解 析方法の違いにより結果に大きい相違

が生じ,こ れが以前の昭和基地での結果(大 気外U射 量を使 った)と 今回の結果(大 気外日射量使わない)の 相違

の原因と考えられる.
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南 極みずほ基地 の地 表面における放 射特性に関す る研究 助手 山内 恭

みずほ基地は,内 陸に位置することから地表面は通年高い反射率の雪面におおわれてお り,放 射収支の上で,さ

らに全体のエネルギー収支の上で南極を特徴づけている雪面上の放射特性の研究にふさわしいデータが,　POLEX

観測(極 域気水圏観測)を 通 じて得 られた.本 年度はそのうち,短 波長放射の特性について解析を進めた・

1)ア ルベー ド(反 射率)

1979年 の測定値から1」'ド均アルベー ドは晴天 口で80～82%で,大 きな季節変化は見られない.こ れは雪面温度が

常に0°Cよ り低 く,雪 粒 子の相変化や大きさの変化が,ア ルベー ドに影響するほど大きくならないためと考えら

れる.但 し,微 細な変化を見ると,平 均太陽高度の変化の影響が見られる・アルベー ドの波長分布を調 べ る と,

O.7μm以 下の可視域では97%と 極めて高い値を とり,一 方O.7μm以 上の近赤外域では65～70%と 低い値となる.

この違いが,晴 天U曇.天 日の違いを生 じ,曇 天 日には入射 日射の波長分布が晴天に比べ可視域の比率が高 くなる

ため,全 体のアルベー ドは上 り85%を 越 えることが多い.

日変化,即 ち太陽高度(入 射角)依 存性を調べると,晴 天の場合は人射光がほぼ直達光であるため,サ スツルギ

等雪面のマクロな形状の変化のために日によって入射角依存性が大きく変ることがある.し かし概略の傾向として

は,太 陽高度30° で80%,太 陽高度が下ると共にアルベー ドは上る変化を示す.曇 天日は,入 射光はほぼ散乱光に

なっているが,依 然緩やかな太陽高度依存性を示す(30° で85%.5° で90%)。

2)全 天 日射の特徴

晴天Hの 全天 日射量が極めて大きい,即 ち大気による減衰が小さいt初 ミ明らかi#sっ に。これは大気が清浄でか

つ レイ リー散乱も小さいことから直達 日射の減衰が小さいためであるが,さ らに散乱成分が大きいことにもよって

いる.後 者は,前 者から予想されるのとは逆の傾向だが,こ れは雪面の高アルベー ドのためで,雪 面と大気層の間

の多重反射による寄与が大きいためである.散 乱成分の量は,地 表面のアルベー ドが0%か ら80%に 変 ることで約

2倍 に増えることが確認された.

全天 日射に対する雲の影響を調べた.個 々の雲の影響は多様で複雑だが,全 般的には雲による日射の減衰が極め

て小さい結果になった・みずほで最も厚い雲の部類に属する高層雲が全天をおおう場合でも,全 天日射量は晴天時

に比べ30%(太 陽高度30° で)下 る程度である.こ れも雪面と雲 との多重反射の寄与のためで,ア ルベードの低い

通常の地域では60～70%の 減衰が見られるのと対照的である.

以上の短波長放射の特性が,南 極雪面上の放射収支を規定する主因の一つとなっている・

気 象 衛 星 に よ る 南 極 大 気 垂 直 温 度 分 布 の 導 出 に 関 す る 研 究 教 授 川 口貞 男,助 手 山 内 恭

南 極 昭 和 基 地 では,1980年,第21次 観 測 隊 か らTIROS/NOAA系 気 象 衛 星 の 高 分 解能 チ ー タ　(High　 Resolut-

ion　Picture　 Transmission=HRPT)の 受 信 が始 った.こ れ は 可 視,赤 外 画 像 か ら雪 面,海 氷 や 雲 分 布 を 見 る こ

と,大 気 の垂 直 温 度 分 布 や オ ゾ ン全 量 を求 め る こ と を 目 ざ し てい る.本 研 究 では,　TOVS　 (TIROS　 Operational

Vertical　 Sounder)　 のHIRS　 (High　 Resolution　 Infrared　 Radiation　 Sounder)　 に よ る放 射 量 デ ー タか ら,大

気 の温 度 分 布 を求 め た.

HIRSに は,赤 外CO215μm帯 域 に7つ の チ ャ ンネ ルが あ るが,今 回は 雲 の 影 響 を受 け ない3つ のチ ャ ンネ ル 使

っ て,上 層 の50,100,150,200mb層 の温 度 を求 め た.ゾ ンデ に よ る温 度 分 布 を使 って 放 射 量 か ら温 度 へ の 回 帰

係 数 を求 め る統 計的 方 法 の場 合,ゾ ンデ 値 と して は 昭 和 基 地 の もの を使 い,夏 ・冬 の2季 節 に分 け て 各7軌 道 ず つ

で 回帰 係 数 を定 め た.導 出 され た 温 度 分 布 は,再 び 昭 和 基 地 ゾ ンデ の 値 と比 較 し,平 均 誤 差2～4°Cと な った ・

逆 行 列 を解 く方 法 では 重み 関 数 を使 うが,こ れ を 求 め るた め に 必 要 な 各 チ ャ ンネ ル で の透 過 関 数 の 計 算 を 行 っ

た.　1ine-by-1ine　 の 厳 密 計 算 で 一一旦 透 過 率 を 計 算 し,多 頂 式 近 似 を 行 い,さ ら:こGodson-Weinref　 and　 Neuen-

dorferの 方 法 で 不 均 質 大 気 の透 過 関 数 を 求 め た.最 終 的 な 温 度 分 布 と して,統 計 的 方 法 に 比 べ 絶 対 値 は 若 干 異 る

が,水 平 分 布,垂 直 分布 の パ タ ー ンは 類 似 し た も のが 得 られ た.昭 和基 地 の ゾ ンデ値 と比 べ,'F均 誤 差 は3～6°C

とな った.

今 後,雲 及 び地 表 面(高 度)の 影 響 の あ る下 層 の 温 度 分 布 を い か に 求 め るか が,1つ の課 題 で あ る ・
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成 層圏突然昇温 の力学解析 助手 神沢 博

成層圏突然昇温とは極域成層圏の温度が冬急激に上がる現象である.こ の現象は対流圏で励起されたプラネタリ

一波が成層圏に伝播 してきて平均流を変える作用の発現 と解釈できる・この機構が働 くためには,波 の極域成層圏

への伝播が必要だが,ど のような条件の下にこのような波の誘導が起こるかとい う問題に挑んで以下の結 果 を得

た.

Eliassen-Palm　 (E-P)　 フラックスー その向きが子午面内の波の伝播の向きとみなしうる量である一 の極域

成層圏への集中が1973年1月 の突然昇温時にみられた・準地衡風 うず位勾配を平均東西流で割ったものとして定義

した量Qが 波の屈折率とみなせることを示し,E-Pフ ラックスの赤道向きから極向きへの切換を決定する主たる要

因は,昇 温前に極域成層圏に位置していたQの 極大であると結論した.

変 換された準地衡風方 程式 に基づ くエネルギー論 助手 神沢 博

波と平均流の相互作用の力学を論ずる際,波 から平均流への運動量の受け渡しを うまく記述する変換された平均

流の式に基づくと,も のが良く見えることが提唱され,プ ラネタリ一波の解析などに応用されている.そ の平均流

式から得た平均流エネルギー式と辻褄の合 うじょう乱エネルギー式を作った・このエネルギー方程式を,　Eadyの

傾圧不安定一 高低気圧は傾圧不安定によ り起 こる の問題に適用した.　Eady問 題 の不安定にとっては上下に

壁のあることが本質的であることは良く知られているが,;こ れ までのエネルギー式ではその事 情 が表に出てこな

い.新 しく作ったエネルギー式はそれを陽に表現することを示した・

数値モデル による極域 気候敏 感度 の研 究 客員教授 田中正之

極域の放射収支の評価に応用することを目的に,精 密かつ簡便な放射計算スキームを開発したが,さ らにその結

果を組み入れて放射 ・対流 ・移流平衡モデル(上 下 ・南北2次 元モデル)を 作成した.こ のモデルは従来の放射 ・

対流平衡モデル(垂 直1次 元モデル)と 異なり,平 均気温の子午面分布が得られるほか,気 温と地表面アルビー ド

の結合によるフィー ドバ ック作用を組み入れることができるなどの利点を持つ新しいモデルである.こ のモデルを

用いて太陽放射,雲 量,CO2濃 度 などの変化に対する一連の気候敏感度実験を行った・従来より,観 測事実 とし

て,気 候敏感度は極域において中 ・低緯度に比して著しく大きい,す なわち全球的な平均気温の変動が認められる

場合に,そ の振幅は極域において著しく増幅されることが知られているが,そ の原因についてはいろいろの可能性

が指摘されてはいるが,何 が主たるものであるかは明らかにされていない.今 回の気候敏感度実験によると,極 域

の大きな気候敏感度は専ら気温変動に伴う雪氷被覆面積変動による地表面アルビー ドの変化によるという結果が得

られた・この効果は南北両極地域において見 られるが,陸 域の積雪面積の方が海水域の面積 よりも平均気温に敏感

に応答す るため,南 極圏より北極圏においてより顕著である・これは観測にみられる南北両極地域における平均気

温の変動度のちがいともよく整合するが,結 論は今後の研究に待ちたい・

大気 ・雪氷境界層における雪粒子の輸送堆積機構 の研究 客員助教授 小林大二

雪が堆積するとい う現象は降雪あるいは,風 によって運ばれてきた雪粒子が運動を停止しある期間そこにとどま

ることである.

雪粒子の輸送形態は　suspension,　 saltation,　creep　 の三つに通常分類 される.し かしながら狭い領域での短い

時間の堆積の問題を論ずる時は,　suspension,　 creep　は それぞれ　saltationの 跳躍距離の長いもの,短 いものとみ

なして,　saltation　だ けで問題を論ずる方が自然であろう.

次に雪粒子の附着,焼 結現象が比較的短時間におこることである・このためある風速のもとでの雪粒子の移動量

の最大値は存在す るが,最 小値は0に な りうる・堆雪現象にとって,風 の雪粒子輸送能力に対する実移動量の割合

は堆雪 ・侵食形態を決める主要な要素となる・

また,雪 粒子の輸送機構によって,雪 粒子の移動経路が,表 面の微妙な凹凸に強 く左右されること,お よび,雪

粒子が氷であることによって粒子の移動堆積現象にヒステ リシスが強 くあらわれることなどによる堆雪の不均一性

の問題もある.不 均一性の例として,風 速の変動の弱まる時点において,平 らな雪面にさえも,雪 粒子の集団おき
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去 り現象の発生がある.

次 の問題点は,障 害物の大きさが異なるとき,吹 きだまりの形成過程に相似性がなくなる点である.大 きさの異

なる3種 の板を小障害物 として実験した結果から,　saltation　のスケールと板のスケールの関連で吹きだま りの形

成過程が異なることがわかる.こ れからも,堆 雪現象は実スケールで論じなけれぽならないと思われる.

南極地域は,こ れらの問題点の解決のためにすぐれた実験場所であ り,新 しい測定方法の開発などとともに,こ

れらの点に注目して観測をすすめて行く必要がある.

(2)共 同研 究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官

ア 一般共同研究

南極大 気中のエア ロゾルの起源 に関 する研 究 ※小野 晃(名 古屋大学水圏科学研究所教授),伊 藤

朋之(気 象研究所),岩 井邦中(信 州大学教育学部助手):川 口 貞男(教 授),山 内 恭(助 手)

南極大気中のエアロゾルの実態を明らかにするため,1977年2月 ～1979年1.月 の2ケ 年間,昭 和基地においてエ

アロゾルの通年観測を実施した・ここでは2ケ 年間の観測結果の解析を行い,南 極エアロゾルの性状と起源につい

て得られた知見を述べる.

1.エ イ トケン粒子(半 径:2×10's～2×10-5cm)

通年濃度変動を概観すると1年 周期の季節変化,10数 日周期の変動,1日 以一ドの時間スケールで現われる急増現

象や極低濃度現象など・時間スケールの異なる主要な3つ の変動成分が見 られた.季 節変化以外の変動成分は異な

る性状のエアロゾルを含む気団が周期的に交替支配することに伴なって現われる現象 として説明が出来る.季 節変

化は3月 に極大,6～7.月 に極小となってお り,同 様の季節変化は極点での観測にも共通してみられる.夏 に増加

する粒子は大気中での光化学反応の結果生ずる揮発性に富む硫酸,硫 酸化合物であること,太 陽光の全 くない期間

には低濃度になることなどを考え合わせると,太 陽光による光化学的エアロゾル粒子発生量の季節変化がエイ トヶ

ン粒子濃度の季節変化の原因として考えられる.

2.サ ブ ミクロン粒子(半 径く1.0-4cm)の 粒径分布

南極大気中のエアロゾルには持に半径く10'`cmの サ ブミクロン粒子の粒径分布に特徴があることがわかった.

サ ブミクロン領域を3つ の小領域に分けることが出来る・10-6cm以 下の小領域は南極大気中でできた光化学粒

子が主体であって,新 生粒子小領域と言える・106-10-5cmの 小領域は,全 地球的規模で遍在する粒子で,発 生

後充分長時間空気中に滞在 し,多 くの変質も受けている粒子で構成 されてお り,バ ックグラウンド小領 域 とい え

る・10-5-10-4cmの 小領域は主として海から発生するfilm　 dropが 中心 となる海洋性小領域である.夏 に向って

のエイトヶン粒子の増大は,は じめ新生小領域で起 り,後 にはバックグラウンド小領域も共に増加して行 く.海 洋

性気団の侵入の最も多い9～10月 には,海 洋性小領域での増加が顕著になる.

放 射観 測に基づ く南極大気の リモー トセ ンシ ング ※川口貞男(教 授),中 沢高清(東 北大理学部助

手),中 島映至(東 北大理学部助手):田 中正之(客 員教授),山 内 恭(助 手)

POLEX-Southの 放 射観測の一環 として行なった南極みずほ基地での直達 日射観測や昭和基地でのサンフォトメ

ーターによる観測によると,南 極大気の混濁度は極めて小さく,波 長500nmで の光学的厚さは0.02前 後であるこ

とが示されている・この値は}McClatchyな どが示した標準的な値に比べて非常に小さい.一 方国内での観測によ

ると,セ ントヘレンズ山の噴火の前後で大気混濁度は,非 常に大きな違いを示した.こ の様に大気混濁度は,地 域

的,時 間的変動が激しく,こ れを正確にモニターする事は,重 要な事であるがまた種々の難 しさがある.こ のため

に最 も重要な事は,放 射計の絶対検定法の確立である・従来行なわれているラング レー法は,大 気状態に敏感に左

右される欠点を持っていて,光 学的厚さを0.01の 精度で決定することは難 しい・本研究では,こ のラングレー法を

改良して,よ り良い検定法を開発した.
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太陽周辺光強度を,直 達光強度と同時に測定し,そ の比を従来の大気路程の代わ りに独立変数として使おうとい

うものである.862nmに ついて行い,ラ ソグレー法 との比較の結果,ラ ングレー法では,午 前と午後の検定値が

変ったが,改 良法では非常に良い一致を見た.本 方法による放射計の検定により,極 域や成層圏など,光 学的厚さ

の小さいところに対しても精度の良い値を得 る事が出来るだろう.今 後は,多 重散乱が重要になる場合について,

本方法が どれ位有効であるか,散 乱理論にもとついた数値実験によって明らかにしてゆくつ もりである・

大 気中微 量成分の赤外 分光器に よる検出 ※村松久史(気 象研究所研究室長),牧 野行雄(気 象研究

所),広 田道夫(気 象研究所):川 口貞男(教 授),山 内 恭(助 手)・

本研究は,南 極において,対 流圏から成層圏にかけて存在する微量気体成分を太陽を光源とする赤外吸収 スペク

トルを観測することにより定量する方法を確立することを目的としている.既 に国内における航空機搭載の赤外分

光器の観測から,CFC1,(847cm-1),CF2C13(923cmr1),HNO3(897cm-1),N20(2570cm-・)やCH4(6004cm-・)

が測定できることが確認されている・

実際の大気中の吸収スペ クトルでは,吸 収線か重なり合 うことが多く,特 定の物質の吸収量を求めるためには,

あ らかじめ他の物質の影響を算定しておく必要がある・そのために,正 確な合成スペ クトルを計算するプログラム

を考案した.こ れをもとに,　US標 準大気によるH20,CO2や03等 の分布を与え太陽光の経路を計算し,さ ら

にMcClatchey　 et　al.　(1973)の 編 集した吸収線データを用いて,大 気中の透過率(合 成スペクトル)の モデル計

算を行った.そ の結果,CO2や03の 吸収帯のほかに,大 気の窓領域にも多 くのH20吸 収線か散在していること

が明らかになった.

これら合成スペクトルを使用して求めた国内での観測例によると,対 流圏上部～成層圏下部でCFCl,,　 CF、Cl、

の平均体積混合比は,各 々183±16,280±16Pptで あ り,他 のガスクロ分析法による採集気体の分析値に近い値と

なった.　HNO、 にっいては下部成層圏で9.06±1.83ppbと,従 来言われている値より大きい結果となった・

今後,南 極地域での観測に備えて,(1)ゾ ンデ観測データの利用により,ス ペクトルのモデル計算をより現実を反

映できるものとし,(2)国 内での予備観測に重点をおいて研究を進める予定である.

極 地 の雪結 晶の研究 ※山下 晃(大 阪教育大学助教授),権 田武彦(東 京理科大学助教授),高 橋忠司

(埼玉大学助手):和 田 誠(助 手)

本共同研究の目的は,雲 物理学と結晶成長学の二つの観点から極地に降る雪結晶の特徴を可能なかぎ り明らかに

することである.ま た,そ の成果の上に立って今後の極地での雪結晶の観測の方向を考え,将 来は極地の雪結晶の

種類と降水効率の関係を求めるなどより大きな気象現象との関連を考察する意図を含んでいる・初年度は,南 極の

雲と降雪について検討し,更 に,極 地の条件を考慮した室内実験を実施した・

(1)南 極昭和基地付近の雲の厚さ及び雲と降雪の関係を求めるため,1979年 のデータを用いて1年 間の雲 と大気

場との関係を解析した.ま た資料としては十分ではないが,雪 結晶のレプリカを整理し,南 極では雲粒付きの柱状

結晶,雲 粒付着のない柱状結晶が多いことなどが判った.

(2)低 温領域で成長する雪結晶の形態をサーモパネルで冷却する低温箱を使 った実験により研究した.-30°C,

0.　7Torrお よび1　atmの 空気中で成長する雪結晶の晶癖の過飽和依存性について実験をおこなった・ この実験結

果から推察すると,南 極で観測された清水の 「長い角柱結晶」は,氷 飽和に近い低過飽和の下で,c軸 方向にらせ

ん転位による成長をしたものであり,樋 口がポイントパローで観測した 「四角い結晶」は,氷 飽和に近い低過飽和

の下で底面 と2組 の相対する柱面にらせん転位が入 って成長 したものであると思われる.

(3)-20°C以 下 一33°Cま での低温領域で約15m自 由落下中に雪結晶を成長させた降雪実験の結果を解析し,

過冷却雲粒が存在する高過飽和で成長する雪結晶の考察をおこなった.

極地 雪氷の構造 と物性に関す る研究 ※前野紀…(北 海道大学低温科学研究所助教授),古Jiwa純(北

海道大学低温科学研究所助手),川 田邦夫(富 山大学理学部助手):前 晋爾(助 教授),西 尾文彦(助 手),和

田 誠(助 手)

50一



本年度は,極 地雪氷の電気物性を広い温度および周波数領域で調べるための測定装置の組み立てが完了し,実 際

の雪氷試料での測定が始まった・測定は主として温度はo～180°C,周 波数は1　MHz～o.　 oo1Hzの 領域で行なわれ

ている.1968年Byrd基 地の1004mの 深 さから掘削回収 されたコア試料の誘電率およひ伝導度の周波数依存性に

ついて測定された.誘 電率に関しては一10.1,-50.2,-90.3°Cの 測定が,伝 導度に関しては一10.1°Cの 測定が

なされた.い ずれの温度においても広い周波数領域に及ぶ大きな誘電分散が存在していることが明らかになった.

また同様の試料を一75.3°Cに 保って誘電率と誘電損失の周波数依存性を測定 した.-17+3°Cの 低温室に試料

を15日 間保存した後の測定もおこなった.数10Hz以 下の低周波の分散は時間とともに減衰する傾向を示している.

上 述した大 きな誘電分散と時間変化が掘削後14年 経 てもなお測定される点は,極 地雪氷の構造 と物性を調べる上

で重要な問題 と考えるべきである.な お,誘 電分散機構 としては現在のところ,水分子のプロトン再配列によるデバ

イ分散の他に,少 なくとも,高周波側に一つ,低 周波側に二つの分散機構を仮定して,測 定および解析を進めている.

南 極氷床流動の機構 モデル化を含む ※東 児(北 海道大学工学部教授),福 田明治(北 海

道大学工学部助教授),本 堂武夫(北 海道大学工学部助手),中 尾正義(北 海道大学工学部助手),成 瀬廉二(北 海道

大学低温科学研究所助手):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦(助 手),藤 井理行(助 手),和 田 誠(助 手)

みずほ高原氷床 と束クイーンモー ドランド氷床の流動機構は,山 脈の影響の受け方の違いで,対 照的な相違を示

す ものと考えられ る・この2つ の型の氷床の流動を動力学的にとらえ,氷 床内部の氷の連動,氷 の年代の推定など

を行 うため,流 動のモデルをつくり,数 値計算を行 った.

本共同研究では二つのモデル1ヒ計算機シミュレーションを行った.そ の一つは,2次 元のMahaffyの モデルに,

氷床中の垂直温度分布をとり入れ厚い氷床の流量が温度分布に如何に影響されるかを調べるもの(長 尾,中 尾,東

1982)で ある.温 度の影響は氷の流動則にはアーレニウスの式で入 ってくるので,流 量計算の場合 も氷の温度と深

さの関係を近似的に直線的であるとしても,計 算が複雑にな り且つアーレニウス式の活性化エネルギーの値が温度

域で異ることを考えなくてはならない.種 々の試算の結果,ア ーレニウス式を逆二乗の式で近似することによって

計算を簡単にすることができることを発見した.こ の方法によれば,計 算量をふやすことなく,温 度効果を入れた

シミュレーションを行 うことができる.白 旗氷河流域を想定した具体的計算が進行中である.

も う一つのシ ミュレーションは,ヌ ナタク周辺の氷床内の流動状態を具体的に計算 したもので(成 瀬,橋 本,

1982)あ る・モデルは2次 元で,定 常状態と単純ず りによる層流を仮定して,流 動方向ならびに鉛直方向の速度を

深さの関数とした式を導き,こ れにやまと山脈付近の基盤地形や表面収支,表 面流速などの実測値を入れて,ヌ ナ

タクの上流40kmの 内部流線と氷の等年令線を算出図化した.そ の結果,ヌ ナタクから10kmの 地点(消 耗域,い

わゆる1填石氷原の中央)で は,100m深 の氷は8000年 の年令を持ち,30kmの 地点(油 養域)で は,100m深 の氷は

1500年,500m深 では,12000年 の 年令と推定された.

モデルによる研究の基本となる氷床氷の流動則を精密化するために,南 極氷床深部氷を使って,そ の塑性変形挙

動を氷床の深さに相当する程度♂)高圧力化でしらべる実験が行われている(束,東,1981).そ の結果,C軸 方位

分布が一極大型の試料を高温,高 圧下で変形させると常圧下の場合よりも硬 くなるのは,C軸 方位分布が多極大型

に変化するためであることがわかった.ま た,多 結晶水中に発生した再結晶粒の成長に対する静水圧効果 も確あら

れ,氷 床氷の構造変化についての有用な知見が蓄積されつつある.

氷 床の底面すべ りに関す る研究 ※対馬勝年(冨 山大学理学:部助教授),中 川正之 幅 出大学理学部教

授):前 晋 爾(助 教授),藤 井理行(助 手)

南極氷床は底を岩盤にこす りながら流動している.岩 盤 と氷床底面との摩擦が大きければ氷床は滑 りにくく,逆

に摩擦が小さければ滑 りやすい.そ れゆえ,氷 と岩盤 との摩擦が氷床の流動に密接な関係をもつと予想される.

本 年度は南極から採取され,氷 河さっ痕をもつ小石について,新 しい切断面を作 って氷 との摩擦を調べた.

ダイヤモン ドカッターで小石を切断し,こ の新しくできた面を研摩し平滑にする.裏 面には石こうをつける.研

摩面に支持丸棒を仮接着し,旋 盤のチャックにはさんだ.石 こうのついた面を削ると研摩面に平行な面となる.丸

棒の仮接着をはがし,再 度研摩したのち超1千波洗浄して実験試料とした.
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試料を摩擦装置にセットし,円 錐状先端をもつ氷との摩擦を,温 度をいろいろにかえて測定した.氷 の接触面積

は0.5～2mm2で,荷 重は485gf内 外なので,接 触面の圧力は30～100bar,氷 の厚 さにして300～1100mに 対応す

る.動 摩擦係数は温度によって著しく変化 し,-1.5°Cで0.09,-2.5°Cで0.10,-4°Cで0.16,-10°Cで0.22,

-20°Cで0 ,4で あ った.-4°C以 下では滑 りは"付 着一溜 り"現 象を呈し,全 温度範囲で摩擦係数は大変大きい.

これらの岩石(4種)の 摩擦面の粗さは1～2μmで あった.

次に,表 面をダイヤモンドペース トで研摩し,粗 さを0.5～1.5μmに して再度摩擦を調べた.動 摩擦係数は一2.5

°Cで0 .04,-5°Cで0.07と な り,前 記の半分以下に減少した・この結果は温度の他に,岩 盤表面の滑 らかさの度

合が滑 りに密接な関係をもつことを示すものである・

氷のように硬さとせん断強さの著しく異なる材料では,摩 擦面の表面粗さが滑 りに重要な役割を果たすことはす

でに筆者の1人 が指摘してきたところであるが,氷 河の石においても確認されたのである・

氷床底面は圧力融解温度にあることが予想され る・本研究の次年度以降においては・融点ないし融点付近の摩擦

および氷床の流動速度に対応す る速度で摩擦実験をしてゆく予定である.

本研究の結果,氷 床の流動を考えていく上で,氷 床底面の岩盤を採取し,表 面粗さを測定することが大切である

と指摘される・

南極氷床の変動の地域特性 に関す る研究 ※樋口敬二(名 古屋大学水圏科学研究所教授),上 田 豊(山

口大学教育学部助教授),伏 見碩二(名 古屋大学水圏科学研究所助手):前 晋爾(助 教授),藤 井理行(助 手)

①氷流の分布 と氷床の変動特性

氷床の変動の地域特性が,水 流の存在とその流出規模などと深 く関係している可能性があるため,当 研究課題の

基礎作業 として,南 極全域の氷流の分布を調べた・これは,主 に米国地理学協会発行の500万 分の1の 地形図,人

工衛星写真,文 献に基づ く作業によるものである・その結果合計約260の 氷流を確認した・氷流は,西 南極氷床や

東南極のエンダービーラン ド,ウ ィルクスランドに多く分布している・Hughes(1972)に よれば,西 南極氷床で

は全流出量のうち90%が 水流によるとしている・さらに,Hughes(1973)は 西南極氷床の多くの水流がサージを

起こして,力 学的に不安定であると考えている・一方,力 学的に安定であろうと考えられているクイーンモー ドラ

ンド氷床には,図 から明らかなように,氷 流はほとんど存在しない.氷 床の力学的安定性そのものが一般には確固

とした事実となっていない現在はっきりしたことは云えないが,水 流の分布と氷床の力学的状態の間には,密 接な

関係がある可能性が考えられる.

②東クイーンモー ドラン ド氷床の流域区分とその質量収支特性

東クイーンモー ドランド地域の氷床を,宗 谷流域,白 旗流域(Shimizu　 et　al.,　1977)と ベルジカ流域に分け,

それぞれの流域の質量(M),全 滴養量(1),全 消耗量(0),質 量収支(B)な どを推定した・また,非 平衡度(B/

1+O),質 量入換年数(M/O)も 定義し,こ れから各流域の変動特性を推定した・なお・非平衡度は・-1か ら+

1の 範 囲の値をもち,符 号が正の場合が質量の増加,負 の場合が減少を意味し,こ の絶対値が大きいほど非平衡の

度合が大きい.ま た,質 量入換年数は,流 域内の全ての氷が入れ換わるのに要する年数である・

この3つ の流域では,白 旗流域 とベルジカ流域の質量収支が正で,宗 谷流域では負であった.ま た,非 平衡度

は,宗 谷流域が最大で,力 学的不安定性が強調されていた白旗流域 より大きかったのは注目される・氷の入れ換え

年数は,い ずれも1000～2000年 である・

質量収支特性に基づく今回の変動特性の推定は,質 量収支の見積もりそのものの精度がまだ充分に高 くなく・今

後の地上踏査,リ モートセンシングによる同一精度による計測結果などにより,ま だ変わ りうる.ま た,今 回の研

究では,宗 谷流域のみが他の流域 と異った収支特性を持つことが推定されたが,こ れも今後の検討を要することと

考えられる.

氷床における堆積の広域分布特性 ※若浜五郎(北 海道大学低温科学研究所教授)・秋田谷英次(北 海

道大学低温科学研究所講師),山 田知充(北 海道大学低温科学研究所助手),油 川英明(北 海道大学低温科学研究

所助手):前 晋爾(助 教授),小 林大二(客 員助教授),藤 井理行(助 手)
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本年度は,氷 床の堆積環境の地域的違いを広域に同時に観測する一方法として,人 工衛星の画像から氷床の堆積

環境の違いを反映 している地表面形態を観測する方法の開発と,積 雪層の構造をインパルスレーダーで調べるヒで

の基礎実験を行った,

① ランドサット衛星画像データ:こよる氷床表面形態の観測

みずほ高原に分布する裸氷域,積 雪域,モ レーン,露 岩のランドサット画像データによる分別方法の開発を試み

た.磁 気テープのデータを使ってカラー表示した画面から縦10絵 素 ×横10絵 素 の小さな窓を切 り出し,各 バンド毎

(4～7バ ンドまでの4つ のバン ド)の 濃度分布の中央値,平 均値,最 大値,分 散と表面形態 との関係を調べた.

裸氷,積 雪,モ レーン,露 岩を含む地域での一絵素(約80m×80m)ご との輝度 レベルを見ると,裸 氷と積雪と

の分別にはバ ンド7(波 長0.8～1.1μm)を 基本として用いるとよいことがわかった.そ こで,バ ン ド7を 基本と

した特徴空間を作った結果,裸 氷,積 雪,モ レーン,露 岩を明瞭に分別することができた.そ の結果,今 後,雪 氷

面の形態別に波長別反射率の現場測定を詳細に行い画像 との対応を計ることができれぽ,雪 氷面形態をより詳細に

分別することができ,堆 積環境に関す る基礎資料の一つを広域かつ同時に得ることができる可能性のあることがわ

かった.

②インパルスレーダーの分解能試験

インパルスレーダーによって積雪層の構造に起因する積雪内部反射エコーが得られることはすでにわ か って い

る.内 部反射層の実体については未だ不明の点が多く,今 後の研究に待たねぽならないが,今 回は,内 部反射層解

明の第1段 階として,イ ンパルスレーダーの反射エコーの分解能を埋設物を作って調べてみた.地 中の種々の深さ

間隔で埋設した多数のヒューム管を,80MHzの 中心周波数をもつアンテナを使ってインパルスレーダーで探査し

たところ,深 さ方向の分解能は数10cm程 度 であることがわかった.水 平方向の分解能を,同 じ深さに本のヒュー

ム管をさまざまな間隔で埋設して,中 心周波数300MHzの ア ンテナを使って探査することによって調べたところ,

60cm以 下 になると,2本 のパイプが互いに影響しあって2つ:こ 分解できなくなることがわかった.

雪 氷関連諸 量の人工衛 星テ レメ トリーの極地 への応用 ※木村忠志(防 災センター雪害実験研究所

研究室長):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),藤 井理行(助 手)

雪氷関連諸量の遠隔測定において,静 止気象衛星(GMS)に よるData　 Collection　 System=DCSは,測 定地

点を広い範囲にわたって任意の位置に選定できる点で,見 通し内通信によって運用されてきた山岳地帯の雨量ロボ

ット装置に比べ有利であり,極 地方に観測資料収集装置　(Data　Collection　Platform=DCP)　 を設置すれぽ,日

本国内で直接観測資料を受信することも可能である.現 在は国内での試験段階であ り,極 地への応用に際しての問

題点を明らかにしつつある.

GMSのDCS回 線 を利用する山地積雪計測用DCPが 試作され,新 潟県奥只見ダムにおいて遠隔測定が試み ら

れている.本 年度はこのDCP、 こ若干の改良を加え,動 作試験を行った.シ ステムの構成としては,　DCP(奥 只

見)か ら毎 日0900に 送信された測定値が,　GMSで 中継され,気 象衛星センター(清 瀬)で 受信,週1回 まとめた

資料が研究所(長 岡)に 郵送されるというものである.セ ンサーは,日 射計,赤 外線積雪深計,圧 力式 積 雪 深 計

(プ レッシャーピロー)と 温度計であ り,測 器,送 信器の電源として金属亜鉛燃料電池を使 っている.本 年度の改

良点は,電 源を不安定であった リチウム電池から金属亜鉛燃料電池に換え,そ のための収納 コンテナの換気装置を

作成したこと,プ レッシャーピローの設置である.

問題点としては,測 器そのものでぱプレッシャーピローの作動に難点があったこと,送 信系統の接触不良の発生

が挙げられた.

今後の改良点としては,全 体を一つのコンテナにまとめることであ り,そ のためには水晶時計を恒温槽なしで使

用する必要がある.奥 只見では積雪下コンテナの温度は0°Cに 保たれるが,極 地での使用に際しては,温 度補償の

完備した水晶時計が必要で,こ の検討も予定している.

氷床コアによる過去の気候復元に関する研究 ※渡辺興亜(名古屋大学水圏科学研究所助教授),北野

康(名 古屋大学水圏科学研究所教授),加 藤喜久雄(名 古屋大学水圏科学研究所助手),山 田 穣(国 立防災科学
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技術センター雪害実験研究所):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),藤 井理行(助 手)

氷床コアにおける酸素同位体組成が過去の気候変動に関する重要な情報を提供することは良く知られている.し

かし,コ アの酸素同位体組成の変動に季節変動が認められたのは,年 間の酒甕量が大きい沿岸地域でかつ融雪のお

こらないところのコアに限られる.と ころが,カ タバ風(斜 面下降風)の 卓越するカタバ斜面地域では,必 ず しも

各季節ごとに積雪がおこらず,さ らには数年にわたる堆積中断が生じる.こ のような地域のコアの酸素同位体組成

変動は,不 規則な堆積過程を反映して季節変化を示さず,さ らに,堆 積中断期間の強度の積雪の変態過程における

水蒸気の移動のため,元 来の積雪の酸素同位体組成さえ保持されない.

そ こで,こ のようなコアの酸素同位体組成から気候変動の情報を得る方法を検討した.み ずほ基地から得た二本

のコアについて異った方法で酸素同位体垂直分布を求めた.

1971年 にJARE-12に より掘削されたコアについては,提 起された問題点を考慮に入れ,同 じ季節に堆積 して,

かっ積雪の変態(霜 ざらめ化)の ほとんど進んでいない積雪層を積雪層位解析により求めた.そ の結果,冬 に堆積

する.厚 くて細粒の積雪層がほとんど霜ざらめ化していないことが見出された.こ の層はさらに理想的なことに,

気候(気 温)変 動が最も良 く示される冬に堆積したものである.そ こで,そ のような積雪層について酸素同位体組

成を測定した.

次 に,1974～1975年 にJARE-15とJARE-16に よ り掘削されたコア(JARE-16コ ア)に ついては,堆 積後

の変態の影響をのぞ くため,長 い深さ間隔のコアの酸素同位体組成の垂直分布を求めた.長 い深さ間隔 の コ アに

は,多 年にわたる積雪層を含むので,結 果として各季節の積雪層が一年の各季節の積雪層とほぼ同じ比率になるも

のと考えられる.ま た,試 料採取を多数の積雪層にまたがって行 うので,霜 ざらめ化に伴 う水蒸気移動は求めた酸

素同位体組成にほとんど影響を与えていないと考えてよい.こ のように考えると,長 い深さ間隔のコアについて求

めた酸素同位体組成の変動が気候変動を示 してくれる可能性が強い.そ こで,1～3mの 深 さ間隔のコアについて

酸素同位体組成を測定した.

JARE-12コ アとJARE-16コ アにおける酸素同位体垂直分布を比べると,当 然のことながら,JARE-12コ

ァに比べJARE-16コ アでは周期も振幅も小さくなっているが,変 動のパターンは驚 くほど良く一一致している.こ

の一致は,得 られた酸素同位体組成の変動が気候変動を反映していることを示してお り,本 研究で用いた2つ の方

法の妥当性を示 しているものといえよう.

氷床 コア中の微 小固体粒 子の組成に関する基礎研究 ※藤井理行(助 手),神 山孝吉(京 都大学理学

部助手),田 沢 雄二(京 都大学理学部技官):岩 坂泰信(客 員助教授)

当共同研究では,微 小固体粒子の物質組成から,物 質を同定することを,特 に微小球粒物質に注目し て実 施 し

た.試 料は,藤 井による予察的研究により,多 量の球粒物質が含まれていたアランヒルズ裸氷原の氷である.こ の

裸氷原では,多 量の阻石が発見されてお りこれまで宇宙起源と考えられてきた微小球粒物質 と陽石との関連も注目

される.試 料は,極 地研西尾助 手から提供してもらった氷を融解し,0.45μ の孔径をもつメンブランフィルターで

炉過したものを用いた.

ア ランヒルズ裸水中には,み ずほ基地積雪に比べ,5倍 以hの 高い濃度で球粒物質が含まれている.今 回分析を

したのは,st-9の 氷 中に見られた2個 の直径200/2程 度 の大粒子と,sf-16の 氷 の4個 の小粒子などである.

①st-9のAH-1粒 子

直径250μ で,粒 子外形および外観は,酸 化鉄外皮を有する金属質の　ttmagnetic　spherule"に 極似しているが,

海底土中のものに比べ金属光沢にとぼしく,損 石の　fusion　crust　に近い特徴をもっている.X線 マイクロアナラ

イザーによる表面の元素分析では,　Fe,　sに 富むMg-Si物 質 で,典 型的なコンドライ ト質の組成を示している.

X線 回折では,ス ポッ ト状あるいはス トリーク状のオ リビン(Mg2Sio480%以 上)パ ターンを示す.

②st-9のAH-2粒 子

直径180μ で,表 面は,2μ 程度の微小な立方体結晶の集合状態を示し,AH-1に 比べ真球に近いし,ま た金属

光沢もある.表 面の元素組成は,AH-1に 類似 している.X線 回折パターンはオリビンとマグネタイ ト(Fe、04)

を示 している.
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st-9のAH-1お よびAH-2の 大 き な球 粒 は,以 ヒの 結 果 か ら,石 質 阻 石 ノ)溶解 飛 沫 あ るい は コ ン ドライ トに近

い化 学 組 成 を 示 す とい え る・

③st-16の:1

直 径20μ の暗 褐 色 を した 球 粒 で あ る.　Al,　Ca,　 Siに 富 み,地 殻 風{ヒ物 質 と考 え られ る.

st-16の12～4の 球 粒 も,地 球 外 起 源 を 示 唆 す る証 拠 に とぼ し く,球 粒 物 質 は い ずれ も宇 宙 塵 とは い え な い こ と

が 明 らか に な った.ま た,st-9の 水 中 の不 定 形 の微 小 球 粒 の い くつ か に つ い て も,元 素 分 析 を 行 った が,い ず れ

もAl,　 Si,　K,　Ca,　Cl,　S,　Ti,　Mn,　 Fe等 を含 み,地 殻 風 化物 質 と考 え られ た ・

南 極 海 氷 域 の 変 動 特 性 の 研 究 ※ 小 野 延 雄(北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 助 教授),苦 土 正 暁(北 海 道 大

学 低 温 科 学 研 究 所 助 手):楠 宏(教 授),川 口貞 男(教 授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

1972年11.月 に打 ち ヒげ られ たNIMBUS-5号 のESMR　 (Electrically　 Scanning　 Microwave　 Radiometer)

は,南 極 ・北 極 の 海氷 域 の 広 がi)と そ の季 節 変 化 を 見 せ て くれ た.1973～76年 の4年 間 の海 氷 域 面 積 の推 移 を見 る

と,南 氷 洋 で は 最 小 が2月 の7.5×106km2,最 大 が8～10月 の20×106km2で あ る.こ の変 化 す る面 積 は 南 極 大 陸 の

面積 を 上廻 って い る.さ らに,冬:こ 大 き く広が った海 氷 域 の 中 に,大 き な海 水 面 が 現 わ れ る こ とが わ か った.そ の

位 置 は南 緯65°,西 経0～25° 付 近 に 中心 を もつ もの で,ウ エ ッデル 海 の 束1こあ た る・ 年 に よ って 位 置 や 大 き さが 変

わ る が7～11月 に 見 られ る こ とが 多 い.

ESMRの 地 表 分解 能 は約30kmで あ るか ら,1画 素 のr}i:こ大 小 の 厚 い 氷 盤 や 薄 氷 あ るい は 水 面 な どが 含 まれ て し

ま う.そ れ ゆ え,情 報 を 支配 して い る 主役 は 何 なの か,そ れ ぞ れ の 影 響 の仕 方 は ど の よ うな もの なの か な どを 調 べ

て お か な けれ ば な らな い.

今 年度 は,そ の た め に まず ラ ン ドサ ッ トデ ー タか ら の海 氷 の判 読 を試 み た.　 VNR　 (可 視 光 ・近 赤 外)画 像 の判 読

に は,航 空 機 観測 で の経 験 を生 かす こ とが で きる.ラ ン ドサ ッ トのMSS　 (Multi-Spectral　 Scanner)情 報 はVNR

の 波 長別 デ ー タ で地 表 分 解 能 は80mで あ る.オ ホ ー ツ ク海 南 部,北 海 道 沿 岸,　 EI本 海 北 部 の海 氷 域 の 画 像 を 入 手 し

て,ど の よ うな 氷 状 が どの よ うに 現 わ れ るか を 調 べ た.こ の 一 昼 夜 に で き た新 生 氷 は,そ の 厚 さや 性 質 の 見 当が つ

くの で,波 長 別 情 報 に どの よ うな違 い と して 現 わ れ るか を 知 る トル ース に 使 え る.

海 氷 の表 面 状 況 の わ か った 厚 い 氷 を得 るた あ に,流 氷 レー ダの 映像 との 対比 を 行 った.レ ー ダに写 らな い 平坦 な

氷 盤 を 捜 し て,そ の 氷 の波 長 別 輝 度 レベ ル をCCT　 (Computer　 Compatible　 Tape)を 使 って調 べ た と ころ,近 赤

外 バ ン ド7で は 最 も輝 度 レベ ル が 高 い 画 素 を多 く含 ん で い る こ とが わ か っ た.可 視 光 バ ン ドで は 飽 和 して し ま った

画 素 が 多い ので バ ン ド別 の こ まか な比 較 は で きな か った が,種 々の 海 氷 の 発 達 段 階 に 最 適 な バ ン ドと最 適 な 画像 処

理 とが あ る こ とが わ か っ た.

次 年 度 に は,こ の よ うな 知 見 を ふ ま え て,昭 和 基地 で受 信 したNOAA-6　 号の　TOVS　 (TIROS　 Operational

Vertical　 Sounder)　 t'19どの デ ー タ の判 読 に)}?'f:し た い と 考え て い る ・

掘削孔内測定器具の開発 ※鈴木義男Uヒ 海道大学低温科学研究所教授),成 田英器(北 海道大学低温

科学研究所助手)汀 素月理行(助 手)

①測定素子の位置決定

掘削孔内の測定でik,　測定素子の位置を知る必要がある.孔 口に原点をとり,垂 直下方にZ軸,水 平面内にX,

Y軸 を とる.孔 軸にそって測った孔口より素子までの距離を1と すると,素 子の位置は,

Z=ζcosθdl

X=ζcosθ,　 cosg　 dl

Y=ζcosO,　 sin　～・　dl

で与えられる.(θ は頂角,仁 は径角).素 子をケーブルで吊り下げる時は,1は ケーブル長より充分な精度で推定

できるので,素 子の孔口に対する相対位置決定には,0,fを1の 関数 として知ればよい.一 般に,測 定対象は,水

平方向の変化は垂直プ∫向の変1ヒに比べゆるやかで,Zだ け決定すればよいことが多い.こ の時は,0だ け測れば よ

い.
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θの測定誤差によるZの 誤差は,

AZ=ζd(cosθ)dl宴 ζ∠tθ・sinθdl≦ζIAθ卜Isinθldl

θ はサーマル ドリルによる掘削孔でも10°程度に押さえられる.sin10°ro.17で あるから,4θ=0.006(=20'):

とすれぽ,　azは0.1%以 下 となる.こ の誤差を傾trY計自体の精度と,傾 斜計軸 と孔軸 との誤差とに等分によりわ

けられるとする.傾 斜計保持具の長さを2000mmと す ると,保 持具上下での孔軸からのずれは6mm以 内に押さえ

る必要があ り,保 持具の設計に相当の工夫が必要であろう.

②氷床垂直変位測定について

孔内の2点 間の距離は,圧 密下により時間 とともに縮まる.こ の変化の測定のため,孔 壁に何らかのマーキング

が必要である.掘 削に際し,意 識的にある深さごとに孔径を大きくするよう,予 め考えておくか,あ るいは,別 の

マーキング法を工夫する必要がある.孔 径変化をマーカーに利用する場合は,孔 径の連続測定装置により,孔 径変

化部の孔口よりの距離を測定する.3点 法 により孔径を測定する場合,孔 が真円でないため,孔 径には数%の 誤差

が生ずるので,マ ーカーとする部分の孔径は標準の10%以 上の変化をつけておくことが望ましいと思われる.別 途

マーカーとしては,金 属片の打込みなどが考えられる.

低 温域に おけるLyman－ α線 を利 用 した水蒸 気量計測法 の開 発 と応 用 ※山下喜弘(気 象研究所):

川 口貞男(教 授),平 沢威男(教 授),岩 坂泰信(客 員助教授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

水蒸気が大気の物理 ・化学的性質を左右する素要因のひとつとして大気現象にあずかる役割は大 きい.こ のため

に,未 だ解決されていない対流圏上部から成層圏の微量の水蒸気測定法を開発し,対 流圏成層圏の水蒸気量,そ の

分布の微細構造と他の大気成分との関連,対 流圏一成層圏の水蒸気輸送と気候との関連等を解明する.

本研究の湿度計の原理と特徴は,次 の二つの方法を組み合わせたものである.

(1)光 源から射出されたLyman－ α線(1216A)が,水 蒸 気(H,0)に 吸収され易い性質を利用して,　Lyman－ α

線の減衰の度合を検出部(一 酸化窒素封入電離管(NOC))で 検 出する方法

(2)　Lyman－ α 線で水蒸気が照射 されるとH20が 光化学反応を起 し,解 離して,励 起した水酸基(OH*)か ら

発する螢光(3090A)を 光電子増倍管(PMT)で 検出する方法である.

このLyman－ α/OH螢 光湿度計を用いて室内実験および航空機搭載観測を行った.こ の結果から,こ の湿度計

は,体 積混合比で,1×10-1～5×103ppmVの 範囲の水蒸気量を測定できることが判った.従 来のどのタイプの湿

度計より,ダ イナ ミックレンジが広いものである.ま た光源に紫外線を用い,紫 外線の吸収と光化学反応を利用し

ているため,セ ンサー部の応答 と追従性が速 く,時 間空間的分解能が非常に良い.こ れを用いることによって極域

成層圏高度までの水蒸気分布の観測が可能 となるであろう.こ の成果を活用して,バ ルーン搭載用Ly－ α/OH螢 光

湿度計を開発する.

マ イク ロ波 と雪 氷の相互 作用に関 する基礎研究 ※黒岩大助(北 海道工業大学教授),松 本 正(北

海道工業大学教授),鈴 木勝裕(北 海道工業大学教授):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),和 田 誠(助 手)

雪 のリモー トセンシングにはパッシブな方法 とアクティブな方法が考えられている.こ の2つ の方法は共に積雪

粒子の散乱,吸 収特性,成 層構造,含 水率などによって大きな影響をうける.こ の研究はアクティブマイクロ波と

雪氷 との相互作用を明らかにしリモートセンシング技術開発への基礎的資料を得んとするものである.

(1)低 温 実験室で30GHzの 送受信機を使用して,積 雪試料の厚さの変化に伴 う反射減衰量の差を測定した.試

料は密度0.359/cm3の しま り雪 と密度0.919/cm3の 市販氷を板状に切断した ものである.

(2)積 雪 は多層構造をしてお り層毎に電気的性質が異な りかつその特性は時間 とともに変化する.そ れで単純な

性質をもつ仮想的な積雪のモデルを作 り電波暗室内で実験 した.積 雪モデルとしては発泡スチロール,発 泡ポリウ

レタン,発 泡ポリウレタンにカーボンを含浸させた電波吸収材料,雪 の粒子 とほぼ同じ粒径のガラスビーズなどで

ある.10GHzと 　30　GHzの 周波数を用い実験をおこなった.

(3)自 然積雪に対する30　GHzと10　 GHzの 電 波の伝搬特性の観測を行なった.同 時に積雪の成層構造,粒 度,

密度,含 水率,雪 温などを測定した.
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これ らの結果は57年 度 の研究実施計画に重要な示唆を与えるのみならずマイクロ波を用いて得 られる観測映像 と

真の状態 との同定条件の確立に一つの有用な資料を提供するであろう.

極地 使用地 吹雪計の開発 竹内政夫(北 海道開発局土木試験所),石 本敬志(北 海道開発局土木試験所)・

野原他喜男(北 海道開発局土木試験所),福 沢義文(北 海道開発局土木試験所):前 晋爾(助 教授)

吹雪は,南 極等における氷床の質量収支等に密接な関係をもつので,こ れらの研究を行 うためには,吹 雪量を自

動的に長期にわたって連続測定することが望まれる.し かし吹雪や地吹雪の飛雪濃度やmass　 fluxは 地表近くか

ら高度を増すに従 って小さくなるように,高 さの関数であるため任意の一点での観測によって,吹 雪量(単 位幅を

通る飛雪の総量)を 知ることはできない.測 定器自体の問題の他に,こ のことが吹雪量の連続測定を困難にしてい

る.吹 雪量を求めるためには,飛 雪濃度の垂直分布を知る必要がある.こ のたあ最低でも,高 度別に3点 の飛雪濃

度を測定する必要がある.

この研究は,こ のために,ま ずこれまでに飛雪測定に使われている各種測定器の長短を検討し,取扱いや温度等の

極地使用条件を考え合せ,極 地用地吹雪計の開発と実用化を目指すものである.56年 度 は吹雪観測に使われている下

記の4つ の測器などについて検討した.(1)雪量計型吹雪計.(2)透過 率型視程計.(3)後方散乱型視程計.(4)SnowParticle

Counter.こ の結果,セ ンサー部が小さく,測定が地表付近まででき,小型軽量である(4)の　Snow　 Particle　Counter

がす ぐれているとい う結論を得た.こ の装置は2か ら　3cmの 狭い空間を通る雪粒の数と大 きさを光電素子の出力

に変換して測定するものである.57年 度ぱこの　Snow　 Particle　Counterを 用いて野外実験を行 う予定である.

南 極周辺 海域 の渦生成について 北太平洋亜寒帯海域の低温渦 との比較 ※福岡二郎(北

海道大学水産学部教授),三 宅 秀男(北 海道大学水産学部助手):楠 宏(教 授)

1.南 極海の渦:研 究の手始めとして南極海にみられる種々の渦の水平スケールを取扱った.従 来かな りの研究

があるが,こ こではLutjeharms　 and　Baker　 (1980)　 の研究を参考 とした.こ の方法の特徴は多数の海洋観測資

料から水深1000mを 基準とした表面の力学的高低図を作る.こ れを基にして,あ る距離で区切ったstructurefu-

nctionを 計算し,渦 の特徴的な水平スケールを求めるものである.こ の結果,150°E(ニ ュージーランド沖)・

120。W(太 平 洋側),120°E(イ ン ド洋側)の 経度線上で,水 平距離が約150kmの 所 に　structure　function　 の最

初の極大が認められた.こ れは空間スケールに対する渦のエネルギースペクトルと同様であ り,最 初の極大に何等

かの意味があるものと解釈される.

2.他 海域の中規模渦:比 較のために,北 大西洋のMODE計 画 で行った観測をみると,100～200kmの 規模の

渦が卓越していることが判る(例 えばDantzler,　 Jr.　1976).　 一方,北 太平洋でも黒潮と親潮の境界に種々のスケ

ールの渦が認められており,と くに黒潮続流域の南側にみられる切離された低温渦は約200kmの 直径をもってい

る,南 極海でも他の海域でも200km位 の渦がある意味をもつらしい.

3.黒 潮域にみられる低温渦と栄養塩分布:黒 潮続流域にかなり頻繁に現われる低温渦は栄養塩(こ こではPO4

-P)の 高濃度領域 と一致している.本 州東約800kmの35°N,149°E付 近では両者が全 く合致し(1968年),こ の

付近ではプランクトンも多い.こ の渦は直径約150kmで,1968年 以 外にも見られる.

4.今 後 の課題:南 極海におけるこのような渦と栄養塩の分布との関連については,現 在明瞭な対比例はつかん

でいない.し かし,125°Wと166°E沿 いの2断 面で58～59°S付 近に,深 さ200m付 近 に周囲よりも低温でPO4

-P濃 度 の高い海域が認められた.現 在観測資料の収集に努力し,多 くの断面について作業中である.こ れにより

58～59°S付 近の特徴が発散場にあたるかどうか解析を進める.同 時に風系分布から発散場の推定ができるかどう

かも今後の課題である.さ らに漁場 との関係を明らかにして行きたい.

イ)特 別共同研究

南極大気のエネルギー収支の解析 ※楠 宏(教 授),石 田 完(北 海道大学低温科学研究所教授),

小林俊一(北 海道大'γ:低温科学研究所助手),石 川信敬(北 海道大学低温科学研究所助手),大 野武敏(北 見工業
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大学教授),高 橋修平(北 見工業大学助教授),中 島暢太郎(京 都大学防災科学研究所教授),井 上治郎(京 都大学

防災科学研究所助手),安 成哲三(京 都大学東南アジア研究センター助手),千 葉 修(高 知大学理学部助教授),

菊地時夫(高 知大学理学部助手),松 野太郎(東 京大学理学部助教授),中 村 一(東 京大学理学部助手),繭 紬

寺信崇(東 京大学大学院生):川 口貞男(教 授),川 中正之(客 員教授),前 晋 爾(助 教授),小 林大二(客 員助

教授),西 尾文彦(助 手),藤 井理行(助 手),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

1.は じめに

極域大気のエネルギー収支の解明を目的として,1979年2月 ～1982年1月 の3ケ 年にわた り,第20次 ～第22次 観

測隊により実施された極域気水圏観測計画　(POLEx-South)　 の観測結果の解析を行っている.今 年度は,20次,

21次 隊の結果をもとに,南 極みずほ基地周辺の放射収支および境界層の構造,さ らに昭和基地周辺の海氷上の熱収

支の解析を行った.

2.放 射収支

南極大陸内部のカタバ風帯での地表面における放射収支の特徴 として,以 下の点が明らかにされた.

短波長放射については,南 極大陸内部ではほぼ共通する事であるが,雪 面の高いアルベー ドが基本的な特徴であ

る.平 均80%前 後,曇 天日は86%以 上に及ぶ.こ のため,大 気の混濁が小 さくエアロゾル量少なく,又 高度が高 く

分子散乱も少ない割に天空散乱 日射量が大きい(太 陽高度30° で70W/m2).こ れ は雪面からの反射光が再び大気層

から反射 される多重反射のためである.雲 についても同様の現象が見 られ,雲 による全天 日射量の減衰が小さい.

長波長放射については,雲 が下向放射量を著しく大きくする他,接 地逆転の強さが放射収支と高い相関をもつ.

後 者は同じ大陸内部でも場所による放射収支の違いをもたらす主因の一つであろう.そ の他,強 風による地吹雪が

下向放射量を大きくするという,カ タバ風帯特有の現象も示 された.

全体の放射収支として,冬 期はほぼ一定で一80MJ/m2/月,夏 期は0前 後とい うことで,通 年,正 の大きい値を

とることはなく,南 極の中でも放射冷却の大きい地域 と言える.

3.境 界 層の構造

低層 ゾンデの観測を通 じて逆転層の構造が明らかにされた.冬 期は逆転が強 く,地 表から400m高 度 まで逆転し

ており,温 度差は10～20℃ の場合が多い.こ れは内陸の逆転層としては必ずしも大きくなく,カ タバ風の影響と考

えられる.

カタバ風については,低 いカタバ風一 カタバ風の発生 ・消滅期一 についての解析が勢力的に進められた.放

射冷却により形成された冷気層は,斜 面の上を流れ出し,次 第に厚みを増すと共にシアー不安定にな り,上 ド混合

が盛んにな り接地逆転そのものは弱まるが全体のカタバ風は厚い層をなす,と い う一連の過程が明らかにされた.

さらに,冬 期のカタバ風の消長と低気圧擾乱の通過との関係が示された.

雪面での熱収支一 頭熱,潜 熱輸送を見積もるべく,接 地気層の特徴の解明が進められた.み ずほ基地は,垂 直

ユ気温勾配は冬期は安定な場合が大部分であるが,安 定度 としては大きな値をとる事は少ない.風 速が10m/s以 下

安定度が大きくなる時も,.ヒ 層に比べ下層は小 さく,雪 面近くはカタバ風によって拡散が激しくなっていることが

示された.風 速分布について　lo9-linear　 profile　が 適用できる範囲で拡散係数が試算されたが,平 均風速11m/s

の時,1m高 度 で0.18m2/sと,内 陸 としては大きい値が得られた.又,雪 面の粗度定数ZOは,最 頻の風向東北

東～束の場合0.12,直 角方向で0.16cm(い ずれ も'「均風速11m/sの 場合)が 得 られた.

4.海 氷 上の熱収支

昭和基地近傍の海氷」二における微気象観測から,熱 収支の解析が行われた.冬 明けの9～10月 に比べ,夏 期11～

12月 は熱の出入が2倍 以上大きくなる.両 期間通して正の熱源は日射,負 の熱源は長波長放射と昇華蒸発の潜熱が

大部分であるが,雪 氷表面のアルベー ドが9月 の75%か ら11～12,月の30%以 下へと下がることで,吸 収 日射 量の割

合は高 くなっている.内 部融解層の発生から,開 水面ができやがて海氷が融出する過程が示された.

5.次 年度計画

以上,56年 度は昭和基地 ・みずほ基地周辺での個々のテーマごとの解析が行われた.57年 度 は,第22次 観測隊に

よる広域の面的観測の成果や衛星データ,　FGGEの 全球気象データ等をとり入れつつ,よ り総合的に極域のエネ

ルギー収支を明らかにしていく予定である.
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(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表者

(一般研究)

極軌道衛星 と地上 での比較観測 による雪氷面の放射 および マイクロ波特性の研究

※楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦(助 手),藤 井 理行(助 手),和 田 誠(助

手),山 内 恭(助 手),神 沢 博(助 手)

これまでの積雪のマイクロ波キ寺性に関する研究の結果,雪 氷面からのマイクロ波放射には積雪の表面温度,誘 電

率,含 水率,密 度,粒 径等の要素が重要であることが分った.56年 度 は地上観測地点として乾雪地(菅 平)と 湿雪

地(長 岡)を 選定した.82年2刀 には,両 地点を含む積雪地 ヒ空から航空機による雪面発生マイクロ波(12GHz,

および1gGHz)の 受 信,赤 外放射計による表面温度の測定,雪 面形態のビデオ記録等の測定を行なった・とくに,

放射に及ぼす大気の影響を求めるため菅平上空では,500,1000,1500mの 各高度で測定を行なった.同 時に前記

の2地 点およびその飛行経路のいくつかの地点では地上積雪の物理的要素の測定を行い,更 に長岡においては,航

空機に搭載 したマイクロ波放射計を雪面上に設置し,積 雪諸要素の連続観測とともに,マ イクロ波特性 を 測 定 し

た.ま たこれ らの観測期間の人 工衛星の資料が入手可能 となったので,衛 星,航 空機,地 上観測データの比較検討

の準備をはじめた.

今 回の観測から特に表面付近の水の影響が大きいことが分 った.ま たマイクロ波に対する輝度温度は乾雪の方が

湿雪 よりも高いことが大体確認された.今 回の雪の観測では,ほ とんど雪温0℃ で水を含んでいた.(乾 雪地の菅

平では含水率は0で あったが雪温は一3～4℃ であった)こ のため今後極域での研究を進める上で,低 温の雪や海水

上の雪の観測をする必要があると考えられる.57年 度 にば上記のことより北海道で観測を行 う予定でいる.

(奨励研究)

化 石氷河のボー リング コア解 析に基づ く気候 変動 の研 究 藤井理行(助 手)

北 アルプスの立山圏谷群にある多年性雪渓,内 蔵助雪渓において,1981年5月 と11月 に,測 量による形状および

夏期融雪量調査と,10mの ボーリングコア採取を行 った.ボ ーリングコア解析は,全 てが完了したわけではない

が,こ れまで行 ってきた予察的調査の結果と合わせ,次 のような点が明らかとなった.1)越 年する氷体部の厚さ

は,雪 渓中央部で20mを 越える.こ の上部に,冬 期積雪が15m以 上の厚 さで覆 う.し たがって,最 深積雪期には,

雪 渓中央の底部の氷は3bar・CM'2近 い圧縮応力を受けることになる.す なわち,こ の雪渓は,季 節的にではある

が自重で塑性変形をおこし,氷 河のように流動していることが充分に予想される,2)雪 渓下部15mの 氷は,層 構

造の傾斜,結 晶粒径,気 泡の形状などの点で,表 層部の氷 とは著しく特性を異にする.す なわち,表 層部の氷は,

表面に'1乙行な層構造を持ち,結 晶粒径 も数mmと 小 さいが,下 部の六体は,表 面に対し30～40° の傾斜を有し,か

つ結晶粒径も1cm以 じと大きくなる.ま た,不 明瞭ながら下部氷体中の気泡の中には,一 定方向に伸長している

ようなものも見られた,3)下 部氷体の年代の決定は,C14法Pb21° 法 とも充分な試料が得られず,今 回はできな

かった,4)以1二 のことから,1ヒ 石氷河 と考えていた内蔵助雪渓の下部六体は,季 節的な氷河的塑性変形の結果に

よる特異な性質を持つ氷体である可能性が強 くなってきた・今後,こ の氷体が,現 在は不活発な過去の氷河の化石

氷なのか,季 節的に活動的になる氷河への遷移過程にある雪渓なのか,と い う点を明らかにしていくこ とを 中心

に,研 究をすすめていきたい.

ラ ジオ ・エ コー ・サウ ンダーによ って観 測 された極地 氷床の構造の研究 和田 誠(助 手)

1.第20次 南極観測隊によって観測 されたラジオ ・エコー ・サウンデ ィングデータをもとにしてやまと山脈 ・白

旗氷河付近の基盤地形およびエコーの特性を解析した.

U)や まと山脈付近の解析
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大量の隅石が見つかっている基岩付近(71°47'S,36°12'E)を 中心として,流 動について解析をおこなった.基

岩周辺の基盤地形および表面地形は,ラ ジオ ・エコー ・サウンディングデータから決めることができ,こ の付近の

氷床の流動を知ることができた.こ の領域には,2つ の山(基 岩付近の山とそれを取 り囲むようなアーチ状の山)

があ り,そ の間に谷があることが判った.こ れ らの構造から考えられる流動から基岩付近での上昇流を考えること

ができる.こ の付近は限石が大量に発見されている領域であり,上 昇流を考えるとこのことはよく説明される.

(2)白 旗氷河付近の解析

エコーの解析 より,白 旗氷河付近の基盤地形がわか り,氷 河の河口より約60km内 陸 まで基盤の標高が海面下と

なってお り,そ の付近まで氷河が浮いているものと考えられる.こ れは白旗氷河の中に見られる池の存在とも良 く

一致する.

(4)研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者(所 属)廃 表年月

宏

誌 名 ・巻 号 ・頁

第2回 極域気水圏シンポジウム報告 楠

The　 system　 of

and　 micrometeorological　 elements　 at　 Miz-

uho　 Station,　 East　 Antarctica:　 Installation

and　 performanc皇
..

56.

東 ク イー ン モ ー ドラ ン ド観 測 計 画 シ ンポ ジ ウ ム{楠 宏

報 告 吉 田 栄 夫

　 　 　 　 　 　 mesurements　 of　radiation　 Mae,　 S.,

〃

Wada,　 M.,

Yamanouchi,　 T.

〃

みずほ基地におけるごみ,糞 尿および廃水の処

理方法に関する提案

鵠癬 艦a£1iξ、鑑 識i?謡i謡 叢劉
at　 the　 outlet　 of　the　 Shirase　 drainage　 basin,　 l

Antarctica　 l

林 田 進(環 境 コ ンサ
ル タ ン ト)

前 晋 爾

村 山 雅 美

Fujii,　Y.

〃

〃

南 極 資 料,第71号,165-i170 じ　.
〃171-

180

〃 44-57

Airborne　 radio　 echo　 sounding　 on　 the　 Shi-

rase　 Glacier　 alld　 its　 drainage　 basin,　 East

Antarctica

第21次 南 極地域観測隊気水圏部門観測概報1980

Meteorological　 Data　 at　 Mizuho　 Station,

Antarctica　 in　 1980

1南 極 鰍 第7腸49-60

〃 1-15

Wada,　 M.,

Mae.　 S.

〃

小林 俊一(北 大・低温研》
石川 信敬(北 大・低温研)
大畑 哲夫(名 大・水圏研)
川 口 貞男

57.

〃 16-25

南 極 資 料,第75号,57-74

l　Glaciological　 Data　 Collected　 by　 the　 Japanese　 I!
　Antarctlc　 Research　 Expedition　 i11　1980

|騰挿囎蹴 剛IJ舞 踊 岬 砥
;　Kobayashi

,　S.　 (Institu.

　 te　of　Low　 Temperature

　 Science,HokkaidoUniv.),

　 Ishikawa,　 N.(　 〃　 ),

　 Kawaguchi,　 S.

1　Kobayashi　 S.　(Institute

of　 Low　 Temperature

Science,Hokkaido　 Univ.

Ishikawa,　 N.(　 〃　 )

Ohata,　 T.　 (Water　 Res-

earch　 Institute,Nagoya

Univ.)

Matsubara,　 K.　 (Japan

Meteorological　 Agency),

Kawaguchi,　 S.

辮蠕蠕 榴蠕 蠕 伽羅認識露騰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobayashi,　 S.　 (〃){　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Oh

ata,　T.　(Water

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Research　 Institute,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagoya　 Univ.),　 l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lKawaguchi,　 S・　 1

57.3 JARE　 Data　 Rep.,　 71,

1-45

〃 JARE　 Data　 Rep,,　 73,

1-195
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Japanese Polar Experiment (POLEX)in the 
Antarctic in 1978-1982.

Daily Variations of Temperature and Wind 
Speed in the Surface Boundary layer at 
Mizuho Station, East Antarctica.

Temperature Fluctuations in the Lower Bo-
wndary Layer at Mizuho Station, East 
Antarctica.

Kusunoki, K. 56. 10 Mem,Special Issue, 19, 

1-7

Wada, M., 
 Yamanouchi. 

Mae, S., 
Kosha, M. (Japan Me-
teorological Agency)

' 8 -16

Wada, M., 
Yamanouchi, T., 
Mae, S., 
Tsukamura, K. (Japan 
Meteorological Agency)

Measurements of Radiation Components at 
Mizuho Station, East Antarctica in 1979.

 Yamanouchi, T., 
 Wada, M., 

 Mae, S., 
 Kawaguchi, S., 

 Tsukamura, K. (Japan 
 Meteorological Agency)

17-26

I/

 Mae, S., 
 Yamanouchi, 

 Wada, M.

27-39

The Measurement of the Surface Temper-
ature at Mizuho Station, East Antarctica.

On the Spectrometer Measurements of 
Column Water Vapor Amount in the Ant-
arctic Atmosphere.

T.,

 Yamanouchi, T., 
 Wada, M.

 //

40-48

 49-61

On the Measurements by Radiometersounde 
at Syowa Station, Antarctica.

 Yamanouchi, T., 
 Yamamoto, Y. (Japan 

 Meteorological Agency), 
 Meshida, S. (  ff ), 

 Uchiyama, A. (Tohoku 
 Univ.)

62-74

Comparison of the Seasonal Meteorological 
Variations between Mizuho and Syowa 
Stations, Antarctica in 1977.

Nakajima, C. (Kyoto

Formation of Surface Snow Layer atMizuho 
Station, Antarctica.

Univ.), 
Inoue, J. 
Fujii, Y.

    ),

 //

 Fujii, Y.

210-222

 //

 280-296

/I

Semiannual Variation of Microparticle 
Concentration in Snow Drift at Mizuho 
Station, Antarctica in 1977.

 Fujii, Y.

Possibility of detecting meteorites buried 
within the ice by radio echo sounding

 Nishio, F., 
 Wada, M., 

 Mae, S.

/I

297-306

/I

56. 12  Mem, Special 
 20, 9-16

Issue,

Radio echo sounding in the area of the 
Yamato Mountains

NOAA-6  1

Wada, M., 
Yamanouchi, T., 
Mae, S., 

 Kusunoki,  K. 
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突然昇温の力学に関するコメント 1神沢 博
〃 〃242-251

イ)口 頭による発表

麗 日

大きな擾乱に伴う南極みずほ基地の 気 象 変化
(POLEX-South)

発 表 者(所圃 鶴 議 等の名称

誠
恭
爾晋

田
内
和
山
前

発表年月

大気中の二酸化炭素濃度の測定(皿)(数 例のケ
ーススタディ的観測について)

日 本 気 象 学 会56.5

正之(東 北大 ・理)

中間 圏 に おけ る赤 外 放 射 の伝 達(皿)衝 突 過 程 に 内 山
つ い て 田 中

大 気 中 エ ア ロ ゾル の　depolarization　 factor測

定

〃

〃

　

　
く
く
清
司
高
周

中
澤
木

田
中
音

明博(東 北大 ・理)
正之(〃)

田中
中島 映至(
山野 牧(

正之(東 北大 ・理)
〃)

〃)

水蒸気近赤外吸収帯の吸収特性1田 中
中澤1
深堀

大気消散係数および太陽周辺光強度の分光観測 田中
1中澤

　

　
　

理大

〃
〃

北東く
く
く

之
清
志

正
高
正

　
　

　
　

理大

〃

〃
〃

北東く
く

く
く

之
清

至
貴

正
高

映
匡

島
原
中
塩

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃'ノ

〃

POLEX-South　 南極みずほ基地における放射

観測3.短 波長放射の特性

南極昭和基地付近の海氷土熱収支観測POLEX-　 1石川 信敬(北大・低温研)
South　 `小林 俊一(〃)

大畑 哲夫(名大・水圏研)
川口 貞男

'」一ーー

〃

ノノノノ恭
誠
爾
男
晋
貞

内
田

口

山
和
前
川

南極みずほ基地の接地気層の特性(1)

南極みずほ基地で観測された低いカタバ風につ
いて

期 的 変 動　(POLEX-South)

誠和田

大畑 哲夫(名 大・水圏研)1
川 口 貞男

　
　
　

研
研
圏
温
水
低

"

大
大
名
北
く
く
く

夫

一
敬
男

哲
俊
信
貞

畑
林
川
口

大
小
石
川

〃

〃

低いカタ・楓 の発達過程における垂直1誕 の周 小林 「俊一(北 大・低温研)
石川 信敬(〃)1
大 畑 哲夫(名 大・水圏研)1
川口 貞男

低いカタバ風の発達過程における頭熱流束の特 小林 俊一(北 大・低温研)

〃

性 　(POLEX-South) 石川 信敬(〃)
大畑 哲夫(名 大・水圏研)
川 口 貞男

〃

一「

56.12

可 搬 型 ボ ー ラ ー ・ネ フ ロ メ 一 夕の 製 作 田中 正之(東 北大 ・理)
中 島 映至(〃)
山野 牧(〃)

高村 民雄(防 衛 大)中
西 裕治(英 弘 精 機)

ノノ
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マイクロ波放射計による伊勢湾付近の観測 誠
恭
爾
男
宏

晋
貞

ー

ヨ

ー
」

エあ
ノ

　

和

山

前

川

楠

　 　　 　 　 　

南極みずほ基地における放射観測　　(POLEX-　 i　山内 恭貞男
South)　4.　　長波長放射の特徴!川 口
ー ー ーー 一一;一 ー 一 『一

廣司(高層気 象 台)南 極昭和基地における消散係数の測定(1)1松 原 哲
夫(名 大・水圏研)一 サンフォトメータ法による一 大畑

川口 貞男

船上におけるサソフォトメータ法による消散係i松 原 廣司(高 層気 象 台)哲夫(名 大・水圏研)大 畑数の測定一 東京から昭和基地まで一

川口 貞男

　 　

散乱光のデータを用いた　10ng　methodに ついi田 中 正之(東 北大 ・理)
て1中 島 映至(〃)

1塩 原 国宣(")

大気成分の赤外透過関数の厳密計算とその表現 田中 正之(東 北大 ・理)
〃){石 魔王(

変換 されたオイラー方程式に基づくエネルギー1神 沢 博

論1

pulse　to　pulse　法 による降雪粒子の識別1和 田 誠

マイクロ波放射計による積雪の観測

雪庇の風洞実験

〃

ノノ

ノ'

〃

ノ'

誠
恭
爾
宏
晋

田
内
和
山
前
楠

〃

56.12

小林 大二(北 大・低温研)
|内 藤 明男(気 象 協 会 前

橋)

「
,'1

一ー|一

〃

日 本

〃 〃

〃 〃

雪 氷写 苦 言二、6

国際南極氷床観測(IAGP)協 議会議出席報告`楠 宏

北海道における積雪期の流出 皿一一 融雪流出の
遅れ一

林
山
小
本
大二(北 大・低温研)

)秀明(〃

南極みずほ基地における雪面のアルベー ド観測!山 内
和田

前

恭
誠
爾晋

南極における雪氷面のアルベー ド及び表面温度 、大畑
の航空機観測 山内

1川 口

昭和基地付近の海氷上熱収支について(POLEX－ 石川
South) 欄

摺

南極氷床上のカタバ風の発 達 過 程(POLEX－ 小林
South)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 石川

大畑
川口

醐 における鰍 気象観測・こつ・・て 鼎
1石川
大畑
勝田!
寺井鮎
川
西尾

〃

〃

哲夫(名 大・水圏研)
恭
貞男

信敬(北 大・低温研)

俊一(〃)
哲夫(名 大・水圏研)

貞 男

俊一(北 大・低温研)
信敬(〃)
哲夫(名 大・水圏研)

貞男

貞男
俊一(北 大・低温研)
信敬(")
哲夫(名 大・水圏研)
豊
啓

勝
文彦

〃

〃

ノー

〃 1!

一」一

〃
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ランドサット画像データよりみた南極裸氷原 大前 宏和(北 大・低温研)
|西 尾 文彦

1若 浜 五郎(北 大・低温研)

〃 [56.10

南極やまと山脈基岩付近の氷床の流動 和田
山内
前
1楠

誠
恭
爾
宏
晋

南極みずほ基地コア中の微小固体粒子濃度の変i藤 井
化 とその解釈!大 畑

理行
哲夫(名 大・水圏研)i

南極昭和基地周辺の海氷上にられるパ ドル
(POLEX-South)

昭和基地周辺の海面の凍結過程　(POLEX-Sou
th)

{石 川 信敬(北 大・低温研)
小林 俊一(〃)
川口 貞男

小林 俊一(北 大・低温研)

1石 川 信敬(〃)

1内 藤 靖彦

〃

〃

'-

1-一 　 t'一

〃

イ ンパ ル ス レー ダ ー の反 射 エ コ ー特 性

On　 a　cause　 of　 the　 break-up　 of　 thefast-ice

near　 Syowa　 Station,　 East　 Antarctica　 on

March18,1980.

大前 宏和(北大・低温研)
西尾 文彦
前 晋爾

ア イ ス レー ダ ー エ コ ー の数 値 解 析

東 晃(北 大 ・工)

川 口 貞 男

前 晋 爾

トD・J・Goodman(北 大 ・工)
　

艦 羅(北大'応電研)
前 晋爾
楠 宏
泉 達司(北 大・応電研)'

〃

昭和基地付近の降雪について

'ノ

第4回 極域気水圏シンポ
ジウム

和田 誠

〃

57.1

〃

〃

みずほ基地における高層気象観測

ラジオゾンデを用いた気象ロボットによるS16

及びFO(向 い岩)に おける気温と風速の 観 測結
果

川口 貞男
小林 俊一(北 大・低温研)

石川 信敬(〃)大畑 哲夫(
名大・水圏研)

松原 廣司(高 層気象台)
ヒ野 丈夫(〃)

阪本 孝廣(気 象庁・高層
課)

松 原 和正(秋 田地方気
象台)

川口 貞男

気象衛星による南極大気垂直温度分布の測定

H、O+h。 些げOH・+H　 を用いた水蒸気測定

法の極域大気中における使用について

田中 信也(電 通 大)
山内 恭
川口 貞男
芳野 越夫(電 通 大)

林
下
坂
田
内
沢
口
林

中

村
山
岩
和
山
平
川
小

田

茂(名 大・水圏研)喜
弘(気 象 研)

泰信(名 大・水圏研)
誠
恭
威男
貞男
喬郎(福 井 大 ・工)

ノノ

〃

南極における二酸化炭素観測(提 案)

南極氷床上大気の沈降流の評価

正之(東 北大 ・理)

〃

〃

〃

巨・林 俊イ 北大・低温煕畑 哲夫(名大'燗 研)1

〃
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南極みずほ基地における放射収支の特徴

石川 信敬(北 大・低温研)
川 口 貞男

南極昭和基地付近の海氷上熱収支

山内 恭
川口 貞男

〃

石川 信敬(北 大・低温研)
小林 俊一(〃)

1大 畑 哲夫(名 大・水圏研)り1旧 貞男

〃 〃

気象衛星によるリモー ト・センシングのための透
過関数の計算

新しい放射計算方式の開発

直達日射から見た南極みずほ基地における大気
混濁度

　

　

　

大

大

大

通

通

通

電

電

電

く

く

く

吾
恭
也
男
夫

誠

信
負
越

藤
内
中
口
野

伊
山
田
川
芳

田中 正之(東 北大 ・理);

石 廣玉(〃)

〃

〃

山内 恭 〃

みずほ基地の放射特性(1980年) 石川 信敬(北 大・低温研)
,小 林 俊一(〃)

「大畑 哲夫(名 大・水圏研)

1川 口 貞男

〃 ''

みずほ基地の接地気層の特性(皿) 　研圏水大名く夫
誠
男

哲

貞

畑

田
口

大
和

川

林
川
畑

口

小
石
大
川

合混直垂の熱るけおに程過連発の風バタ功邸イ

低いカタバ風の中のシアー不安定による重力波1小 林
の観測

中層大気の熱放射　(Review)

川
畑

口

石
大
川

俊一(北 大・低温研)
信敬(〃)
哲夫(名 大・水圏研)
貞男1

俊一(北 大・低温研)
信敬(〃)1

哲夫(名 大・水圏研):
貞男1

m中 正之(東 北大 ・理)

ノノ 〃

〃

〃

第2回MAPシ ンポ ジ ウ
ム

〃

;　NOAA-6に よる温度分布及びオゾン全量 の 観1山 内

測 田中
川口
`芳 野

恭
信也(電 通 大)

貞 男越夫(電
通 大)

〃

57.1

1赤 外分光器

「突然昇温の力学に関するコメント

:マ イクロ波放射計による雪面の観測

　
　

　
　

研

理
理
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〃

大
大
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東
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く
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く

雄
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恭
男
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正
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野
松
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中
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村

山
川
田
小

神沢 博

和田
山内
飾
川口
楠

誠
恭
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男
宏

晋
貞

〃

〃

〃

〃

〃

第7回 りモ ー トセ ンシ ン156.11
グ シ ンポ ジ ウ ム1

Radio　 Echo　 Sounding　 on

Antarctica
JARE　 ln　 East　 Wada,　 M. Radio　 Glaciology

Workshop

56.9
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Radio　 Echo　 Sounding　 of　the　 Shirase　 Glacier

and　 the　 Yamato　 Mountains　 area

Wada,　 M.,

Yamanouchi,　 T.,

Mae,　 S.,

Kusunoki,　 K.

The　 Radiation,　 budget　 at　 Mizuho　 Station,　 l　Yamanouchi,　 T.,

Antarctica,　 1979.

Possible　 causes　 of　 the　 Variation　 in　 micro-

particle　 concentration　 in　 an　 ice　 core　 from

Mizuho　 Station,　 Antarctica.

南極の氷床コア解析からみた気候変動

Wada,　 M.,

Mae,　 S.,

Kawaguchi,　 S.,

Kusunoki,　 K.

Fujii,　 Y.,

Ohata,　 T.　 (Water　 Re-

search　 Institute,]Nagoya

Univ.)

藤井 理行

Third　 International

Symposium　 on　 Antarctic

Glaciology

〃

〃

〃

シンポジウム

「南半球の地球科学」

〃

〃

57.2
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3.地 学 研 究 グル ー プ

(a地 学 一 般)

(1)一 般 研 究

昭和基地周辺 の地 形及び後期新生代 地質 に関する研究 教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一

昭和56年 度は,南 極昭和基地周辺における現地調査が行われた.

1.海 底地形 ・地質調査

リュツォホルム湾において,南 緯69° 付近から,南 緯69°50'付 近 までの間に,13の 測線を設けて,ま ず海底地

形の調査を行 った.方 法は,東 西方向を主体とした約10km間 隔の測線をとり,こ の測線上で1km間 隔の測点を

設け,海 氷を穿孔して,音 響測深機の トランスデューサーを挿入し,測 深を行 うものである.こ の結果,従 来の成

果 と併せて,リ ュツォホルム湾主要部の地形がほぼ明らかになる.得 られた最深部は白旗氷河沖の1560m(補 正済)

で,複 雑な沈水氷食谷系が存在 している.

海底地形調査の結果を考慮し,地 点を選んで,海 底地質調査のための底質コアの採取が行われた,用 いた採泥器

は,径6cm,長 さ160cmコ アの得られるピス トン式採泥器,径8cm,長 さ80cmの 重力式採泥器,及 び径3.6cm,

長 さ50cmの パイロット(重 力式)採 泥器である.得 られた最長コアは148cmで ある.

また,こ れに付随して堆積層中の温度測定,海 底の写真撮影も試み られた.

さらに,海 況を知るため,電 磁流速計による海潮流の流向流速連続測定を行い,ま た各層採水を行った.

前年度に開発されたピス トンコアラ,及 び上記の各種測定を行 うための,大 口径海氷 ドリル,ウ ィンチ捲上用マ

ス ト等は,ほ ぼ所期の性能を発揮した.

2.露 岩地形の調査

海底調査に重点が置かれ,露 岩の地形調査にあてられた期間は少なかったが,次 の地域を調査した.

東 オングル島では,1980-1981年 夏期 著しく積雪が減少し,海 岸線付近で従来知られていなかった,多 くの氷

河擦痕を見出し,過 去の氷床流動についての資料を得た.

ラングホブデ地区では,融 氷流水堆積物の分布や地形的特徴を中心に調査を行った.ス カルブスネス地区では,

これまでほとんど知られていなかった,ロ ッジメントティルと判断される特徴ある堆積物の調査,海 成堆積物の分

布高度についての再検討を行った.こ のほかエインス トー ドインゲン島やパッダ島の一部で,氷 食擦痕の調査を行

った.

や まと山脈では,モ レーンの分布 とその性質の調査,重 力測定による特異な型態を示す圏谷氷河の氷厚の推定,

氷 食擦痕の観察などを行った・順石探査も実施した.

昭和基地東方アムンゼン湾地区のリーセルラルセン山地区の地形の予察的調査も実施された.こ の地域は日本隊

として初めて訪れるところである.最 高海抜800mの リーセルラルセン山の地形は,ラ ングホブデ等 リュツォホル

ム湾地域 とかなり異ってお り,厚 いモレーンの堆積や,圏 谷の形成によるアレー ト地形の発達がみられる.

以上のほか,地 形地質の予察的研究のため,セ ル ロンダーネ山地の垂直カラー空中写真撮影を,航 空カメラRC-

10を 用いて実施した・これは山地の約70%を カバーする.氷 床縁監視のための,白 旗氷河下流部の空中写真撮影も

行った.

東南極盾状地の地質学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行
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昭和基地の南西方約300kmに 位 置するやまと山脈の地質は,さ まざまな点でリュツォホルム湾地域 と異ってい

ることが,第4次 南極観測隊(1960年)以 来の調査で知られてきた.わ れわれは第20次 と第21次 隊に参加して,よ

り詳細な野外調査を実施し岩石試料を採集してきた・本年度はその結果の一部を共同研究者 と と もに発 表 し た

(Shiraishi　et　a1,　1982).ま た,山 脈中央部の詳細な地質図(2万5千 分の1)を 発刊した(Yanaietal・1982)・

や まと山脈の基盤岩類は,高 変成度の変成岩類,閃 長岩類,花 南岩類から成っている.こ れまでの研究によっ

て,変 成岩類はグラニュライ ト相の温度圧力条件下で形成されたグループと,角 閃岩相の条件下で形成されたグル

ープとがあり,前 者と閃長岩類,後 者 と花商岩類の活動が密接に関係していることがわかってきた・各岩石の鉱物

化学と変成作用の解析がすすめられている・

一方,岩 石化学的特徴の検討のために,主 要元素の全岩化学分析を進め,現 在までに変成岩31個,閃 長岩類43

個,花 崩岩類10個 の総計84個 のデータ(公 表分を含め)が 得 られている.微 量元素の研究も共同研究において進め

られているので,こ れらをまとめてやまと山脈地域の地球化学的検討をおこなう.

昭 和基地 周辺 の固体地球物理 学的研 究 助教授 神沼克伊・助手 渋谷和雄

地学部門において固体地球物理を担当する教官は56年4月 現在神沼克伊,渋 谷和雄の2名 である.こ のうち神沼

克伊は昭和基地で越冬中である.南 極観測においては54-56年 度の3ケ 年計画により 「昭和基地を中心 とす る 地

域の地殻構造の総合解析」を目的とした観測が行なわれ,日 本において得 られたデータの解析が順次行なわれてき

た.観 測項目は重力測定,自 然地震観測,人 工地震観測,地 殻熱流量観測,地 盤傾斜観測,航 空磁気測量,人 工衛

星測位などであ り,以 下各項目についての概略を述べる.

(1)重 力測定

55年4A-10月 ラコステG型 重力計による重力連続観測が海洋潮汐観測と平行 して昭和基地において行われた.

両者の比較から極域の海洋潮汐,地 球潮汐の情報が得 られるかどうか解析が進められている.55年 度 みずほルー ト

で行われた重力測定は1973年 度JARE-14が 行 った測定の再測にあたるので経年変化があるかどうか解析が進めら

れている.な おJARE-22(越 冬中)に おいてリッツォ・ホルム湾でのグリッド測定が計画されてお り昭和基地周

辺域の重力異常図が描けるのではないかと期待される.

NIPRORIに よる海上重力計観測はいくつかの改良点はあるが順調に行われ,い くつかの結果が測地学会誌にお

いて春 日　et　al.瀬 川et　 al.,等に より発表された.

(2)自 然地震観測

55年2.月 に昭和基地に設置された地震自動集録装置はいくつかの改良点は指摘されたが順調に動作し,南 半球で

おきるM≧5.5ク ラスの地震はほぼ完全に集録されることがわかった.年 間の地震集録波形は1巻 のディジタル磁

気テープとして編集されデータレポートが作成 され(JARE　 DATA　 REPORTS　 No・　72)・ 集録システムの概要が

渋谷et　 a1.に よ り地震学会(81年IO月,京 都)に おいて報告された・

(3)人 工地震観測

JARE-21に よ り行なわれた大爆破,小 爆破のデータ解析が進められ,昭 和基地近傍 より,み ずほ高原の基盤速

度構造の予察的な結果が得 られた.こ の結果は地震学会(81年10月,京 都)に おいて伊藤潔eta1.,伊 神輝et　al.

に よ り発表された.

(4)地 殻熱流量測定

昭和基地において55年4月 掘削された20mボ ー リング孔を用いて水晶温度計による地温連続測定が実施され予備

的な連続観測が行なわれたが,観 測システムをすべて回収し,現 在評価検討を行っている・JARE-22に おいては

20m以 深の岩盤ボーリングをめざすとともに氷盤上から移動用プローブ型サー ミスター方式による熱流量測定装置

を用いた観測を行 う.

(5)傾 斜計

55年 度設置できなかったボアホール型傾斜計と,新 たに56年 度に昭和基地に搬入 された水管傾斜計は無事設置さ

れ,現 在順調に打点式レコーダー記録が得 られている.

(6)航 空磁気測量
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JARE-21に よ り得られた合計60時 間分のデータ解析を行 うため,カ セットか らオープンリールMTデ ー タ変

換 システムの作成を行い,大 型計算機を用いたデータ解析が行えるよう現在システムを作成中である.フ ライ トチ

ェック,全 磁力データチェックは終了し,デ ータレポー トとしてまとめるべ く準備を進めている.

(7)人 工衛星測位

地図及び標準時計のない極域での野外調査には簡便な時刻較正,位 置決定装置の活用が必要不可欠である.人 工

地震観測において用いられたNNSSか らのUTC復 元装置の評価を行い,野 外においてどんな場合にも ±10ms

の精度で標準時刻が確保できたことを確かめ,渋 谷,神 沼により地震学会(81年10.月,京 都)で 報告された.ま た

極域における　NNSSを 唱いた位置決定精度はフィール ドでは10m程 度であることが予察的に求められた.

以 上は,日 本の南極観測における固体地球物理の姿である.日 本国内でぱルーティン観測と考えられているもの

でも極地であるため解決しなけれぽならない問題が多数あったし,未 解決の問題点もある.特 に航行機による物理

探査の重要性が増してきた現在,空 間的な測位の自動集録装置の開発は欠かせない.

南 極 エ レバス火山の地球物理 学的研究 助教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄,寺 井 啓

南極 ロス島にあるエ レバ ス火山の山体構造,地 震の震源分布を調べるべ く1980年11月 よ りIMESS(lnternational

Mt.　Erebus　 Seismic　 Studies)が スター トしたが80年 夏期間の調査をもとに予察的な震源分布,地 震活動がまと

められ,高 波etal.(81年4.月 東京及び81年10月 京都)に より,地 震学会において報告された.81-82年 度 はテレ

メーター観測点の増設と臨時観測点5点 による多点同時観測ネットワークの設置が計画され,口 本側からは渋谷,

寺井(極 地研),岡 山(北 大)が 参加し所定の観測を終えた.テ レメーター網は現在順調に稼動中である.

移 動観測用地震 自動集録装置の研究開発 助教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄

南極における自然地震,人 工地震の観測は地球の物性,地 殻構造を知るうえで重要な役割を担っているが,厳 し

い(-50℃,20m/s)自 然環境下でデータを集録するためには特別の設計が要求され る.n召 和基地においては定点

観測用のディジタル,イ ベントトリガー方式の集録装置が1979年 に搬入され現在順調にデータ集録を続 け て い る

が,最 近5年 間のエレクトロニクス技術のめざましい発展は,基 本仕様を変更することなく小型,軽 量かつ低消費

電力の同種の移動観測用地震自動集録装置の製作を可能にしている.マ イクロプロセッサー,メ モリー,デ ィジタ

ルカセット,内 蔵バッテリーから成る70cm×40cm×20cm,20kgの,こ の レコーダーは,地 震判定,集 録時間

決定,サ ンプリング時間が正確か等々の試験を行い,基 本仕様は満足することが確かめられた.57年 度は消費電力

のテス ト,実 際の使い勝手のテス ト等をもとに改良点を探る必要がある.

南 極地域 における鉱物 資源探 査に関 する研究 客員教授 大町北一郎

南極における鉱物資源問題については,他 大陸との地質構造の連続性や類似性,あ るいは大規模な地質構造の発

展に関する地史から,マ クロな資源の賦存状態の推定がなされ,ま た,地 質調査の進展に基づいて,そ れらが確か

められつつある.こ れらの文献によって資源的評価がどの程度なし得るかが一つの問題で,現 在検討を行っている

ところである.

一方,南 極における基礎的探査の一般的方法についてみると,次 の様な点をあげることができる.

(1)未 調査地域について広域探査を行うには,航 空機による空中磁気探査,空 中放射能探査を併用し,異 常地域

の抽出を行い,当 該地域のヘリコプターによる現地地質概査を行 う.こ の場合,航 空機の位置決定精度をあげる必

要がある.起 伏が大きい場合,ヘ リコプターの利用を考慮する必要がある.

(2)す でにある程度の地質調査が行われている地域については,地 質精査を実施し,少 くとも5万 分の1な いし

10万 分 の1程 度の縮尺の地質図を作成 し,さ らにこの地域について,地 上磁気探査,重 力探査,電 磁探査を行い,

また氷河堆積物湖成堆積物,風 成堆積物等についての地球化学探査を実施する.こ れらの結果を同一縮尺の探査図

とし,こ れらに基づいて鉱物資源の賦存状況鉱床型の予測と,そ の地質構造を解明す る.こ れ らの調査には,当 然

これに見合う地形図の整備は不可欠である.深 部地質構造の確認のためには,構 造試錐探査を実施する必 要が あ

る.こ れはまた,港 頭鉱床発見をもたらす可能性がある.
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以上の探査を南極で実施するに当っては,環 境条件の厳しさに対応する機器や方法の検討が必要である.測 定機

の低温に対する特性,作 動のエネルギー源,試 錐における循環流体の選定などの問題があり,測 定機の特性の測定

を一部行った.

(3)大 陸周辺大陸棚では,化 石エネルギー資源の石油,ガ スの埋蔵が期待される.有 望地域 としてロス海及びウ

ェッデル海,つ いでベリングスハウゼン海があげられ,東 南極大陸沖においても,エ メリ一概氷沖が注目されてい

る.基 礎調査として,海 底の地形,地 質調査,物 理探査を行 うが,と くにマルチチャネル(48～96チ ャネル)音 波

探査による海底堆積層構造の探査が重要である.堆 積物の各種調査,地 殻熱流量測定を加えて,油 層の存在を予測

し,.探 鉱試錐となる.

しかしながら,南 極の海域での調査は,流 氷,氷 山の存在により大きな困難が伴 う.面 的な物理探査 の た め に

は,流 氷下にセンターを設置しうる技術の開発も必要となろう.地 層探査の際には,海 底の氷山による侵蝕の有無

の測定も,考 慮する必要がある.通 常の探査手順をいかに南極地域に対応させて行 くかが今後の課題である.

南 極 マクマー ドサウ ン ド地域 の古地磁 気学的研究 所長 永田 武,助 手 船木 実

我々はここ数年マクマー ドサウンド地域の古地磁気学的研究を中心に進めてきた.本 年は特にライ ト谷に分布す

る基盤岩の古地磁気学の研究を中心に進めてきた.ラ イト谷の基盤岩はカンプ リア紀末からオル ドビス紀 の初 期

(470～500m.y.)に かけて形成された　granitic　rock　 と,そ れを貫 く同時期のdykeか らなる.こ の地域はBull

eta1.(1962)に よ り,ジ ュラ紀の　Ferrar　dolerite　の貫入により完全に焼かれ,再 磁化したと考えられてきた・
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我 々は　granitic　 rock,　 3種 類 のdyke　 (granodiorite,　 1amprophyreそ れ にporphyry)　 か ら合 計110個 の古 地 磁

気 用 試 料 を ラ イ ト谷 の底 か ら採 集 した.こ れ らの 試 料 か ら代 表 的 な もの を 各 岩 体 か ら数個 選 び,そ れ につ い て,自

然 残 留 磁 気(NRM)の 交 流 消 磁,　NRMの 熱 消 磁,　 Curie点 の測 定,磁 気 的 履 歴 特 性 を測 定 し た.ま た これ ら の

基 本 的 な磁 気 特 性 を も とに,全 体 の 試 料 に つ い て交 流 消磁 と熱 消磁 を行 な いNRMの 変化 を 調 べた.以 下 に そ の

主 な結 果 を 記 載 す る.

(1)　granitic　 rock:　 NRMは 南半 球 の 約240° の経 線 上 に 分布 す る.高 緯 度 に 分布 す る試 料 のCurie点 は500°C

以 下 で,低 緯 度 に 分 布 す る もの は500℃ 以 上 で あ る.交 流 消 磁 に対 しNRMの 分 布 はほ と ん ど変 化 し ない が,熱

消磁 す る こ とに よ り,全 体 的 に伏 角 は浅 くな り,500℃ で熱 消磁 す る と水 平 とな る.ま た 方 向 が 水 平 に移 行 す るの

に 一 致 して,　NRMの 強 度 は 減 少 す る.

(2)　granodiorite:　 NRMは 約240° の経 線 上 の南 半 球 高緯 度 に分 布 す る.こ の方 向は　Ferrar　 dolerite　 の そ れ

と平 行 で あ る.こ の試 料 のNRMが 個 化す る温 度 は300° ～400℃ で あ る.全 試 料 の熱 消 磁 した 結 果,400℃ 以 上 で

NRMの 方 向 はバ ラ ツ キ,　Curie　 point　 が500℃ 以 下 で あ る こ とを示 し て い る.

(3)　lamprophyre:　 NRMの 分布 お よび 磁 気 的性 質 は　granitic　 rock　 の そ れ と同 じで あ る.す な わ ちCurie

pointが500℃ 以 一ヒの試 料 のNRMぱ 水 平 で,500℃ 以 下 の 試 料 はFerrar　 doleriteの 方 向 と平 行 で あ る・

(4)　porphyry:　 NRMは 経 線240° の低 緯 度 側 に 分 布 す る.こ れ らの 試 料 を500℃ で 熱 消磁 す る と,ほ とん ど水

平 方 向 に な る.

以 上 の結 果 ラ イ ト谷 の 底 は ジ ュ ラ紀 に フ ェラ ー ドレ ライ トの貫 入 に よ り500℃ に焼 か れ,　Curie点 が500℃ 以 下

の試 料 は 再 磁 化 し,そ れ 以 上 の試 料 で は カ ン プ リア ～ オ ル ドビス紀 に獲 得 した磁 気 を保 持 して い る もの と考 え られ

る.こ の 結 果Bulleta1.(1962)はCurie点 の低 い試 料 を 採 集 した可 能 性 が あ る.本 研 究 に よ り得 られ たVGP

(No.8,9)の 分 布 と,東 南 極 か ら得 られ た 同 年 代 のVGP(No.1～7)は 図1に 示 す 通 りで あ る・ 現 在 の ア フ リ

カの 赤 道 付 近 に 分 布 す る もの は,470～500m.y.前 のVGP,南 太 平 洋 中 緯 度 に 分 布 す る もの(No・10～15)は ジ

ュ ラ紀 のVGPで あ る.こ の 図 か らマ クマ ー ドサ ウ ン ドを含 む 南極 横 断 山脈 は 少 な く とも東 南 極 大 陸 と同 じ歴 史 を

た ど った と考 え られ る.ま た 図 に はNRMの 平均 的偏 角 の 方 向 を 試 料 採 集 地 上 に 示 して い る・昭 和 基 地 と セルPン

ダ ーネ を 含 む ク インモ ー ドラ ン ドと,ミ ル ニ イ基 地 とマ クマ ー ドサ ウ ン ドを 含 む ウ ィル クス ラ ン ドか ら得 られ た 偏

角 は15° ～20° 異 な り,ラ ンバ ー ト氷 河 付 近 で東 南 極 大 陸 が 割 れ た 可 能 性 を示 し て い る.

(2)共 同研 究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官

東南極 の地質構造 と地殻形 成の研究 ※木崎甲子郎(客 員教授),仲 井 豊(愛 知教育大学教育学部教

授),林 大五郎(琉 球大学理学部助手),鈴 木盛久(広 島大学理学部助手),広 井美邦(金 沢大学教育学部助手):

矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

21次 越冬隊 と22次夏隊は,プ リンスオラフ海岸を集中的に調査し,以 下の野外調査結果を得た.

1.新 南岩:黒 雲母片麻岩,角 閃岩などとともにアル ミナに富むザクロ石,黒 雲母片麻岩が特徴的に産出する.

また花崩岩質 ミグマタイ トが広く分布する.　NNW-SSE方 向の主要な摺出構造と,こ れに直交する方向のゆるい

摺出構造が認められる.

2.あ けぼの岩:黒 雲母角閃石片麻岩ないし角閃岩が卓越している.花 圃岩および花商岩質ペグマタイ トが広め

範に貫入しているが,一 部のペグマタイ トにはザ クロ石が産出する・変成岩にはNNW-SSE方 向の摺曲構造が認

られる.こ の露岩では,　NW-SE方 向の圧砕岩帯が見 られることと,非 変成の塩基性岩脈(ド レライ ト)が 産出

することは,注 目に値する.

3.天 文台岩:黒 雲母角閃石片麻岩ないし角閃岩を主とする変成岩と,こ れらをブロック状 り取 り込んだ花崩閃

緑岩質 ミグマタイ トが広 く分布している.変 成岩にはNW-SE方 向の摺曲構造が,ま た ミグマタイ トには ドーム

状構造が認められる.

小規模ではあるが,磁 鉄鉱の鉱脈も認められる.以 上の三地域から得 られた岩石試料は,国 内で直ちに薄片にさ
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れ,顕 微鏡観察された.ま た一部の試料は,　EPMA　 分析,粉 末X線 分析に供された.そ の結果,現 在までに次

のような成果が得られている.

1.新 南岩,あ けぼの岩,天 文台岩のいずれの地域にも角閃岩相の変成岩が分布している.し かし,天 文台岩で

は,グ ラニュライ ト相を示す岩石も見出されている.

2.新 南岩からはコランダム,ス ピネル,藍 晶石,珪 線石,十 字石,董 青石,E'・一ドル閃石,天 文台岩からは,

スピネル,藍 晶石,珪 線石などの変成作用の物理条件を決定する上で重要な鉱物が発見された.

今後,更 に記載岩石学的データを蓄積するとともに,プ リンスオラフ海岸の他露岩のデータを集積していく計画

である.

プ リンスオラフ海岸は次の点で注目に値し,東 南極の地殻の発達史を解 く上で重要である.東 南極は先カンプリ

ア地塊であり,主 としてグラニュライ ト相の変成岩によって構成されている.と ころが,プ リンスオラ フ海 岸 に

は,主 として角閃岩相の変成岩が分布してお り,東 南極地塊の中では特異である.

2.こ のような特異性は,ゴ ンドワナ大陸復元の際にも,重 要な目安になる.

3.現 在 までの研究では,グ ラニュライ ト相の変成岩と角閃岩相の変成岩との関係が明確にされていない.

今後,プ リンスオラフ海岸を中心に,デ ータを集積する一方で,国 内外の研究者との討論を行い,東 南極地塊の

より具体的な発達史を編んで,発 表する予定である.

リ ュツ ォ ・ホルム湾 沿岸 及び周辺 の地質 学的研究 ※松本征夫(山 口大学理学部教授),加 納 隆

(山 口大学理学部講師),西 田民雄(佐 賀大学教育学部助教授),浅 見 正雄(岡 山大学教養部助教授):吉 田栄夫

(教授),矢 内桂三(助 教授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)

本共同研究では,こ れまでの南極観測隊によって得 られた資料をもとに,地 質図の編さんをすすめるとともに,

各地域での地質学的問題点を整理することを目的としている.本 年度は第20-21次 隊 によって新たな知見の加わっ

た 「やまと山脈」を中心とした研究に重点を置き,や まと山脈B群C群 の地質図幅を作製した.ま た,こ れまでの

日本隊の活動地域である東経30°か ら45°にかけての変成岩類の層序と構造をまとめる作業もすすめている.

1)や ま と山脈中央部の研究

やまと山脈中央部には,閃 長岩,花 岡岩,ペ グマタイ ト,花 南岩質片麻岩,変 塩基性岩などの各種の深成 ・変成

岩類が分布する.閃 長岩はC群 北部と蝶ケ岳,閃 長山を構成し,岩 相の違いから1)塊 状閃長岩,2)粗 粒斑状

閃長岩,3)片 麻状閃長岩に分けられるが,各 岩相はそれぞれ独立したヌナタークを構成しているため相互の関係

は不明である.灰 色～薄桃色のカリウム長石の巨晶を多産し,そ の主な構成鉱物は黒雲母,角 閃石,単 斜輝石,石

英,斜 長石(オ リゴクレース)で,稀 に残品状の斜方輝石がみられる.こ の閃長岩はD群 東部の閃長岩と良 く似た

岩相を示し,そ こでの観察によれば上に述べた3種 の分類に前後関係は見出されない.

花 崩岩質片麻岩やそれに伴 う変塩基性岩は,C群 北西部～南東部,B群 の全体を占,こ れらは種々のミグマタイ

ト構造を呈 しつつペグマタイ トや花圃岩脈と密接に関係している.変 塩基性岩に着目して野外の産状と鏡下の観察

をしたところ,次 のような結論を得た.1)変 塩基性岩には少くとも3期 の遊人が認められる.ま たそれ以前に母

岩の構造と全 く調和的な変塩基性岩が認められる.2)こ れ らの変塩性岩の活動に前後して花崩やペグマタイ トの

遊人や花岡岩質片麻岩の流動化がみられる.

花 闘岩質片麻岩には原岩の組織や残存鉱物は示されず,原 岩の推定は当地域では困難であるが,B群 東端に産す

るものはD群 西部やA群 北部の ミグマタイ ト質片麻岩 と岩相上の類似点が認められる.両 者が同じ原岩に由来する

ことが証拠だてられれぽ,B群 の花筒岩質片麻岩はA群 の両輝石片麻岩が複変成作用をこうむ って生成したことに

なる.現 在,鏡 下観察,X線 マイクロアナライザーや全署化学分析値を利用して解析中である.

2)リ ュツオ ・ホルム湾周辺の層序と構造

日本隊はこれまでの調査結果を17葉 の地質図として出版しており,現 在も続けられている.こ れ らの地域に産出

する変成岩類は,リ ュツオ ・ホルム菌糸として一一括されてお り,　(Tatsumi　 and　Kizaki,　1969)　さらに昭和基地周

辺では,奥 岩層群,オ ングル層群,ス カーレン層群の3層 群に細分された(Yoshida,1977).今 回,新 たにベルジ

カ層群(Kojima　 et　al.,　1981),　福島岳層群(仮 称)を つけ加えた.こ れらの各層群の岩相,層 厚,変 成作用,構
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造,年 代などを比較し,近 隣地域 と対比している.こ れらをまとめた ものを表に示す.

各層群の中でもっともよく知られているのは,昭 和基地周辺のオングル層群 とスカーレン層群であるが,奥 岩層

群については東経の新南岩に至る地域を一括してよいものかどうか異論があり,ま た昭和基地周辺との関係につい

てもまだまとまっていない.現 在,プ リンス ・オラフ海岸各地域の地質図編さんを準備してお り,そ の後に詳 しい

表 東 南 極 リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 周 辺 地域 の 変成 岩 類 の 層序 と構 造(西 田,未 発 表)

〔リュ ツ ォ ・ホル ム湾 系TATSUMI　 and　 KIZAKI　 (196g)〕

奥 岩 層 群
YOSHIDA　 et　al.

(1977)
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検討を行う予定である.

東 南極地域 の変成岩 ・深成岩類の岩石化学的研究 ※蟹沢聡史(東 北大学教養部教授),山 岡一雄

(東北大学教養部教授),大 貫 仁(弘 前大学理学部教授),吉 倉紳一(高 知大学理学部講師):矢 内桂三(助 教

授),白 石和行(助 手)

リユツオ ・ホルム湾地域とプリンス・オラフ海岸地域の変成岩類の化学的な特徴について検討をすすめている.

Yoshida　 (1978)　に よれぽ,当 地域は岩相上から　Skallen,　Ongu1　 お よびOkuiwaの3層 群に分けられる.こ の

うち,前2者 はグラニュライト相に属し,後 者は角閃岩相に属している.こ れまでに集積された変成岩類の多数の

分析値をみると,も っとも著しい特徴は,グ ラニュライ ト相に属するSkallenお よびOngul両 層群はK20に と

み,K20/Na20比 は1よ り大きいのに対し,　Okuiwa層 群 の岩石は,花 嵐岩類も含めて,Na20に とみ,K20に

乏 しいとい うきわだった対照を示すことである.後 者においてはK20/Na20比 は,ほ とんどが1よ り小 さ い.

Okuiwa層 群 の中で,日 の出岬の岩石は黒雲母角閃石片麻岩,ザ クロ石黒雲母片麻岩など中粗粒の変成岩が卓越す

るが,こ れ らに類似した岩石がOkuiwa層 群 の他の分布地域にも広 く分布している.こ のような岩石は,い ずれ

も,著 しくNa20に とみ,K20に 乏 しいものであるが,原 岩の推定は困難である.も し,こ れらが火成岩源であ

るとすれぽ,　Barker　 et　al.　(1979)　 のtrondhjemite-tonalite　 suiteの 性格を持ってお り,ま た砂岩源であると

すれぽ,　Pettijohn　 (1963)　のグ レイワツケ砂岩,あ るいはMiddleton　 (1960)のeugeosynclinal　 clanに 相 当す

るものである.こ のように,　Okuiwa層 群 の岩石は,K20に とリュツォ・ホルム湾地域の岩石とはきわだった差異

があ り,両 地域における火成活動の構造的環境の差,あ るいは原堆積物の後背地の地質を考慮する上に重要なもの

であると考えられる.

今後,さ らにアフリカ大陸,セ イロン島,オ ーストラリア大陸の岩石との比較をすすめていく必要があると考え

Table　 1.　 Chemical　 analyses　 of　 some　 metamorphic　 rocks　 around

L廿tzow-Holmbukta　 region.

Sio2

Tio2

Al203

Fe203

FeO

MnO

MgO

CaO

Na20

K20

H20十

H20-

P205

Total

1

F　(ppm)

45.97

4.57

11.77

3.75

16.26

0.21

3.69

9.71

0.77

0.04

0.01

0.09

2.81

99.71

1310

2 3

59.03

0.97

16.70

1.61

6.75

0.21

0.47

3.69

5.00

4.61

0.37

0.09

n.d.

99.50

373

59.80

0.73

17.47

1.98

5.47

0.18

0.41

3.39

4.90

4.76

0.78

0.11

0.22

100.20

560

1.Sp.No.74100512.

2.Sp.No.74100601.

3.Sp.No.74100516.

Garnet-clinopyroxene-orthopyroxene-quartz-

plagioclase-ore　 rock.

Orthopyroxene-clinopyroxene-hornblende-

Plagioclase-perthite-ore-quartz　 rock.

Orthopyroxene-clinopyroxene-hornblende-

plagioclase-perthite-ore　 rock.
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て い る.

な お,新 たに,1974年10月,矢 内に よ って 調 査,採 集 さ れ た リユ ツ オ ・ホ ル ム湾 地 域 の チ ャル ノ ッ ク岩 質 岩 石3

個 につ い て分 析 を 行 な った の で 報 告 す る　(Table　 1).　 この 中 で,Sp.No.74100512の ザ ク ロ石 を含 む もの は最 も

塩 基 性 で,ア ル カ リに乏 しい も の であ るがP205とFに とむ 特徴 の あ る もの で あ る.ま た,Sp.No.74100516と

74100601は,い ず れ も斜 方 輝 石 と単 斜 輝 石 を含 み,ア ル カ リに も とむ もの で あ る.斜 方 輝 石 と単 斜 輝 石 は い ずれ も

Feに とむ も の で,互 に離 溶 組 織 を示 す.

南極横断 山脈 及び 西南極 地域の地質学的研究 ※吉田 勝(大 阪市立大学理学部講師),坂 井 卓

(九州大学理学部講師):矢 内桂三(助 教授),白 石 和行(助 手)

1.野 外資料の整理

外 くの野外資料の内,エ ルスワース山地の造構史の検討にとくに重要な部分についての整理と意義づけが行われ

た.

図1の 説 明 図 エル ス ワ ー ス 山地 の地 質 図(ク ラ

ドッ ク1969を 修 正).

図2エ ルスワース山地南部の地質構造
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図3エ ルスワース山地南部の地質断面概念図.凡 例は図2と 同じ.

図4重 複する冬期の摺曲構造の代表的なものについて,そ の摺曲軸面を投影し

た図.1～4は 第1期 ～第4期 の摺出軸面.丸 打点は摺出軸(ヒ ンジ).

2.岩 石標本の整理

採集した岩石標本の整理は,第 一次段階(ナ ンバリングの確認とナンバー順の収納)及 び第二次段階(火 成岩類

の全標本の分析依頼,一 部の重要標本の年代測定依頼,と 多数の岩石標本の薄片製作が完了した.

3.エ ルスワース山地の予察的地質構造発達史の考察

一ヒ記1,2の 成果を踏まえ,エ ルスワース山地の地質構造発達史に関する予察的研究を行なった.こ れは,変 成

作用と構造の詳細な研究に入る前に,研 究の位置づけを得るものとして重要である.こ の予察的研究の結果は,エ

ルスワース山地の地質構造発達史に関する従来の理解を,か な りの部分で変更するものであった.こ れ らのてんを
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表1エ ルスワース山地の岩石のK-Ar　 年代測定結果.

Specim・nN・ ・ 盒:謝%K謡 論lmg。1㌍
1%盤Rad瓢 λ　 P・…9・aphy・ndl・cali・y

MY80010602　 Wholerock

MY80010707　 Wholerock

MY　 69123033　 i　Whole　 rock

0.43

0.43

3.31

3.34

0.78

0.79

0.737

0.742

3.86

3.92

1.29

1.30

MY　 80010801AI　 Whole　 rock

MY　 80010801　 Bi　 Whole　 rockl`

MY79120701　 WholerockI

ト

MY　 79122909　 B　 Whole　 rock

_」

4.85

4.91

2.35

2.35

2.53

2.55

0.23

0.23

4.75

4,86

2.49

2.50

3.29

3.34

1.01

1.12

87.8

84.9

96.9

96.0

91.3

90.2

396±20　 Weakly　 altered　 dolerite　 about
ト200　 meters　 thick

,　Edson　 Hills

278±14　 Chlorite-muscovite　 phyllite,

　　 　 　 　Edson　 Hills

381±1g　 Altered　 massive　 dolerite　 about

　 　 　 　 120　 meters　 thick,　 Wilson　 Nunataks

97.8

97.4

96.6

96.2

97.5

96.0

89.7

99.0

237±22　 Strongly　 cleaved　 and　 altered

　　 　　　 andesitic　 dike,　 Edson　 Hills

254±13　 Cleaved　 and　 altered　 basaltic

　　 　　　 dike,　 Edson　 Hills

308±15　 Muscovite-chlorite　 phyllite,

　 　　 　 　 Fraser　 Ridge

935±47　 Fine-grained　 chlorite-muscovite-

　 　 　 　 quartz-feldspar　 rock(meta-pelite),

　 　 　 　 Wilson　 Nunataks

Analysed　 by　 the　 Teledyne　 Isotopes　 Co.,　 N.　J.,　U.　 S.A.,　 with　 the　 following　 constants;γ β=4・962×

10-10yr-1,γ 三=0.　 581×10-10　 yrn,　 K40=1.　 167×10-4　 atom　 per　 atom　 of　 natural　 potassium・

以下にのべる.

i)層 序 については,従 来最下位とされ,先 カンプリア代の可能性があるとされた ミナーレット層群は,中,

上部カンプリア代を含むヘリテージ層群の上位にあることが確められた(図1,2,3).

ii)　構 造及び変成作用については,従 来この山地では唯一回の 摺曲運動と変成作用があったとされていたが・

3回 以上の摺出,変 成作用があった ことが確められた(図4).

iii)　7個 の岩石標本の全音年代測定結果が得 られた(表1).そ の結果,と くに約4億 年前の粗粒玄武岩を鍵と

して,同 山地の構造変成作川は大きく区分されることが実証 された.従 来エルスワース山地では,中 生代初頭のエ

ルスワース造山のみがあったとされて来たが,そ れ以前の古生代初期中期のロス,或 はボルクグレビンク造山があ

ったことが実証された.

発 表論文

1.エ ル スワース山地(西 南極)に おける重複変形とその地質学的意義(英 文),国 立極地研彙報,地 学第2回

シンポジウム特別号(印 刷中)

2.エ ルスワース山地の地質構造と変成作用一 米国際1979-1980と の共同調査一(英 文)U.S.ア ンターク

ティック・ジャーナル,投 稿中.

南 極地域 におけ る資源の基礎的探査 の方法 に関 する研究 ※兼平慶 一・郎(国 立極地研究所客員教

授),金 谷 弘(工 業技術院地質調査所主任研究官),西 山 孝(京 都大学工学部助手),奥 野孝晴(動 力炉核燃

料事業団資源部海外調査室長):吉 田栄夫(教 授),大 町北一郎(客 員教授),矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助

手),船 木 実(助 手)

〔研究成果〕

本年度3回 の会合を開き,南 極地域に二おける鉱物資源存在の可能性および南極地域とい う特殊条件下の資源探査

の方法について,2年 間検討をおこなった結果下記のことが基礎的探査方法 として,有 効であろうということにな

った.

(1)未 調査地域についての広域探査方法としては,航 空機を利用する空中磁気探査(プ ロトン計)と 空中放射能

探査(ス ペクトロメターによる)の 併用によって,異 常地域を抽出し,さ らに異常地域については,ヘ リコプター

による現地の地質概査を行 う.
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(2)既 知地域についての探査方法としてはすでに地上の地質調査が完了し,地 質図(縮 尺,20万 分の1程 度)が

出版されている地域については,地 質精査(縮 尺,5万 分 の1～10万 分 の1程 度)を 実施し,こ れに物理探査,地

上磁気探査,重 力探査,電 磁探査と氷河堆積物についての地球化学探査を実施する.こ れらの探査方法を実施する

にあたっては,す べて同一縮尺で,探 査結果の図面を作成 し,こ れ らの図面から鉱物資源(鉱 床型の予測)の 賦存

状況とその地質構造を解明する.そ して,深 部地質構造の予測を確認するためには,構 造試錐探査(ボ ーリング探

査)を 実施する.こ れは,港 頭鉱床発見の機会がえられる.

(3)エ ネルギー資源(化 石エネルギー資源)の 探査方法としては,南 極大陸については,南 極横断山脈に露頭が

発見されている石炭資源について,氷 床の厚さと石炭層の厚 さと炭質の上下変化 と水平的変化についての基礎的調

査および炭量調査が必要であろう.

未探査地域 として期待される地域は,南 極大陸周辺の大陸棚海域,と くにウェッデル海 とロス海が注目される.

この基礎的探査としては,海 上音波探査(48～96チ ャンネル)と 地層探査(サ イ ド・スキャン・ソナー)に よる海

底堆積層の探査が必要である.こ の海洋調査 と同時に海底堆積物の ドレッヂ調査によるサ ンプリングと海底基盤の

試錐探査(海 底ボーリング)が 必要である.こ の他に海底下の石油鉱床の濃集地域を予測するため地殻熱流量(ヒ

ー ト・フロー)の 測定も必要で
,こ れらの諸資料から,海 底油田の予想が可能とな り,次 に予測地域への海上から

の試錐探査となる.

以上が基礎探査方法として考えられる手順であるが,南 極地域は他の大陸とことな り,特 殊条件下にあるため,

探査測定機については,あ らかじめ,特 殊条件下における室内実験をおこない,測 定値の変動があるかどうかの研

究が必要であろう.こ の件については,現 在一部実験測定を実施しているので,そ の結果は極地研究所の南極資料

に投稿される予定である.な お2ケ 年の研究成果については,昭 和57年 度以内に南極資料に投稿 し,将 来の南極地

域における探査方法の指斜 となるであろう.

水温,氷 温及び地中温度の定常測定系の開発 ※神沼克伊(助 教授),島 村英紀(北 海道大学理学部

助教授):渋 谷和雄(助 手)

昭和55年度に引き続き,作 成された実際の水晶温度計による昭和基地での集録データの解析と特性試験から,総
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図2　 The　 32　 houγs'　 interval　 ptots　 o∫　underground　 temperature　 in　 April-Decemdeγ,1980・X,Yand

Z　 denote　 temPeratures　 at　5　m　 dePth,　 10m　 dePth　 and　 20　 m　dePth,　 resPectivety.ノ1s　 for　 20　〃z　dePth,　 16

h。脇γS'　i耐eγ 抄αけ1・tS　 inα πenlarged　 SCαie　・μhe　 ・rd碗tθ αγθg砒n　 in伽1・Wer♪ αγt・　A－ αれdB－

arγows　 coγγesl》ond　 to　 the　 minimumαt　 5　m　 dePtk　 　and　 the　 maximum　 at　 20　 m　 dePth　　in　 the　seasona{

　 　 　 trends,　 resPectively.

合システムの極域への適用性を検討した.恒 温漕を用いた特性試験の結果,水 晶温度計センサーからの出力カウン

トと温度 との間には図1の ように極めて直線性のよい関係式が得られることがわかった.図1の 直線の傾きは一2.1

±0.03カ ウント/m℃ で1カ ウントの相違は約0.5×10-3℃ に対応してお り,同 一のシステムでの相対精度は温度に

より周波数変化の極めて少ない水晶でテス トすることにより1m℃ 以内であることが確かめられている.

図2は,こ の研究により開発された水晶温度計を実際に用いて行なわれた1980年4月 より12月 までの昭和基地20

mボ アホールでの地温の連続的な変化を示したものである.Xは5m,Yは10m,Zは20mで の地温の変化を示し

ている,こ のシステムはふ設保守 とも比較的容易であり極域に十分適用可能で安定性があることも保証された.な

お詳しい結果は南極資料に投稿中である.

南 極周辺海域の重力分布の研究 ※瀬川爾朗(東 京大学海洋研究所助教授):神 沼克伊(助 教授)・ 楠

宏(教 授)

22次 南極観測における砕氷船 「ふ じ」船上での海上重力観測は,新 型重力計 「NIPRORI」 　(瀬川,神 沼・春日:

日本測地学会誌27号,1981年,102頁 一130頁)を 使用しておこなわれた.

観測は,1980年11月25日 東京出港 より,1981年4.月20日 帰 国まで,南 極滞在時を除き連続しておこなわれ,ほ と

んど欠測のないデータを得ることができた(春 日,神 沼,瀬 川:日 本測地学会誌投稿中,1982年).と くに南極海

域では,海 堆や大陸棚周辺での貴重なデータを取得 した.

第1図 に,オ ーストラリア,フ リーマントル出港後,南 極定着氷接岸までの航路上での結果を示す.下 から水深
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図1　 2-A:a　 continental　 shelf　 of　 the　 Australia,　 2-B:　 the　 Diamantina　 Fracture　 zone,　 2-C:　 the

　 　 　 South-East　 Indian　 Ridge,　 2-D:　 The　 Gausberg　 Plateau,　 2-E:a　 continental　 shelf　 off　 the

　 　 　 Enderby　 Land,　 and　 2-F:　 a　 continental　 shelf　 in　 the　 LUtzow-Holm　 Bay.

ANTARcnCA-　 PORT　 UO凡月S{JARE22.1951)

図2　 3-A:a　 continental　 shelf　 off　 the　 Enderby　 Land.　 A　 dip　 of　 the　 topography　 at　3-A　 indicates

　 　　 the　 Casey　 Bay.　 3-B:　 the　 Gunnerus　 Bank,　 3-C:　 the　 Lena　 Bank,　 3-D:　 the　 Crozet　 Plateau,

　 　 3-E　 the　 South-West　 Indian　 Ridge,　 3-F　 :　near　 the　 Reunion　 Islands,　 3-G　 :　near　 the　 Mauritius

　　　　 Islands.

(単位 メートル),フ リーエア重力異常値(単 位mga1),単 純 ブーゲ異常値(単 位mgal)の 各 プロファイルを示

した.

第2図 は,南 極離脱後,モ ー リシャス島,ポ ー トルイス港までの同様の結果を示している.

南極とくに東南極海域は,重 力観測においてもほとんど未知の地域であ り,今 回もこの1本 の測線を得たにすぎ

ない.海 底地下構造などの研究には,基 礎資料として,面 的な重力観測が必須あ り,現 段階は,そ の第一歩にすぎ

ない.こ れは,今 後毎年おこなわれるであろう砕氷船航路での重力観測の蓄積,そ して重要地域での重力サーベイ

に負 うところが多いはずである.

なお,こ の研究の詳細は南極資料に発表される予定である.

南 極プ レー トの境界に発生する地 震の発生機構 ※川崎一朗(富 山大学理学部助教授):神 沼克伊(助

教授),渋 谷和雄(助 手)

南極プレー トは,周 辺を海洋中央海嶺だけに囲まれた唯一のプレー トであ り,興 味深い.し かし,南 極近辺の地

震観測点の分布が大変疎なこともあって,南 極プレー ト内部及び周辺に発生する地震のメカニズムの詳細な研究は

今 まで行なわれていなかった.

昭和56年 度 の研究 として,ま ず手始めに,南 緯40°か ら60°まで,西 経100°か ら160°まで,南 極プレートが太平洋
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プレートに接している部分に・1964年 か ら1977年 の問に発生したmb6以 上の12個 のすべての地震の断層面解を求

めた・データは・　WWSSN　 (World-Wide-Standardized-Seismograph-Network)記 録のP波 初動を読みなおし

たものを使 った。以下は,得 られた断層面解の特徴である.

(1)こ こで調べた比較的大きい(mb>6)地 震 で見る限 り,こ の地域では正断層型地震は発生していない.こ れ

は大西洋中央海嶺とはまったく異なる.

(2)こ の地域で発生している横ズレ型地震は,ト ランスフォーム断層の走向と合 う節面を持ち,左 ズ レ型 であ

る.

(3)大 西洋中央海嶺では トランスフォーム断層の変位は,ほ とんどすべて地震として進行している.東 太平洋海

膨では変位の相当部分がアサイスミックに進行しているように見える.な お断層解の例として当該期間中の最大の

地震(mb6・8)の 断層面解を図示する・ これは,1971年4月4日 にエルタミン断裂帯の トランスフォーム部分で

発生した地震で,断 裂帯の走向と一致する節面をもち,左 ズ レである.

これ ら断層面解の詳しい特徴とその地球物理的意味を含めた考察を南極資料に発表する予定である.

エ レバス火山の地球物理 学的研究 ※横山 泉(北 海道大学理学部教授) ,下 鶴 大輔(東 京大学地震研

究所教授),高 波鉄夫(北 海道大学理学部助手),山 下 清(北 海道大学理学部助手),伊 藤 潔(京 都大学理学

部助手),伊 神 煉(名 古屋大学理学部助手):楠 宏(教 授),神 沼克伊(助 教授),渋 谷 和雄(助 手)

1980,81年 度の各2ケ,月 間のロス島での夏期観測 と80年度 の6ケ 月間にわたるテレメーター冬期観測をもとに,

主に地震学的研究が行なわれてきた.

図1ぱ 山腹の観測点での 日別地震頻度分図である.氷 河,海 氷の水窪による影響も考えられるので,こ の図がそ

のままエレバス山の火山性地震活動の特徴を表わしているわけではないが点線で示される増減の傾向は火山活動を

反映していると思われる,
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噴火口近くでの爆発性地震活動についてはその震源のいくつかが図2の ように推定されている(番 号は1981年 夏

期観測の地震の通番号).1981年 度 テレメーター観測点はエレバス火山に4点 が整備され,同 時に1ケ 月間5点 の

臨時観測点を展開して多点観測を行 っているのでより精密な震源分布が求められると期待される.ロ ス島全体の地

下構造については遠雷のデータをもとに推定される.例 えば図3の ようにスコット基地と山腹の観測点で2.8-3.5
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秒 もの走時差が生 じるが,標 準地球モデル内で生じる走時差を補正すれば残 りの走時残差はロス島下,エ レバス山

腹の速度異常で説明されねばならない.こ のような震源のわかっている遠震をたくさん集め,走 時異常の方向依存

性を現在解析中である.解 析の結果は地震学会,火 山学会において発表される.

表1内 陸山地の地形分類単位

表面大区
分

1:250,㎜ ～1:

200,000ス ケ ー ル

1:100,()oo～1:50,㎜

ス ケ ー ル
1:25,000～1:5,000ス ケ ー ル

形態区分 裏面状 形態区分 形態区分
(大区分)(小 区分)

表面微 形 態 傾 斜形
態(縦 断X横断)(°) 表面状態 悉面微形

氷床表面 氷床上位面 積雪域 氷床 谷氷河 ク レノミ

ス帯
平 平 90-40 積雪域

氷床以外
の雪氷域

氷床下位面 裸氷域 ア ウ ト レ ヅ
ト氷 河

ア イ スキ ャ

ップ
平 凹 40-15 裸氷域 構造上

雪氷上の
モレーン

ア ウ トレ ッ
ト氷 河

ク レノミス

帯

ロ ーカ ル 氷

河

山腹氷河 平 凸 15-3 薄いデブ
リをのせ
た雪氷域

線状凹
地(小
髭)

露 岩 域
ロー カ ル氷

河

空の氷食
谷やカー
ノレ

主たる雪氷
の吹きだま
り

平 坦 氷 床 上

の モ レー ン

カ ノミー

凹 平 3-0 雪氷上か基盤上
か不明
のデブリ

ロ ツ シ

ュ ム ト

ネ

雪氷の斜面
(ふきだま
りほか)

露岩上の
モ レー ン

カバ ー

風の吹 きま
わ しによる

溝の崖

ア イ ス コア

ド ・モ レー

ン.岩 石氷

河 ・そ の他
モ レー ン

凹 凹 デブリを厚

くのせる基
盤

氷床上の崖
またはステ
ップ

氷床上のモ
レ ー ン

基盤岩上の
モレーン

凹 凸 うすいデブ
リをのせる

基盤地

いちじるし
い岩壁 ・岩

峰 ・岩稜

基盤岩上の
モレーン

崖 錐 凸 平 露岩地

露岩の急斜
面とその集
合

尾根部の基
盤の緩斜面

その他のデ
ブリの地形

凸 凹

主 として基
盤からなる

緩斜面とそ
の集合,あ

るいは平坦
な尾根

氷食をうけ
た凹地形で
空のもの

うすいデブ
リをかぶっ

た基盤岩

凸 凸

主として基
盤からなる
ゆるく波う
った広い非
雪氷域

氷食をうけ
た急崖

デブリを全

くかぶって
いない部分

氷食をうけ
た凹地の急
崖

表現形式1色1言 己 号1 色1言 己 号1記 号1記 号1記 号 色 1記 号

南極海底堆積物の古地気学的及び岩石学的研究 ※小林和男(東 京大学海洋研究所教授),古 田俊夫

(東京大学海洋研究所技官):船 木 実(助 手)

昨年にひき続き,南 極海及びその周辺海域で採集された深海底堆積物の古地磁気方位の測定を行っている.さ ら

一83一



に堆積物中に含まれている鉱物の同定,粒 子サイズの大きさ等の詳細な観察,検 討を行なっている.

南極海域の深海底堆積物はアイスラフティソグ(氷 山やアイスバッグ等で物質がはこぼれること)及 び海流によ

る生物生産量のちがいで,そ の堆積速度はいちぢるしい地域差があると想定されている.KH68-4-49コ アでは現在

からハラミロ期まで8.6mm/1000年,そ れ より古い時代は2.Omm/1000年 という堆積速度が古地磁気測定データか

ら推定されている.し かしこれらの堆積速度も,そ の期間ず っと一様であったかどうかは,コ ア中の古地磁気デー

タだけからは明確に推定できない.古 地磁気データと,堆 積物自体の構成物質との検討をすることで,堆 積速度を

より正確に見積ることが必要と考えられる.さ らに構成物質の検討から,そ の時代の氷山による堆積物の運搬量の

推定,又 海流のえいきょうによる生物生産量の推定も必要であ り古生物学的研究が急務である.

いずれにせよ,古 地磁気データのはたす役割は,堆 積物の堆積速度の見積 りを可能にすることはもちろん,そ の

時代の気候,海 流の推定,又 地磁気が逆転するときの詳細な変化の機構の解明に大 きな意義がある.

弱い古地磁気を測定した り,試 料をより細かい精度で測定を行 う必要があ り,極 地研究所の超伝導磁力計を利用

して,こ れ らの測定が可能 となり,現 在測定及び測定データの解析を行っている.

リモ ー トセンシングによる氷床 及び その周辺 の地形 解析 ※戸谷 洋(東 京都立大学理学部教授),

藤原健蔵(広 島大学文学部教授),野 上道男(東 京都立大学理学部助教授),小 野有五(筑 波大学地球科学系助

手),岩 田修二(東 京都立大学理学部助手),安 仁屋政武(筑 波大学地球科学系講師),林 正久(島 根大学教育

学部講師),平 川一臣(山 梨大学教育学部講師),五 百沢智也(宇 都宮大学教育学部非常勤講師),小 疇 尚(明 治

大学文学部教授):吉 田栄夫(教 授),森 脇喜一(助 手),藤 井理行(助 手)

前 年度までにおこなわれた地形分類基準の検討 と試作サ ンプル図の検討にもとついて,地 形分類サンプル図が作

成された.

(1)沿 岸露岩地域:ラ ングホブデ地域の地形分類図(1:25,000)が,フ ラ ンス流の地形学図の分類基準を基本

とした分類基準によって作成された.形 態の細部は等高線の表現をそのまま生かし,そ の上に岩質,構 造,成 因別

の地形などを重ねたものである.そ の凡例の一部を図1(85頁)に 示すが実際には色彩を使用しているので,こ こ

では区別がつきにくいものもある.

(2)内 陸 山地:氷 床をも含めた内陸山地地域の地形を総合的に把握するために,異 なる3つ のスケール で 表現

し,そ れぞれのスケール毎に分類基準を定めた(表1.83頁).こ れに基づいて,や まと山脈B群 の地形分類図(1:

25,000)が 作成された.ま た,21次 観測隊撮影の斜め航空写真を利用して,セ ールロンダーネ山地の地形 分類 図

(1:250,000)が 作成された.こ の図によって,不 明な部分があった露岩の存在が明らかにな り,セ ールロンダ

ーネ山地の地形がおおまかに理解できるようになった.

なお,(1),(2)で 作成された地形分類図は共に,雪 氷学,生 物学等の他分野の研究にも有用な基礎資料となるもの

と思われるが,色 彩を使用しているため出版を別途検討することになった.

南 極地域火成活動の地球化学研究 ※倉沢 一(地 質調査所):吉 田栄夫(教 授),船 木実(助 手)

南極ビクトリアランドに広 く分布するフエラー ドレライ ト岩床は,基 盤の先カンプリア紀変成岩類を貫 く古い岩

脈群を水平に切って迎人 している.こ の古い岩脈のいくつかについて,ス トロンチウム同位体比を測定した.代 表

的なものとしてバンダ湖周辺のスペサルタイ ト及び類似岩脈をえらんだ,(87Sr/86Sr)n値 は,O.711504～0.712357

±15で あ る.こ の値は,フ エラードレライ トの測定結果の同値の0.712～0.7133と い う極めて高い値と一致してい

る.こ のことから,基 盤先カンプリア紀岩石を貫くこれらの古い岩脈が,ス トロンチウム同位体比からみて,大 規

模な遊人によるマグマの活動によって形成されたフエラードレライ トのマグマの発生以前に,す でに共通したマン

トル組成が存在,そ れから由来したと考えられる。

つまり,世 界的にみて,上 述の高いス トロンチウム同位体組成で特徴づけられるフエラー ドレライ トの莫大なマ

グマの発生に先立って,古 い岩脈で示されたようなストロンチウム同位体比をもった地下深所のマントルが形成さ

れていた可能性が大 きくなった.ゴ ンドワナランドの分離直前,あ るいはおそらく2～3億 年前には,同 大陸の下

のマントルは,ス トロンチウム同位体比に関して,す でに特異な組成をもっていたと考えられる.こ の問題を更に
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追 求 す る た あ に,次 の研 究 計 画 年度 で は,と くに 古 い 岩 脈 群 に つ い て 検 討 を 進 め る必 要 が認 め られ る.

ドライ バ レー の テ イ ラ ー谷 に分 布 す る新 生 代 粗 面 玄 武 岩(Monogenetic　 volcano)の 岩 脈 な どは,　K-Ar年 代 が

2.5±0.5Maで あ り,同 地域 に分 布 す る.時 代 は 上 部Pliocene　 で あ る.こ れ らの ス トロ ンチ ウム 同位 体 比 の,新

しい 精度 の高 い 質 量 分析 計 に よ る測 定 結 果 は(87Sr/86Sr)nO.70333～0.703432±14で あ る.こ の 値 は,ロ ス 島 の

古 い 岩体 の 粗面 玄 武 岩,粗 面 岩 あ るい は エ レバ ス火 山 火 口の1974年 噴 出 の フ ォ ノ ライ トの0.703146±15と よ く一 致

し,新 生代 に入 って か らは,マ グ マ源 の マ ン トル は不 変 的 で あ る.

従 来 測 定 して きた これ らの火 山岩 類 の ス トPン チ ウ ム1司位 体 比 は,新 しい 質 量 分 析 計 で 精 度 高 くえ られ る よ うに

な った た め,こ の 手 法 を 用 い て,再 測 定 な らびに 再 検 討 の 必 要 が あ る.と くに,塩 基 性 岩 か ら酸 性 岩 まで 広 い 成 分

範 囲 を も った マ グマ の 活 動 が み られ る場 合,そ れ らの(87Sr/86Sr)nとRb/Sr比 とか ら　pseudo-isochronが え ら

れ そ うであ り,こ れ も,同 マ グ マの 生 成 年 代 を 知 る手 掛 りとな りそ うな こ とが 判 明 した.

昭和基地 な らび に周辺 露岩地域 の鉱物資源探査に関す る地球化学的 ・鉱床学的研究

※椎川 誠(秋 田大学教育学部教授),久 保 田秀紀(秋 田大学教育学部研究生):矢 内桂三(助 教授),白 石和

行(助 手)

従来,南 極昭和基地及びその周辺の鉱物資源に関する地球化学的手法による探査結果についての報文は皆無に等

しい.

本研究は上記地域の岩石及び表層堆積物をサンプル ・メディアとし,特 定微量成分元素の地球化学図の作成 と,

この活用による鉱物資源探査への寄与を目的 とするものである.

研究方法:研 究対象地域は,　East　Ongu1島,　 West　 Ongu1島,　 Langhovde,　 Skarvsnes及 びSkallenの 各 地

域である.こ れ ら各地域からの岩石及び表層堆積物のシステイマチックなサンプリングは,次 のような密度 と要領

で行われた.表 層堆積物の採取量は約3.Okg/個 である.

地 域 採試密度(km2)

East　 Ongul　 Island

West　 Ongul　 Island

Langhovde

Skarvsnes

Skallen

0.2×0.2

0.5×0.5

1.0×1.0

1.0×1.O

O.5×0.5

グ リッ ト数(個)

68

34

60

66

62

サ ン プ ル 数(個)

岩 石 堆 積 物

80

36

65

72

73

75

35

64

72

64

計 290 326 310

試料調整:表 層堆積物は風乾後,10～30,30～80,80～120及 び120メ ッシュ以下の4種 の粒度に区分 した.岩 石

は振動 ミル(HSM-100型)を 用いて約200メ ッシュ以下に細粉化した.

分析元素及び分析法:岩 石は主要造岩元素及び微量成分,表 層堆積物は微量成分元素を分析対象とした.

分析法は,発 光分光法によって含有微量成分元素の半定量を行い,特 定微量重金属元素については原子吸光法に

よる.ま た主要造岩元素及び随伴微量成分元素の定量は,螢 光X線 分析法(Pw-1400型)に よる.

研究結果:1)研 究対象としている岩石は,主 として,輝 石片麻岩,柘 榴石片麻岩,柘 榴石黒雲母片麻岩,角 閃

石片麻岩,褐 色片麻岩質花圃閃緑岩,準 片麻岩等に分類される.

2)こ れ らのうち,　Skallen　地区からの73ケ のサンプルから,発 光分光分析によって検出された元素としては,

Li,　Be,　V,　Cr,　Co,　Ni,　Zn,　Sr,　Mo,　 Ag,　In,　Sn,　Ba,　Pb,そ の他である.未 検出微量元素はCdを 始めとする

約20余 の元素であるが,こ れ らについては引続き分析条件を変えて検討中である.

3)螢 光X線 により,(a)地 質調査所標準試料(JG-1,JB-1),,及 びアデレード大学調整標準試料(BHN-11,

SSP,EK-1～EK-10)を 用いた自動測定用検量線を作成 した.(b)こ れ による　Skallen産 試料の主要造岩元素の

定量(・)原 子吸光分析法の併用による　Cu,　Pb,　Zn,　Cd,　その他微量金属の定量を継続中.
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4)発 光 分 光 分析 の結 果,　Skallen　 産 各 種 岩 石 を 特徴 づ け る主 な微 量 成分 元 素 は つ ぎ の よ うに 要 約 され る.

(a)　Skallen　 siliceous　 formation　 に属 す る　 Quartz-feldspathic　 (garnet)　 gneiss　 及 び　 Skallen　 lower

formation中 の　Quartz-feldspathic　 biotite　gneissは,　 Be,　V,　Co,　Zn,　 Sr,　Ag,　 Ba　 及 び　Pbな ど,他

calcareousの 岩 種 に 比 して微 量成 分 元 素 の 種 類 も含 有 量 も多 い.

(b)こ れ に反 し,　Skallen　 siliceous　 formationの 　Quartzite中 の微 量成 分 元 素 の種 類は す くな く,し か もそ れ

らの 含 有 量 は 極 め て 低 い.

(c)　Skallen　 lower　 calcareous　 formationのMarbleは 成 分 元 素 の 種 類 も含 有 量 も,さ らに 低 い.

(d)　Garnet　 gneissose　 granite及 びbrown　 gneissose　 granodioriteぱ 含 有 元 素 の 種 類 及 び それ ら の含 有 量 は

類似 して い るが,前 者 はSr及 びVが 後 者 よ りす くな い点 で異 な る.

5)他 地域 の 試 料 に つ い て も,ヒ 述 手 法 に よる研 究 を 継続 中 で あ り,集 積 デ ー タ の綜 合 的 解 析 と地 球 化 学 図 作 成

を 進 め て い る.

南 極地域 における物質 の生成 ・循環収支に関す る地球化学的研究 ※綿板邦彦(東 京大学教養学部

助教授),中 井信之(名 古屋大学教授),鳥 居 鉄也(千 葉工業大学教授),村 田貞雄(千 葉工業大学講師),中 谷

周(弘 前大学理学部助教授),和 川英太郎(三 菱化成室長),由 佐悠紀(京 都大学理学部助教授):神 沼克伊(助

教授),矢 内桂三(助 教授)

〔1〕 窒素同位体による窒素サイクルの研究

ドライバ レーにおいて δ15A'の測定を行ない.バ ンダ湖周辺のIVo3一 が δ15・V-11--23%,ラ イ ト谷,ラ ビリ

ンスに存在する池の藍藻が一50%と 極めて低い値を示すことが明らかとなった.一 方,ペ ンギンルツカリーとその

周辺の土壌有機物中の窒素の δ1Wが+28～+30%と 著 しく高いことが明らかとなった.

今 年度はポニー湖,バ ンダ湖などにおいて,No3一 お よび溶存ガスのISN含 有量を測定し新 しい知見を得た.

(1)バ ンダ湖の中心部における50～57m層 は著しく　Nop,一 が多く極大層を示す.こ のNo3一 の δ15/Vは+10.3

～13 .4%で,こ れは水温が高 く,硝 化一ノVθ3一消費過程のくりかえしにより湖周辺 より高い δisNを 有 す る

No、一が蓄積されたものと考えられる.こ のことは1981年 のVincentら の硝化活1生,光 合成活性,脱 窒活性の

高い部分とも対応してお り,生 物活性の高い指標となるものである.

(2)ポ ニ ー湖の東湖において,20mの 深 さから30mに 到 る間に δisNは ノVo3一において4.900/.から31.2%に 増加

した.

一方ポニー湖西湖の溶存窒素ガスの δ'5A「の値は1 .5～2.5物 であ り,こ の値は通常の窒素ガスの値に比して著し

く高い,し かも λ「oゴの値は酸化,還 元層の境界である15mの 層で極大を示した.こ れらの事実から脱窒が著しく

進行していることを示してお り,生 物活動の盛であることを裏づけている.す なわち,酸 化層下部で進行した 加 ゴ

の消費過程で大きな窒素同位体の分別が行われてお り,残 存する15Nの 含有量の多いNo3一 が酸化還元層の境界に

拡散移行し,こ こで脱窒反応が起るものと考えることができる.

〔2〕 ドライバ レー塩湖における物質収支

(1)バ ンダ湖におけるオニックス川流入水の挙動を明らかにするため,水 温,電 気伝導度の測定を行ない.流 入

水が氷盤下のごく浅い層を主に湖の北岸に沿 って拡がっていくことが明らかとなった.

(2)ド ライバレー塩湖はいずれも日射加熱湖であるが,各 湖の水温はここ20年 来変動してきている.バ ンダ湖で

は1979～1980年 のシーズ ンまで水温が下降してきているが1980～1981年 シーズンでは上昇に転じ1981～1982年

シーズンではさらに上昇していることが明らか となった.一 方ポニー東湖は水温はほぼ同じ値を示している.

これらの熱収支に関するパラメーターモデル化を一部行 った.

(3)ド ライ・ミレー地域,主 としてバンダ湖の栄養塩分布は1972～1973年 シーズン以来続行されているが,特 に窒素

化合物の季節変動が著しく大きいことが明らかとな り,これは生物活動と密接な関係にあることが示唆された.

〔3〕 昭和基地周辺の湖沼のモニタリング

第16次 南極観測隊による昭和基地での通年採取されたエアロゾルの金属成分,特 にアル ミニウム,鉄,マ ン ガ

ン,銅,亜 鉛の測定を行なった.
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得られた結果をアル ミニウム濃度をパラメーターとして地殻組成に対比し解析を行なった.そ の結果,鉄,マ ン

ガンは地殻起源物質によると考えてよいが銅,亜 鉛は著しい濃縮係数を示し人類活動による寄与のあることが推定

された.こ れは今後の湖沼水のモニタリングと合せて検討すべき内容である.

(3)研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目

日本の南極観測と地学研究計画の発展

A　 new　 surface　 ship　 gravity　 meter　 "NIPRO

RI-1"　 with　 a　servo　 accelerometer

著 者(所 属) 発表年月

吉田 栄夫 !56.4

瀬川
神沼
春日

爾朗(東大海洋研)
克伊
隆(東大海洋研)

Natural　 remanent　 magnetization　 of　chond-　 i

rules,　 metallic　 grains　 and　 mutrix　 of　 an

Antarctic　 condrite,　 ALH-769

M
T
K

,
,
高

垣

幅

08

㎎
鍵

m

恥
M
働

56.6

Magnetic　 properties　 of　 Antarctic　 stony

meteoritesYamato-74115(HS),-74190(L6),
-74362(L6)and-74646(LL6)

56.12

Nagata,　 T.　 and

Funaki,　 M.

〃

誌 名 ・巻 号 ・頁

地学 雑 誌,90,(2),53-61

Journal　 of　the　 Geodetic

Society　 of　 Japan,　 27,2

102-130,1981

Peleomagnetism　 of　 Antarctic

(∬)

achondrites

ApPlication　 of　mutivariate　 statistical　 analy-

sis　 to　 classification　 of　 Antarctic　 stony

meteorites

Mem.　 Spec.　 Issue,　 20

300-315

Mem.　 Spec,　 Irrue,　 20

316-332

Nagata,　 T.　 and

Dunn,　 J.R.

〃 Mem.　 Spec.　 Issue,　 20

333-344

Ejiri,　 M.

Sakurai,　 H.

F皿aki,　 M.

Nagata,　 T.

The　 composition　 of　 natural　 remanent

magnetization　 of　 an　 Antarctic　 chondrite,

ALHA　 (L6)

Nagata,　 T.　 and

Funaki,　 M.

Viscous　 magnetization　 of　 stony　 meteorites　 Nagata,　 T.

The　 Hysteresis　 of　 Piezomagnetization Nagata,　 T.　 and

Carleton,　 B.　J.

〃 lMem.　 Spec.　 Issue,　 20

404-415

56

56

Proc.　 Lunar　 Plant.　 Sci.,

12B,1129-1241

Earth　 Planet.　 Interiors,

26,125-133

Monitoring

Station

of　 Pond　 Water　 near　 Syowa　 Murayama,　 H.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　Watanuki,　 K.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
|Nakaya,　 S.

56

　Kubota,　 H.
1
Torii,　 T.

15N　 abundance　 in　 Antarctica:　 origin　 of　soil

nitrogen　 and　 ecological　 implication

ミWada,　 E,

　Shibata,　 R.
;　Torii,　 T.

56.9

Nomenclature　 and　 classification　 of　 the

Basement　 Metamorphic　 and　 Plutonic　 Rocks

around　 the　 LUtzow-Holm　 Bay　 Region,　 East

Antarctica

1980-1981年 ドラ イバ レー地 域 調 査 報 告

Kano,　 T.

昭和基地におけるエーロゾルの化学成分

谷
居
中
馬
長

周
鉄也
連英

和田英太郎
松本 源喜

中谷 周

56

57.2

〃

57.3

J.　Geomag.　 Geoelectr.,

33,125-133

南 極 資 料73,113-123

Nature,292,327

南 極 資 料73,324-329

南 極 資 料74,324-329

南 極 資 料75,1-11
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Distribution and origin of 

metals in Lake Vanda

some trace Masuda, N. 
Nishimura, M. 

 Torii, T.

 57. 3 75, 25-36

Geology of Kasumi Rock, East Antarctica 

Geology of  Honnor Oku-iwa Rock, East 
Antarctica 

Plutonic and metamorphic rocks of Massif-
A in the Yamato Mountains, East Antarctica 

Geology of the Belgica Mountains 

Geology and geologic structure of the 
northern Ongul Island and surroundings, 
East Antarctica

Geology of Kasumi Rock,  Nishida, T. 
 Yanai, K. 

 Kojima, H. 

 Nishida, T. 
 Yanai, K. 

 Kojima, H. 

 Shiraishi, K. 
 Asami, M. 

 Ohta, Y. 

 Kojima, H. 
 Yanai, K. 

 Nishida, T. 

 Matsumoto, Y. 
 Nishida, T. 

 Yanai, K. 
 Kojima, H.

Mem. 

1-14
Spec. Issue, 21

if Mem. 

     15-20

Spec. Issue, 21

Mem. 
21-31

Spec. Issue, 21

 Mem. 

 32-46
Spec. Issue, 21

Mem. 

47-70
Spec. Issue, 21

Metamorphic rocks of the Cape Hinode 
district, East Antarctica

Kanisawa, S. and 
Yanai, K.

Mem. 
 71-85

Spec. Issue, 21

On the association of  orthopyroxene-garnet 
biotite found in the  Liitzow-Holmbukta 
region, East Antarctica 

Preliminary report on metamict  cerianite 
from  Nesoya,  Liitzou-Holmbukta, East 
Antarctica 

Several spinels from the  Skallevikhalsen 
region, east coast of  Liitzow-Holmbukta, 
East Antarctica 

Superposed deformation and its implication 
to the geologic history of the Ellsworth 
Mountains, West Antarctica

Suzuki, M.      Mem. 

    86-102 

/, Mem. 

     103-111

 Spec. Issue, 21

Matsumoto, Y. and 
Sakamoto, A.

 Spec. Issue, 21

Matsumoto, Y.

Yoshida, M.

 Mem. Spec. 
 112-119 

 Mem. Spec. 
 120-121

Issue, 21

Issue, 21

Seismological Bulletin of Syowa Station, 
Antarctica, 1980 

Gravity measurement on board the icebr-
eaker "Fuji" during the Japanese Antarctic 
Research Expedition, 1980-1981 

Collection of Yamato meteorites in the 
1979-1980 field season, Antarctica

Shibuya, K. and 
Kaminuma, K.

57. 5 JARE Data Reports, 
      72, (Seismology 15)

 H 
*WI 
4111 

Yanai,

 Pt1.(--)C(11f,iVijf)  " 57. 
AO. 

K. 56.

1

56. 12

Journal of the Geodetic 
Society of Japan,  28,1, 
1-21, 1982

Memoirs 
of Polar 
Issu, No.

of Natl Inst. 
Res, Special 

20, 1-8.

A preliminary processing of Yamato-79 
meteorites 

Mineralogy of the Yamato diogenites as 

possible pieces of a single fall

 Kojima, H. 
 Yanai, K. 

 Takeda, H. 
 Mori, H 

 Yanai, K

/I

 //

69-80.

81-99.
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イ)ロ 頭による発表

題 目 発 表

The　 composition　 of　 natural　 remanent　 永 田

magnetization　 of　 an　 Antarctic　 chondrite　 　 船 木

働噺者

武
実

賑 した学欝 の名構 発表朝
12thL。 。。,andpl、n,t.156.3`

conference　 l'

昭和基地周辺地域の地質 西田 民雄(佐 賀 大)日 本地質学会,

南 極地質グループ1術 大会

第88年 学i56.4

やまと山脈およびベルジカ山脈の地質 　

　

　

大

大

大

田

賀
山

秋

佐
岡

く

く
く

康
三
雄
雄
行

秀
桂
艮
正
和

島
内
田
見
石

小
矢
西
浅
白

〃 〃

南極昭和基地付近の地質構造
「

吉田 勝(大 阪 市 大)1
南 極地質グループ

〃 〃

昭和基地周辺地域産の2,3の 鉱物 1松擁 夫(山 ・ 贔
〃 〃

南極産限石について

昭和基地周辺地域の変成作用

矢内 桂三 〃

　
　
　

大
大

大

島
山
畑

広

岡
高

く

く
く

久

雄

一

盛
玉
綿

木
見
倉

鈴
浅
吉

〃

昭和基地周辺地域の変成岩類の岩石化学 蟹沢 聡史(東 北 大)1

東南極・地質構造発達史

国際共同による南極エレバ ス火山の 地 震 観 測
(序報)

〃

木崎甲子郎(客 員教 授)1
南極地質グループ1

〃

高 波 鉄 夫(北 海 道 大)

横 山 泉('・)

長 田 昇(東 大 震 研)

下 鶴 大 輔(〃)

神 沼 克 伊

寺 井 啓
P.　R.　Kyle(オ ハ イ オ大)

E.　Kienle,(ア ラ ス カ大)

S.　Estes　 (　 〃　 )

R.　R.　Dibble

(ビ ク ト リア大)

マクマー ド地域のビーコン累層群 と基盤岩の古`船 木 実

地磁気

地震学会(東 京)

電 磁 気 学 会

A　 new　 olivine-augite　 achondrite　 found

in　 Antarctica

Ym　 75097　 L・　Chondriteの 磁 気 特 性

東 南 極,プ リ ンス オ ラ フ海 岸,新 南 岩 座 泥 質 片

麻 岩 の鉱 物 共生

Takeda　 H.
IYanai　 K .

1船木 実

[42。d　 Annu。1　 Meeting

the　 Meteoritical　 Society

会学気磁電

56.5

日本鉱物学会

日本鉱山地質学会

日本岩石鉱物鉱床学会

連合学術講演会

56.9

56.10

広井 美邦(金 沢 大)

白石 和行

南 極 エ レバ ス火Tl」の 地 震 観 測 一 続1 高波 鉄夫(北 海 道 大)

寺井 啓

長田 昇(東 大 震 研)

E.　 Kienle(ア ラスカ大)1

地震 学会(京 都)

56.10

S.　 Estes(　 〃　 )

P.R　 Kyle(オ ハ イ オ 大)

R.R　 Dibble

(ビ ク トリア 大)・
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人工地震 こよる南極大陸の地殻構造2)一 第21伊 藤
次南極観測隊による実験 伊神

白石
|渋谷

神沼
片岡

莞

醐

轟

刺

京
名

目

く
く

く

潮
煙
行
雄

伊

一

和

和
克
信

人工地震による南極大陸の地殻構造(3)… 第211伊 神
次隊による実験結果の走時解析一 伊藤

渋谷
神沼

船舶用1波(400MHz)の 航行衛星測位装置のi渋 谷
改造による　VTCの 復 元とその利用について 神沼

昭和基地の自然地震観測システム 渋谷
川上

神沼

輝(名 古 屋 大)
潔(京 都 大)
和雄
克伊

和雄
克伊

〃

和雄
哲(千 葉 大)

克伊

周(弘 前 大)
源喜(都 立 大)
鉄也(千 葉 工 大)

〃

ノノ

上部ライ ト谷に点在する湖沼の水質

南極塩湖の栄養塩分布と変動

`中 谷

1松 本

鳥居

地 球 化 学 会

周
喜
也
源
鉄

谷
本
居

中
松
鳥

南極塩湖における窒素同位体組成の変動

南極バンダ湖の微量成分の分布

和田英太郎
今泉 励子
中谷 周
;鳥居 鉄也

泰
吉
也
孝
人

宣
雅
鉄
正
浩

田
村
居
山
島

増
西
島
西
福

〃

〃

56

〃

〃

〃

南極 ドンファン池の湖底堆積物中の重金属元素 冨山 千里
の分布と存在状態'北 野 康(名

1

|綿 板 邦 彦(東

南 極 ドラ イバ レー地 域 の 湖 沼 堆 積 物 中 の …|松 本 源 喜
・`鳥 居 鉄 也

1半 谷 高 久

Magnetic　 classification　 of　meteorite　 -lron　 永 田 武

meteorites-　 |

Peizo-remanent　 magnetization　 of　 Antarctic　 I永 田 武

meteorites　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 船 木 実

High　 coercive　 magnetic　 properties　 of　 mete－ 永 田 武

orites　 containing　 ordered　 FeNi(tetrataenite)

Preliminary　 examination　 of　 the　 Yamato-7g　 Yanai　 K.

Meteoriteis　 Kojima　 H.

Impact-Melted　 LL-Chndorites　 of　Yamato-79　 1　Sato　 G.

一
学学

〃

化球地

　
　

　

大
大

一

第7回 南極限石シンポジ
ウム

〃

56

ノノ

Collecton

57.2

〃

Takeda　 H.

Yanai　 K.

Kojima　 H.

〃

〃 〃

Mineralogical　 Examination　 of　 the　 Yamato-　 Takeda　 H.

7g　Achondrites,　 Preliminary　 View　 Yanai　 K・

〃 57.2
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(b南 極 限 石)

(1)一 般 研 究

南 極 陽 石 の 分 類 学 的 研 究 助 教 授 矢 内桂 三

第20・21次 隊 が1979～80年 に 採 集 したYamato-79明 石 の す べ て に つ い て,冷 凍 庫 か らの 搬 出 ・ナ ンバ ー リング,

大 き さ の計 測,重 量 の 測 定 を 済 ませ 損 石 台 帳 を 作 成 した.　Yamato-79限 石 の 総 数 は3,676個,約300k9で あ る.な

お,炭 素 質 限 石(約30個)は 汚染 防 止の処 理 施 設 が 当研 究 所 に な い ため,ナ ンーc-一の 確 認 と一 部 に つ い て 処 理 を 行

った に と どめ た.ま た,同 年採 集 し たBe19ica阻 石 の 処 理 も合 わ せ て行 った.　Belgica-79陽 石 は 合 計5個 約1.4k9

で,炭 素 質 限 石1個(1,3219)を 含 む.

本 年 度 はYamato-79限 石 の1,000番 以 降 の 粗 分 類 を 行 な う一一方,主 に1,000番 まで の うち,約30個 に つ い て,X

線 マイ ク ロア ナ ライ ザ ー に よる分 析 と偏 光 顕 微 鏡 下 で の観 察 に よ って,限 石 の 精 密 同 定 分 類 を 行 った.特 に注 目さ

れ る こ とは世 界 で 第2番 目の ロ・一 ドラ ン限 石が 同定 分 類 され た こ とで あ る.ロ ・一 ドラ ン限 石(ロ ー ドラナ イ ト)は

石 鉄 損 石 の 一 種 で,今 ま で,イ ン ドで1個 発 見 され て い る のみ であ る.

南極限石総合磁気的研究 所長 永田 武,助 手 船木 笑

本研究は限石の物理物性的性質のうち,特 に磁気的性質に着目して,(1)磁 気的性質からみた陽石の分類(2)限 石

中の金属相の諸性質,(3)太 陽系形成時の電磁環境 と陽石の熱史,(4)そ の他FusionCrustの 磁気的性質などを明

らかにする研究を行なっている.こ れらの研究の一部は極地研共同研究と科研費(総 合研究A)で もとり上げられ

て研究されている.

今 まで(1)に関 して,　Achondrite,　 Carbonaceous　 chondriteそ れ にOrdinary　 chondriteセ こついて磁気的性質を

用いて分類した結果は,岩 石 ・鉱物学的に分類した結果とよく一致することを明らかにした.本 年はIron　 mete-

oriteに っいて磁気的に分類することが可能かどうかについて特に調べた.そ の結果,　Hexahedrite・ 　Ataxiteそ れ

に　Octahedrite　 の分類が可能であ り,鉱 物学的に分類された結果 と一致することが確められた.(2)に 関 しては,

最近問題になっている　Tetrataeniteの 磁 気的性質を明らかにすることに努めた.そ の結果Tetrataeniteは 安定

な自然残留磁気を持つ指標となる保持力が大きいが,熱 に対して不安定で約580℃ の温度でFCC　 (taenite)に 変

化する.こ れに伴い,保 持力は小さくなることなど基本的なTetrataeniteの 磁気的性質を明らかにした・(3)・(4)

に関 してはY-75097(L6)に つ いてその磁気的性質を詳細に調べた.そ の結果,非 常に大きく不安定な残留磁気

と弱い安定な残留磁気がこの限石中に共存し,安 定なものは変成度が高いにもかかわ らず,粒 子により　NRMが

異なることなどが判明した.ま た多くの　Ordinary　 chondrite　 の持つ強 く不安定なNRMが,阻 石母天体どうし

の衝突により獲得 したと仮定した場合,圧 残留磁気の獲得の様子から衝突の大きさを推定した.

南 極隅石の鉱物学的研究 客員助教授 武田 弘

本研究の研究課題は南極限石の鉱物学的岩石学的研究であるが,そ れと同時に極地研 と限石研究者のインターフ

ェイスとして極地研および限石関係研究者の研究向上に努力する役 目もあると思われる.こ のためには研究課題 と

して面白い限石にはどのようなものがあ り,そ のうちでどのような試料番号のどの部分がある研究に有効であるか

を一般研究者に知ってもらうよう努力した.特 に極地研は南極明石にかかわるまでに陽石研究プロパーの研究所で

なかったので,ま た日本の研究者も南極限石研究が明石研究の最初であったこともあるのでこの仕事は特に大切で

あった.

南極限石の基礎的な分類も上記の目的のためにはかかせないものであるが,南 極陽石基礎分類作業小委員会の状

況が主々の事情により理想的に行なわれていないのは残念なことである.本 教官の担当するエコンドライ トについ

てはやまと74,75お よび79前 半のエコンドライ トについては,す でに極地研究行のMemoir　 of　National　Institute

of　Polar　Researhに 発 表したように基礎分類をすべて行ない,南 極産エコンドライ トの特徴 とその価値を明らか
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にした.や まとにはポ リミクトユークライ トという,惑 星表層で形成された地殻が陽石衝突で角 レキ岩化した陽石

がありこれを最初に命名特性化しその成因を明らかにした.南 極陽石にはこのポリミクトユークライトとダイオジ

エナイトがとりわけ多く,そ の原因がわからなかったが,そ の幾つかは 一一つの限石の破片であることを 鉱物学的

手法で確立した,し かしやまと79唄 石後半のものについては分類試料が得 られない事情のために進展が 遅 れ て い

る.

前期ポ リミクトユークライ トの他,ダ イオジェナイ トについても,や まと陽石は特異であ り一群の限石は細粒結

晶質のものであ り,も う一群のものはもっとも鉄,カ ルシウムに富みユークライ トに含まれるはずの転移ビジョン

輝石を含む特異なものであることを明らかにした.特 に後者は斜長石のないユークライトととも考えられ,今 まで

ダィオジェナイとユークライ トの間にあった組成上のギャップを埋めるものとして注目されている.こ の一連の限

石の今後の総合的な研究よりホワルダイ ト限石母天体の層状地殻モデルを提出し,研 究の端緒 となっている.

エコン ドライ トのもう…つのグループであるユ レイラクトについては,今 まで知られていたものの組成範囲を越

えるものおよびユ レイライ トには知られていなかった輝石の多形を見つけた・これらに基づきユレイライ トが高温

で天体内部にあった状態から破壊により急冷されたというなどのユ レイライ ト母天体の成因と進化に関するモデル

を提出した.

除石母天体における衝突による効果を示す限石についても,一 見特異な限石に見えるものも,普 通のLLコ ン ド

ライトが衝空により一部溶融し再結晶したというモデルでその成因と分類上の位置を確立した.

南 極陽石の宇宙化学的研究(分 化阻石群の母天体の復元)客 員教授 小沼直樹

除石は2種 類に大別される.1つ は,太 陽組成をもつ始源除石(コ ンドライ ト陽石群)で あ り・これは未分化陽

石と呼ばれる,も う1つ は,こ の始源陽石に似た物質が,一 度熔融し,分 化再結晶した限石(ユ ークライ ト,ホ ワ

ルダイ ト,メ ソシデライト,ダ イオジエナイト,パ ラサイ ト,限 鉄など)で あ り,こ れらは分化陽石 と総 称 され

る.

前者は,46億 年前の原始太陽系星雲の中に生れた微惑星の破片であ り,2次 的な熔融現象をまぬがれた陽石群で

ある.し たがって,原 始太陽系星雲の中におけるダストの進化,集 積過程に関する情報を秘めている除 石群 で あ

る.一 方後者は,原 始太陽系星雲の中に生れた微惑星が2次 的熔融現象に遭遇し,層 状構造を持つに至 った小天体

の破片である.し たがって,分 化陽石群の母天体を復元するとい う作業は,地 球型惑星の形成に関する素過程を解

明することに通ずる,こ こでは,南 極陽石のうち,分 化陽石についての研究成果について述べる.

分化陽石母天体の復元を最初に試みたのはMason(1668)で あった・ 彼は,そ の化学組成に基づいて・パラサ

イ ト,ダ イオジエナイ ト,ユ ークライ ト隅石群を一つの母天体から由来したとみなした.そ して,そ の原料物質 と

して未分化陽石コンドライ トの平均組成をもつ微惑星を考え,こ れを熔融分化させて層状構造をもつ小天体を再現

してみせた.こ のモデルは,そ の細部はともか く,基 本的に正しいと考えられる.し かし,こ のモデルの妥当性の

検証は,そ の後現在に至るまでない.過 去10年 間における分化陽石の研究は,主 として,ユ ークライ ト陽石の起源

に関するもの(全 熔融分別結晶生成物か部分熔融生成物か),お よび,ホ ワルダイ ト限石と月の角 レキ岩の比較研

究に基づく分化限石母天体表層構造の研究に主眼が置かれた.後 者の研究では,武 田弘氏の業績が光る.

本研究では,こ の分化陽石母天体復元とい う問題に新しい手法を導入して再挑戦する.こ のとき,解 明すべき問

題点は次の項目にしぼられる.

(1)い ろいろな分化陽石のうち,ど れ とどれが1つ の母天体に帰属させ うるのか.

(2)そ の母天体の原料物質は,既 存の未分化限石に対応させ うるのか,あ るいは,別 種の未分化損石であったの

か.

(3)原 料物質の構成鉱物組成はどのようなものであったか.

(4)こ の原料物質は,全 部熔けたのか,あ るいは,部 分的にしか熔けなかったのか.

(5)熔 融 した小天体の内部構造と構成物質はどのようなものであったか.

(6)そ の後この小天体表層部ではどのような出来事があったのか.

これらの問題点の うち,(1)(2)を シカゴグループが開発した新しい武器,酸 素同位体法を用いて解明する.(3)を,
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ミ始源微惑星は太陽組成をもつ
ミとい う仮定を用いて解く.そ して(4)(5)⑥を,本 研究者が新しく開発したマグマの

起源解析法 ミSBシ ステマテックス法ミに基づいて解明する.

まず(1)(2)の問題から始める.　Clayton,　 Onuma　 and　Mayeda　 (1976)は,新 しく開発した酸素同位体限石分類法

に基づいて,分 化阻石群のうち,パ ラサイ ト,ダ イオジエナイ ト,ホ ワルダイ ト,メ ソシデライ ト,ユ ー ク ラ イ

ト,ア ングライ トが1つ の母天体から由来したことを明らかにした.こ の分化限石母天体は,既 存の未分化阻石群

には対応せず,別 種の始源原料物質を考える必要が生じた.こ の原料物質は,(3)の 仮定を採用すると,25%の 金属

鉄(含FeS)と75%の 珪酸塩鉱物から成ることが推定される.そ して,珪 酸塩鉱物組成は,オ リビン(25%),斜

方輝石(40%),単 斜輝石(5%),斜 長石(5%)と 求められた.

次に,(4)(5)(6)の問題を論ずる.　Onuma　 and　Hirano　 (1981),　Onuma　 (1983)は,マ グマの起源解析法に基づい

て分化隅石群の熔融,再 結晶過程を分析 し,こ の母天体の40%以 上 が一度完全に熔融したことを明らかにした.こ

の熔融母天体の中では,25%の 金 属鉄メル トが中心に集まり,コ アを形成する.25%の オ リビンはこの金属鉄メル

トの上部に沈積 し,コ アーマントル境界層を形成する.こ れがパラサイ トである.オ リビンより軽い斜方輝石は,

この境界層の上部を占め,40%の ダイオジェナイ トマントルを形成する.こ の母天体の最上部地殻は,メ ル ト型ユ

ークライ トと沈積型ユークライ ト(含 アングライ ト)か ら成る.こ の地殻は母天体の10%を 占める.

この層状構造をもつ小天体は,そ の後比較的小さな小天体に爆撃された.こ のとき,地 殻とマントルの一部が掘

りおこされ,ホ ワルダイ トが形成された.ま た爆撃物体が限鉄であれぽ,地 殻下部とマントルの一部が限鉄と混じ

り合い,メ ソシデライ トが形成されよう.そ の後,こ の小天体はコナゴナに破壊され,そ の破片が分化陽石として

地球を訪れた.

この分化限石母天体モデルの妥当性を検討するために,「 実験室でこの母天体を再現する」 という試みは,将 来

に残 された興味ある研究課題であろう.

南 極 陽石 の探 査 と採集 教授 吉田栄夫,助 教授 矢内桂三

第22次 隊 のやまと旅行地学調査は1981年12月 か ら1982年1月 にかけやまと山脈に滞在し,地 学調査と並行し,附

石探査を行った.や まと山脈A群 南方及び西方裸氷に於いて隅石を発見し,さ らに南やまとヌナタークを訪れ同ヌ

ナターク周辺裸水域から炭素質阻石を含む多 くの限石を発見採集した.採 集した陽石の総数は約130個 に達する.

これ らの阻石は　Yamato-81限 石 と命名され,到 着を待って昭和57年 に処理される予定である.

(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官

南極陽石の総合的研究 ※小沼直樹(客 員教授),久 城育夫(東 京大学理学部教授),兼 岡一郎(東 京大

学理学部助手),松 井孝,典(東 京大学理学部助手),原 村 寛(東 京大学理学部技官),宮 本正道(東 京大学教養学

部助手),青 木謙一一郎(東 北大学理学部教授),藤 巻 和宏(東 北大学理学部助手),百 瀬寛一(信 州大学理学部教

授),松 枝大治(秋 田大学鉱山学部講師),池 田幸雄(茨 城大学理学部助教授),木 村 真(茨 城大学理学部助手),

田中 剛(地 質調査所主任研究官),柴 田 賢(地 質調査所主任研究官),松 久幸敬(地 質調査所主任研究官),河

野 長(東 京工業大学理学部教授):永 山 武(所 長),矢 内桂三(助 教授),武 田 弘(客 員助教授),船 木 実

(助手)

この所内特別共同研究は,従 来行なわれている一般公募による南極陽石の研究とは異な り,特 定の南極陽石を選

定し,こ の試料から基本的に重要なデータをコヒーレントに抽出し,得 られた結果を持ち寄って検討し,そ の陽石

の生成過程を総合討論に基づいて解明するとい う,新 しい試みである.

この新しい試みが成功するかどうかには,一 抹の不安があった.元 来,研 究者 とい うものは,利 己的なものであ

り,押 しつけられる研究プロジェクトを嫌い,印 刷公表する前に自分のアイデアを話すことを嫌 うものである.し

かし,こ の不安は,昭 和56年12月4日,極 地研第4会 議室で行なわれた第1回 南極陽石コンソーチアムでの討論を

通じて,全 くの杞憂に過ぎないことがわかった.

この南極明石コソソーチアムでは,当 初,2つ のph極 限 石:Yamato-74191(L3)お よびALH-77302(Eu)が
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素材として選ばれたが,都 合により,武 田弘氏の主催するALH-77302(Eu)コ ンソーチアムは割愛された・小沼

が世話役を努めたYamato-74191(L3)コ ン ドライ ト陽石のコンソーチアムでは,鉱 物学的研究からの成果を木

村真氏,岩 石学的研究を池田幸雄氏,希 ガス同位体組成を兼岡一郎氏,一 般物性を松井孝典氏,磁 気物性を船木実

氏,百 瀬寛一氏から紹介された後,総 合討論に入った.

討論の主題は,当 然のことながら,こ の陽石を特徴付ける丸い液滴コンドルールの起源である.多 角的に抽出さ

れたデータは,コ ン ドルールの前駆物質が既存の鉱物からなる塵であったこと,そ の冷却速度が多様であること,

さらに,2次 的加熱によって再結晶作用を経験したものも含まれることが示される.問 題は前駆物質の素性,お よ

び,形 成された現場である.

コンドルールの中には,完 全に溶けずに,そ の内部に前駆鉱物を保存しているものがある・ この鉱物(Mgに 富

むカンラン石)は,炭 素質コンドライ ト陽石に含まれる.ま た,コ ンドルールの中に含まれるカンラン石 の 中 に

は,そ の結晶構造が強い衝撃(210km/sec)を 受 けてみだれているものもある.コ ン ドルールの多様な化学組成,

同位体組成は,か な り濃いガス中で形成されたことを示唆する.コ ン ドルールの冷却速度の多様性は,こ のガス溜

の温度分布とコンドルールのガス溜滞留時間によって説明されよう.コ ンドルールの磁性,コ ンドライ トの物 性

は,限 石の構成物が比較的冷たい場所に堆積したことを示している.

このコンソーチアムで,小 沼の中に生れた"現 場"は,あ る原始惑星の表面に炭素質コンドライ ト陽石が高速衝

突したときに生ずる"ガ ス溜"で ある.ク レーターの端から,コ ンドルールがジェッテッングとして飛びだす.ガ

ス溜の寿命はそんなに長いものでぱなかろう.蒸 発した物質は,再 び凝縮して,沈 積する.一 度ガス状となった再

凝縮物,い ろいろな冷却速度を反映するコンドルール,再 結晶をしたケイ酸塩鉱物の間を埋める,溶 けた状態を保

存する金属鉄など,コ ンドライ ト陽石を構成する物質は,原 始惑星の表面に起こった高速衝突現象を示唆している

のではないだろうか.

このコンソーチアムでは,い ろいろなモデルが提出された.モ デルが提出される度に,直 ちに,そ のモデルが別

の観点から検討される.天 体物理学者の中沢治民からの物理学的コメントは,特 に有意義なものであった.

出席者からのコンソーチアムへの注文の うち,特 に重要であったものは,松 井者共氏から寄せ られた もの で あ

る.今 後は,一 つの明石についてのコンソーチアムではなく,一 連の南極陽石を素材に選び,今 後の南極阻石研究

の基礎 となる観測データを蓄積しようではないか,と い うものである.

次 年度は,こ のコメントも加味し,よ り優れたチーム編成を行ない,そ の成果を南極陽石シンポジウムの特別セ

ッションで特告したい.

(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表省 印以下極地研担当教官

(総合研究)

南 極 陽石の地球科 学的研究 ※永田 武(所 長),宮 本正道(東 京大学教養学者1嘲手),松 枝大治(秋 山

大学鉱山学部講師),大 沼晃助(北 海道大学理学部講師),池 田幸雄(茨 城大学理学部助教授),松 本程夫(山 口

大学理学部教授),小 嶋 稔(東 京大学理学部教授),岡 野 純(大 阪大学教養部教授),高 岡宣雄(山 形大学理

学部教授),小 沼直樹(茨 城大学理学部教授),増 田彰正(東 京大学理学部教授):楠 宏(教 授)・ 吉田栄夫

(教授),矢 内桂三(助 教授),武 田 弘(客 員助教授)船 木 実(助 手),西 尾文彦(助 手)

本研究は南極陽石を地球科学全般から研究するもので,3ケ 年計画の本年が2年 目である.

1.陽 石の分類に関する研究

前年度に引き続き南極産末処理陽石を分類するための前処理を行なった.そ して特徴のある物から岩石学 ・鉱物

学 ・化学的な分類作業を行ない約30個 の隅石の分類を完了した・その結果は極地研刊行物の南極阻石写 真 カ タ ロ

グ,及 び南極陽石プロシーデングとして刊行した.

2.原 始太陽系の形成 と進化,及 び限石集積に関する研究

(1)鉱 物学的岩石学的研究:各 種コンドライ トの詳細な構造 と化学組成が光学顕微鏡やEPMAな どにより調べ

られ,陽 石熱史に関する多くの知見が得 られた.特 にコンドルール形成のメカニズムについて,陽 石母天体の衝突
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により溶融した液滴が冷却した可能性がある.エ コンドライ トでは,や まと山脈産のポリミクトユークライ トの中

に性質の良 く似たものが多 く含まれ,又 層状をなす阻石母天体の表面に隅石が落下する事により,種 々の南極産エ

コン ドライ トの形成が説明できる事が判明した.

(2)限 石 の電磁気性質:コ ン ドライ ト,エ コソドライ トそれに限鉄を隈石中に含まれる金属相中のFeNiの 割合

と,含 まれる量をもとに隅石を分類する方法を確立する研究を行なった.そ の結果,岩 石学的に得 られた結果 と矛

盾しないことが判明した.ま たいくつかのコン ドライ ト中のコン ドルールを取 り出し,そ の磁気的性質も調べた.

そ の結果,コ ン ドルールは極めて安定な自然残留磁気を持ち,原 始太陽系の磁場を記憶していると推定される.そ

して磁場中で自転しながら冷却したコン ドルールが存在することが明らかにされた.エ コンドライ トにおいては,

テ リエ法を用いた古磁場強度を調べる研究が行なわれ,エ コンドライ ト形成時の周囲の磁場強度は現在の地球磁場

の1/10以 下だったと考えられる.

(3)化 学的研究:53Mnな どから,23個 の隅石の宇宙照射年代,地 球落下年代それに隅石の本来の大きさなどが

得 られた.そ の結果,隅 石本来の大 きさは,数 グラムの陽石でも200kg以 上,50kgの 限鉄でも100ton以 上 の大

きさであった事,又 南極陽石の落下年代が一一般に他の物に比べて古い事が判明した.

(4)氷 床 と限石集積機構:限 石の多数発見されたアランヒルズでの詳細な雪氷学的な研究が行なわれた.そ の結

果,陽 石氷原の氷河流動の方向と隅石の分布の関係などの研究が行なわれた.

(特 定 研 究)

南 極 陽 石 の 初 期 処 理 と 基 礎 的 分 類 矢 内桂 三(助 教授)

南 極産 や ま と隅 石,　Yamato-79,　 Yamato-80,　 Be19ica-79に つ い て初 期 処 理 を 行 な った.初 期 処 理 は 昭 和55年

度 か ら継 続 して実 施 し て お り,南 極 大 陸 で 採 集 され,極 地 研 の 大 型 冷凍 庫 に 保 存 され て い る損 石 を次 の 手順 で処 理

した.20～30個 を 冷凍 庫 か ら搬 出 →N2ガ ス入 りス テ ン レス キ ャ ビネ ッ ト中 で乾 燥(解 凍,1～2昼 夜),→ ナ ンバ ー

リン グ,ポ リ袋 あ るい は テ フ ロ ン袋 に 収 納 → スチ ロ ール ビ ンあ るい は タ ッパ ー ウエ ア に収 納 → 木 製 キ ャ ビネ ッ トに

格 納 → 大 き さ の計 測(三 方 向)→ 秤 量 → デ ー タ ー フ ァイ リン グ→1環石 台 帳 作 成.本 年 度 は,　Yamato-79,　 Yamato-

80,Be19ica-79限 石 の す べ て を 冷凍 庫 よ り搬 出 し,第1段 の初 期 処 理 を 済 ませ 台 帳 を作 成 した.こ れ らの明 石 の総

数 及 び重 量 は次 の とお りで あ る,

Yamato-79陽 石3,676個 約300kg

Belgica-79限 石5個1.4kg

Yamato-80陽 石13個0.948kg

基 礎 的 分 類 に つ い て は 第1段 階 と して,本 年 度 新 た に 処 理 した 限 石 約2,700個 につ い て粗 分 類 を行 ない,次 の結

果 を 得 た(昭 和55年 度 に 分 類 した 分 も含 む)

Yamato-79陽 石:損 鉄4(+),石 鉄 損 石1,コ ン ドライ ト3,500以 上 ,炭 素 質 陽 石 約30(大 半 が 未 処 理),エ コ

ン ドラ イ ト80(+),岩 石 か 隅 石 か 未 区分9個

Yamato-80限 石:エ コ ン ドライ ト1,他 は 各 種 の コ ン ドラ イ ト

Belgica-79阻 石:炭 素 質 隅 石1(1.3k9),他 は各 種 の コ ン ドラ イ ト
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4.生 物 研 究 グル ー フ

(1)一 般 研 究

南極海 クロロフ ィルの分布 助教授 福地光男,助 手 谷村 篤

昭和基地への往復路において定常観測 として表面採水によるクロロフィルaの 表面分布の観測が行わ れ て い る

が,こ の他隊次によっては垂直分布の観測 も実施されている.今 年度は,1972-73年 お よび1978-79年 の資料によ
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亜熱帯海域から南極海にいたる各海域における表面クロロフィ

ルa現 存量の季節変動

り南極海イン ド洋区のクロロフィルaの 水'1':・垂 直分布について研究を行った.1972-73年 の結果からは,ク ロロ

フィルa量 は表面水と亜表層極大値において南下航路上で顕著に高い値を得た.ま た,0～250m水 柱 内積算値は,

全額測点で17～129m9/m2の 値を得たが,こ れも南下航路上で高い値を得た,1978-79年 の表面海水からも南下

航路上で高い値を得た.こ れらの結果から,植 物プランクトンの現存量は,南 下 ・北上の航路が経度的に異なるこ

とによるのではなく,季 節的な差によるという結論を得た・すなわち,植 物プランクトンの増殖は南下航走時の12

.月に より活発に行われ,北 上時の2～3.月 に は不活発になると考えた.こ の他,同 一時期の東西方向の航走時には

クロロフィルaの 経度変化を明らか:こす ることが出来たが,こ れは湧昇現象に起因すると考えた.
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南極 海 イン ド洋区 における榛脚類 の垂 直分布 教授 星合孝男,助 教授 福地光男

南極海,亜 南極海の動物プランク トンの内,主 要動物群である榜脚類についての分布や生活史については 古くか

ら研究がなされ知識の集積 も多い.し かし,種 毎の詳細な垂直分布については,ま だ充分な情報がない.今 回,20

次観測隊によって得られたMTD式 水平開閉ネットサンプルについて解析を進めた・6地 点で,0～300m水 深を10

層に区分採集し,種 類毎の垂直分布についての知見を得た.

Stn.1,4,6の 分析まで終了し,こ こまでの結果,榜 脚類中カラヌス目が10科16属19種 出現しキクロプス目は2

科2属 数種出現した.出 現個体数と垂直分布をみると,20分 間曳網当り396～84992個 体 で,75m水 深に最大個体数出

現層があった.Stn.4で は,昼 間のサンプリングでは75m層 が最大層であ り,126～209408個 体 の範囲で出現し

た.し かし,夕 方のサンプリングでは最大層が25m層 に移 り,個 体数も減った.Stn.6で は,1962～311424個 体

の範囲で出現 し,50m層 が最大であった.ま た,種 毎の垂直分布では,分 布中心が25～100mの 浅い層,125～200m

の中層,200m以 深層とい う,3つ の グループに類別することができた.

これらの結果から,(1)出 現種に大きな変化はなく,田 中(1960),河 村 ・星合ら(1976)の 結果とほぼ同一 で あ

ること,(2)種 毎の個体数の変化から,分 布域により,南 極収束線タイプ,南 極大陸タイプ,そ の中間タイプ,広 範

囲分布タイプに類別できたこと,(3)種 毎の垂直分布様式と中冷水の存在 とから,中 冷水 より上部に出現する草食性

群,中 冷水付近に分布する雑食性群,中 冷水の存在とは関係なく広く分布する肉食性群 とに分けることができたこ

と,等 の結論が得 られた.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k-・A・…　c・・cc・・ve・g・ncesld。.　A・・,・rct[cc。・tlnent・ld・→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 AC

500S65

ヨ　　

図2　 S・h・m・ti… 　 ♪…　 ent・ti… 　 fdi・t・ibUti・n　 ・∫　・ai・n・id　 ・・♪・姻 ・　i・　tk・　An‡ ・rcti・　Su・S… 　　W・te「 ・

ナ ンキ ョクオキ ア ミの泪水 と摂食 の研究 客員教授 村野正昭

南極海で採集したナンキ ョクオキアミを船上餌有した結果から,ナ ソキョクナキア ミの炉水速度,摂 餌速度を解

析 し,ナ ンキョクオキアミの捕食生態に関する基礎的研究を行った.現 場海水を利用して行った船上実験では,掻

餅のための顎脚による炉水速度は大型個体ほど大きく,炉 水速度(y:ml/個 体/時 間)と 体乾燥重要(x:mg)の

関係式として,y=16.4+o.25xの 式が得られた.ま た,植 物プランクトンを添加した場合の炉水速度は大きく,現

場海水中での結果と大型個体で比較した場合,前 者が1468～1915μ9C/個 体/日 であるのに後者は14.4～55.9μ9C/

個体/日 であった.こ のことなどから,ナ ンキョクオキアミは植物プランクトンが濃密な時は非常に効率的に泥水

し捕食するが,植 物プランクトン分布が少ない時は炉過摂食 もより少なくなると言える.低 密度の餌の時には積極

的に餌を摂らない方がエネルギー効率が良いのかもしれない.こ の点からナンキョクオキアミの餌の振 り方は喰い

だめ型とも考えられた。また餌不足の時は,そ の必要な炭素要求量を満すために,他 の餌に依存 しているとも思わ

れ,特 に冬期の植物プランクトンの供給が途断えた時には,餌 不足は決定的と考えられる.今 後は冬期のナンキョ

クオキア ミの現場での実験が急がれる.
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図3　 Filtering　 rates　 of　 E彦tphαttsia　 sttperba　 in

　 　 　 relation　 to　 the　 body　 dry　 weight.　 ●,

first　 group　 of　 samples　 ;　ご,　second　 group

　 　 　 of　 samples.

昭和 基地 周辺 での潜水に よる底生生物の研究 助手 渡辺研太郎,助 教授 内藤靖彦

従来は トラップや ドレッヂによっていた底生生物の分布調査を潜水具を用いて採集を行いつつ現場調査を実施 し

た.調 査は22次 夏隊 と21次越冬隊の生物担当隊員によって,昭 和基地近くの西の浦,北 の瀬戸,北 の浦見晴岩の

0～15m水 深で行った.調 査は枠取法による定量サンプリングが,海 水の懸濁による透明度の悪さにより困難であ

ったため,主 として現場での記載,写 真撮影による方法によって行 った.標 本類は全て冷凍 とホルマリン固定で持

帰 り,現 在,種 の同定中である.

西の浦は底質は砂質で,前 年秋期,|掲 永 した時にリップルマークが出来たほどの細い粒度の砂質である.水 深2

～3m範 囲にはウニ,ウ ミグモ,4～5m前 後 にナンキョクツキヒガイが多 く分布した.水 深15mま でのやや深部

に点存する露出した岩礁1二には管棲ゴカイやホヤ類が附着し分布している.ま た岸の氷壁の窪んだ部分には処々に

ゴカイや稚魚が入 り込んでおり,藻 場的シェルターのない南極沿岸において稚魚の唯一のシェルターになっている

ことが明らかになった.ま た二枚貝のナンキョクツキヒガイについても稚貝は母貝に附着してお り,附 着物の少な

い環境では母貝:こ附着することも明らかになった.こ のナンキョクツキヒガイの分布密度は2,1449/m2(湿 重量)

であり非常に高い値であった.

北の瀬戸と北の浦の水中景観は比較ll勺似てお り,岩 礁性の底質で,珪 藻マットが形成されていた.2～3mま では

ウニ,ヒ トデが多くあったが,4m以 深 では岩礁上には管棲 ゴカイが優占し,10mで 逆 に減少した.

本研究は本格的になされた日本隊:こよる最初の潜水調査であ り,間 接的にしか垣間みることが出来なかった南極

の底生生物の実体を明らかにすることができた点で成功したと云える.し かし,単 にある一時期の底生生物群落を

のぞき見たに過ぎず,こ れが出発点であると云える.今 後,特 に冬期間の調査を加え,南 極海の特徴ある季節性の

観点からも追求する必要があると思われた.ま た,定 量的研究,各 論的研究も必要である.
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図4　 Shell　 length　 distribection　 of　 Adamus－

　 　 sium　 celbecki　 coltected　 at　Nisi-no-ura

Cove　 locαtion.

20406080
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図5　 Relationship　 between　 shell　 tength　 andωet

weight　 of　 Adα 拠脇ss掘m　 colbeckiαt　 Nisi－

刀o-ecrα 　Cove　 location

(A):Y=-1.89十20.61nX,r=O.87,n=47

(B):Y=23.7十8.801nX,x=0.96n=50.

リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 底 生 魚 の 分 布 の 研 究 助 教授 内藤 靖 彦,教 授 星 合孝 男

昭 和基 地付 近 の魚 類 に つ い て は,毎 年釣 り等 の遊 び を通 して 観 測 隊 員 に 親 し まれ て い る が,そ の研 究 は十 分 で な

く,組 織 的研 究 もな され て い なか った.本 研 究 は この 魚 類 に つ い て の 基礎 的 研 究 と して,魚 類 相 と分 布 を 明 らか に

す る こ とを 目的 に 進 め られ た もの で あ る.

21次 越 冬 中,冬 期 に 集 中 的 に 採 集 を 行 な い,水 平 ・垂 直 分布,出 現 種 の調 査 を行 な った.採 集 は 主 に トラ ッ プに

よ り行 ない,一 部 釣 りに よ った.ト ラ ッ プで は,Stn.1～34ま で にっ い て,各 採 集 地点 毎,4回 の揚 網 を 行 な っ

た.採 集 地 点は 水深,地 形 を考 慮 し オ ングル 海 峡 か らス カ ー レ ンま で の間 に 設 置 し,水 深 範 囲 は15～840mで あ っ

た.

出現 種 は従 来 採 集 され た も のが 大 部 分 で あ った が 一 部 新 た に 加 え られ,合 計12種 が 記 録 され た.水 平 分布 的 に は 大

きな 差 は 見 られ な い が,外 洋 か らの深 み が 入 っ てい る ス カル ブ スネ ス,ス カ ー レン沖 で は,昭 和 基 地 付 近 に 記 録 の な

いTrematomusscottiやT.　 loennbergiiが 分布 した.垂 直 分 布 では,　littoral　zone,　 upPer　 continental　 shelf

zone,10wercontinentalshelfzone,91acialtroughzoneの 地形 区分 に従 って分 布 範 囲 を検 討 し た・　Gymnod「aco

。,uticep,,T.cent・ ・n・t・・,T.・ ・w…i,T.・i・ ・1・iは 水 深100mま で のlitt・ ・a1・… に ・T・b・ ・nacchiiは

200mま で の 。pP,・c・nti・ ・nt・1・h・1f・・n・,T.・c・tti,T.1・ennb・ ・gii,T・h・ …niは700mま で の1・we「

continental　 shelf　 zone　 に 分 布 した.ま た,　Austrolycichthys　 brachycephalusは 　glacial　 trough　 の 凹 地 に の

み 出現 し た.ま た,出 現 種 の比 率 は,T.bernacchiiが 最 も多 く63%,　 T.　hansoniが25%と,こ の二 種 で88%と

圧 倒 的 に 多 く,優 占 種 と言 え る.

本 研 究 は,昭 和基 地 に おけ る魚 類 相 を初 め て本 格 的 に調 査 した もの で あ り,冬 期 間 中 心 の 調 査 とは い え,所 期 目

的 を 十 分 達成 し た もの と言 え る.今 後 は各 種 に つ いて の生 活 史 研 究 を 中心 とした 生 態 研 究 に発 展 させ る 必 要 が あ

る.

一100一



(m)

G　■cutlc■p■

「.c■ntrenOfus

T.fi-wntss

T.nlce'■ ∫

100
T.b■rn■cehrr

　　　　 Coastot　 and200

　　　　　1ittoral　zone

300

400

500

600

700

800

goo

1、000

－

Sublittoral

　 o「　vppor
conU閥 【式a`

8ho|f　 zon■

T.fo■nnb●Mll
・scottt

r.hin■on'

(・Abreeftye.ph.1"s　 J
　のコドあり

言̀

Glectat

trough　 20熊

Lowor　 contlnenta|　 .h6|f　 zon●

Pelaglc　 ■pecles

[
　 P■goth■nt■ 　berchgte71nkl

　 PliurterRrt1{ni　 efiterctieum

ConUnental

　　　 slope　 zon■

図6　 Schematic　 vertical　 distribtttion　 of　 the　fishes　 in　 the　 noγtheastern　 paγts　　of　 Liitzow-Holm　 Bay.

海鳥類の洋上分布の研究 助教授 大山佳邦,助 教授 内藤靖彦

南極海の生態系を理解する上で,主 要な生態系構成種についての生活史上の知識は不可欠である.オ キアミを中

心とする生態系構成種の うち,ク ジラについては,捕 鯨業とそれに関連する研究活動によって既に多くの知識が得

られている.ま たアザラシ類についてもいくつかの組織的研究によりデータが得られているが,海 鳥類については

多 くが未知のままである.　BIOMASS研 究 と同時に海鳥の研究も国際的スキームの中で始まった.今 年度は,　Pre

FIBEXの 年にオキアミ調査船2隻,ミ ンククジラ調査船2隻 によって得られた資料の解析を行った.調 査範囲は

0°E～115°E,63°S以 南パックアイス帯に及ぶ広範囲の海域である.今 回の調査を機に,新 たに作成したデータ・シ

ー トを用い
,1日1回,10分 間 の目視による調査を行った.調 査には極地研で作成 した海鳥目視マニュアルを用い

た.こ の海域で優占して出現した種は,ナ ンキョクフルマカモメ,ユ キ ドリ,マ ダラフルマカモメ,ア シナガコシ

ジロウミツバメであった.こ れ らの種は東西方向にほぼ同じ密度で出現した.こ れらは南極大陸や付近の島々で繁

殖する外洋性の種であった.逆1こ アジサシ類は30°E～60°Eに 多 く見られ分布に偏 りが見られた.
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南極地域 におけるコケの生活一適応戦略の観 点か ら一 助教授 神田啓史,教 授 松田達郎

藍藻などの着生藻類はコケの群塊形成に深く関与し(Matsuda,1968)・ 事実・昭和基地付近に分布するコケ群落

の8割 以上は,そ の表面に何らかの地衣類,藻 類の着生があるとされている(Nakanishi　 1977,　 Kanda　 1981)・

コヶ植物の生育形においても茎が葡何する型の比率は高緯度になるほど低 くなる.す なわち,茎 が直立する型は温

度及び水分の保持のために都合のよい生育形と考えられ,南 極の厳しい環境に適応したものといえよう.こ のよう

に,南 極に生活するコケの群落は,そ の生育過程において,厳 しい気象条件のみならず,寄 生,着 生などの生物的

侵入や貧栄養,凍 結さらに人間や動力車による踏みつけ,建 設現場での土砂・水供給,風 向の急激な変化などの人

為的な撹乱による危害 も受けている.コ ケ植物は一般に,植 物の中でその生長が抑えられる様な外的な環境圧(ス

トレス)を 強 く受けやすい.そ のため,生 物的侵入や機械的ダメージなどの危険を迎えやす く,い ったん破壊され

た環境は再び甦 ることは少ない.し かしながら,こ の様な南極地域に生育するコケ群落の破壊と回復に関する調査

資料はない.一 方,コ ケ群落 と異った植物群,あ るいは微気象との関係以外に,コ ケの種間の競合や純群落への他

種の侵入といった現象もある.

本年度は交換科学者としてオース トラリアのケーシー基地の調査を行い,コ ケ群落の定着に関するデ ー タ を得

た.す なわち,ケ ーシー基地付近にはG"〃2〃 磁lawiana,　 Ceratodon　 PurPureus,　Bryttm　algensの3種 が生育し

ているが,こ れらの生育環境の1つ と考えられる群落下の土壌構造を詳しく調査した.　Grimmia　 lawianaの 純 群

落は砂利を包み込む様に発達し,砂 利の間隙にはコケの茎葉からなるビー ト状の残骸がつまって い た.　Ceratodon

PttrPttreusの 群 落表面は強 く乾燥し,亀 裂をおこしている.土 壌は砂か,比 較的コヶの残骸の少ない砂土で15cm

ほ ど掘 り下げると,ほ とんどの調査地で永久凍土につきあたった.一 方,　Bryum　 atgensは10cmほ どの団塊を成

すが,下 部は常時,浸 水した状態にあった.こ のようにコケ群落における侵入と定着のメカニズムは単期間の観察

では判断することはできないが:ヒ壌構造の性状と密に結びついていると推察される.

コケ群落の発達と様々な環境 との相互関係は常に動的であ り,南 極の単純な生態系にも複雑な機構を感 じ とれ

る.

キ ン グ ジ ョ ー ジ 島(南 極)の 蘇 類 フ ロ ラ と 生 態 助 教 授 神 田啓 史

チ リ南 極 観 測 隊 の交 換 科 学 者 として1978～1979年 のサ ウ ス シエ トラ ン ド諸 島 の キ ン グ ジ ョー ジ島 で 蘇 類 の採 集 を

行 った.本 年度 は それ ら の採 集 物 に基 い て分 類学 的,植 物 地理 学 的研 究 を行 った.

サ ウス シ=ト ラ ン ド諸 島は 南 極 半 島 の北 東 に位 置す る諸 島で あ り,1901～1903年 に か け て,ス ウ ェ ーデ ンの 南 極

観測 隊 が ネ ル ソ ン島,リ ビ ング ス トン島 を調 査 し,C.Skottsher9が 採 集 を行 った の が,群 類 研 究 の始 ま りで あ っ

た.こ の時 採 集 した 標 本 は フ ラ ン スのCardot(1906,1907)に よ って 報 告 され,2種 の新 種 を含 む7属7種1変

種 が 記 載 され た,そ の後,20年 経 って,英 国 の研 究 者 に よ って 採 集 され,そ れ らは 英 国 のGreene(1967,1970)・
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米 国 の　Robinson　 (1972)　 に よ って 報 告 され たが,キ ング ジ ョー ジ 島 か ら得 られ た 標 本:よ少 な く,そ の報 告 も不 十

分 な もの で あ る.今 回行 っ た採 集 は,キ ン グ ジ ョー ジ 島 のポ タ ー湾,ト ー マ ス岬 で 約20日 間 滞在 して得 られ た もの

で,分 類学 的研 究 の ため に も十 分 な採 集 品 とな った.

現 在 ま で:こ,大 英 博 物 館(BM),パ リ科 学 博 物 館(PC),ヘ ル シ ンキ大 学 標 本 庫(H)な ど よ り借 用 した 基 準 標

本 の研 究 も平 行 して 行 い,18属31種2変 種 を 確 認 した.そ の 内,サ ウ ス シエ トラ ン ド諸 島 に お い て初 め て 採 集 さ

れ た も のが5種1変 種 キ ング ジ ョー ジ 島に お い て は 約20種 近 くが 初 め て の報 告 とな った.本 研究 に よっ ては,分

類 学 的 に 興 味 深 い5種,　 Ceratodon　 antarcticμs,　 Pseudodistichium　 aμst「09eoγ9icum,　 Blindia　 dic「anetlacea・

Amblystegium　 subvarium,　 EncalyPta　 Patagonicaセ こつ い て 議 論 し詳 細 な 記 載 を 加 えた.

さ らに,採 集7,は まだ 十 分 で は な い が,南 極植 物 帯 に分 布 す る蘇 類 のチ ェ ッ ク リ ス トを 作 製 し,以 下 の様 な 分 布

型 を示 し た.

1.広 域 型

2.海 洋'1生南 極 型

2-1.典 型

2-2.サ ウ ス ・サ ン ドイ ッ チ 要 素

2-3.サ ウ ス ・オ ー ク ニ ー 要 素

2-4.サ ウ ス ・シ エ ト ラ ン ド要 素

2-5.南 極 半 島 要 素

3.大 陸性南極型

南 極土壌 生態 系の研究 教授 松田達郎,助 教授 大山佳邦,助 教授 神田啓史

1)土 壌 中の生物相の生産力

地表及び土壌中の生物の活動量は表層土壌から放出される炭酸ガス量を測ることによって推定できる.

本年度は昭和基地の居住棟及びその周辺と,ア デ リーペンギンルッカリーのあるナングルカルベンの北西斜面と

東南の谷で10～12月 に採集された表層土壌から放出されるCO2を 測定し,併 せて水分含有率,全 窒素,有 機態窒

素を定量した.そ の結果,昭 和基地における人間の生活による土壌の富栄養化,土 壌生物的に対する影響は,現 在

までには比較的少ないことが推察された.一 方,ペ ンギンル ッカリー周辺では地表及び土壌生物相に対する影響は

現在の昭和基地における人為的影響よりはるかに大 きいことが推定された.

2)土 壌 藻類の生態

土壌藻類が南極における土壌生態系の重要な構成要素であることが明らかにな りつつあるが,本 年度は,特 に土

壌藻類の出現 とこれに関与する土壌環境の制限要因について検討を試みた.

オ ングルカルベン島では,ク ロロフィル現存量はペ ンギンルッカリーに近い場所では比較的多い　(Hoshiai　and

Matsuda,　 1979)こ とがわかっているが,こ の研究を再検討する意味でナングルカルベン島と,束 ナソグル島の土

壌について比較研究した.そ の結果,予 想したとお り,前 の土壌は後者に比して,ク ロロフィル現存量は約12倍,

土壌栄養塩 としてのNO3-N　 と　PO,-Pは,平 均30～40倍 も高い値が得られた.し かしながら,ク ロロフィル量は

栄養塩の量 とは必らずしも平行した関係にはないことがデータから明らかである.こ のことは,N塩 とP塩 の起因

について検討する必要があ り,む しろ,N塩 とP塩 は独立して異った蓄積機構をもつ ものと考えるべきである.す

なわち,N塩 の供給源については少なくともその一つとして,砂 粒表面に付着する藍藻類による空中窒素固定に起

因するものと考えられる.こ のことは土壌含水量のクロロフィル現存量およびNO3-N量 との間に明瞭な相関が見

られることから明らかである.一一方,PO,-Pの 供給源はルッカリーや海水によるものであるが,地 形的要因による

土壌中の水分含量が制限要因となっている.こ の様に考えるとクロロフィル現存量を示す藍藻類の生育は,PO、-P

の量 と,地 形に伴う水分含量の二元的要因のバランスが一つの制限条件 として作用すると考えられる.

南 極越冬 隊員の人類働態学的研究 教授 松田達郎

南極越冬隊に対し,人 間モルモットとい う意味での実験ができるだろうとい う期待がもたれた.25年 間に20回 の

一103一



越冬隊が派遣された今,人 類働態学の立場から,多 くの研究者による医学,社 会学,生 態学的研究を整理すると共

にいくつかの調査を行い,体 系化を試みた.

先づ越冬隊の働態学的調査の場合,隊 員を生理 レベル,個 体 レベル,集 団 レベルの三段階に分け,そ れぞれを実

験,観 察,ア ンケー ト,古 い記録からのデータを得 るものとした.

越冬隊を働態学的に研究した結果を,次 のように整理してみた.

1)人 の住む環境としての南極の自然をとらえること.そ れにはアフリカの南から,海 を隔て,4100kmも 隔離

されていることと,寒 冷そして厳しい気象等の自然現象を人間生活の上から示した.

皿)越 冬隊は自分で基地をつくり,隊 運営規則をつくり,生 活,観 測を行 う.越 冬隊生活の初期条件 とは何かを

示した.

皿)生 理 レベルにおける研究として,高 所旅行後の赤血球,基 礎代謝量の増加を示す ことが示され,高 所 ・寒冷

への人体の順応のあることが分った.

IV)個 体 レベルの研究では,万 歩計による歩行数調査,そ の他行動様式の変動をしらべ,環 境に対する順応のあ

ることが示された.

V)集 団 レベルの調査では,個 体間の相互作用を表現し,グ ループの中に年齢に対する潜在的意識が存在 し,年

齢制がみられることを示 し,環 境 ・隊編成への順応が分った.

VI)25年 間 の越冬隊の働態の変遷を,野 外行動,ヒ ゲづら,情 報交換,奉 仕活動を通じてとらえた.

以上のように今までの研究を整理するとともに本年度には食生活の側面からの研究も行った.

一般に寒冷地での食糧摂取量はある条件のもとで増加する(大 久保1972,蜂 須賀1972).昭 和基地における摂取

カロリーは3000cal前 後であるが,室 内作業の多い観測隊員は体重増加の傾向がある.一 般的にも増加する傾向に

あるが,旅 行時には3300ca1で も減少する.食 生活と越冬隊の社会的環境をみると,.月 に二回程度の御馳走料理が

誕生会等の名目で出されていることが各隊に共通してみ られた.嗜 好品の嗜好性は各隊に共通したものはなく,突

然的に起 り,ブ ーム的に変化していくことも分 った.こ れは,越 冬隊とい う狭社会における一つの特有の行動様式

と考えられた.
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(2)共 同 研 究 ※印研究代表者:印 以下極地研ifl.)ta教官

ア)一 般共同研究

南 極におけ る土壌 藻類 の生態 ※秋山 優(島 根大学教育学部教授):松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助

教授),神 田啓史(助 教授)

南極における土壌中の藻類の現存量と,そ の生態的特性を明らかにしていく中で,本 年度は土壌藻類の出現とこ

れに関与する土壌環境の制1混要因について検討を試みた.　Hoshiai　 and　 Matsuda　 (1979)は オ ングルカルベン島

における砂質土壌から抽出される藻類起源のクロロフィル現存量はペ ンギ ンル ッカリーに近い場所では比較的多い

ことを報告している.こ のことは土壌中:こ生育する藻類の量がル ッカリーからの栄養塩の修復に密接な関係がある

ことを示唆している.こ の結果をさらに検討する意味でナングルカルベンと東ナングル島の土壌を比較的に分析し

た.そ の結果,前 者のクロロフィル量は後者の約12倍 も高く,土 壌の栄養塩としてのNO3-N　 とPO4-Pも 同様に

30～40倍 も高い値が得られた.し かしながらここで重要なことはオングルカルベンでの個々の地点につ い て み る

と,ク ロロフィル現存量と栄養塩 量との間には必らずしもパラレルな関係が認められないことである.こ のことを

さらに説明するために,比 較的ルッカリーからの栄養塩の供給の少ないところで,し かも湖沼からの水分の供給が

段階的になるような条件をもった土壌について比較検討 し,以 下のような結果が得 られた.

(1)土 壌 中のクロロフィル現存量は土壌の含水量と密接な相関(r=0.62)が 認められた.

(2)ク ロロフィル現存量と土壌中のNO,-Nと の関係(r=0.65)に 対 して,ク ロロフィル現存量 とPO4-Pの 関

係(rニ0.57)の 方が低い.

(3)土 壌 中のこれらの栄養塩の共存関係(x=0.49)は よ り低 く,場 所によりN/P比 に著しい変異がある.

これらを総合して推察すると,次 のように考えられる.す なわち,土 壌中の栄養塩の蓄積はN塩 とP塩 とでは各

々,独 立した異った機構 こよって行う.特 に,N塩 の供給源は少なくともその一つ として砂粒表面に生育する藍藻

類による空中窒素固定に起因するものであろう.ま た,PO、-Pの 供 給がルッカ リーや風送塩によるものであろう

が,実 際は,地 形的な要因による土壌水分の差が,藍 藻類の生育のために制限要因として作用すると同時に,そ の

結果として藍藻類に起因するN塩 の生産量の差が,こ れを利用する緑藻あるいは黄緑藻などの他の藻類の分布を二

次的に制限する可能性が考えられる.

南 極オ ングル島周辺露岩地域生物相 の生産力 ※大島康行(早 稲田大学教育学部教授),伊 野 良夫(早

稲田大学教育学部助教授):松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助 教授),神 田啓史(助 教授)

地表面から放出されるCO,(土 壌呼吸)巖 はその場所の地表及び土壌中の生物の活動量を解明する手がか りを与

えるものとして重要である.Inoetal.(1978,79)に よって既に報告された方法を用いて,本 年度は,ナ ングル

カルベンの北西斜面及び東南の谷と,昭 和基地居住地及びその周辺から採集された土壌について測定した.測 定は

温度条件を5,10,20℃ に して　CO2　 の放出速度を測 り,併 せて水分含水量,全 窒素,有 機態炭素を定量した.人

為の影響のほとんどないみどり池,か もめ池周辺のCO2放 出速度は前報の東西オングル島の試料での測定値の平

均 より低い値を示した.さ らに,昭 和基地の居住棟の下,小 便 ドラムカン周辺,発 電棟周辺など人為の影響の大き

いと考えられる地域の窒素含有率,有 機態炭素含有率は前者のみどり池,か もめ池 と比べ大きな差は見られなかっ

た.よ って,昭 和基地における人間の生活による土壌の富栄養化,土 壌生物相に対する影響は比較的少ないといえ

る.

一方,大 型動物に起因する土壌の富栄養化など土壌生物相への影響があると考えられるペ ンギンルッカリーのあ

るオングルカルベンで採集された土壌では,窒 素含有率と平均CO2放 出速度はかな り高 くなっている.こ のこと

は,ペ ンギンルッカ リーがその地表及び土壌生物相に与える影響は,現 在の昭和基地における人為の影響 よりはる

かに大きいことが推定できる.

一105一



亜 南 極 地 域 に お け る 蘇 類 の 分 類 学 的 並 び に 植 物 地 理 学 的 研 究 ※ 安 藤 久 次(広 島大 学 理 学 部 教 授),

関 太 郎(広 島 大 学 理 学 部 助 教 授):松 田達 郎(教 授),神 田啓 史(助 教 授).

関(1967),神 田(1978～79)が チ リで,神 田(1980)が ニ ュー ジ ー ラ ン ドで,安 藤 ・関(1981)が オ ー ス トラ

リア東 南 部 及 び タス マニ アで 採 集 した 標 本,並 び に 内 外 の 八 一 バ リ ウム よ り借 用 し た南 米 南 部,オ ー ス トラ レイ シ

ア,ア フ リカ南 端 部 な ど周 亜 南 極 地域 の群 類 中,ハ イ ゴケ属 　(HyPnum)　 の標 本 を500点 研 究 し,以 下 の6種(変

種 を含 む)を 確 認 し,記 載 した.

1.　 HyPnum　 cuPressifoγme

分 布:熱 帯 地 方 を 除 く両 半 球 に 広 く分 布,周 亜 南 極 地域 に は次 の5変 種 が認 め られ た.

　 1-1.　 HNPnttm　 cuPressiforme　 var.　 CStPressiforme

分 布:北 半 球,南 米 南 部,オ ー ス トラ レイ シ ア,ア フ リカ南 端 部 の低 地森 林,草 地 に普 通.

1-2.　 H.　cuPressi∫orme　 var.　filifoγme

分 布:広 く分 布 す るが 比 較 的 稀.

　 　1-3.　 H.　cifpressiforme　　var.　 mossmanianum

分 布:南 米 南 部,オ ー ス トラ レイ シ ア,ア フ リカ南 端 部 のみ.

　　 1-4.　 H.　cuPressiforme　 var.　iacunosu〃1

分 布:両 半 球 に 広 く分 布.

1-5.　 H.　czaPressifoγ 〃le　var.　subjulaceum

分 布:北 半 球,オ ー ス トラ リア東 南 部,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの 高 山.

2.　 HyPnum　 chrysogαster

分 布:オ ー ス トラ リア東 南 部,タ ス マ ニ ア,ニ ュー ジ ーラ ン ド,チ リ南 部 及 び トリス タ ン ・ダ ・ク ンハ 島,ナ

ンキ ョク ブ ナ の樹 皮 ・朽 木 に生 ず る.

3.Hy餌 μm　subchγysogαsteγ

分 布:オ ー ス トラ リア東 部 の み.

　4.　 HyPnumca〃IPoanam

分 布:チ リの み に 知 られ る.

5.H)ゆnum　 s鳥ottsheγgii

分 布:南 米 南 部 に 限 られ る.ナ ソキ ョ クブ ナ林 内 の朽 木 ヒ.

6.　 HyPnumrevolutum

分 布:北 半 球 の 北 部 及 び 高 山,南 米 南 端 と南 極 半 島 地域.

低温 下の体力 と運動能力 ※星合孝男(極 地研教授),島 岡 清(名 古屋大学総合保健体育科学センタ

ー)

これまで寒冷の繰 り返し暴露が作業時の生体の熱出納に及ぼす影響について観察し,30分 程度の短時間の寒冷暴

露であっても,繰 り返すことによって,か な り多くの体熱が失われること,ま た,低 温下(-20℃ 以下)の 作業で

は,主 観的な作業強度(R.P.E.)の 認識が困難になり,気 付かぬ内に疲労状態に入ってしまう可能性があること

等が明らかになった.

本年度は,島 岡が第23次 南極観測隊に加わ り,昭 和基地で越冬,現 地での実際の作業について,そ のエネルギー

収支や,寒 冷の及ぼす影響等について,こ れまでの実験結果をふまえて,さ らに研究を進めることになった.そ こ

で本年度はその基本的データを得るために,第23次 越冬隊員の19名 に対して,出 発前に最大作業能力及び,最 大酸

素摂取量の測定を行なった.

最 大酸素摂取量の測定には,モ ナーク社製自転車エルゴメーターを用い,ペ ダリング速度は毎分50回 転 とした.

作業負荷は最初1kpか ら,2分 ごとに0.5kpず つ負荷を上げ,3kp(8分 目)以 後は,2分 ごとに0.25kpず

つ負荷を上げて,最 終的に被検者を疲労困懲に到らせた.運 動中の呼気ガスはダグラス ・バッグ法によって1分 ご

とに採取し,分 析は三栄測器自動呼気ガス分析器によって行った.
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今回の測定で,最 大酸素摂取量の平均値は2.441/min,体 重当 り最大酸素摂取量の平均値は38.　lml/k9・minで あ

った.日 本人成人男子の平均値は,ト レッドミル走を用いた場合,そ れぞれ,2.5～3.01/min,40～45mt/kg・min

である.こ の測定法では トレッ ドミル走などの全身運動に比べて,5～15%は 低 い値を示す と考えられることから,

今回の測定結果は,日 本人成人男子の平均値にほぼ近いと考えられた.

本共同研究は,南 極における健常男子の運動能力の現地での研究に引続 くべきものであって,予 備的な段階を完

了したものである.

イ)特 別共同研究報告

南極海沿岸生態系 と沖合い生態系 との相互関係の解析 ※星合孝男(教 授),箕 田 嵩(北 海道大学

水産学部教授),河 村章人(北 海道大学水産学部助教授),志 賀直信(北 海道大学水産学部助手),西 沢 敏(東

北大学農学部教授),谷 口 旭(東 北大学農学部助教授),佐 々木 津(東 北大学大学院学生),岩 見哲夫(筑 波大

学大学院学生),堀 越増興(東 京大学海洋研究所教授),根 本敬久(東 京大学海洋研究所助教授),沖 山宗雄(東

京大学海洋研究所助教授),西 田周平(東 京大学海洋研究所助手),青 谷 研(東 京大学海洋研究所助手),門 田

定美(日 本大学農獣医学部数授),広 海十朗(日 本大学農獣医学部助手),山 川 紘(東 京水産大学助手),佐 藤

博雄(東 京水産大学助手),今 島 実(国 立科学博物館主任研究官),中 村一恵(神 奈川県立博物館主任学芸員),

高橋 永治(神 戸大学理学部助教授),上 井長之(日 本エヌ・ユー ・エス㈱研究所),高 野秀昭(東 海区水産研究所

主任研究官),大 隅清治(遠 洋水産研究所底魚海獣部長),吉 田主基(遠 洋水産研究所室長),奈 須敬二(遠 洋水

産研究所主任研究官),小 牧 勇蔵(遠 洋水産研究所}三任研究官),宇 野 史郎(南 西海区水産研究所研究員),高 橋

正憲(海 洋水産資源開発センター研究員):松 田達郎(教 授),村 野正昭(客 員教授),大 山佳邦(助 教授),内 藤

靖彦(助 教授),福 地光男(助 教授),谷 村 篤(助 手),渡 辺研太郎(助 手)

本研究は特別共同研究 として5年 継続で実施するものであるが,本 報告は初年度分の報告である.

BIOMASS計 画は,沖 合い生態系を調査船によって研究する沖合いの調査研究と,基 地を中心に行なう沿岸生

態系の調査研究の両面から,南 極海生態系の研究を行なっている.実 際,南 極海生態系とはいっても,定 着氷の発

達する沿岸域 と,パ ックアイス域やさらに外洋の開氷域では,海 洋環境も異なるし出現する動物種も異なる.本 研

究は,こ のような南極海生態系を,主 として南北地域による差異を考慮して,沖 合い,沿 岸の二つの側面からアプ

ローチすることとした.

初年度は,最 初の多胎観測計画である　FIBEX調 査の資料が持ち帰られたため,そ れの資料整理,標 本整理を

実施しつつ,可 能な範囲で結果の解析を行なった.持 ち帰られた資料は,東 京水産大学 「海鷹丸」,水 産庁 「開洋

丸」,海 洋水産資源開発センター 「吉野丸」,南 極地域観測隊 「ふじ」による,基 礎生産,動 物プランクトン,オ キ

アミ船一ヒ飼育による繁殖その他,魚 類,海 鳥,鯨 類等の資料である.こ の他昭和基地からは,ア ザラシ,底 生生

物,魚 類等の資料が持ち帰 られた.こ れ らの資料は,現 在ケース ・スタデ ィーとして個々に分析が進行 中 で あ る

が,そ の一部としてシンポジウム等において30編 が 口頭発表された.

これらの結果から指摘されつつあることは,ナ キアミの分布域が浮氷域を中心にあ り,浮 氷域の後退とともに移

動する傾向があること,こ の浮氷縁は第一次生産も高く,生 態系の重要な鍵を握る海域であること,ナ キア ミは魚

類の主要な餌となっているが,か な り底層で魚に捕食されてお り,オ キアミの分布が底層にまで及んでいること等

が明らかにされつつある.こ の他,リ ュツォ・ホルム湾沿岸には底生生物が非常に多 く存在すること,魚 類相は単

純であること,そ の現存量ば思っているほど多くないこと,一 方ウェッデルアザラシの生息数は想像以上に多いこ

と等が明らかにされつつある.
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(3)研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目

南極の科学 ・生物

南極海の生態系

沖合の生物一一次生産,動 物プランクトソー

沖合の生物一汁キアミー

沿岸の生物一一次生産,底 生生物と魚類一

沿岸の生物一動物プランクトンー

広領域に出現する生物一飛しよう性海鳥類一

広領域に出現する生物一ペンギン類一

広領域に出現する生物一南極の海産哺乳類一

南極大陸露岩域の生物相

蘇 苔 類

陸上動物

陸上生態系

著 者(所 属)

Solar　 radiation　 and　 stability　 of　 the　 under-

surface　 of　 sea　 ice　 governing　 ice　 algal

proliferation

Visual　 observations　 of　 sea　 birds　 ill　 the

Southern　 Ocean　 in　 the　 1979-1980　 summer

星合 孝男

福地 光男

村野 正昭(東水大・客員
教授)

星合 孝男

福地 光男

内藤 靖彦
大山 佳邦

星合 孝男

松田 達郎

内藤 靖彦

神田 啓史
松田 達郎

神田 啓史

大山 佳邦

神田 啓史
大山 佳邦

T.　 Hoshiai

瞑
働
剰
.
榊

,

一1

　

ロ

m

,
m

a

O

a

y
近

k

h

a

a

O

N

N

Y

Y

K

発表年月

Soil　 respiration　 in　 the　 vicinity　 of　 Syowa

Station,　 Antarctica　 2.　 Estimation　 of　carbon

dioxide　 amount　 evolved　 from　 the　 naked

part　 of　 West　 Ongul　 Island

52.3

1981.9

〃

　教

　

　

教

大
.
呈露
認

㎞鵠
蠕

Y

Y

Y

H

T

〃

誌 名 ・巻 号 ・頁

Some　 problems　 on　 the　 future　 ecological

study　 of　 mosses　 in　 the　 Syowa　 Station

area,　 East　 Antarctica

pp.328

Antarct.Rec.,73,23-29

37-57

〃

124-133

〃

H.　 Kanda

Fluctuation　 of　 Ad61ie　 penguin　 populations

in　 two　 small　 rookeries　 of　 the　 Syowa　 Stat-

ion　 area,　 Antarctica

Centric　 diatom　 communities　 found　 in　 the

Antarctic　 sea　 ice

Vertical　 distribution　 of　 chlorophylla　 in

the　 Indian　 sector　 of　 the　 Antarctic　 Ocean

in1972-1973

Chlorophylla　 distribution　 in　 the　 Indian

sector　 of　 the　 Antarctic　 Ocean　 in　1978-1979

,
亀

面

面

h

s

O

侭
飢

血

H

M

N

T

T

Y

K.　 Watanabe

K.　Kuroda(東 海 区 水研)

M.　 Fukuchi

M.　 Fukuchi,

S.　 Tamura(東 北 大 ・理)

〃

〃

1982.2

〃

134-140

〃

141-146

〃

Antarct.　 Rec.,　 74,

119-126

Antarct.Rec.,　 74,

127-142

143-162

〃
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i東 オ ングル島での氷下潜水調査報告 1渡 辺研太郎1982.31中 嶋 泰(東 水 大)

内藤 靖彦

南 極 資 料,75,75-92

南陸地域のコケの生活
1神 田 啓史 1981.10 日本 辞 苔 類 学 会 会報3(3),

33-34

南米チリ亜南極地域の鮮類フロラについて
田
藤
田

関
神
安
松

太郎(広 島大 ・理):〃
啓 史

鈎 広島大'勤

日本 鮮 苔 類 学 会 会 報3(3),
40-43

Flora　 and　 vegetation　 of　 mosses　 in　ice-free　 l　H.　 Kanda

areas　 of　 Soya　 Coast　 and　 Prince　 Olav　 Coast,　 l

east　 Antarctica

1981.　 12|Hikobia　 SupPlement　 1,

199-100

1

イ)口 頭による発表

題 目

南極海イン ド洋区における梼脚類の垂直分布

リュツォ・ホルム湾東部海域の魚類相について

昭和基地周辺での潜水による底棲生物調査

内藤 靖彦
岩見 哲夫(筑波大・生物)`

渡辺研太郎中
嶋 泰(東 水 大)

発 表 者(所 属)発 表した学会名称等1発 衰年月
月　 　

中村 牧(日 大・農獣医)第5回 南極生物シソポジ156.9
福 地 光雄1ウ1

〃 〃

〃 ''

瞬 丸のFIBEX鵬 ・おける海鳥の目轍
大山 佳邦
内藤 靖彦

〃 〃

リュツォ ・ホルム湾におけるアザラシ航空セン1内 藤 靖彦;"
サ スについて

"ふ じ"に よる南極海クロロフィル分布調査

南極における土壌藻類の分布 と土壌環境

南極産土壌藻類の生態的特性

渡辺研太郎 〃
中嶋 泰(東 水 大)

1秋 山 優(島 根大
・教育)日 本藻類学会

森山 博史(〃)第5回 春季大会
　

!大 山 佳邦
:松 田 達郎1

〃

秋山
森山大
山
松田

〃

優(島 根大・教育)`日 本藻類学会
博史(島 根大・教育)季 大会
佳邦
達郎1

56.3～4

第5回 春156.3～4

_」_

南極越冬隊の人類働態学的研究 松田 達郎 1種 特 性 と赤 潮 発 生 に関 すi56.12

る シ ン ポ ジ ウ ム1

南極の生物 渡辺研太郎 〃 〃

Ice　algae　 の繁 殖 期 に関 す る一 考 察 星合 孝男

㌶劉 磁 力吋
福地 光男

日本 海 洋 学 会 ・秋 季 大 会156.9～10

南極海インド洋区における焼脚類の垂直分布 牧(日 大 ・農獣)

光男定
美(日 大 ・農獣)

十郎(日 大 ・農獣)

'ノ村
地
田
海

中
福
門
広

〃

人類働態学からみた南極越冬食 松田 達郎 人類働態学研究会 ・東日57.1
本地方会
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南極地域のコケの生活 `神 田 啓史

11

南米チリ亜南極地域の蘇類フロラについて 関 太郎(広 島大学 ・理)

神田啓史
安藤久次(広 島大学 ・理)

1禮 雌 郎

キ ング ジ ョー ジ島(南 極)の 群 類 フ ロラ と生 態 神 田 啓 史

L.一 一_.一._一 一._.一_,一"一 ー ー一一

人 類働 態 学研 究 対 象 と して の 南極 越 冬 隊 松 田 達 郎

1-_一 一一 一ーー ー ー ーーーー一… 一 一 一
1昭 和基 地附 近 に あ る2ケ 所 の ア デ リーペ ンギ ン1星 合 孝 男

ル ッカ リー に お け る ペ ンギ ン個 体 数 の 年 変動 松 田 達 郎

内藤 靖 彦

{日 本 蘇 苔 類 学 会 ・第10回56.8

1大 会(熊 本)1

〃

日本植物学会 ・第46同 大`

会(岐 阜)

{人 類働態学研究会 ・第16
1回 大会

日本生態学会大会(札 幌)

l

l

''

56.10

56.6

56.8
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5.極 地設営工学研 究 グルー プ

(1)一 般 研 究

無人観測点にお ける自然エネルギーの利用 助f"寺 井 啓

上記の研究のため,出 力1kWの 風車発電機の試作と試験を行った.す なわち,低 速回転から発電 可能にする

ために,既 製の発電機(日 興電機製,24V,2.5kW,33000-1670)の ステーターコイルを巻 き直し24V・1kWと

した.さ らに過電流防止用として24Vフ ル トラ式制御器(日 興電機,0-44000-0790)と 組み合せて特性試験を行

い,電 圧28Vに 固定し350rpmか ら出力電流が増大することを確認した.

回転翼の試作:ク ラークY型,直 径3mの2枚 翼をガラス繊維強化プラスチックでハンドレイアップ法により製

作し,中 空部を発泡ウレタンで充てんした.

タ ワーの製作:高 さ3.5m,4面 柱 の鉄アングル トラスを組み,発 電機取付け部には,ス リップリングの設計が間

に合わなかったので,360度 回転を防止するためのス トッパーをつけた.

屋外実験:研 究棟の屋上に風車発電装置を設置し,自 然風による発電特性を調べるため,風 速 ・回転数 ・電流 ・

電圧を同時記録した.こ の結果風速を変数 とする回転数 と出力の関係から,風 速11m/sの 時,約800rpmで 最大

出力1kWに 達することがわかった.こ の風車発電システムを第23次 隊に託し,み ずほ基地での試験を依頼した.

南 極 における高床式建物 の防雪 に関 する研究 教授 楠 宏

この研究は日本大学建築学科の三橋博巳,半 貫敏夫,佐 藤稔雄と共同で行 った.昭 和基地における高 床 式 建 物

(観測棟 と電離棟)の 風下に生ずる吹 き溜 りと風速垂直分布の通年観測(三 橋,1978年)の 結果と,日 本大学の風

洞による模型実験から,高 床式建物の設計基準の改良を目的 としている.建 物の風下側に生ずる吹き溜 りの形態,

蓄 積量の観測から,建 物の風下側にはwind-scoopが 生 じ,吹 き溜 りの最高点(高 さ約3mの 位置は,風 下側の

壁から測って,床 の高さの約1～1.5倍 の所にあった.吹 き溜 りの影響圏は床の高さの約5倍 であった.建 物周辺

の風速垂直分布は対数則で近似できることが分った.こ れ らの現地観測から,風 洞内に建物の模型を置き,吹 き溜

りのシミュレーションを行った.風 速分布と吹雪輸送量の場所による違いから吹き溜 りの量を推定する方法と,風

速分布のみの場所による違いから吹き溜 りの量を推定する方法,さ らに粉体を用いる方法を用いた.こ れらの実験

から,床 の高さを建物の屋根までの高さの約44%に とれぽ防雪に有効であることがわかった.こ の研究の結果を

・Snow　control　studies　of　elevated　building　in　the　Antarctic"と 題 してまとめ
,1982年8.月 に米国で開かれ

る第2回 応用雪氷学国際シンポジウムに提出した.

(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 印以一ド極地研担当教官

ヒ トの寒冷適応に関す る極地工学的研究 一防寒衣類,と くに手袋 について ※渡部和彦(広 島大

学教育学部助教授),明 石正和(城 西大学理学部講師),山 口立雄(岡 山大学教養部講師)1大 山佳邦(助 教授),

寺 井 啓(助 手)

昨年度にひきつづき南極で現在使用している手袋その他の装備の条件で,低 温環境での作業能力がどの程度の時

間まで維持できるかを検討した.昨 年度は比較的基礎的運動能力(手 の反応時間 ・タッピング ・左右の握 りの切り

換え動作など)に ついて実施したが,本 年度はより実際的な作業能力の項目について検討を加えた.

実験方法

○測定項目

形態:身 長 ・体重 ・胸囲 ・皮脂厚(胸 ・腹 ・上腕 ・背)
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体 温:第1指 ・第2指 ・第3指 ・第4指 ・第5指 ・手 掌 部 ・手背 部 ・軍 手 と葦 手 の間(手 掌 ・手背)

○作 業 テ ス ト項 目

(1)重 量 弁 別:そ れ ぞ れ の重 さが100・200・300・400・5009の 直 径0.4cm,長 さ14.5cmの 円筒 を弁 別 す る.

(2)大 き さの 弁 別:そ れ ぞ れ の 口径 が11.4・8.9・8.0・6.0・4.8・3.8cm,長 さ15.Ocmの エ ンビ管 を弁 別 す る.

(3)形 状 弁 別:円 柱,三 角 柱 な ど8種 類 の積 木 ブ ロ ッ クを 閉 眼 で 弁 別 す る.

(4)ペ グ作 業:竹 井 機 器 製 の 手 腕 作 業 検 査 板 を 用 い て20秒 の 作 業 時 間 内 で 逆 さ まに入 れ か え たペ グ数 を 測 定 す

る.

(5)書 字 機 能:「 正」 の 文 字 を 同 じ大 きさ(任 意)で 全 体 が 正 方 形 に お さ ま る よ うに9個(3×3)書 く.

○ 被 検 者

健 康 な 成 人 男 子 学 生8名 で あ った.

○ 実験 手順

+24℃ の部 屋 で被 検 者 に サ ー ミス タ温 度 計 を 装 着 す る前 に 作 業 テ ス トを行 い,そ の の ち 軍 手(木 綿)+革 手(牛

革 作 業 手 袋)を 装 着 し て再 度 テ ス トを 行 った.さ らに そ の 後 一50℃ の 実 験 室 に 被 検 者 を入 れ60分 間経 過 させ た.そ

の間,30分 後 と60分 後 の2回 低 温 下(-50℃)で の テ ス トを行 った.60分 後 の テ ス ト終 了 後 直 ち に+24℃ の部 屋 で
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回復過程を見た.

結果 と考察

形状弁別作業の結果(図1)で は8名 の'ド均値が低温室入室前の素手で18 .1秒,手 袋では21.7秒 とな り5%水 準

で有意差を示した.低 温室入室後30分 では26 .5秒,60分 では27.6秒 とな り,入 室前の手袋での条件に比べても1%

水準 で有意な差であった.

ペ グ作業(図2)で は低温室入室前の素手の平均値が17
.2本,手 袋が11.3本 とな り1%水 準で有意な差であっ

た・低温室入室後30分 で:ま9・4本・60分 では9・0本と勧 入室後30分 間 の作業低下が著しい.こ れ らのイ直は入室前の

手袋での値と比べても有意な差であった.

大 きさの弁別では素手と手袋および他の条件との間に1%水 準 で有意差があったが低温室入室前の手袋と入室後

との間には差は認められなかった.

重量弁別では低温室入室前の手袋 と入室後30・60分 の間には5%水 準 で差があ り
,作 業低下を示した.

手 指温が10℃ 前 後を境にしてそれより低 くなると手指 ・腕f乍業の低下をもたらすと理解される.

(終
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〔B国 際共同研究〕

1.日 本 ノル ウェー国際共 同大気球 実験概要

① 期 間 昭 和57年2月21日 ～ 昭 和57年4月7日

② 参 加 者 福 西 浩,山 岸 久 雄,小 野 高 幸(極 地 研)

③ 目 的 オ ー ロラ粒 子 の降 り込 み に 伴 うエ ネ ル ギ ー収 支 と,そ れ に 関 連 す る諸 現 象 の 研 究 観 測

④ 実 施 概 要

(イ)大 気 球 観 測

国 立 極 地 研 究 所 は,ノ ル ウ ェー 国,ロ フ ォー テ ン諸 島 の ス タ ム ス ン ド(68°ogtN,13°46'E)に おい て,ア ソ ドヤ

ロ ケ ッ ト実 験 場,ベ ル ゲ ン大 学 の 協 力 の も とに昭 和57年3.月11日 ～3月25日 を実 験 期 間 として,大 気 球 観 測 を 実 施

した.観 測 気 球 は 二 基(B、5-3N,B15-1N)川 意 され,前 者 は ポ ー ラー コー ラス とX線 マ イ ク ロバ ー ス トの 同時 観

測,後 者 は オ ー ロラX線,電 離 層 電 場,　VLF電 波伝 搬 の 総 合 観測 を行 うこ と を 目的 とす る.

B,,-3Nは3月19日0632UT,B15-INは3月20日190gUTに そ れ ぞ れ放 球 され ・ い つれ の 気球 も・ 四時 間 にわ

た る,フ ィ ンラ ン ド中央 部 ま で の飛 翔 を行 った.B15-3Nは,典 型 的 なX線 マ イ ク ロ・ミー ス ト現 象 を と らえ,一 一方

B、5-1Nは,飛 翔 中,二 回 の オ 一一ロラ サ ブ ス トー ム が発 生 し,そ れ に 伴 う電 離 層 電 場 の変 動,オ メ ガ波 伝 搬 状 態 の

変 化 等 が 観 測 され,貴 重 な デ ー タが 得 られ た.

(ロ)地 上 観 測

ノル ウ ェ ー国 ア ン ドネ スに お い て,昭 和57年3月4日 ～3月26日 の 期 間,オ ー ロラ全 天写 真,地 磁 三 成 分,地 磁

表1

国 名 観 測 所 観 測 項 目

ノ

ル

ウ

ェ

ー

l　Ny-Aalesund

Troms6

VLF自 然電波

1地 磁 気 三 成 分

リオ メ ー タ,全 天 カ メ ラ

担 当 者(機 関 名)

Dr.　J,Holtet　 (オ ス ロ大 学)

Dr.　 O.　 Harang

ス

エ
ー
デ

ソ

フ

イ

ン

ラ

ン

ト

Abisko

Kiruna

Lycksele

Uppsala

Kilpisjarvi

Kevo

地磁気三成分

リオメータ

全天カメラ

アイオノゾンデ

i全 天 力 ・ ラ

i全 天 カ メ ラ,リ オ メ ー タ

Dr.　 S.　Westerlund

(キ ル ナ地 球 物 理 研 究 所)

Dr.　R.　Pellinen

(フ ィン ラ ン ド気 象 研 究 所)

Ivalo

Sodankyla

Rovaniemi

Ouhl

Haapajarvi

Jyvaskyla

Nurmijarvi

リ オ メ ー タ
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気脈動,　VLF　 自然電波,リ オメータ,掃 天ホ トメータ観測を行った.ま た,ス タムスン ドにおいて57年3月10日

～3月20日 まで,地 磁気脈動,リ オメータ観測を行った.

(・9他 の観測所との協同観測

大気球観測を,よ り総合的視野で捉えるために,超 高層物理地上観測網の充実したスカンジナビア半島の,表1

に示す観測所と協同観測を行った.

(二)今 後の協同観測のための打合せ

昭和57年 度 に予定されている,ス エーデンとの国際協同大気球実験に関し,ス エーデン国,エ スレンジロケット

実験場において打合せを行った.
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〔C研 究集会等の活動〕

1.シ ン ポ ジ ウ ム

第5回 南極生物 シ ンポ ジウム 昭和56年9月17日(木)～ 昭和56年9月19日(土)・ 国立極地研究所

今回は,BIOMASS国 際協同観測の下に実施された 「FIBEX計 画:第 一次国際BIOMASS実 験計画」の成果の

報告と討論を中心課題 とした.更 に,新 たな試み としてこの成果を踏まえて 「SIBEX計 画:第 二次国際BIOMASS

実 験計画」のためのワーク・ショップもプログラムの一部とした.

今 回はFIBEXの 成果の発表 とい うこともあり講演数30編 の内FIBEX関 係が26編 あ った.こ の全てがナリジ

ナル論文であ り,内 容的にも非常に興味深いものが多く,討 論 も活発に行われた.ま た,ワ ークショップにおいて

はSIBEX計 画 に対する具体的提案,特 に調査季節,調 査方法等に関する提案が多 くあ り,　FIBEXの 成果が今回

のシンポジウムを通じて直ちにSIBEX計 画 に活かされるという非常に時宜を得た,か つ有益なるシンポジウムで

あった.

プ ログラム

9月17日(木)

1生 物生産の場としての南極海の海洋構造 と特性

1.夏 季 南極海30°E-90°E間 の海洋構造と特性一1980-81年 開洋丸調査から一

永延幹男(東 大 ・海洋研),西 尾高喜(水 産庁 ・開洋丸)

2.南 極洋125°E,160°E線 の海洋構造について一海鷹丸による観測結果から一

松浦 昇(三 洋水路),加 藤 重一(東 水大)

3.第22次 南極観測隊海洋観測結果について

倉本茂樹(海 上保安庁 ・水路部),小 山 薫(海 上保安庁 ・水路部)

4.「 ふ じ」による海洋物理 ・海洋化学定常観測について一現在までの観測成果の概要一

菱田昌孝(海 上保安庁 ・水路部)

5.海 鷹丸の調査による栄養塩の分布について

佐藤博雄(東 水大)

6.南 極海イン ド洋海域における化学的水塊構造

宇野史郎(水 産庁 ・南西海区水研),中 村陽一(筑 波大 ・生物),小 牧 勇蔵(水 産庁 ・遠水研)

皿 南極海における動物プランク トンの諸問題

1.海 鷹丸1980-1981年 調査航海時にみられた南大洋におけるmacroPlanktonとmicronektonの 生物量

丸山 隆,豊 田 浩(東 水大)

2.ブ イ ッシュポソプ採集による大型動物プランクトンについて

笹田陽一(東 水大)

3.南 極海イン ド洋区における椀脚類の垂直分布

中村 牧(日 大農獣医),福 地光男(極 地研)

4.サ ウスジョージア沿岸における浮游性橋脚類特に　DrePanoPus　 Pectinatecs　BRADY　 とD.　 forciPattts

GIESBRECHTの 出現

箕田 嵩(北 大 ・水産)

皿 オキア ミの成長と代謝

1.オ キア ミの代謝
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瀬川 進,加 藤光雄,村 野正昭(東 水大),田 上英一郎(名 大 ・水圏研)

2.ナ ンキョクオキァミの初期発生

菊野 秩(北 大 ・水産),沢 本彰三(東 海大 ・海洋研),菅 井準一・(東水大)

3.ナ ンキョクオキァミにみられる摂餌の日変化

沢本彰三(東 海大 ・海洋研),菊 野 秩(北 大 ・水産),菅 井準一(東 水大)

】V南 極海沖合及び沿岸の魚類とベントス

1.吉 野丸によるスコシア海南シエ トラン ド島北岸沖合海域における底魚資源予備調査

高橋正憲(水 産資源開発センター)

2.　 SOUTHSHETLAND諸 島周辺の底魚相

岩見哲夫(筑 波大 ・生物),阿 部宗明(東 大 ・総合資料館)

3.リ ュツォ・ホルム湾東部海域の魚類相について

内藤靖彦(極 地研),岩 見哲夫(筑 波大 ・生物)

4.昭 和基地周辺での潜水による底棲生物調査

渡辺研太郎(極 地研),中 嶋 泰(東 水大)

9月18日(金)

V南 極 海 に お け る海 鳥 ・海 獣 類

1.南 極 海 を 主 と した 南大 洋 の ミズ ナ ギ ドリ類 一 特 にPterodroma属 の 分布 一

中 村 一 恵(神 奈 川県 立博 物 館)

2.開 洋丸 のFIBEX航 海 に お け る海 鳥 の 目視 観 察

大 山佳 邦,内 藤靖 彦(極 地研)

3.リ ュツ ォ ・ホル ム湾 に おけ る アザ ラ シ航 空 セ ンサ スに つ い て

内藤 靖 彦(極 地研)

4.　 IWC-IDCRに よる 南氷 洋 ミ ン ク クジ ラの 国 際 資 源調 査

加 藤 秀 弘(鯨 研)

5.　 FIBEXに お け る海 洋 調 査 船 に よ る鯨 類 目視 効 率

大 隅 清 治(水 産 庁 ・遠 水 研),笠 松 不 二 男(共 同捕 鯨)

〔特 別 講 演 〕

　 　A　comparative　 examination　 of　Arctic　 and　 Antarctic　 phytoplankton　 production　 and　 dynamics　 of　the

seasOnal　 Sea　iCe　margin

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Vera　 Alexander　 (University　 of　Alaska.　 Director,　 Institute　 of　Marine　 Science)

V【 南極海の一次生産及び沈降粒子,懸 濁物の諸問題

1.南 極海インド洋海域における植物色素量の鉛直分布様式

宇野史郎(水 産庁 ・南西海区水研)

2.海 鷹丸研究航海時の南極海におけるクロロフィルの分布について

山口征矢(埼 玉大 ・教養),柴 田佳明(東 水大)

3."ふ じ"に よる南極海クロロフィル分布調査

渡辺研太郎(極 地研),中 嶋 泰(東 水大)

4.南 極海及びその周辺海域における懸濁態有機物の分布と組成

田上英一郎,半 田暢彦(名 大 ・水圏研),加 藤光雄(東 水大)

5.南 極海における濁度分布

森永 勤(東 水大)

6,粒 状有機物の鉛直フラックス,　POC,　 DOC,　 ATP量 の測定

藤田直二,西 沢 敏(東 北大 ・農)

総合討論
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(FIBEXの 結果の評価と今後の課題について)

座長 星合孝男 ・根本敬久

指名討論者(討 論10分,質 疑10分)

奈須敬二(水 産庁 ・遠水研),角 皆静男(北 大 ・水産),福 地光男(極 地研),西 沢 敏(東 北大 ・農),谷 口

旭(東 北大 ・農),河 村章人(北 大 ・水産),星 合孝男(極 地研),大 隅清治(水 産庁 ・遠水研),加 藤 重一(東

水大)

9月19日(土)

SIEBEX計 画 ワークショップ

座長 松田達郎(極 地研)

1.海 鷹 丸の計画

石野 誠(東 水大)

2.開 洋丸の計画

小牧勇蔵(水 産庁 ・遠水研)

3.白 鳳丸の計画

根本敬久(東 大 ・海洋研)

4.し らせ及び昭和基地の計画

内藤靖彦(極 地研)

第4回 極 域 気 水 圏 シ ン ポ ジ ウ ム

昭 和57年1月20日(水)～ 昭 和57年1月22日(金)国 立 極 地研 究 所

3年 に わ た る 「南 極域 気 水 圏 観 測 計 画　(POLEX-South)」 中,第20次,21次 観 測 隊 に よ る成 果 が 発 表 され た.

カ タバ 風(斜 面滑 降 風)域 に お い て 実 質 上 活 動 して い る唯 一 の基 地 「みず ほ」 で の境 界 層,放 射 観 測 の 解 析 が,カ

タバ 風 の 実 態,カ タバ 風域 で の 放 射 特 性 を 明 らか に しつ つ あ る.ま た,本 年1982年 よ り始 ま った 「中 層 大 気 観 測 計

画(MAP)」 の南 極大 気 組成 に 関す る発 表,23次 隊 よ り始 ま る 「東 ク イー ン モ ー ドラ ン ド研 究 計 画 」 の雪 氷 に 関 連

した 発 表 な ど もあ った.発 表 論 文48編,出 席 者90名 に 及 ん だ.

講 演 論 文 は,当 研 究 所 発 行 の"Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Special　 Issue"に 掲 載 さ

れ る予 定 で あ る.

プ ログ ラ ム

1寒 地工 学

1.21次 隊 の メ カ ニ カ ル ドリル とそ の後 の改 良

鈴 木 義 男(北 大 ・低 温 研),白 石 和行(極 地研)

2.散 水 に よる人 工 氷 飛 行 場 作 成 の昭 和 基 地 に おけ る可 能 性

中 尾 正 義(北 大 ・工)

3.風 洞 実 験 に よ る建 物 周 辺 の雪 の 吹 きだ ま り予 測 と昭 和基 地 で の 実測

半 貫 敏 夫,佐 藤 稔 雄,三 橋 博 巳(日 大 ・理 工)

皿 海 洋 ・海 氷

1.北 極 海 の3次 元 数 値 モ デル

酒 井 敏(京 大 ・教 養),今 脇 資 郎(京 大 ・理)

2.他 海 域 と比 較 して の 南 極 海 の 渦 形 成 一 漁 場 環 境 解 析 の 為 に 一

福 岡二 郎,三 宅 秀 男(北 大 ・水 産),楠 宏(極 地 研)

　 3.　 On　 a　cause　 of　the　break-up　 of　the　fast-ice　near　 Syowa　 Station,　 East　Antarctica　 on　March　 18,　1980.

東 晃,　D.　J.　Goodman　 (北 大 ・工),川 口 貞 男,前 晋 爾(極 地 研)

4.東 オ ングル 島周 辺 の海 水 の凍 結 過 程(1980年)

小 林 俊 一,石 川 信 敬(北 大 ・低 温 研),内 藤 靖 彦,川 口貞 男(極 地 研)
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5.人 工衛星情報による海氷研究

小野延雄(北 大 ・低温研)

皿 氷 床

1.氷 床の流量計算における温度プロファイルの効果

長尾正敏,中 尾正義,東 晃(北 大 ・工)

2.ヌ ナ タクス周辺における氷床内部流線及び氷床変動

成瀬廉二,橋 本雅之(北 大 ・低温研)

3.ア イ スレーダーエコーの数値解析

西辻 昭,泉 達司(北 大 ・応電研)

和田 誠,前 晋爾,楠 宏(極 地研)

4.極 地雪氷の圧密速度

海老沼孝郎,前 野紀一(北 大 ・低温研)

5.氷 床上における環境中性子の役割

小玉正弘(山 梨医大)

6.ア ラ ン・ヒルズ裸氷卓の宇宙塵

田沢雄二,神 山孝吉(京 大 ・理),野 一ヒ謙一(独 勝医科大),藤 井理行(極 地研)

　7.　 Correlation　 of　glaciation　and　deglaciation　 between　 Japanese　 mountains　 and　Antarctica

堀江正治(京 大 ・琵琶湖 古環境実験施設)

　　　 C.　SchlUchter　 (Institute　of　Foundation　 Engineering　 and　Soil　Mechanics,　 ETH,　 Ztirich)

IV　雪結晶 ・降雪 ・雲

1.雪 の結晶の中心核について

菊地勝弘,村 上正隆(北 大 ・理)

2.低 温領域で成長する雪結晶の形態

権田武彦,小 池哲也(東 理大 ・理工)

3.昭 和基地付近の降雪について

和田 誠(極 地研)

4.夏 季北極層雲の生成過程の数値実験

太田幸雄(北 大 ・工)

Vδ180

1,南 極 における降雪の酸素同位体組成と地上気温について

加藤喜久雄(名 大 ・水圏研)

2.み ず ほ基地における飛雪の酸素同位体組成について

加藤喜久雄(名 大 ・水圏研),藤 井理行(極 地研)

3.降 雪 の酸素同位体組成(δ180)の 距離による変化率…南極と日本との比較一

樋口敬二(名 大 ・水圏研)

V【 大気循環

1.み ず ほ基地における高層気象観測

川口貞男(極 地研),小 林俊一,石 川信敬(北 大 ・低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研)

2.ラ ジオゾンデを用いた気象ロボッ トによるS16及 びFO　 (向い岩)に おける気温 と風速の観測結果

松原廣司,上 野丈夫(高 層気象台),阪 本孝広(気 象庁 ・高層課),松 原和正(秋 田地方気象台),川 口貞

男(極 地研)

3.気 象衛星による南極大気垂直温度分布の測定

田中信 也,芳 野赴夫(電 通大),山 内 恭,川 口貞男(極 地研)

4.宇 宙線による高層気温の推定
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小玉正弘(山 梨医大),和 田雅美(理 研)

珊 組 成

1.H20+hv竺 コOH*+Hを 用いた水蒸気測定法の極域大気中における使用について

村林 成(名 大 ・水圏研),山 下喜弘(気 象研),岩 坂泰信(名 大 ・水圏研,極 地研),和 田 誠,山 内

恭,平 沢威男,川 口貞男(極 地研),小 林喬郎(福 井大 ・工)

2.大 気 中微量成分の赤外分光器による検出

牧野行雄,村 松久史,広 田道夫,佐 々木徹(気 象研)

3.吸 光法による中性大気微量成分の観測

柴崎和夫,鈴 木勝久,小 川利紘(東 大 ・理)

4.極 域大気中のN20濃 度測定計画

岩坂泰信,寺 井久慈,小 林愛樹智(名 大 ・水圏研)

5.成 層圏NO2分 布 の観測計画(第23次 隊大気球実験)

岩 上直幹,小 川利紘,柴 崎和夫(東 大 ・理)

6.南 極における二酸化炭素観測(提 案)

田中正之(東 北大 ・理)

珊 話題提供

1.南 極大気中のエーロゾルの性状及び起源について

伊藤朋之(気 象研),小 野 晃(名 大 ・水圏研),岩 井邦中(信 大 ・教育)

2.降 雪 と飛雪の酸素同位体組成について

加藤喜久雄(名 大 ・水圏研)

3.南 極の海氷上,カ タバ風帯,内 陸高原部での接地気層の構造の違いについて

大畑哲夫(名 大 ・水圏研)

4.南 極氷床上大気の沈降流の評価

小林俊一,石 川信敬(北 大 ・低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)

5.南 極みずほ基地における放射収支の特徴

山内 恭(極 地研),コ メント川口貞男(極 地研)

6.南 極昭和基地付近の海氷土熱収支

石川信敬,小 林俊一(北 大低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)

∬ 放 射

1.気 象衛星によるリモートセンシングのための透過関数の計算

伊藤誠吾,田 中信也,芳 野赴夫(電 通大),山 内 恭,川 口貞男(極 地研)

2.新 しい放射計算方式の開発

田中正之,石 広玉(東 北大 ・理)

3.氷 晶粒子の散乱特性

高野精秀(東 北大 ・理)

4.直 達 日射から見た南極みずほ基地における大気混濁度

山内 恭(極 地研)

5.み ず ほ基地の放射特性(1980年)

石川信敬,小 林俊一(北 大 ・低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)

X境 界 層

1.み ず ほ基地の接地気層の特性(皿)

大畑哲夫(名 大 ・水圏研),和 田 誠,川 口貞男(極 地研)

2.低 い カタバ風の発達過程における熱の垂直混合

小林俊一,石 川信敬(北 大 ・低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)
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3.低 いカタバ風の中のシアー不安定による重力波の観測

小林俊一,石 川信敬(北 大 ・低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)

4.南 極大陸上で観測された波状雲

金戸 進(札 幌管区気象台)

5.サ スツルギの規模,方 位を決定する因子について

大畑哲夫(名 大 ・水圏研)

第5回 極域 における電離 圏磁 気圏総合観測 シ ンポ ジウム

昭和57年1月25口(,月)～27n(水),国 立極地研究所

本シンポジウムも今年で5回 目を迎え,広 く関係の研究者の間に定着しつつある.講 演件数は,72件 と昨年に比

べて大幅に増え,参 加者数 も109名 に のぼった.

今回の主なテーマは,国 際磁気圏観測計画(IMS)で 得 られた多量のデータの解析結果の報告,今 年より始まる

中層大気国際協同観測計画(MAP)に 関連した具体的な観測計画並びに準備状況の報告,そ して　MAP後 期及び

それ以降における観測課題の検討であった.こ の うち,　IMSの 成果報告では,特 に南北共役性に関するセッショ

ンが設けられ,多 くの新しい解析結果が発表された.ま た,　MAP後 期以降の将来計画に関するセッションでは,

南極 ロケット,　EXOS-C・D衛 星計画,さ らに地一ヒ多点ならびに共役点観測等について多 くの話題提供があり,パ

ネルディスカッションの形で活発な意見交換が行なわれた.

また,2日 目の午後には我が国における超高層物理学研究の先達者である前田憲一,加 藤愛雄,太 田柾次郎,関

戸弥太郎の各先生方,そ して永田黄梅地研究所長による貴重で意義深い特別講演が行なわれた.

プログラム

1.磁 気 圏擾乱

L太 陽風の三次元構造と磁気嵐

袴田和幸(中 部工業大),赤 祖父俊一(ア ラスカ大)

2.惑 星間衝撃波によるサブス トームの発生

家森俊彦(京 大 ・理)

3.磁 気圏の大局的力学の計算機実験

井上雄二(京 都産業大)

4.　 MAGSATで 観測された沿磁力線電流

飯島 健,福 島 直(東 大 ・理)

5.カ スプ領域沿磁力線電流 と対流の問題点

荒木 徹(京 大 ・理)

6.　 Field-一－aligned　CUrrentS　in　high　latitUdeS　eStimated　 frOm　MillStOne　Hill　radar　ObSerVatiOnS　 Of　iOn

　　　 drifts

安原 文彦(中 京大 ・教養),上 出洋介(京 都産業大 ・理)

7.ロ ケ ット高度におけるオーロラ電子 とX線

小玉正弘(山 梨医大),奥 谷晶子,和 田雅美(理 研)

皿.　VLF-HF波 動現象

8.昭 和基地における　narrow-bandオ ー ロラヒスの到来方向及び偏波の観測結果

西野正徳,田 中義人,鎌 田哲夫,岩 井 章(名 大 ・空電研),平 沢威男(極 地研)

9.極 域VLFエ ミッションの季節変化一地一ヒと衛星高度での対比

山岸久雄,江 尻全機(極 地研),小 田嶋充(電 通大)

10.　 Gaussianbeam渡 瀬による　VLF-DFの 精度について

長野 勇,満 保正喜,吉 沢重雄(金 沢大 ・エ),木 村盤根(京 大 ・工),山 岸久雄(極 地研)

11.極 域におけるコーラスの特性
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12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

恩藤忠典,中 村義勝,渡 辺成昭,村 上利光 偏 波研)

VLF　 ソーサー放射領域とオーロラアークの位置関係

中川一之,鈴 木光義,芳 野赴夫(電 通大),福 西 浩(極 地研)

VLF　 ソーサー,　LHR波 及びEIC波 のスペ クトル構造

鈴木光義,中 川一之,芳 野越夫(電 通大),福 西 浩(極 地研)

ISIS-　1　』 衛星によるOmega-ASEの 観測

松尾敏郎,木 村盤根(京 大 ・工),山 岸 久雄(極 地研)

KYOKKOに よる極域 プラズマ波動の観測

中村良治,野 村雄二,向 井利典,小 山孝一郎,伊 藤富造,平 尾邦雄(宇 宙研)

AKRの 起源

大家 寛(東 北大 ・理)

極域電離圏における高周波プラズマ波動の励起

宮岡 宏(極 地研),大 家 寛(東 北大 ・理)

極域磁気圏における波動現象発生領域のシミュレーション室内実験(1)

筒井 稔,加 藤泰孝,松 本 紘(京 大 ・超高層)

皿.　ULF波 動現象

19.中 低緯度及び高緯度における　Pc脈 動 の特性の対比

(1)Pc1型 磁気脈動について

河村 譜,外 谷 健,桑 島正幸(地 磁気観測所)福 西 浩(極 地研)

20.中 低緯度及び高緯度における　Pc脈 動の特性の対比

(2)Pcs型 磁 気脈動について

桑島正幸,外 谷 健,河 村 譜(地 磁気観測所)福 西 浩(極 地研)

21.極 域における　Pi　burst脈 動の特性

國武 学(東 大 ・理)

22.回 帰性Pc3　 とHELIOMAGNETIC　 EXCURSION

斎藤 尚生,村 上広史(東 北大 ・理)

23.環 北太平洋同時観測に基づ くULF　 WAVESの 特性

湯元清文,斎 藤尚生,永 徳昭人,山 内美佐子(東 北大 ・理),赤 祖父俊一(ア ラスカ大)

24.磁 気圏一高緯度多点ULF波 動観測に基づ く　Pc4型 脈動の発生伝搬特性

利根川豊,桜 井 亨(東 海大 ・工),福 西 浩,平 沢威男(極 地研)

25.昭 和 ・みずほ ・マラジョージナや同時観測によるPc4-5脈 動の位相特性

福西 浩,佐 藤夏雄(極 地研)

26.　 ULFemissionの スペクトル構造の解釈(Pc1)

平沢威男,小 野高幸(極 地研)

IV.南 北共役性現象

27.昭 和基地一アイスランド共役点観測のReview

平沢威男(極 地研)

28.地 磁 気変動H及 びZ成 分からみた南北共役性

鮎川 勝,平 沢威男(極 地研),巻 田和男(拓 殖大)

29.2機 のDMSP　 satellite　(F2,　F3)に よ り同時観測された南北オーロラ帯の入射粒子の共役性

巻田和男(拓 殖大)

30.昭 和基地 ・アイスランドにおける　ULF波 動の共役性:

1.Pc1周 波数帯脈動の共役性

福西 浩(極 地研),外 谷 健,桑 島正幸,河 村 言當(地 磁気観測所)
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31.昭 和基地 ・アイスラン ドにおけるULF波 動の共役性:

H.Pc3-5周 波数帯脈動の共役性

福西 浩(極 地研),桑 島正幸(地 磁気観測所)

32.昭 和基地一アイスランド共役点観測による　Pc1波 動伝播特性の解析

小野高幸,平 沢威男(極 地研)

33.昭 和基地 ・アイスランドにおける　ELF・VLF放 射 の共役性:

1.　ELFヒ ス及びコーラススペク トルの共役性

佐藤夏雄,福 西 浩(極 地研),佐 藤正彦,前 沢 潔(山 形大 ・理)

34.昭 和基地 ・アイスラン ドにおけるELF・ 　VLF放 射 の共役性:

皿.　ELF　 ヒス及びコーラス強度の共役性

佐藤正彦,前 沢 潔(山 形大 ・理),佐 藤夏雄,福 西 浩(極 地研)

35.AKR発 生高度の南北共役性

森岡 昭,大 家 寛(東 北大 ・理)

36.　 EXOS-B/Siple実 験 における衛星,南 北共役点 との対応

木村盤根(京 大 ・工)

V.特 別講演

前田 憲一 京都大学名誉教授

加藤 愛雄 東海大学教授

太田柾次郎 京都大学名誉教授

関戸弥太郎 名古屋大学名誉教授

永田 武 国立極地研究所長
'Vl
.オ ー ロラ現象

37.　 DaysideAuroraの 様相

金田栄祐(東 大 ・理),平 尾 邦雄(宇 宙研)

38.同 時刻に観測されたDayside　 Aurora　 と　Nightside　 Aurora　 との関連

巻田和男(拓 殖大)

39.　 PulsatingAuroraの 輝度変動特性

山本達人,小 口 高(東 大 ・理)

40.　 PulsatingAuroraに 伴 う磁場変動と　Aurora　 Drift

小 口 高,　J.　H.　Meek　 (東大 ・理)

W.　 MAP前 期観測計画(1)

41.JARE23,24MAP観 測の概要

福西 浩(極 地研)

42.VHFド ップラーレーダ実験について

五十嵐喜良,小 川忠彦,大 瀬正美,倉 谷康和(電 波研),藤 井良一,平 沢威男(極 地研)

43.極 域 中層大気探査用 レーザ レーダについて

岩坂泰信(名 大 ・水圏研),藤 原玄夫(九 大 ・理)福 西 浩,平 沢威男,藤 井良一(極 地研)

44.赤 外分光観測について

田中正之(東 北大 ・理)

45.オ ゾン層気球観測

小川利紘(東 大 ・理)

46.MAP期 間 中のTIROS,　 NOAA衛 星による観測

芳野越夫,田 中信也(電 通大)

珊.　MAP前 期観測計画(皿)
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47.南 極成層圏電離強度の気球観測

森田恭弘,鎌 田哲夫,高 木増美(名 大 ・空電研)藤 井良一(極 地研)

48.極 域 と赤道における気球電場の同時観測計画

小川俊雄(京 大 ・理),福 西 浩(極 地研)

49.極 域成層圏及び対流圏NOx測 定器の開発

高木増美,近 藤豊(名 大 ・空電研)小 川利紘(東 大 ・理)

50.南 極におけるライダー観測可能性

内野 修(九 大 ・工),藤 原玄夫,広 野求和(九 大 ・理)

51.成 層圏エアロゾル,オ ゾン濃度変化

一中 ・低緯度 と高緯度地方の観測値の比較一

岩坂泰信,林 田佐智子(名 大 ・水圏研)

Ix.電 離圏擾乱

52.衛 星観測による極域現象について

一電子密度分布,　Es反 射 エコー一

西崎 良,相 京和弘,緒 方隆信,丸 山 隆,猪 木誠二,永 山幹敏,藪 馬 尚,井 出俊行,大 瀬正美(電 波

研)

53.ISIS-2号 で観測された極域電離層のイオン密度 トラフ

佐川永一(電 波研)　J.H.　Hoffman,　 W.H.　 Dodson　 (U.　of　Texas)

54.極 域 トラフにおけるプラズマパラメーターの測定(「 極光の結果」)

小 山孝一郎,向 井利典,野 村雄二,中 村良治,伊 藤富造,平 尾邦雄(宇 宙研)

55.極 域擾乱 と赤道域F層 擾乱(1)

高橋忠利,渡 部重十,大 家 寛(東 北大 ・理)

56.極 域擾乱と赤道域F層 擾乱(皿)

渡部重十,大 家 寛,高 橋忠利(東 北大 ・理)

57.昭 和基地におけるサブストーム時VLF位 相異常

菊池 崇,大 谷 晃,野 崎憲朗(電 波研)

58.HFド ップラー法による重力波波長測定

一ふじ船上観測から一

北村泰一,竹 生政資,古 野慎治(九 大 ・理)福 西 浩(極 地研)

X.　MAP後 期観測計画(1)

5g.　 EXOS-C衛 星 の現況と観測計画

伊藤富造(宇 宙研),大 家 寛(東 北大 ・理),小 川利紘(東 大 ・理)

60.JARE25観 測 計画概要

江尻全機(極 地研)

M.　MAP後 期観測計画(皿)

-MAP後 期において観測すべき物理現象 と問題点一

61.大 気組成観測

小川利紘(東 大 ・理)

62.オ ー ロラ観測

小口 高(東 大 ・理)

63.磁 場 ・電場観測の課題

国分 征(東 大 ・理)

64.80年 代 中期に於ける低エネルギー粒子観測について

向井利典(宇 宙研)
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65.プ ラズマ波動観測の課題

大家 寛(東 北大 ・理)

66.飛 翔体を用いたアクティブ実験

松本 紘(京 大 ・超高層)

埴.　MAP後 期観測計画(咀)

67.keVレ ンジ ・マイクロバーストの観測計画

松本治弥,賀 谷信幸(神 戸大 ・工)

68.ナ 一 口ラX線 撮像装置

平島 洋,奥 平清昭,村 上浩之,水 沢郁夫(立 教大 ・理),西 村 純,山 上隆正,藤 井正美(宇 宙研),小

玉正弘(山 梨医大)

69.極 域 におけるイオンドリフ ト速度の観測意義

南 繁行,堤 四郎,竹 屋芳夫(大 阪市大 ・工)

70.電 子計算機によるロケット搭載RPAの データ解析法の研究

南 繁行,堤 四郎,竹 屋芳夫(大 阪市大 ・工)

71.極 域 プラズマ波動の計算機シミュレーション

松本 紘(京 大 ・超高層)

72.北 極圏内研究観測体制に対する将来構想

鎌田哲夫(名 大 ・空電研)

Xl.パ ネルディスカッション

ーMAP後 期以降における極域超高層観測の課題について一
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2.研 究小集会

(1)東 ク イーンモー ドラン ド計画地学調査研究集会

開催日

第1回 昭和56年5月9日

第2回 昭和56年8月31日

場 所 国立極地研究所 講義室

プログラム

貿蓋1回5月9日

-

つ
一

3

4
ム

5

1

9
一

つ
」

4

5

C
U

第2回

1.

2.

出 席

第1回

木崎甲子郎(琉 球大 ・理),戸 谷 洋(都 立大 ・理),藤 原健蔵(広 島大 ・文),松 本征夫(山 口大 ・理),

大町北…郎(山 形大 ・理),小 沼直樹(茨 城大 ・理)吉 田 勝(大 阪市大 ・理),安 仁屋政武(筑 波大 ・

地球科学),松 枝大治(秋 田大 ・鉱),岩 田修二(都 立大 ・理),本 吉 洋一(北 大 ・院生),矢 内桂三,白

石和行,渋 谷和雄(極 地研)

第2回

木崎甲子郎(琉 球大 ・理),大 町北一郎(山 形大 ・理),藤 原健蔵(広 島大 ・文),松 本雀夫(山 口大),

柿沼清一(国 土地理院),吉 田 勝(大 阪市 ・大),岩 田修二(都 立大),勝 島尚美(北 大 ・院生),本 吉

洋一(北 大 ・院生),矢 内桂三,白 石和行(極 地研)

開催の目的

「東クイーンモー ドランド計画」の地学調査計画を策定するにあたって,こ の計画に深い関心を寄せ て い る地

質,地 形,地 球物理,地 球化学の研究者が,そ れぞれの計画を提示し,そ の学問的背景の共通理解を得るとともに

実施上の問題点を討議する.

経過及び成果

この研究小集会は,2回 にわたって開イ崔された.各 分野の幅広い意見を反映させるため,作 業委員会メンバーの

みならず,将 来,同 地域を対象とした研究活動を展開しようとしている研究者も混 じえ,こ れまでの昭和基地周辺
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経過報告

年次計画の検討(23-29次)

東 ク計画と鉱物資源基礎調査について.

外国人研究者との共同研究の可能性について.

西南極調査について.

(拡大 ワーキンググループ)

21次 隊によるセールロンダーネ山脈偵察報告.

気水圏グループの計画.

地理の計画.

地質の計画.

観測方法 と設営の問題点.

全体計画への提案と今後の方針.

8月31日

地理,地 質,測 地サブグループの計画検討.

25次 観測実施計画の立案.

者



における研究成果を踏まえて,広 い観点から研究計画の策定をおこなった.ま た,研 究分野が多岐にわたるため,

具体的な研究計画を討議する,測 地,地 形,地 質,地 球物理の4つ のサブグループが,こ の研究小集会参加者を中

心に結成された.

5月 の第1回 会合においては,現 在までの地学研究の レビューをおこない,東 ク計画で地学各分野の研究対象 と

して,セ ールロンダーネ山脈を挙げることの意義と,予 想される研究成果について討議した.ま ず,研 究組織 とし

て,多 岐にわたる関連学会との連絡を密にすることにな り,ま ず56年 度中に地質学会内に 「南極地質小委員会」が

設置され,地 形学分野でも,同 様の委員会が設置される運びとなった.研 究課題としては,最 初の基礎資料 として

同山脈地域の地形図を作成することとした.こ のために,国 土地理院との協力体制が強調された.地 形部門では,

氷床の変動を中心に3つ のテーマが,地 質部門では,地 質構造と鉱物資源の賦存状況の調査を中心に3つ のテーマ

が決められ,他 に阻石,地 殻物理のテーマについても討議された.

8月 の第2回 会合においては,第1回 ののちに,測 地,地 形,地 質の各サブグループで検討された内容 を も と

に,具 体的な計画案を作成した.

以上の結果,「 東南極 ・東クイーンモードランド地域の地学研究計画」(15頁)の 小冊子を作成した。

(2)南 極陸上生態系に関する研究

開催 日:昭 和56年6月29日

場所:国 立極地研究所 講義室

プログラム

1.地 衣類 ・蘇苔類 座長 安藤久次(広 島大)

地衣類研究の現状と将来:柏 谷博之

蘇苔類研究の現状と将来:神 田啓史

北極における植物研究 と南極:関 太郎

2.花 粉 ・藻類 座長 関 太郎(広 島大)

南極における花粉分析:山 中三男

土壌藻類研究の諸問題:秋 山 優

3.微 小動物 ・土壌呼吸 座長 松田達郎(極 地研)

微小動物研究の現状 と将来:大 山佳邦 ・

土壌呼吸 と研究計画:伊 野良夫

4.総 合討論 座長 星合孝男

話題提供:松 田達郎

出 席 者

安藤久次(広 島大 ・理),柏 谷博之(科 学博物館),関 太郎(広 島大 ・理),山 中三男(高 知大 ・理),

秋 山 優(島 根大 ・教),伊 野良夫(早 大 ・教),黒 川 適(科 学博物館),井 上 浩(科 学博物館),松

田達郎,星 合孝男,大 山佳邦,内 藤靖彦,神 田啓史,福 地光男,谷 村 篤,渡 辺研太郎(極 地研)

開催の目的

昭和基地における陸上生物の研究は,第15次,第16次 観測隊によって,地 球化学部門および医学部門と共同で,

昭和基地周辺の環境科学総合調査として実施された.そ れ以降は環境モニタリングの一環として継続され て い る

が,系 統だった調査が実施されるにはいたっていない.そ こで,今 後の陸上生物の研究を進める上で指針をさぐる

べく,陸 上生態系に関する研究小集会が企画された.

経 過及び成果

前出のプログラムに従 って,こ れまで昭和基地周辺で調査された動植物についてのまとめの報告および問題点の

指摘がなされ,最 後に今後の研究課題について討論がなされた.

今後の課題として,ま ず昭和基地周辺に出現する動植物の分類を正確にする必要がある.し かし分類学の現状か
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らみて,これを集中的に推進する機関がないところから,極 地研が共同研究等を通じて努力することが期待される.

次に,こ れまでの一般的な生態調査から,さ らに一歩進めた,生 物生産からenergy　 flowな ど,生 態系の構造

を解明する研究課題が必要である.こ のためには,野 外および室内での実験的な手法を導入することを検討しなけ

れぽならない.

さらに南極の生物を研究するうえで,亜 南極域 との生物相の比較研究と同時に,北 極域の生物相との比較研究 も

必要である.こ れは分布などの生態的な研究のみならず,寒 冷環境への適応など,生 理学的な比較研究も必要であ

る.

また環境監視の問題は,今 後南極の資源開発に伴って重要な問題となる.従 って他の研究分野と共同研究を含め

て方針を検討する必要がある.

(3)極 域気水圏観測結果の検討と今後の研究方針

開催 日:昭 和56年7月21日

場 所:国 立極地研究所 講義室

プログラム

1.20次 隊観測結果及び研究進歩状況

2.21次 隊観測結果

3.22次 隊現況

検討事項

1.デ ータレポートの内容形式,発 行時期について

2.　 POLEX以 降 のみずほ基地の気象観測

3.今 後の研究計画(POLEXグ ループ,共 同研究,そ の他)

出 席 者

小林大二(客 員,北 大 ・低温研),小 林俊一(北 大 ・低温研),石 川信敬(北 大 ・低温研),大 前宏和(北

大 ・院生),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),高 橋修平(北 見工大),楠 宏,川 口貞男,前 晋爾,西 尾文

彦,藤 井理行,和 田 誠,山 内 恭,神 沢 博(極 地研)

開催の目的

第20次 か ら3年 計画で極域気水圏観測　(POLEX-South)　 が実方枢されているが,20次 及 び21次 で得た観測結果に

っいて,デ ータの質,処 理方法,発 表の方法,内 容,担 当者,及 び今後の研究テーマ,方 法,分 担について検討す

る.

経過及び成果

1.報 告

20次 隊(山 内,和 田)

みずほ基地の 「地上気象」,「境界層観測データ」 「放射観測データ⊥について既にデータレポー トとして発表.

第3回 気水圏シンポジウムで5編 の論文を発表.又 米国で開かれる国際雪氷学シンポジウムでの発表を予定して

いる.

21次 隊(小 林,石 川,大 畑,川 口)

みずほ基地の 「地上気象」及び 「放射観測データ」は,56年 度中にデータレポートとして発表予定.境 界層デー

タは,テ ープへの読み込み ミスがあり編集がお くれている.こ のほか超音波風速計,低 層ゾンデ,海 氷上熱収支の

データ処理を進めている.又 衛星データの　TOVS及 び画像の解析も行なっている.

2.デ ータレポー トの発行予定

上記の 「地上気象」 「放射」のほか,「 境界層」「低層ゾンデ」 「雪氷,移 動気象」 「海氷熱収支」 「衛星」など

を予定する.

3.今 後の研究方針
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各出席者から今後の研究計画が提出された・また,　POLEXグ ループ以外の人からも,研 究参加の希望が出され

た.又 研究テーマ毎に組織化してグループ分けをした方がよいのではないかの意見があり,共 同研究者等の対応と

して有効であ り,条 件が揃った時点で考慮する事となった.

4.そ の他

23次 以降,み ずほ基地の観測は,地 上気象観測のみとするが,23次 隊員の希望により若干の他の測器も残す .

無人気象観測はH180の み とする.

以 上のほか,デ ータの質,問 題点や興味深い気象現象などについて意見の交換がなされ,極 めて有意義な集会で

あった.

(4)極 地データ処理研究小集会

開催日:昭 和56年7月7日 ～8U

場 所:極 地研究所 講義室

プログラム

〔大気と衛星,画 像処理〕 座長 山内 恭

1.南 極みずほ基地での接地境界層の観測

和山 誠,山 内恭,前 晋爾

2.大 気の透過関数及び放射モデルの計算

山内 恭,敦 宗欽,田 中正之

3.吸 光 スペクトル法による大気NO2全 量測定

柴崎和夫

4.ウ エデル海における混合層対流 と南極低層水の生成

　　　　　　　　　　 Harold　 Solomon

5.　 TIROS,　 NOAA　 データの解析

山中信也,山 内 恭

6.　 LANDSATデ ー タからみた御岳山降灰域 と南極の氷の識別について

神沼克伊,桜 井治男,中 田まゆみ,馬 場めぐみ

7.ラ ン ドサット画像よりみた南極裸氷原について

大前宏和,西 尾文彦

8.　 MAGSATデ ータによる地球変化磁場の研究

桜井治男

9.　 TRIAD衛 星dataの 統計処理法

藤井良一一

〔情報処理センター〕 座長 神山啓史

10.国 立極地研究所,情 報処理センター

江尻全機

11,国 立極地研究所情報処理センター運用

桜井治男

12.情 報処理センター汎用ルーチン・パッケージについて

内田邦夫

13.ハ イ レベル ・ミニコンによるチータ収集処理の概要

山岸久雄

14.ハ イ レベル ・ミニコン ・チータ処理のためのソフトウェア

ファコムハイタック㈱ 内海達郎,森 川 昭
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15.　 CAMACに つ いて

大森秀史

16.極 地研植物標本データバンクシステムについて

神田啓史

〔特別講演〕 座長 渋谷和雄

17.京 都大学における科学衛星EXOS-Bデ ータ処理システム

橋本弘蔵

18.宇 宙 科学研究所 宇宙科学資料解析センターの構想

寺沢敏夫

19.ス ペ ース ・プラズマのシミュレーション実験の方法一粒子コー ド一

松本 紙

〔プラズマ波動現象の解析〕 座長 宮岡 宏

20.磁 気圏尾におけるプラズマ波動不安定－Dawn-Dusk電 場 の効果一

田中基彦,佐 藤哲也

2L静 電波による荷電粒子の運動への共鳴/非 共鳴

谷口治幸

22.極 地研究所電算機システムを用いたオーロラ帯プラズマ波動現象の研究

小野高幸

23.極 域電離層中におけるプラズマ波動粒子相互作用の数値解析

宮岡 宏

24.人 工衛星で観測されたプラズマ波動現象の統計解析

中川一之

〔低周波現象の解析〕 座長 福西 浩

25.　 VLF-ELF　 自然放射の周波数解析について

佐藤正彦,平 沢威男,福 西浩,佐 藤夏雄,前 沢 潔

26.多 点 観測によって得られたPi　 burstの 特性

国武 学

27.極 光 帯におけるPi型 磁気脈動の波動解析

桑島正幸

28.ULF磁 波波動解析上の留意点について

湯元清文

29.　 AuroralScanningPhotometer記 録 及び地磁気三成分記録のデータ解析について

巻田和男,谷 口治幸

出 席 者

松本 紘(京 大 ・超高層),橋 本弘蔵(京 大 ・工),寺 沢敏夫(宇 宙研),湯 元清文(東 北大 ・理),桑 島

正幸(気 象庁地磁気観測所),巻 田和男(拓 殖大 ・政経),佐 藤 正彦(山 形大 ・院生),ハ ロル ド・ソロ

モン(東 海大 ・海洋研),大 前宏和(北 大 ・院生),柴 崎和夫(東 大 ・院生),谷 口治幸(東 大 ・院生),

国武 学(東 大 ・院生),田 中基彦(東 大 ・院生),山 内 恭,和 田 誠,前 晋爾,西 尾文彦,桜 井治

男,藤 井良一,神 田啓史,江 尻全機,内 田邦夫,山 岸久雄,渋 谷和雄,宮 岡 宏,福 西 浩,平 沢威男

(極地研)

開催の目的

極地研究所 ・情報処理センターは,共 同研究の共有設備として,電 子計算機処理を必要とする南極北極で得られ

た全てのデータについての解析を行ってもらっている.デ ータの形態 としては,超 低周波より高周波に到るアナロ

グ信号の周波数分析,人 工衛星より得られたデータ,気 象 ・海洋の流体問題 観測数値データの数理統 計 学 的 解
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析,各 種分野のデータバンク等,多 種多様化している中で,電 子計算機を用いた解析法,手 法,及 びこれ迄センタ

ーで得 られた結果を発表し
,利 用者相互間での経験の交流と,情 報処理センターの機能の向上を計る糧 とする.

経果及び成果

目的の項で述べた多 くの情報処理センター利用者の多種多様な解析結果を全て発表討論する事は,研 究小集会の

範囲では不可能に近いものであったが,テ ーマを4つ に絞 り(大 気と衛星 ・画像処理,情 報処理センター,プ ラズ

マ波動現象の解析,低 周波現象の解析),さ らに特別講演 として利川者の知見を広める目的で,　EXOS-Bデ ータ処

理,宇 宙科学資料解析センター,シ ミュレーション実験の方法等について講演討論が活発に行なわれた.こ れらの

集会の中で,利 用者間の情報(計 算機利用の技術,及 びデータ解析の発想の方法)の 交換は有意義なものであった

と共に,情 報処理センターとしても,利 用者のニーズを知る上で大いに参考になった.最 先端の解析を行っている

者にとって,教 科書的な確立した解析手法と言うものはなく,各 自それぞれ独自の手法を開発している のが 現 状

で,そ の中での経験を発表し,他 の経験者からのコメントを受け討論するのは,こ の種の研究小集会でなけれぽ出

来なかった事である.

又 この機会に,情 報処理センターの機能を利用者に紹介出来た事は,利 用者がセンターの機能を充分利用する上

で大いに役立った事と思われる.

この集会のもう一つの日的は,利 川者の利用形態を把握した上で,情 報処理センターの将来像を得る事であった

が,現 有M-160皿 システムでの限界をつかむ事が出来,次 期システムの概念を設計する資料が得 られた.同 時に,

この集会の為に作成した 「予稿集」が,情 報処理センター利川のこの1年 間の概要報告ともなって,集 会参加者に

配布された意義は大 きい.

(5)氷 床 コア研究

開催日:昭 和56年11月9H

場 所:国 立極地研究所 第4会 議室

プログラム

1.氷 床 コア研究計画についての検討

2.今 後のコア研究の方針

3.研 究報告の方法についての検討

4.氷 床 コアニュースの内容検討

5.そ の他

出 席 者

東 晃(北 大 ・⊥),北 野 康(名 大 ・水圏研),前 野紀一(北 大 ・低温研),渡 辺興亜(名 大 ・水圏

研),加 藤 富久雄(名 大 ・水圏研),成 山英器(北 大 ・低温研),柚 宏,平 沢威男,川 口貞男,前 晋

爾,藤 井理行(極 地研)

開催の目的

第23次 南極地域観測隊から5ケ 年計画の 予定で開始された東クイーンモー ドランド雪氷計画では,み ずほ基地で

の500m中 層掘削,氷 床内陸部一ド地点で100～200m掘 削を予定している.国 内では,掘 削コアを用いての気候変動

の復元・氷床深部氷の物性研究,掘 削孔の検層による氷温分布,内 部の力学的状態などの研究が予定されている.

こ うした背景をふまえ・当研究小集会は,1)氷 床 コアの共同研究体制の検討,2)氷 床 コアの配分方針の検討を

目的に行った,

結果及び成果

① 現在,研 究所が保管 している第21次 隊採取までの氷床コア7点 を,東 ク計画前の予察的解析のために,8件

の研究計画の実施をすすめることとした.ま た,第13次 採取のみずほ基地コアは,経 年変化を知る研究にのみ

使用することとし,長 期保管していくことになった.

② 今後のコア研究の重点課題として,化 学成分の研究と年代決定の2点 が挙げられ,名 大水圏研の北野教授を
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中心に検討してい くこととなった.ま た,コ アの一次解析用の予算の確保,コ アの管理などについては,極 地

研で検討していくこととなった.

③ コアの配分を受けた者の研究報告の方法については,今 後検討することとした.

④ 氷床コアに関連する情報を広く研究機関や研究者に知らせるため,ニ ュースを発行することとし,そ の原案

を検討した.ま た,そ の配布先についても検討した.

⑤ 今後,氷 床コアを利用しての共同研究を推進していくため,研 究所に委員会を作ることが望ましいとの意見

が出された.

(6)南 極陽石 の科学研究を推進するための研究小集会

開催日:昭 和56年12月3日 ～4日

場 所:国 立極地研究所 第4会 議室

プログラム

第1日12.月3日13:00～17:00

討論:南 極隅石研究の現状 と将来の展望

1.世 界における限石学の過去 と現状

本田雅健

2.南 極限石を素材とす る日本の陽石学の現状と問題点

小沼直樹

3.阻 石学に対する関連分野からの注文

天文学 ・小在由秀(東 京天文台),天 体物理学 ・中沢 清(京 大 ・理),地 球物理学 ・熊沢峰夫(名 大 ・

理),宇 宙電磁気学 ・大家 寛(東 北大 ・理),地 球化学(無 機)・ 増田彰正(東 大 ・理),岩 石鉱物学・池

田幸雄(茨 城大 ・理),生 命起源学 ・原田 馨(筑 波大 ・化学)

4.総 合討論

第2日12月4日09:30～12:00

討論:南 極阻石研究のための振興案の提示と検討

1,学 術会議勧告案(隅 石科学及び陽石による宇宙科学研究の振興について)の 成立までの経緯と今後

本田雅健(東 大 ・物性研)

2.国 立極地研究所陽石資料部門の成立と現状における問題点と今後

平沢威男

3.総 合討論

出 席 者

中沢 清(京 大 ・理),熊 沢峰夫(名 大 ・理),池 田幸雄(茨 城大 ・理),原 田 馨(筑 波大 ・化),大 家

寛(東 北大 ・理),増 田彰正(東 大 ・理),長 谷 川博一(京 大 ・理),古 沢吉香(東 大 ・天文台),本 田雅

健(東 大 ・物性研),小 沼直樹(客 員,茨 城大 ・理),武 田 弘(客 員,東 大 ・理),永 田 武,平 沢威

男,矢 内桂三,船 木 実

開催の目的

南極限石を中心に限石科学推進のための問題点を明らかにし,そ の解決策を検討した.

結果及び成果

南極限石の研究を強力に推進するため問題点 とその解決策を模索するためのブレーンス トー ミングを,"南 極 陽

石ワークショップ"の 一環 として,こ の小集会をもった.こ の研究小集会で明確になったことは,南 極陽石研究の

拠点としての極地研である.

(1)南 極限石の採取,記 載,保 管,配 布および南極阻石シンポジウムの開催と研究成果の印刷公表は,従 来通

り,極 地研が行なわなけれぽならない.
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(2)南 極阻石研究の拠点として極地研の限石資料部門の改組,充 実案を具体化する必要がある.

(3)南 極陽石を素材 とする宇宙科学の振興案として,　NASA－ 極地研をベースとする日米南極限石共同研究プロ

ジェク トを軌道に乗せる努力を開始する.

(4)南 極阻石シンポジウムおよび研究小集会を活用し,日 本の若手および古手の地球科学研究者の興味を南極陽

石に向わせる努力を開始する.

3.観 測研究小集会

(1)夏 期生物調査の方針 と意義

開催 日:昭 和56年5,月28n

場 所:国 立極地研究所 第4会 議室

プログラム

1.夏 期生物観測の歴史

星合孝男

2.定 常観測の定義と実施の経緯

松田達郎

3.22次 隊の調査経過と結果

倉本茂樹,渡 辺研太郎

4.23次 隊観測計画と目的

海洋生物 ・福地光男,海 洋定常観測 ・淵之上清二,陸 上生物 ・伊野良夫

出 席 者

伊野良夫(早 大 ・教),菱 田昌孝,倉 本茂樹,小 山 薫,淵 之上清二,岡 克二郎(水 路部),中 嶋 泰

(東水大),松 田達郎,大 山佳邦,内 藤靖彦,渡 辺研太郎,星 合孝男,前 晋爾,福 地光男,谷 村 篤,

大塚英明(極 地研)

開催の目的

南極における夏期の生物調査は限られた時間内で効率良 く実施しなくてはならない.特 に23～25次 では海洋生物

に重点をおいた観測が実施される.海 洋生物 と環境測定の海洋物理,化 学定常部門との相互理解が前提になる.ま

た陸上生物の生態等の調査も23次 に実施する.担 当隊員だけでなく,こ れに支援参加する隊員を始め,全 員の理解

が必要である.本 観測研究小集会は互いの目的,方 法に対する相互理解を深め,調 査を効率良く実施することを目

的に開催された.

経過及び成果

始めに,過 去の夏期生物観測や定常観測にたずさわって来た星合隊長と松田教授から説明があ り,種 々の環境条

件や設営面からの制約についても説明があった.次 に前次隊の調査の目的と経過について倉本,渡 辺夏隊員から説

明があ り,結 果の一部についても発表があった.こ こでは前次隊の計画の段階にまで朔っての議論があ り,23次 隊

の観測計画に大いに役立つこととなった.最 後に23次 隊の夏期生物調査の概要が各隊員から紹介され,計 画段階で

の議論が活発に行なわれ,目 的,方 法,特 に測器の取扱いまでも含めた具体的情報が提供された.観 測研究小集会

が共同研究の一部として正式に開催される以前より夏期生物調査の打合せは行なわれていたが,今 回正式に開催さ

れたことにより,準 備段階から各種の情報が用意され,隊 員相互の理解が期待以上に進み,本 集会の目的を充分達

成することとなった.
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(2)夏 期地学調査の目的 と意義

開催 日:昭 和56年6月5日 ～6日

場 所:国 立極地研究所 講義室

プログラム

1.南 極観測における地学特に地質学的研究の歴史,目 的,お よび意義

矢内桂三

2.昭 和基地周辺における地質調査

白石和行

3.第23次 隊観測計画概要

星合孝男,前 晋爾

4.第23次 地質調査の目的,優 先順位

松枝大治,本 吉洋一

出 席 者

松枝大治(秋 大 ・鉱),本-吉 洋一(北 大 ・院生),矢 内桂三,白 石和行,星 合孝男,前 晋爾(極 地研),

阿部 薫(国 土地理院)

開催の目的

夏期の地学調査は限られた時間内に有効に実施せねぽならない・また自然環境条件の変化に応 じ調査計画を急拠

変更せねぽならぬことも予想される.こ れらの条件に対応し,プ ロジェクトに貢献するに足る調査を行 うた め に

は,プ ロジェクトの歴史を充分に理解し,調 査予定地接近方法について充分理解しておく必要がある.こ の目的の

ため本集会を開催 した.

経過及び成果

昭和基地周辺の地質を明らかにし,さ らに他地域の調査結果をも含めて南極大陸全体の地誌を理解することを目

的とした地質部門の歴史が解説された.同 時に,鉱 物資源問題に対応する基礎資料を得る必要性のあることが述べ

られ,次 の調査は上記双方の立場からなされるものであることが明らかにされた.次 に野外行動のあ り方,国 内,

船 上,現 場での注意事項が解説され23次 隊全体の観測計画概要が示された.

最後に23次 隊の調査場所が提案され,測 地(国 土地理院担当)の 観測計画をも考慮し,プ ロジェク トの目的達成

のため最も効率の良いと思われる作戦が論議された.リ ュツォ・ホルム消消奥露岩の地質調査,宗 谷海岸,か すみ

岩の鉱床学的調査,ア ムンゼン湾の地質調査の実施について具体的検討を進めることにした・この際測地部門との

協力について充分考慮することとした.

(3)　 rMAP計 画に基 づ くバルーン観測」

開催 日:昭 和56年6.月23口

場 所:極 地研講義室

プログラム

1.超 高層物理観測の歴史と現況:平 沢威男,川 口貞男

2.23次 隊観測:星 合孝男,前 晋爾

3.23次 隊MAP計 画の概要

(i)総 論:藤 井 艮一

(ii)オ ゾン総合観測:中 鉢 繁

㈹　 VHF　 ドプラー レーダー観測:五 十嵐善良

(iv)オ ーロラ総合観測:藤 井 良一
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(v)大 気球,衛 星テ レメトリー:菊 地 雅寿

4.関 連計画概要

(i)地 球物理定常:阿 部 馨

(ii)電 離層定常:倉 谷 康和

働 気象定常:吉 平 保,首 藤康雄

5.ま とめ及び今後の課題

出 席 者

中鉢 繁,吉 平 保,首 藤康雄(気 象庁),五 十嵐喜良,倉 谷康和,大 瀬正美(電 波研),阿 部 馨(国

土地理院),菊 地雅寿(明 星電気),小 野 晃(名 大 ・水圏),高 木増美,近 藤 豊,森 田恭弘(名 大 ・

空電研),柴 崎 和男(東 大 ・院生),星 合孝男,前 晋爾,藤 井良一,平 沢威男,川 口貞男,福 西 浩,

江尻全機,鮎 川 勝,宮 岡 宏,山 内 恭(極 地研)

開催の目的

23次 隊 で実施するMAP計 画に基づ く観測,及 び関連観測の概要と目的を話し合 う.そ して南極におけるオペ レ

ーションがスムーズに実施でき,か つ成果が上がるように具体的な計画を練る.

経果及び成果

南極における超高層観測の歴史と現在の状況説明がなされ,ま た23次 隊観測計画の概要も紹介された.続 いて各

隊員より主な観測項目の目的,内 容,実 施計画,準 備の進行状況等の報告があり,参 加者への理解と助言を求め

た.最 後に今回の観測計画のまとめを行い.今 後の課題を話し合った.

今回の小集会を開く事により,観 測隊員は各自の観測の意議を再確認し実施するための具体的な方法について有

意義な助言が得 られた.ま た出席した所外の関係者も南極における観測の重要性 と実施する場合にいろいろな障害

があることを理解した.

(4)自 然地震観測の意義 と観測法

開催 日:昭 和56年8刀28日

場 所:国 立極地研究所 講義窒

プログラム

1.プ ログラム昭和基地の地震観測点の役割

2.地 震 観測システムの概要と保守方法

3.そ の他

出 席 者

阿部 馨(国{二 地理院),星 合孝男,渋 谷和雄,藤 井良一(極 地研)

開催の目的

昭和基地の自然地震定常観測は特に南半球で発生する地震の震源決定に欠かせぬ観測点の1つ であるが,1980年

来記録方式の改良が重ねられている.観 測方法,記 録方法の原理と保守を担当隊員及び関係者が正しく認識するこ

とは現地での引き継ぎを円滑にすること,及 び,記 録の質の一貫性を保つ上で重要である.こ のため当観測研究小

集会を開催した.

経過及び成果

昭和基地の自然地震観測システムの概要を渋谷から報告してもらった.そ のうえで22-23次 の引き継ぎにおいて

23次 担当隊員阿部馨が行うべきシステム保守,改 良の手順内容を渋谷が示し,23次 夏期オペ レーションの全体計画

との関連から隊長を含め討論を行い,内 容の詰めを行った.又,藤 井隊員から情報処理棟計算機でのオフライン処

理について説明があ り,越 冬期間中の地震データテープ再生の時期,頻 度等を他の計算機処理計測器機との関係か

ら討論した.定 常観測 としての自然地震観測の重要性を隊,及 び関係者全員が認識し,シ ステム保守の内容,手 順

を細目まで確立し得たことで当集会は十分目的を達した.
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(5)東 ク イーンモー ドラン ド地域における雪氷研究の目的 と意義

開催 日:昭 和56年8月28日

場 所:国 立極地研究所 講義室

プログラム

L

2

3

4

5

出

東 クイーンモー ドランド5ケ 年計画

第23次 隊の東 ク計画の最終検討

氷床の動力学;目 的と観測方法

氷床の堆積環境;目 的と観測方法

その他

席 者

高橋修平(北 見工大),大 前宏和(北 大 ・低温研),

西尾文彦(極 地研)

石川正雄(北 大 ・低温研),勝 島尚美,星 合孝男,

開催の目的

第23次 観測隊は,東 クイーンモー ドランド雪氷計画,　BIOMASS計 画,　MAPの 大規模研究計画のいずれも初年

度を担当するため,そ れぞれの研究計画の目的,意 義,具 体的計画を充分に理解した上で,全 体の観測計画を詰め

る必要がある.特 に,東 ク計画では,大 きな旅行隊による4ケ 月近い大旅行が予定されてお り,そ の計画の全体像

を明確にしておくことが第23次 隊 としては重要である.こ のため当観測研究小集会を開催した.

経過及び成果

束 クイーンモー ドランド雪氷研究計画の5ケ 年計画の概要を西尾隊員に報告してもらった上で,第23次 の東 ク計

画初年度 としての意義の理解を深めた.特 に,数 年後の再測定を要する氷床の動力学に関連する三角鎖測量ライン

や多くの歪方陣の設置は,第23次 隊 の最も重要な仕事であることが充分理解できた.こ の他,氷 床の堆積環境を明

らかにする浅層掘削やレーダーによる堆積層探査などの重要性も示された.こ うした理解を踏まえた上で,第23次

隊の全体計画の中で内陸旅行計画の要点 となることを自由討論し,旅 行の計画を詰めるに際しての諸問 題 を考 え

た.当 集会は,東 ク地域における雪氷研究の目的と意義 とい う研究課題であったが,具 体的な計画細部にもわたる

話合いをし,雪 氷研究計画の全体像を充分理解し得た.

(6)環 境モニタ リング の意義 と観測法

開催日:昭 和56年10月7n

場 所:国 立極地研究所 第4会 議室

プログラム

1.南 極における医学研究の現状:松 田 達郎

2.環 境 モニタリングとしての医学研究:星 合 孝男

3.第23次 隊医学研究計画:島 岡 清

4.討 論

出 席 者

島岡 清(名 大 ・保健セ),松 田達郎,星 合孝男,大 山佳邦,内 藤靖彦,福 地光男,谷 村 篤,渡 辺研太

郎,大 塚英明(極 地研)

開催の目的

南極観測における医学研究は第1次 ～第8次 までは医療1名 の隊員によって行なわれてきたが,第9次 ～第21次

では医療1名,医 学1名 の隊員によって行なわれるようにな り,基 礎医学面の充実がはかられた.以 後医学研究隊

員を中心に,越 冬隊員の健康管理を目的とした基礎的研究が行なわれている,し かし,医 学の研究目的が必らずし
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も明確でない場合はデータ収集のための協力が得にくい状況もあった.本 集会では協力予定隊員との間に医学研究

の目的,方 法を説明し,次 隊の医学研究の充実を計ることを目的として開かれた.

経過及び成果

南極医学研究の現状について,医 学の研究分野である環境モニタリング(細 菌汚染調査)も 含めて研究の現状が

星合,松 田によって説明された.特 に医学研究の意義についても多くが語られた.次 いで23次 隊医学担当島岡隊員

より23次隊 の医学研究テーマについて目的 ・方法 ・意義について詳細な説明がなされた.特 に,有 酸素的作業能の

年間変動調査や生活形態 と関係した日常の作業量調査,身 体 トレーニング効果に関する調査等で使用する測器類に

ついて被検者に細かな説明があった.最 後に被検者からの質問とい う形で討論が行なわれた.こ こでは被検者の越

冬中の行動予定が報告されたため調査の計画の段階で計画の ・部変更点が認められる等有意義な討論となった.
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4.研 究談話会

開催期日

昭和56年
4月8日

4月22日

4月28日

5月27日

働噺者演講

啓
史啓

井
田
寺
神

演 題

1エ レバス火山,地 球物理学的研究調査の概要報告

1オ ース トラリア南極観測に参加して

福地 光男 第20次(78/79)夏 隊及びアラスカ大学海洋研でのプランク トン
調査について

西山 厭(訴 ラスカ大'灘)べ ーリング海の献 生産に関する話題

E.　S.　Grew　 (カ リフ ォル ニ ア大)・Geology　 and　 Peterology　 of　the　 Archean

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rocks　 of　Enderby　 Land,　 Antarctica

Granulite-facies

6月10日 　 V.A.　 Schmidt

6月24日

6月26日

(昊 ツツ バ ー グ)1Pa'e°magnetismandPlateTect°nicRec°nst「ucti°ns

小川 利紘(客 員,東 大地物研)

赤祖父俊一(誘 うスカ大'地 物)

7那 日 川・ 貞男

成層圏オゾンと紫外線環境

極地探検史とオーロラ科学

第21次観測隊越冬報告

7月22目 木公田 達 良β 1越冬隊の人類働態学的研究

8月18日 C.　H.　 Hendy　 (ワ イ カ ト大) Antarctic　 Glacial　 History

9月24日 V'Alexande「偏 スカ大'海)1轟h識 鶴c謡tg識 隠
,蠕tj蠕e翻 躍ty

11月4日 宮 岡 宏

11.月6日 　l　D.　 Skinner

11月18日 村野 正昭(客 員,東 京水産大)

惑 星電波の発生機構と南極。ケ。噸 測

North　 Victoria　 Land:　 A　 Cooperation　 Expedition　 between

New　 Zealand,　 Australia,　 U,　 S.　A.　 and　 West　 Germany　 (GAN

tOVEX).

12月16日

12月23日

昭 和57年

2月10日

3刀10日

オキアミの生物学

王 岬(中 国科学院 ・蘭州
氷川涼土研)働 綱]の 測器について

神疸 博 成層圏突然昇温

船木 実 ドライバレー地域の古地磁気

－L－

内藤 靖彦 リュツォ・ホルム湾の脊椎動物

的知見
分布を中心 とした最近の生態

(注)所 属のない者は,当 研究所の教官である.
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皿 資料及び研究施設の共同利用

1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用

(1)超 高層物理学

昭和56年 度資料収集 ・整理は,第21次 南極地域観測隊の観測結果を主として行った.

人工衛星受信データの整理は,電 波研究所 ・電気通信大学両機関の共同のもとに行い,そ の他の超高層物理学研

観測データの整理は,研 究系超高層物理部門が関係観測隊員の協力のもとに行った.ま た極光 ・地磁気等定常観測

に関しての整理は,事 業部観測協力室が中心 となって行 った.一 方昭和55年10,月,国 際学術連合(ICSU)の 勧 告

により,国 立極地研究所資料系非生物資料部門内に,オ ーロラデータセンター　(WDC-C2　 for　Aurora)が 設置さ

れ,従 来収集されているところの昭和基地関係のデータは勿論のこと,外 国基地で収得された,オ ーロラ現象に伴

う,基 礎的データの収集 と,そ の統一的整理 ・管理および共同利用サービス業務を開始した.昭 和56年 度4月 以

降,ナ ーロラデータセンターは,資 料収集に先立ち,資 料集積場所および収納棚等共同利用に対応すべき,受 入れ

態勢の整備を重点的に行 った.

資 料 名

地磁気3成 分

地磁気絶対値測定およ
びK指 数

全天カメラ写真

ナ ー ロ ラス チ ー ル写 真

人工衛星受1、1観測

地磁気脈動観測

VLF自 然電波観測

相関記録他,各 種モニ

隠 蒋記釧 による観測

外国デ 全天カメラデ
ータ収 一タ(南極点)

集

期 間

1980年 ～1981年

2月1「11,月31日

1980fl・
～19811三

2月1「]1月31口

整 理 内 容

日付 そ う入,マ イ ク ロ フ ィ

ル ム化,A4版 伸 し

一 覧 表 作 成 ,マ イ ク ロ フ ィ
ル ム化

保 管 場 所!備 考(利 用)

1980年3月 ～10刀 一 次 編 集,編 集 フ ィル ム作

晴 天 暗 夜

1980年3月 ～10、月晴

天 暗 夜

成

;フ ァイ リ ング

極地研管理資料
棟5階,オ ーロ
ラデータ庫

1980{卜2刀 ～1981イ1三

1月

〃

〃

編 集 テ ー プ作 成,f-tス ペ`極 地研 超 高 層 ・
ク トラ ム 作 成 マ イ ク ロフ ィ 気 水 圏 資 料棚

ル ム化

編 集 テ ー プ作 成,f-tス ペ 極 地 研研 究 棟 超
ク トラ ム作 成i高 層 資 料 庫

番 号 付,f-tス ペ ク トラ ム

作 成

日付 そ う入,同 一 規格 で 折{

りた た み 整 理,基 本 的 資 料1

の マ イ ク ロ フ ィル ム化1

時 間 合 せ,100ft.編 集1管 理 資 料 棟 オ ー

1ロ ラ デ ー タ庫

研
多
著
れ

同
め
究
さ

共
じ
研
用

所
は
連
利

究
を
関
同

研
者
の
共

て

ユ
で
雑

な

し
ジ
等
学
が

と
ポ
会
科
稿

果

ン
学

,投

　照参ヨ

当
究
く

に
た
そ
各

ウ

の
誌
さ
く

結

シ

・
表

の
た

A

の
種

ム
発

へ
れ
ト

ノ'

19774仁5ノ ヨ～9.月,

19.78(三5月 ～9月

一139一



(2)地 球科学(岩 石資料庫)

昨年新設された岩石資料室内に,旧 地学資料室から岩石資料の移転を行なった.こ の際資料のラベ リングを新た

に行ない採集年次順,あ るいは地域毎にラベリングを行ない,共 同利用しやすく整理されつつある.現 在までに資

料庫に保管されている試料は1,000点 以 上になり,現 在分類保管の作業が続行中である.

(3)南 極 隅 石

第20次 及び第21次 隊がやまと山脈とベルジカ山脈で発見採集した陽石の初期処理を昭和55年 度 に引き続き実施し

た.本 年度は未処理の阻石を冷凍庫より搬出し,阻 石の総数を確定することを目的とした.そ の結果第20次 隊採集

のYamato-79阻 石は3,583個,第21次 隊分は93個 の計3,676個 に達した.ま た,同 時に処理したベルジカー79陽石

は5個 であった.　Yamato-79,　 Belgica-79陽 石 の大まかな分類は次のとうりである.

種 類

阻 鉄

石 鉄 限 石

コンドライ ト

炭 素 質 阻 石

エコンドライ ト

不明(岩 石?)

や ま と一79隅 石

4

?

約3,500

約30

約70

9

ベ ル ジ カー79隅 石

4

1

計3,676個(約300k9)5(約1.4k9)

初 期 処 理 作 業 は,冷 凍 庫 か らの 搬 出,N2ガ ス キ ャ ビネ ッ トで の解 凍,ナ ンバ ー リ ング,仮 収 納(ス チ ロ一一ル ビ

ン及 び タ ッパ ウエ ア ー),大 き さ の計 測(3方 向),秤 量,記 録 写 真 撮 影(6方 向,白 黒 及 び カ ラー),カ タ ログ 用

写 真 撮 影(4"×5"ポ ジ カ ラー)で あ る.本 年度 はYamato-79,　 Belgica-79限 石 の す べ て につ い て,ナ ンバ ー リ

ン グを し,計 測 お よび秤 量 を 済 ませ 収 納 した.記 録写 真 は2,100番 まで,カ タ ロ グ用写 真 を30枚 撮 影 した.

一方,南 極 限 石 委 員会 に よ り採 択 され た 研 究 計 画 に 対 す る試 料 の 配 分 も合 せ て 行 った.

NHK撮 影 部 井 口 氏 の協 力 を得 て,カ タ ログ 作成 の た め や ま と及 び ア ラ ン ヒル ズ隅 石 の代 表 的 な限 石143個 につ

い て,大 判 の カ ラ ー写 真 を 作 成 した.こ の うち,178点 を 用 い 「南 極 陽 石 写 真 カ タ ロ グ」(英 文)を 出版 した.

(4)生 物

極地の各地で得られた生物標本は研究が済み次第,国 立極地研究所の生物資料室に収納されている.

1.植 物

顕花植物,隠 花植物の各標本の収納状況を別表に分類別,地 域別に示した.

そ の他,オ ース トラリア,ニ ュージーランド,チ リ,ア ルゼンチン,モ ーリシャス,シ ンガポール,イ ギリス,

フ ランス,東 欧,日 本などの温帯域からも比較研究のために採集,及 び交換などで受け入れてお り,蘇 苔類,地 衣

類を主に約2万 点が収納されている.

現在,鮮 苔類のデータはコンピュータによるデータバンクとして蓄積されている.内 外の利用者のために種類別

(綱,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索による標本リス ト,ラ ベルの打出し,さ らに分布図の作成

などの利用システムが出来ている.

本 年度の標本貸出,受 入状況は次のとおりである.

(1)広 島大学(関 太郎)へ 南米産蕪類の重複標本を539点 貸 出(昭 和56年4月1日 付)

(2)南 極 ケーシー基地及びニュージーランドより採集した蘇苔類480点,地 衣類200点 を受入れる(神 田啓史採
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集,5月7日 付).

(3)ポ ー ランド科学アカデミー植物研究所　(R.　Ochyra)　 よ り南極産鮮類3(庶 を交換標本として受入れる(10月

15日 付).

(4)同 上植物研究所へ南極産鮮類50点 を交換標本 として寄贈する(昭 和57年2月3日 付).

2.動 物

現在までにユスリカ,ト ビムシなどの昆虫類やダニ類,原 生動物などの微小陸上動物150点,海 洋生物の浪漫標

本として,魚 類,棘 皮動物,ヒ モ形動物,原 索動物,節 足動物,軟 体動物など約100点,ア ザラシ,ペ ンギン,海

鳥などの剥製標本約50点,珪 化木や貝類の化石約50点 が収納されている.

生 物資料室に収納 されている極地の植物

一一 分類別:隠 花 植 物

顕 花 植 物 一・一一ー ーー ーーー一_一ーー 一.1.一'.一_一.一

苔 類 地
別域

亜

地 ＼

南 米 パ タ ゴニ ア

サ ウス ジ ョー ジ ア 島

ケ ル ゲ レ ン島

ア ム ス テ ル ダ ム島

セ ン トポ ー ル 島

ク ロゼ ー島

キ ング ジ ョー ジ島

デ セ プ シ ョ ン島

南 極 半 島
i

50

40

10

昭 和 基 地 周 辺

東iマ ラ ジ 。_ジ ナ や基 地

南 ケ ー シー 基 地

1デ ー ビ ス基 地極

マ ク マ ー ド基 地

羊 歯 類 鮮

10

－b
有

極

西

南

極

600

300

100

50

30

30

500

[カ ナ ダ

北 ㌧ ラス ヵ

極1ア リュ ー シ ャ ン列 島

ア イ ス ラ ン ド域

iフ ィン ラ ン ド

1計

115

215

10

25

100

2,500

100

280

60

100

800

150

100

30

100

5,930

衣 類1藻 類 土壌微生物

300

50

20030|

1。ll

50ミ50

500

30

20050

30

1030

30

50

300

50

30

1,410

一ー

|

ー

1

一
〇12 380

2.研 究施設 ・設備の共 同利用

(1)情 報 処理 セ ンター

資料系情報処理センターは,当 研究所の共同利用施設 として,中 型電子計算機 ・　HITAC-M160皿 中央演算処理

装置を中心 とし,各 種入出力装置を備えた主システムをもつ.ま た,ミ ニコンピュータHITAC-20Eを 中心とし

た高性能小型計算機システムが設置されている.

M-160皿 システムは,昨 年度主記憶を従来の0.5MBか ら1.5MBに 拡張されたと同時に,演 算速度も倍に上げ
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られ,ま た,磁 気テープ,静 電プリンタ等の増設も行ない.処 理能力の向上が図られた.本 システムでは,南 極観

測データ,科 学衛星受信データ等のデータ処理及び各種科学計算が行なわれている.デ ータ・ベース ・システムと

しては,気 象,重 力,海 洋,地 質,陽 石,生 物のデータ及び南極関係の文献情報,南 極の各種地図データを収納し

ている.ま た,M-160皿 とデータ交換制御装置を介して結ぼれている画像処理システムがあり,　TVカ メラ/VTR

より取 り込んだ画像データを各種画像処理プログラムにより,多 様な画像表現,計 算が行なわれ,オ ー ロ ラ形 態

学,気 象研究等に利用されている.

高性能小型計算機システムは,気 象衛星データ処理,　PCMデ ータ処理,A/D変 換,周 波数分析処理,カ ーブ

トレース処理等の信号 ・データ処理機能をもつ.今 年はこれらに加えて,カ ラー写真入出力装置と高分解能カラー

・グラフィック装置とそのハー ドコピー装置が付加される.こ れら収集データは,デ ータ交換制御装 置 を介 し,

M-160皿 とオンラインで接続され,処 理能率の向上が図られている.

共 同利用として,所 外研究者の利用は増加しつつあ り,現 在登録されている共同利用者は26名 である.M-160皿

システムの56年 度 月別使用状況を下図に示す.

56年 度M-160nシ ス テ ム稼 動 時 間

321
'

(霊
堂
)
霊
堂
繍

(2)低 温 実 験 室

低温資料部門が管理し,-10℃ の前室,-20℃ の実験室(自 然対流 と強制対流の2部 屋),-20℃ の低温貯蔵庫,

人
低温室月別利用状況

50

利

用

者

数

0 へ　ア
456789101112123月

目召F禾∬56イF　 57iiド
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一60℃ の超低温実験室からなっている.

低温貯蔵庫に保管されている主な試料(資 料)の 内容は,前 年度とほぼ同じである.4月 には南極での氷床掘削

が数地点で実施され,み ずほ基地付近の143mコ ア,H231地 点の100mコ アなどが持ち帰られた.保 管されている

試料の主なものは,氷 床掘削コアで,今 後の南極での研究計画の進展により,こ こで保管する氷床 コアの量が増え

ていくことが予想される.氷 床 コアは,氷 床コア委員会(仮 称)を 通して,研 究者に配布されるようになった.

低温実験室は,雪 氷,地 学,設 営工学研究部門および,そ の共同研究者により主に利用された.ま た,観 測隊の

利用も夏以降10月 位 までの間増え,南 極に持込む機械類の低温試験などが行われた.

今 年度の月毎の低温室利用状況を,図 に示す.利 用者総数は,延290人 で,前 年度より20人ほ ど増加した.
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IV　南極地域観測事業

1・ 第22次 南極 地域観 測隊

第22次 南極地域観測隊は,第20次 隊 より開始された南極域気水圏観測計画　(POLEX-SOUTH)及 び地学調査の

最終年度として,こ れらを重点観測項目として編成された.

同隊の行動期間は,昭 和55年11.月25日 東京港晴海埠頭出港,越 冬隊は昭和57年3月21日 成 田国際空港帰国(夏 隊

は昭和56年4月20日 東京港晴海埠頭帰港)で あった.

オース トラリア ・フリマントル港を12.月丁6日出港した観測船 「ふじ」は,同 月22日 南緯55° 通過,昭 和56年1月

1日 に昭和基地へ第1便 を飛ばした.

幸い物資輸送は,天 候にめぐまれ1月28日445ト ンの空輸をもって完了した.

ホバークラフトは,1月13日 昭和基地に自走した.

昭和基地では,情 報処理棟の建設,短 波受信用大型 ロンビックアンテナの建設,通 信衛星用マリサッ ト移動局の

設置,画 才ングル島無人観測所及びテレメータ送信局 と東オングル島テレメータ受信局の建設等が行われたほか,

昭和基地周辺海域での生物の潜水調査,地 学の人工地震探査等が実施された.

野 外観測調査は,あ けぼの岩 ・天文台岩 ・新南岩の調査を実施した.

なお,ソ 連マラジョージナや基地では,日 ソ超高層共同観測の引継ぎを行った.

越 冬期間中は,気 水圏部門及び地学部門を最重点観測項目として越冬観測を実施した.

気 水圏部門は,4回 にわたる長期内陸調査旅行を実施し,氷 床内部の移動による観測,内 陸の気象 ・雪氷の観測

を行 った.

地 学部門は,航 空機による観測,地 学調査,内 陸やまと山脈周辺での限石探査,地 形調査を行った.

そのほか,定 常観測部門を始め,宙 空部門,環 境科学部門等は従来からの調査を引続き実施した.

(1)第22次 南極地域観測隊編成及び観測項 目

第22次 南極地域観測隊編成表

人員44名(越 冬隊34名,夏 隊10名)

〔越冬隊〕

担 当 民 生年月日名
(年齢)

所 属

(昭 和55年11月1日 現 在)

1
本籍地 隊 経 験

隊 長(越
冬隊長)

吉　 [LI　栄 夫 昭5.12.18文 部教官教授
(49歳)1国 立極地研究所研究系

副 隊 長

東 京 都

気 象

神 沼 克 伊 「昭12.6.1文 部教L{助 教授
(43歳)国 立極地研究所 研究系

神奈川呉

手 塚 正 一!昭18.1.261

(37歳)

運輸技官
気象庁 観測部

群 馬 県

2次 夏,4次 越

冬,8次 越 冬,

16次 夏,20次

夏,米 国基 地5

回,英 国基 地1

回

8次 越冬,19次

夏 米国基地4回

佐 藤 元 保,昭18.8.29
1(37歳)

山形則
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〃

電 離 層

地球 物理

宙 空 系

〃

気 水 圏

〃

〃

地 学 系

〃

〃

環境科学系

〃

機 械

佐久間 喜代志

馬 淵 和 雄

栗 原 則 幸

酒 井 量 基

佐 藤 夏 雄

瀬 尾 洋 一

井 上 治 郎

昭27.6.19

(28歳)

東 京 都

昭27.8.8

(28歳)

ノ

' 隣 県
昭30.1.16郵 政技官
(25歳)郵 政省電波研究所電波部

山 形 県

昭29.8.25文 部技官

(26歳)国 立極地研究所事業部
福 岡 県

昭22.7.8文 部教官助手
(33歳)国 立極地研究所研究系

ラ

,

フ
回
回

,
1
1

冬
地
地

越
基
基

次

ス
連

15

ン
ソ

県潟新

昭24.1.29文 部技官
(31歳)電 気通信大学電気通信学部

鳥 取 県

昭20.4.18文 部教官助手
(35歳)京 都大学防災研究所

京 都 府

佐 藤 和 到 昭2・.&・4文 部教官 助搬
(34歳) 長岡工業高等専門学校

新 潟 県15次 越冬

西 村 寛 昭25.11.6(
29歳)

文部技官
国立極地研究所事業部(北 海道大学
院生)

京 都 府

森 脇 喜 一 昭19.3.25文 部教官 助手
(36歳)国 立極地研究所研究系

広 島 県13次 夏,15次 越
冬,18次 越冬,

米 国基地1回

佐々木 清 隆 昭15.4.27文 部教官 助手
(40歳)東 北大学理学部

岩 手 県

長 尾 年 恭 昭30.11.7(
24歳)

文部技官
国立極地研究所事業部(千 葉大学院
生)

東 京 都

末 田 達 彦 昭21.11.19文 部教官 助手
(33歳)名 古屋大学農学部

兵 庫 県

日 高 秀 夫 昭23.1.12文 部教官 助手

(32歳)愛 媛大学農学部
徳 島 県

高 橋 茂 夫 昭22.9.1

(33歳)

文部技官 神奈川県17次 越冬
国立極地研究所事業部(い すず自動
車㈱川崎工場)

〃 寺 崎 正 好 昭17.3.4通 商産業技官(
38歳)工 業技術院機械技術研究所

茨 城 県

〃 紙 谷 徳 夫 昭22.7.15

(33歳)

文部技官
国立極地研究所事業部(㈱ 小松製作
所粟津工場)

石 川 県

〃 佐 藤 正 昭26.1.13

(29歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(㈱大原鉄工所)

新 潟 県

〃 戸 村 紀 一 昭29.6.24

(26歳)
文部技官
国立極地研究所事業部
(㈱日立製作所日立工場)

茨 城 県

通 信 大 桃 善一郎 昭19.215
(36歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(国際電信電話㈱)

茨 城 県
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声 橋 裕 一世召ll贔121緋 縫 差響㈱ 糊

1福 岡 県1

"石 村 明1昭ll贔28

調 理 石 田

i

〃

幸 夫1昭21.5.28

1(34歳)

1

1

文部技官
国立極地研究所事業部
(日本電信電話公社銚子無線電報局)i

千 葉 県

部業
　
事
㈱
所
発
究
開
研
品

官
地
食

技
極
際

部
立
国

文
固
く

部
　
業
部
事
理
所
謂
究
館
研
会

官
地
條

技
極
東

部
立
㈱

文
固
く

17
　
　

1

歳

L

24

つ
り
く

昭

鳥 取 県1
[

医 療

三 島 博 文

辻 孝 彦1昭14.1.24(
41歳)

〃 1羽 山 憬 一 日召22.8.2

(33歳)

北海贔

山 根

文部技官 東 京 都1
国立極地研究所事業部1
(東京医科大学八王子医療センター)i

航

〃

究

奥 村

一螂
技官1轍 岨

円購突撃欝灘 病院医員)
　 一 ー ー ーーー ーー一1一

誠1昭111議13°1欝 麟 研究所蝶 音匡

(日本 フライングサービス㈱札幌営業
所)

　

1鳥 取 県

陸1昭20.5.9`文 部 技 官1(
35歳)

設 営 一 般 中 島 大 輔

1国立醐 研究所織 部

昭29.3.27文 部技官
(26歳)1国 立極地研究所事業部

(三菱電気㈱計算機製作所)

香 川 県

二
島 根 県1

L

香 川 県1
　

1

20次 夏

〃 間 島 保 日召23.3.11

(32歳)

文部事務官
香川大学経理部

〔夏 隊〕

副 隊 長 福 西

倉 本 茂

生

口

・
Y
1

海 洋 物理

海洋 化 学

海洋 生 物

」　沢 地

樹1

小 山 薫

中 嶋 泰

長 壁 正 幸

地 学 系 広 井 美 邦

日bJ18.9.11

(37歳)

日召16.10.14

(39歳)

日召23.12.8

(31歳)

日召26.9,20

(29歳)

文部教官 助教授
国立極地研究所研究系

海上保安官
海上保安庁水路部

東 京 都

島 根 県

海上保安官
海上保安庁水路部

東 京 都

文部技官
国立極地研究所事業部
(東京水産大学研究生)

1福 岡 県

日召21.12.23

(33歳)

建設技官
国立地理院測図部

東 京 都

11次 越冬,17次

越冬

日召25.6.25

(30歳)

〃 春 日 隆1 日召27.2.17
(28歳)

競 科学継 辺 研大牢 召1;謝

文部教官 助手
金沢大学教育学部

文部教官 助手
東京大学海洋研究所

岡 山 県

蘂 京 都一「

文部教官 助手
国立極地研究所研究系

宮 下 良 雄 昭23.6.25文 部技官
(32歳)1東 京外国語大学事務EJ

.

国 鳥県「
11

設 営 一 般
1福 井 県
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1設 営 一・般 栗 城 繁 夫 舩.5.1.1螂 撚望7歳)国 立極地研究舳
ζ業部

南極地域観測項 目一覧

船上及び接岸中における観測

〔定常観測〕

1部 門 名 観 測
項 目

電 離 層 ,○ 中波電界強度測定

1海 洋:○ 海洋物理観測

○海洋化学観測
1

・ ○海洋生物観測

i-一 ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一

1測 地10基 準点測量

〔研究観測〕

部 門 名1観 測 項 目

地 学 糸 ○昭和基地を中心とする地域の地殻構造の総合解析

ト

1

環境 科学系10定 着氷縁における生態系の構造と機能の解析

昭和基地及びその周辺における越冬観測

〔定常観測〕

部 門 名 観 測 項 目

極光 ・夜光O全 天カメラによる観測

○写真観測

地 磁 気

線決定のための絶対観測

電 離 層 。気象罐 魎 調 鰍]一 　

○オーロラレーダ観測

疋

気 象O地 上気象観測

・こ)高層気象観測

〇六気解析

担 当

栗 原

倉 本

小 山

中 嶋

長 壁

福 島 県

隊 員

則}三

茂

担 当 機 関

電波研究所

樹 海上保安庁水路部

薫1〃

泰 国立極地研究所

正 幸1国 土地理院

担 当 隊 員 研 究 代 表 者

沼

木

脇

井

目

尾

々

神

佐

森

広

春

長

克 伊

清 隆

喜 一

美 邦

隆;

年 恭1

永 田 武

潮 汐

地 震

男孝合星郎

泰

太研辺

嶋

渡

中

担 当 隊 員 担 当 機 関

酒 井 量 基 国立極地研究所

所i-一
〇直視磁力計による地磁気3成 分の連続観測及び同上基;酒 井 量 基'国 立極地研究所

一ート

栗 原 則 幸 電波研究所

F

O1?オ メーター及び電界強度測定による電離層吸収の測 1

-一!

手 遠 正 … 気 象 庁

佐 藤 元 保

佐久間 喜代志

馬 淵 和 雄1

0潮 汐観測1酒 井 量 基1海 上 保 安 庁
1
-一

〇自然地震観測 酒 井 量 基 国立極地研究所
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〔研究観測〕

部 門 名

宙 空 系

観 測 項

○テレメトリーによる人工衛星観測

○極域擾乱と磁気圏構造の総合観測

○観測点群による超高層観測

目
一L担 当墜9

気 水 圏 ○極域気水圏観測

研究代表者

佐 藤 夏 雄 永 田 武

瀬 尾 洋 一

楠郎

秀

寛

治

和

上

藤

村

井

佐

西

宏

地 学 系 ○昭和基地を中心とする地域の地殻構造の総合解析 伊

一
隆

恭

克

喜

清

年

沼

脇

木

尾

々

神

森

佐

長

環境科学系

永 田 武

L一

○昭和基地周辺の環境モニタリング

○南極における 「ヒト」の生理学的研究

彦

夫

彦

達

秀

孝

田

高

末

日

辻

星 合 孝 男

朝比奈 一 男

(2)第22次 南極地域観測隊訓練

第22次 南 極地域観測隊員候補者冬期訓練

〔目的〕 第22次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備に資するため,隊 員候補者に対し冬期の寒冷地にお

いて雪中行動等に関する各種訓練を実施した.

〔期間〕 昭和55年3月3日 ～3月7日

〔場所〕 乗鞍岳位ケ原山荘を中心とする乗鞍高原一帯

〔参加者〕 吉Ul隊 長,神 沼副隊長,隊 員候補者37名,防 衛庁3名,関 係者14名,計56名

第22次 南 極地域観測隊員夏期訓練

〔目的〕 第22次 南極地域観測隊員に対して各種訓練,講 義及び団体生活をとおして,隊 員相互の協力,意 思の疎

通をはか り隊の結束を図るため実施 した.

〔期間〕 昭和55年7月7日 ～7.月11日

〔場所〕 文部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原一一帯

〔参加者〕 吉田隊長,神 沼 ・福西副隊長,隊 員39名,関 係者13名,計55名

第22次南極地域観測隊部門別訓練

電離層

海 洋

訓 練 項 目

1中 波電界強度測定機器の取扱い訓練
ヨ 　　 ア　　 ア 　

1海 洋観測用機器の取扱い訓練

訓 練 場 所

「ふじ」船 上

期 聞

9/15～9/29

〃 9/9～9/10

1参加老一 一 一一一　 -

1£...一一

5名

〃1

_一_」

測 地

〃!

海 上重力計取扱い保守訓練

天測 ・基準点測量,地 磁気測量訓練

RC-10カ メラ取扱い訓練

〃1・/・5～ ・/23

麟 山測地翻 所18/・8-8/27

日本 フ ラ イ ング㈱10/8～10/9

2名

1名

2名
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気 象 総合自動気象観測装置(AMOS)取 扱い,保1気 象 庁
守技術習得訓練}

8/4～8/15 4名

〃1D55卜2型 方向探知機取扱・保守訓練1明 星電気㈱守谷工場}8/26-8/2814名

〃

`

気象衛星受画装置(JAA-2N)取 扱い保守訓
練

日本無線㈱三鷹工場ig/2

1

4名

〃 高層気象観測,オ ゾン全量観測用器材の取扱
い保守訓練

高層気象台 9/8～9/13 5名

宙空系 タ イ ロスN,テ レメ ー タ ー シ ス テ ムの 取 扱 い

保 守 訓 練

電気通信大学菅平
宇宙電波観測所

7/28～7/31 1名

〃 地磁気絶対測定,フ ォ トメータ取扱い訓練 気象庁
地磁気観測所
1

8/25～8/30 3名

〃

羨ぺMナ ライザー446A綱 守訓li二'レ ージ・パン㈱
9/8～9/12 3名

〃 プロトン磁力計,誘 動磁力計取扱い訓練 東京大学柿岡地球物
理学研究施設

9/25～9/27 2名

気水圏 データ処理装置取扱い訓練 ティァヅク㈱三鷹工

場1

8/25～8/27 3名

地学制 天測碁戦 測量・地磁気測量訓練1鹿 野山測地翻 所18/・8-8/2716名

〃 スパーカー取扱い,地 殻熱流量測定センサー

対圧テス ト

「ふじ」船上 9/9～9/10 2名

環 境科学系 環境モニタリング訓練及び海水分析訓練 国立極地研究所 7/28～8/6 2名

〃 CO2及 びNOx測 定器取扱い訓練 ㈱ ペ ッ ク マ ン ・ジ ャ
ノくン

9/16～9/18 1名

機 械 ホーバークラフト運転 ・整備 ・保守訓練 三井造船㈱千葉事業
所

8/26～8/27 5名

〃 SM50,KC40雪 上車運転 ・分解 ・組立訓練 ㈱大原鉄工所 新潟
県寺泊海岸

9/2～9/10 10名

〃 冷凍機 ・暖房機取扱い,保 守訓練 ㈱大西熱学工業所 ・
墨田工場

9/26～9/27 5名

〃 エンジン分解 ・組立 ・整備訓練 いすず自動車㈱川崎
工場
〃 藤沢工場

9/24～9/25

9/29～9/30

6名
8名

通 信 送信機調整・点検・保守訓練及び受信訓練 銚子無線電報局・銚
子無線送受信所

8/4～8/8 3名

〃　 ISS・7Aト ランシー・・一取扱訓練1安 立翫 ㈱厚木工劇8/2813名

〃1テ レタイプ取扱… 保守訓練1谷 村㈱新興製作所19/29-・ ・/413名

〃 船舶地球局設備オペレーション・保守訓練 日本無線㈱三鷹工場 8/20～8/22

9/25～9/27

3名

通 信1方 向探知機取扱… 鰍 ・保守訓練1㈱ 光電製作所19/24-12名

〃1・ ンビ・クアンテナ展張訓練!㈱ 安展工業{・ ・/・3-・・/・4i6名

調 戯 パン製造実習訓練1伊 藤パン㈱両国工場i・ ・/2・一・・/2312名

建 築
i情 報処理練板組み訓練 1主 蕩ワホーム㈱松本1

1°/6～1°/1°1 5名
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航 空 発動機整備取扱い訓練 日本近距離航空㈱礼
幌支店

9/1～9/4 2名

航空機慣熟訓練 日本フライング㈱ 10/8～10/9 1名

(3)第22次 南極地域観測隊行動概要

昭 和55年

11月25日:第22次 南 極 地域 観 測 隊 東 京 港 晴 海 埠 頭 出港

12月11日 ～16日:オ ー ス トラ リア ・フ リマ ン トル 港 寄 港,22日:観 測 船 「ふ じ」 南 緯55° 通 過.

昭和56年

1月1日:昭 和基地へ第1便 へ り飛ぶ,7日:み ずほ補給旅行隊出発,24日 昭和基地に帰投,12日:人 工地震爆

破成功,13日:ホ バークラフト自走で観測船 「ふ じ」から昭和基地に,15日 ～31日:生 物潜水調査実施,20日:地

学 ・気水圏 ・環境科学合同夏V旅 行隊出発,2月20日 昭和基地に帰投,28日:第22次 隊物資輸送終了.

2月1日:第21次 越冬隊と第22次 越冬隊の越冬交代式,6日:観 測船 「ふじ」昭和基地をあとにする.10日:観

測船 「ふじ」ソ連 ・マラジョージナや基地訪問.

3月2日:観 測船 「ふじ」南緯55° 通過,6日:気 水圏W旅 行隊みずほ基地出発26日 みずほ基地に帰投,3月10

日～17日:観 測船 「ふじ」モーリシャス ・ポー トルイス港寄港,第21次 越冬隊員下船.

4月1日 ～8日:観 測船 「ふじ」シンガポール港寄港,12日:秋Y100旅 行隊みずほ基地出発,16nみ ず ほ基地

に帰投,20日:第22次 南極地域観測隊夏隊東京港晴海埠頭帰港.

5月10日:秋 みずほ補給旅行隊出発,28日 昭和基地に帰投.

6月20日:ミ ッドウィンタ一票8,月2日:沿 岸調査旅行隊ラングホブデ北方氷河へ出発,7日 昭和基地に帰投,

20日:冬 明けみずほ補給旅行隊出発,9月8日 に昭和基地に帰投.

9,月24日:リ ュツオホルム湾地学測深隊出発,南 部地学測探隊30日,北 部地学測探隊10月6日 昭和基地に帰投,

27日:気 水圏春V旅 行隊みずほ基地出発,11、月20日みずほ基地に帰投.

10月14日:リ ュツオホルム湾中南部海底地形調査隊出発,23日 昭和基地に帰投,14日:沿 岸調査旅行隊スカルブ

スネス ・スカーレンへ出発,27日 昭和基地に帰投,14日:ピ ラタスポーター機マラジョージナや基地訪問,15日 昭

和基地に帰投.

11.月1日:リ ュツォホルム湾中西部採泥隊出発,4日 昭 和基地に帰投,7日:地 学沿岸調査旅行隊ホノール氷河

沖 ・ラングポーレンへ出発,10日 昭和基地に帰投,9日:地 学沿岸調査旅行隊スカルブスネス ・ラングホブデへ出

発,12日 昭和基地に帰投,22日:呑 みずほ補給旅行隊及びやまと旅行隊出発.

12月2日:地 学やまと施行隊みずほ基地出発,5日:気 水圏やまと旅行隊みずほ基地出発,地 学やまと旅行隊 と

合流,1月16日 みずほ基地に帰投.

昭 和57年

1月22日:み ずほ撤収旅行隊みずほ基地出発,28日 昭和基地に帰投.

(4)第22次 南極地域観測隊観測概要

夏隊 による観測

夏隊は,出 港 と同時に船上で定常観測を開始した.

電離層部門は,全 航路において中波電界強度の測定を実施した.

海洋物理 ・海洋化学部門は,表 面採水,各 層観測,　XBT,　 DBT観 測等を実施した.
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海上重力測定は,全 航路上において観測を実施した.

海洋生物部門は,各 層採水,表 面採水,ノ ルパック,植 物プランク トンネ ットによる観測等を実施した.

なお,海 洋観測部門では,13点 の停船観測を実施した.

昭和基地周辺及び リュツナ ・ホルム湾沿岸の野外調査では,環 境科学系が昭和基地周辺で海潮流観測と潜水調査

(15回)を 実施した・

測地及び地学部門は,「 あけぼの岩」 「天文台岩」に4点 つつ基準点を設置し,地 質調査,地 磁気,重 力測定を

実施し,「 新南岩」では,地 質調査,重 力測定を実施した.

人工地震探査は,S16か らみずほ基地にいたる測線において観測を実施した.

復路共同観測のため,マ ラジョージナや基地に設置した超高層観測機器の保守,点 検,デ ータの回収,補 給を行

った.

越 冬隊 による観測

越冬隊は,不 可抗力的な自然条件による計画の若干の変更及び観測機器の多少の トラブルを除き,重 点観測であ

る地学部門の 「鉱物資源に関する基礎調査第1期3か 年計画」及び気水圏部門の 「南極域気水圏観測」の最終年度

として当初の目的を,ほ ぼ達成することができた.

(定常観測部門)

極光 ・夜光部門は,第21次 までの全天 カメラの傷みがひどく新たに2号 機を持込み,比 較のため併行して観測を

実施した.

地磁気部門は,機 器の老朽化に伴 う種 々の トラブルが発生したが,対 策を実施 しつつデータを取得した.

電離層部門は,9月 上旬のブリザードにより定時観測用30m主 ア ンテナの倒壊事故があったものの,予 備機に切

替えることにより,ほ ぼ順調にデータを取得した.

オーロラレーダ観測は,7,月 か ら9月 にかけ観測強化期間を設けて,デ ータ取得量の増大を図った.リ オメータ

及び電界強度測定は,ア ンテナの損傷ほかの トラブルが発生したが,い ずれ も修復可能であった.

気象部門は,地 上観測 ・高層気象観測 ・特殊 ゾンデによる観測等予定通り実施したが2回 に亘る気象自動観測装

置のコンピューターの故障があ り,9刀 以降修復不能 とな り,高 層系の通報に当っては,気 象自動観測装置導入以

前の方法を実施した.

天気解析は,通 年実施した.

みずほ基地の定常気象観測は,気 水圏部門担当隊員が実施 したが,9月 以降気水圏部門担当隊員が専ら野外調査

に従事したため,気 象部門担当隊員を中心に交代で実施した.

なお,第22次 では最高気温 ・最底気温 ・最大風速いずれも従来の極値を更新した.

潮汐部門は,第22次 で新たに験潮儀を設置し,観 測を実施した.

地震部門は,ほ ぼ順調に観測を実施した.

(研究観測部門)

宙 空系部門の極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測では,第22次 よ り大幅にシステムを変更して実施した.

新 たに情報処理棟を新設して記録器を設置,電 算機によるデータの収録を行 うとともに,ノ イズの影響を受け易

いセンサー類を西オングル島に設置し,テ レメーター方式:こよりデータ伝送を行った.

観測点群による超高層観測では,無 人観測点での トラブルが多く,第21次 隊 との引継時点で中止し,み ずほ基地

における観測のみを続行 した.

テ レメトリーによる人工衛星観測では,第21次 に引続き,　ISIS-　1及 び一2,NOAA-6の 受信,7月 下旬以降は

さらにNOAA-7の 受信を行った.

機器にいくつかの トラブルが発生し,若 干の欠測はあったものの,観 測は概ね良好に実施された.

気 水圏部門は,移 動による観測に重点が置かれ,こ のため4回 の長期内陸調査旅行を行い.ま た無人観測点保守

のため2回 の小旅行を実施した.

みずほ基地においては,第20次 及 び第21次 で行われた観測塔による観測,音 波 レーダ'-en測 等を引続いて実施 し
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た.

このほか,リ ュツオホルム湾岸の1氷 河を選び,流 動測定,氷 コア採取,重 力測定などの雪氷学的調査を実施し

た.

地学部門は,昭 和基地においては,新 たに埋設型及び水管型の傾斜計を設置し,通 年観測を行 うとともに,6月,

7.月の2か 月間重力の連続観測を行 って,地 球潮汐の測定と傾斜測定との関連性の把握を試みた.

野外においては,沿 岸露岩地帯での重力測定,地 形地質調査,リ ュツオホルム湾内での海底地形 ・底質調査,地

殻熱流量測定,海 況調査,海 氷調査,内 陸氷床上及びやまと山脈における重力測定,地 形 ・地質調査,陽 石探査を

実施した.

環境科学部門は,第21次 に引続いて土壌細菌及び藻類,湖 沼水,大 気中の二酸化炭素及び窒素酸化物などによる

環境モニタリングを実施したほか,有 機塩素化合物及び重金属による環境汚染調査,花 粉分析による環境変動の調

査を実施した.

「ヒト」の生理学的研究は,医 療部門担当隊員によって行われ,極 地における心理学的変化,潜 水時の生理学的

変化などの調査を行い,ま た寒冷曝露実験を実施した.

航空機による観測では,航 空磁気測定,航 空カメラによる観測,雪 面放射温度測定及び微起伏測定,大 型動物セ

ンサス,氷 状調査を行 った.

また,航 空機により昭和基地から人員を派出してみずほ基地の観測 ・保守を行った.

2.外 国基地派遣

(1)南 極 マクマー ド・サウン ド地域外国共同観測概要

①期間 昭和56年11.月17日 ～昭和57年1月9日

②参加者 渋谷和雄(国 立極地研究所研究系)

寺井 啓(〃)

岡 山宗夫(北 海道大学理学部)

③ 目的(イ)エ レバス火山山頂,山 腹でのテレメーター地震観測

回テレメーター観測に伴 う記録システムのチェック

内エレバス火山山腹での臨時地震観測

④実施概要(イ)エレバス火山山頂,山 腹でのテレメーター地震観測では,昭 和55年 度 設置したテレメ;タ ー装置が

昭和56年7月 までデータを送信した.

今回バ ッテリーを交換し,ア ンテナの保守を行って昭和55年 度設置した3点 を復活させたほか,エ レバス山腹及

びテラ一山に各1点 のテレメーター装置を新たに設置した.

回 テレメーターー－rOt測に伴 う記録システムのチェックでは,昭 和55年 度設置時計の交換を行 った.

FMレ コーダー,ペ ンレコーダーのチェックを行って正常動作を確認すると共にノイズ防止対策 も行 った.

内 エレバス火山山腹での臨時地震観測では,テ レメーター観測点の設置(又 は復活)を 行 ったのち,エ レバス火

山山腹に5点 の臨時観測点をもうけ,20日 間 の観測を行った.

この結果,テ レメーターとあわせ7～10点 の高密度観測を10～15日 間実施することができた.

(2)交 換 科 学 者

交換科学者は,南 極地域を科学的調査その他の平和的目的のための利用のみに限定すること.科 学的調査につい

ての国際協力を促進する等を基本的目的として制定された南極条約に規定された制度である・
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昭和56年 度には次の科学者の派遣が行われた.

〔派遣〕

①期間[1召 和56年11月12日 ～昭和57年2刀22日

②参加者 藤井理行(国 ぐノ1極地研究所研究系)

③ 目的 英国南極基地(八 一レー基地等)に おける雪氷学的調査及び英国南極観測の実態調査

④実施概要 八一レー基地での10日 間の滞在中棚氷の掘削を行い,深 さ22mま での約30年 相当分の雪氷 コアを採

取し,そ の層位学的観察を行っkほ か酸1生度の測定を行い,興 味ある結果を得た.

深 さ1.8mの ピットをiliいての観測も行い.微 小固体粒子,酸 素同位体,総 べータ線 量,化 学成分用に計448個

の雪氷試料を採取した.

〔昭和基地での受入〕

なし

3.昭 和基地 の施設概要

。位 置

昭和基地はリュツォ・ホルム湾東岸の大陸氷縁から西に約4km離 れた東ナングル島の ヒにあ り,天 測点は69°

OO'22"S,39°35'24"Eで 標高は29.18mで ある.

。建 設 物

建物の総床面積は約3,830m2で 発電棟2,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケット関係棟4,倉 庫2等 が東オン

グル島の岩盤の上に建てられている.他 に見晴らし岩西側に燃料貯蔵タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺には各種観

測用アンテナ群及びセンサー類があり,店 地北方のアンテナ島に送信棟及び送信アンテナ群がある.

。電 力

昭和基地電源としてぱ,第9発 電棟に125KVA(100kW)と110KVA(88kW)発 電機が,第7発 電棟に45

KVA　 (36kW)発 電機が配備されてお り,通 常は125KVA発 電機1　JS.E転 で全ての電力をまかなってお り,他 は

予備機としている.

・車両,航 空機

夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があ り,冬 期作業用としてブル ドーザー,小 型雪

ヒ車,内 陸など野外調査川として中型雪 ヒ唯,小 型雪 ヒ車,浮 浮ヒ型雪 ヒ車,ス ノーモービル等が配置されている.

また,小 型航空機(ピ ラタスポ一夕ーPC-6,セ スナ185)を 運用する年もある.

・通 信

対内地との連絡は銚子無線電報局との無線連絡が休祭rlを 除 き毎11行 わ れ,公 用電報は,文 部省南極本部と当研

究所のテレヅクスに打ち込まれる.

他に公用の通信網としては,　KDD　 をriコ継 しての無線による電話連絡(南 極本部第1,第3水 曜 日,写 真電送発

信(南 極本部第2,第4金 曜日),フ ァクシ ミリ発受信(当 研究所金曜 日)が ある.

私用電報は内地電報と同様に不1川できるが,通 信業務にあたる隊員の負担を少なくする為,内 地からの発信は隊

員の指名する者(家 族等):こ 限 られている.外 国の南極基地との連絡は適宜行われ,気 象データーなどの定常的な

ものは,逐 次マザーステーションに送られている.

。医 療

毎年1～2名 の医療隊員が派遣されており,医 療器具も大型 レン トゲン装置から歯科治療台まで一応のものは備

えイ寸けられている.
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昭 和 基 地 建 物

区分

1

2

勿4建
建 設 年(隊 次)

第 一…一ーーー一

床 面積 構m2

ホ東1957(1)

40.3

構 造

現 在 の 用 途

楽
ロ
上
、狸

旧 気 象 棟

3内

4 通

木製パネル
撞球,バ ー

痘P

信

1957(1)
40.3

木製パネル

棟

5

6

棟

1960(4)
23.0

1966(7)1
46.11

F

木製パネル

医務室

木製パネル
通信室,電 話交換室

旧 電 離 棟

地 磁 気 変 化 計 室

7

8

第7発 壷 棟

干

飯

一ー

i--
10[日

111観

一⊥

121食

一_L

13

14

作

熱

湯9

至

13.0

ホ凍1966(7)

77.8

送 信 棟

測

放

業

1966(7)

40.3

1966(7)・

11.5|

1966(7)

67.0

1966(7)

1966(7)
29.2

棟

棟
ら
王

.

球

棟

凍イ

1967(8)
138.9

1967(8)
96.0

1967(8)
1969(10)
180.0

15r川 ぽ 感 震 亘

一一「

16

17

管 棘

第9発 電 棟

1967(8)
24.0

1967(6)
5.8

1967(8)
28.1

木製パネル

木製パネル,特 殊 コネクター使用
地磁気絶対測定

軽量鉄骨,ア ル ミパネル
45KVA発 電機2基,風 呂

軽量鉄骨,木 製パネル

燃料予熱(lkl),便 所2

軽量鉄骨,木 製パネル
航空機整備に使用

軽量鉄骨,木 製パネル,14.5㎡ を12次 で増設
通信倉庫,非 常用送信機

高床,木 製パネル
人工衛星テレメーター受信装置,個 室2

木製パネル

食堂,厨 房,サ ロン

軽量鉄骨,木 製パネル,カ マボコ型,80㎡ を10次 で増設
車輌整備,車 庫

1968(9)
270.0

高床,木 製パネル水素充
填,気 象ゾンデ放球

木製パネル,特 殊 コネクター,床 なし

高床,ア ルミパネル
夏期航空機管制

軽 量 鉄 骨,折 板
110KVA2基,倉 糧 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室

18第9居 住 棟

19第10居 住 棟

1968(9)i高 床,木 製 パ ネ ル

100.0個 室10,ラ ウ ン ジ

1969(10)1高 床,木 製 パネ ル

100.0個 室10,ラ ウ ン ジ

【ターメレテ[ダーレ
室

20 1969(10)高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

86.41ロ ケ ッ ト レー ダ ー,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー
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21 コ ン トロ ー ル セ ン タ ー 1969(10)
21.6

高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設
ロケット要員控室

22 組 立 調 整 室 1969(10)
86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロケ ッ ト組 立調 整,ク レー ン,ラ ンチ ャ ー

23 発 射 台 1970(11)
1350

鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ンテ ー ブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発 射

24 観 測 倉 庫 1970(11)
81.2
高床,軽 量鉄骨,折 板
電離層,気 象を除く観測部門倉庫

25 第11倉 庫 1970(11)
205.4

軽量鉄骨,鉄 製パネル
ー般設営倉庫

26 地 震 感 展 望 1970(11)
27.0
軽量鉄骨,折 板,半 地下
長周期,短 周期地震計感震部

27 第13居 住 棟11972(13)　 　 　 　 　 　 　 　 l
　 mo

高床,木 製パネル
個室10,隊 長室

28 推 薬 庫 1972(13)
67.0

高床,鉄 骨,木 製パネル
ロケット格納庫

29 気 象 棟 1973(14)
100.8

高床,木 製パネル気
象(定 常,研 究),屋 上にパラボラアンテナ

30 気 象 棟 前 室 1973(14)
26.4

高床,軽 量鉄骨,木 製パネル
気象用倉庫

31 工 作 室 1973(14)
52.0

軽量鉄骨,木 製パネル
機械工作

32 環 境 科 学 棟 1974(15)
100.8

高床,木 製パネル
生物,医 学,地 球化学

33 送 信 棟 1975(16)
72.0
木製パネル
送信機室

34 ロ ケ ッ ト暖 房 機 室 1976(17)
4.8
高床,木 製パネル
ロケット保温槽用暖房機

35 作 業 棟
防 雪 屋 根

1976(17)
23.0

H鋼,折 板
ド リフ トよけ,シ ャ ッ ター 保 護

36 電 離 層 棟 1977(18)
100.8

高床,木 製パネル
電離層観測,暗 室

37 地 学 棟 1978(19)
100.8

高床,木 製パネル
地学雪氷,地 震観測室

38 第5冷 凍 庫 1961(5)
5.4
木製パネル
現在使用せず

39 第7冷 凍 庫 1996(7)
13.0

ステンレスパネル

食糧保存

40 第8冷 凍 庫 1967(8)
7.4
コンテナ改造
夏期隊員宿舎用

41 第14冷 凍 庫 1973(14)
15.4

アル ミパネル

食糧保存

42 夏 期 隊 員 宿 舎 1979,80(20,21)
302.4

高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建
48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂

43 情 報 処 理 棟 1981(22)
93.6

高床,木 製パネル
電子計算機,標 準時計,超 高層物理観測装置

一155一



習
合

くd－

六
麟

Ot

さ

9慰

◎

ム

|
ヤ
=
ぐ

逡

三lf・
■ ■

ム

|へ
㍉終

Sxt! _s

ぐ

〉

総
論
"
9
"
一

"

－
N

民
ー
ト

R
桜
憂
集

ト
ト
＼
ト
へ
婆
へ
"、

震
硬

絃

H

く

写O
マ

X
S

嚢

蕊
"
。。
童

言

曵

毒

筆

蟹

愚

e

°。

程

oo

N

ト

N

鷺

っ゚
一"
。。

"

◎。

"

"

#

策

翼

馨

蓑

紅

紫

馨

逼

匝
一

ヤ
一

吟
－

N
－

"

の

侵

抵

悲

u「

貯

⑦
の

髭

一
尉
.o
W

e
暮
C
謹
異
属
O
N

煮

二

.三

.°。

牽
≒
H

.灘
経
文

一
一

9

二

.o
一

ミ

気
坦
卿き

さ
め

。゚
°っ

"

一
一

欄

買

越

賊

製
O

N

"
的

藥

喧
ぜ
侵
ボ
↑憾
O
－

"

－
N

§

為
書
d
亀
さ
O

ト
め

"
b

刷
ポ
e
難
絨
砥
要

マ
N

虻

卜
.°。

悟
抵
碧
ト
凛

乎
芸
態

O

虻
O
N

ミ

義
箆
9
亀
さ

N

Φ
m

9
一
一

曇

如

ご

pっ
N

"

一

彰

S

"

9
oo

餐

σ

.°。

.ト

ミ

墨

誓
§

さ
91

n
fっ

K
ト

箕

謎

9

堅
N
N

髭

一

剖

出

器

ド

9

一
一

へ
λ
へ
菅
ミ

O
雲

一
の

"

°。
一

選

喫

謎

彊
.
一
尉

話
ト

遣

撃

震
O

絃

ト
彊
O

－

"

二

.O

－

"

的
一

語
輪
"

N
－

鑑

O
一

継

娘

讃

主

翼

蛭

類

a
譲
潔
韻
溺
需
桜
堤

壁

織

業

笹

"
1
京

糸
ム

ド

§

r
旦
八
[
ム
"尽
o

め
の

酎
門

一
◎っ

O
め

O

N

起

⑦
一

髪

。゚

9

一
一

"

め
一

蛭

uっ
一
.O
一

業

齢

雲

鴛

毫

騒

擾

C

露

籔

彰

卦

鳶

螺

鮮

、
入
へ
漏
煮
ミ
O
－

欄

蹄
ぜ

螺

蝋

裟

0
61

00
一

ト

一

〇
一

口
一

"

噂
一
、軌

髭

o
【

"

m
－

虻

o

"

マ

一

遅

発
缶

マ

一
鞍

翼

陪

塚

O

お

蟹

ピ

区

O

－
覧

挺

崇

喫

っ゚

一
線

埣

禦

暎

⑦

旅

愁

報

域

OマnN－

S
道
橋
製

悼

醇

翼

乏

尽
謹
諸
鍛

螺

龍

宮

9

S
議
悶
徴

婿

鰹

掲

乏

鯉
海
鳥

ム
ー

苓

S
ぐ

意
・.0

ロ
゜
m勺

一
㌔0

θ
O
－

156r



4.み ず ほ基地の施 設概要

昭 和基 よ り約30kmの 内 陸氷 床 上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高 約2,200m)に あ る この 基 地 は 第11次(昭 和

45年)に コル ゲ ー ト棟 を設 置 し た の を初 め とし て 年 々拡 充 され 現 在 に 至 って い る.

。建 設 物

地表 下 に コル ゲ ー ト棟,居 住 棟,観 測 棟,ポ ー レッ ク ス棟,超 高 層 観 測 室 の 計5棟,延 床 面積86㎡ の建 物 の他,

トレ ンチ を利 用 し た発 電 機 室,雪 洞 に よ る実 験 室 等 が あ る.ま た 地 上 に は,通 信 用 ア ンテ ナ,30mの 気象 タ ワー な

どが設 置 され て い る.

。電 力 等

16KVA(12,8kW)と12KVA(9.6kW)発 電 機 を有 し,ど ち らか1基 を 運 転 し1基 を予 備 とし てい る・ 居 住 棟

と観測 棟 の 暖 房 と風 呂 は発 電 機 エ ンジ ンの冷 却 水 熱 を利 用 して 行 な って お り,他 の建 物 の 暖 房 は電 力 に よ るパ ネ ル

ヒー ター を使 用 し てい る.

み ずほ基地 施設 図

総 面 積502mi

構 造#勿106mt

屋 根ぶき196m'

1 コルゲー トハウス(避 難用) 12 工作室(1KVA発 電機室) 23 造水槽

2 20mピ ッ ト 13 居住棟 24 風 呂

3 地磁気三成分センサー室 ユ4 食糧庫 25 飛雪留

4 旧装備庫 15 26 ボー リング場

5 食糧庫 16 出入11 27 雪氷実験室

6 旧便所 17 ll喰粒輝 28 非常出口

7 旧ボー リング場 18 16KVA発 電 機 29 生活物品庫
'
8 旧雪氷実験室 19 12K、A発 電 機 30 観測物品庫

9 便 所 20 貯 油 トラム 31 POLEX棟

10 医療棟 21 物品庫 ⑭ 非常用ハ ッチ

11 観測棟 22 機械物品庫
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5.南 極地域 観測資料整理

(1)南 極地域観測資料整理費

南極における観測,調 査で得 られたデータ,標 本などの資料は隊員が帰国した後,南 極観測事業費の一部である

資料整理費の配分を受けて翌年の3月 までに整理を行 うことになっている.

資料整理費の配分の決定は南極本部(文 部省国際学術課)で 行 うが,そ の原案は隊員の申請に基 き,資 料系が中

心 となって隊長,研 究系,事 業部 と協議しつつ作成する.

資料整理の結果については隊員帰国後,約1年 を経過したのち,資 料整理報告書の提出を義務づけて資料整理の

概要,成 果の把握につとめる.

昭 和56年 度 の資料整理費は次の項目にわたって配分,使 用された,

(a)第21次日本南極地域観測隊(越 冬隊)

(b)第22次 日本南極地域観測隊(夏 隊)

(・)特別資料整理費

①マクマー ド地域国際共同観測

②交換科学者による資料整理

③地質図作成

(2)昭 和56年 度南極地域観測資料整理報告一覧

第21次 日本南極地域観測隊(越 冬隊)

資料整理担当者研 究
課 題 の氏名 ・所属 ・

1職 名

く研究観測〉 「平沢 威男

;輔欝欝 聯 剛:霊驕;
i

'

3.テ レメ トリー に よ る 人工 衛

星 観測

4.極 域 気水圏観測

① みずほ基地における放射
観測
② みずほ基地における境界
層観測
③ みずほ基地における高層
気象観測
④ 航空機による観測
⑤ 乱流観測
⑥ 昭和基地における海氷[二
の熱収支観測

(電 通

川口 貞男

川口 貞男
(極地研 ・教授)
田中 信也

大)

実 施 の 概 要 ・成 果

1.昭 和,み ず ほ 両基 地 に お け る地 磁 気,脈 動,　 VLF

自然 電 波 お よび 相 関 記 録 等 の ラ ベル 貼 付,チ ャ ー ト折
畳 製 本,マ イ ク ロフ ィル ム化 な ど資 料 整 理 し,資 料 台

帳 を作 成 し た.
2.整 理 され た資 料 は,極 地 研 の共 同 利 用 研 究 者 を は じ

め,関 係 す る超 高 層 物 理 研 究 者 に供 され,各 種 学 会,

研 究 雑 誌 に 発 表 され る予 定

1.1980年2月 ～1981年1月 の 期 間,昭 和 基 地 で受 信 し

たTIROS-N,　 NOAA-6　 の デ ー タ処 理 及 び 解 析 を 行

った.

2.　 Memoirs　 Spec.　 Issue　 No.24に2論 文 投 稿

1.各 観 測 資 料 の 記 録 方 式 に 適 応 した 一 次 処 理 を 殆 ん ど

(極 地 研 ・教 授)1完 了 し,共1司 利 川 に 供 す べ き形 の 整 理 を 終 了 した.ま

1小 林 俊 一 た 極 地 研 計 算 機,北 大 低 温 研 パ ー ソナ ル コ ン ピ ー タ ー(北大 低 温 研
・助 利 用 に よ る解 析 を 行 った .

手)2.資 料 整 理 結 果 お よび解 析 結 果 は,　JARE　 Data　 Rep－

石 川 信 敬ortNo,65,71,73,南 極 資料No.75,　 Memoirs

(北 大 低 温 研 ・助　　 Spce.　 Issue　 No.24に4論 文 お よび雪 氷(1982,10)

手)に 発 表,さ らに1982年 中 にJARE　 Data　 Report1篇

大 畑 哲 夫 発 刊 予定

(名 大 ・水 科 研)`3.1981年 秋 の雪 氷 学 会,気 象 学会 他 各 種 シ ンポ ジ ュ ウ
ム,研 究 集 会 に お い て 口頭 発 表 した.
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5.昭 和基地を中心とする地域
の地殻構造の総合解析
① 固体地球物理

② 地 質

1-一 ーー ー一

16.昭 和基地周辺の環境モニタ
リン グ

7.南 極における 「ヒト」の生

理学的研究

1伊藤 潔

(京大理 ・助手)
伊神 輝
(名大理 ・助手)

・渋谷 和雄

(極地研 ・助手)

白石 和行
(極地研 ・助手)

内藤 靖彦
(極地研・助教授)
小川 郁男
(国立埼玉病院)

高木 知敬
(釧路労災病院外
科)

<定 常観測>

1.全 天 カメラによる観測

2.直 視磁力計による地磁気3

成分及び同上基線値決定のた
めの絶対測定

3.自 然地震観測

4.電 離層の定時観測,ナ 一口
ラレーダー観測,リ オメータ

および電界強度測定による電

離層吸収の測定

国立極地研究所,
観測協力室

国立極地研究所,

観測協力室

渋谷 和雄
(極地研 ・助手)

観測協力室

野崎 憲朗
(電波研 ・技'L∫)

1.人 工地 震 に よ る観 測 資 料 を 中 心 に,A/D変 換,可

視記 録 作 成,編 集 等 の一 次 処 理 を終 了 し,解 析 を 続 行1

中,)
2.地 中 温 度 連 続 記 録,航 空 磁 気 測 量 記 録 の整 理 編 集 お

よび 解 析 を 行 った.

3.地 震 学 会,物 理 探 査 学 会,第4回 地 学 シ ンポ ジ ュ ウ
ム及 び 第4回 国 際 南 極 地 球 科 学 シ ン ポ ジ ュ ウ ム等 で 報

告 し た.
4.　 Memoirs　 Spec.　 Issueに4篇 の 論文 を投 稿,南 極

資 料No.76に3篇 発 表,　SCAR　 (ア デ レー ド)お よび

　 Proc.　 4th　International　 Symposium　 on　Antarctic
Geoscieucesに 投 稿 中.

1.や ま と山脈,宗 谷 海 岸,プ リ ンス オ ラ フ海 岸 等 で採

集 した岩 石 資 料 の整 理,分 類 を行 い岩 石 薄 片 を 製 作

し,一 部 化学 分 析 を 開始 し た.

2.地 質 野 外 産 状 写 真,斜 め空 中写 真 等 写 真 資 料 全 て を

共 同利 用 に供 す る形 の整 理 を完 了 し た.1
3.解 析 結 果 は,　Memoirs　 Spec.　 Issue　 No.21　 (1982.

年3,月)お よびAntarctic　 Geological　 Map　 Series
Sheet28(1982年3月)で 発 表 し た.　Proc.　 of　the　4

　 th　Intarnational　 Symposium　 on　Antarctic　 Geosi-
ences　 に投 稿 中.今 後 南 極 資 料No.77お よびAnt-

arctic　Geological　 map　 Series　 Sheet　 14に 発 表予 定.

!1
,昭 和基 地 周 辺 で 観 測 ・採 集 した 土壌 細 菌 ・土壌 藻 類

湖 沼 水 ・CO2測 定記 録 ・海 洋 生物 ・人 の 細菌 等 々 の資

料 の 整 理 を ほ ぼ 終 了 した.
2.南 極 資 料No.73お よびProc.　 on　the　 5th　Sympo-I

sium　 on　Antarctic　 Biology　 }ご発 表 した.現 在 南 極

資 料No.77お よびProc.　 of　BIOMASS　 Colloquium
に 投 稿 中 で あ る.

1.み ず ほ 基 地 に お い て 収 得 した 副 腎 皮 質 ホル モ ン ・肝

機 能 検 査 用 血 液 ・行 動 様 式 一 摂 取 カ ロ リー記 録 等 の 生

理 学 的 研 究 資 料 の整 理 と解 析 を 行 った.

2.南 極 資 料 に 投 稿 予 定.

1.1980年3月21日 ～10.月10日 の間 に 観 測 され た400フ

ィー ト巻 フ ィル ム14巻 の整 理 を 行 った.各 ロ ール 毎 に

撮 影 時 間 とコ マ数 を記 した デ ー タ シ ー トと観 測 者 名,

使用 フ ィル ム名,現 象 条 件 等 を 記 した ロ グ シ ー トを 作

成 し,フ ィル ムに 挿 入 した.同 時 にW.D.C.の 規 格

に 基づ き100フ ィー ト巻 に 再 編 集 した.

2.　 JAREDATAREPORTSNo.74を 作 成 した.

1.1980年2、 月1日 ～1981年1,月31日 まで の 地 磁 気 観 測

記 録 紙 の整 理 を 行 い マ イ ク ロ フ ィル ム3部,コ ピ ー1

部 を作 成 した.
2.基 線 地 決 定 のた め の絶 対 測 定 値 及 び 地 磁 気 変 化 の 度

合 を示 すK－ 指 数 表 も ま とめ て マイ ク ロ フ ィル ムに入

れ た.
3.マ イ ク ロ フ ィル ム3本 は 極 地 研,　WDC,日 本 学 術 会

議 資 料 室 へ 配 布 した.

1.地 震 自動 集 録 装 置 に よ り得 られ た デ ィ ジ タル 地 震 デ
ー タの 編 集 ・整 理 を 行 った .

2.　 JARE　 DATA　 REPORIS　 No.　72　 を作 成 した.

1.収 得 資 料 の全 ては,一 次 整 理 を 完 了 し,共 同 利 川 に

供 す べ く電 波 研 で 保 管 して い る.

2.　 JARA　 DATA　 REPORTS　 No.　70で リオ メ ー タ資 料

を公 開 した.

5.地L気 象 観測,高 層気象観 上野 丈夫1.

測,天 気解析 松原 廣司 した・
1坂本 孝広 `

松原 和正
(気象庁 ・技 自)1L

-－

Antarctic　 Meteorological　 Data　 No.21と して 公刊

南極 資 料 に投 稿 予 定.
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海上保安庁 11980年2月 よ り観測を開始,通 年記録を収得 した.1次

整理を完了した.デ ータ蓄積として保管

第22次 日本南極地域観測隊(夏 隊)

研 究 課 題

<研 究観測>

1.日 ソ国際共同観測による地

磁気脈動の研究

2.昭 和基地を中心 とする地域
の地殻構造の総合解析

① 地質学

② 固体地球物理

資料整理担当者
の氏名 ・所属 ・

r職 名._一 一

福西 浩
(極地研・助教授)

広井 美邦
(金大 ・教育・助
手)

春 日 隆
(東大海洋研・助
手)

3.定 着氷縁における生態系の|片 田

構造と機能の解析

<定 常観測>

1.海 洋物理 ・海洋化学観測

実
(水産大 ・教授)
渡辺研太郎

実 施 の 概 要 ・成 果

1昭 和基 地 に 近 接 す る ソ連 ・マ ラ ジ ョー ジ ナ や基 地 で

収 録 した 地磁 気脈 動 ・　VLF　 自 然電 波等 の記 録 の整 理
・デ ー タ リス ト作 成 を行 い ,共 同利 用 に供 す べ き形 と,

して統 一 的整 理 を 完 了 した.
2.　 SCARmeeting(レ ニ ング ラー ド,1982年)で 結 果

の 一部 を発 表.

1採 集岩 石 を全 て半 分 に切 断 し,片 方 を極 地 研 岩 石 資 、

料 庫へ,他 方 を研 究 用 と して金 沢 大 学 に保 管 し た.
2.金 沢 大 学保 管 分 に つ い て,検 鏡 用,　EPMA分 析 用

薄 片 の作 成 を行 った.ま た 粉 末 に して化 学 分 析 を行 っ
た.

3　 Proc.　 of　the　4th　 International　 Symposium　 on

Antarctic　 Geocienceに 投 稿,今 後Memorirs　 Spce.

Issueに 投 稿 を 予 定 し,新 南岩 地 質 図 の 公 刊 を 予 定.

1海 上 重 力 デ ー タの 一 次 処 理,整 理 を 行 った.「 ふ じ」

全 航 海 の航 路 上 に お け る フ リーエ ア重 力 異 常 値 お よび
ブ ー ゲ異 常 値 を得 た.

2解 析 結 果 の 一 部 は,南 極 資 料2篇,測 地 学 会 誌1篇

を 発 表 した.

(極 地 研 ・助 手)i2.

水

鳥
く

本
山
倉
小

泰
産

茂樹
熊

大)

(海上保安庁水路
部 ・技官)

1.昭 和基 地 周 辺 で 行 った 潜 水 調 査 に よ って得 らぎ た 各

種底 生 生 物 の整 理 を 行 った.採 集 資 料 は全 て 極 地 研 に

保 管.
Memoirs　 Spce.　 Issue　 No.　23お よび 南極 資 料No.

75に 投 稿 した.

三 海洋生物翻

1.資 料整理を完了.
2.南 極資料に投稿予定.

国 立極 地 研 究 所1.
plコ[ll,ts　　 泰2.

(水 産 大)ミ

資料整理をほぼ終了した,
南極資料に投稿予定.

3.電 離 層

4.測 地

電波研究所

1長壁 正幸
(地理院 ・技官)

1資 料整理を終了.

1資 料整理を終了
.

特別資料整理

研 究 課 題

1.マ クマー ド国際共同観測
。エレバス火山の地球物理学1

的研究
。ライ トバ レーにおける微小1

地震観測

資料整理担当者
の氏名 ・所属 ・

職名

寺井 啓
(極地研 ・助手)
高波 鉄夫
(北大理 ・助手)

1長 田 昇
(東大震研・助手)
下鶴 大輔
(東大震研・教授)

実 施 の 概 要 ・成 果

1.収 録 デ ー タの 再 生 編 集 等 を 完 了,米 国 ・ニ ュー ジ ラ ・

ン ドの共 同 研 究 者 用 コ ピ ーデ ー タの 作 成 配 布 を 行 っ

た.
2.昭 和56年 地 震 学 会 春 ・秋 季 大 会 講 演,南 極 資 料No.

75お よびProc・ 　of　the　4th　 International　 Symposi-　 :

um　 on　Antarctic　 Geoscienceに 発 表,今 後Memoirs　 l

Spce.　 Issue　 に投 稿 予 定.「
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2.昭 和55年 度 交 換 科 ♪≠者:

オ ー ス トラ リア ケー シ 基 地 周

辺 の 生 物 調 査

3.地 質図幅及び説明書の作成

神田 啓史
(極地研・助教授)

国 立極地研究所 ・1.
限石資料部門

1'
の厩 識 綴鍬 ク雑 嚢籍叢蠣 灘
に 関す る資 料 を得 た.同 時 に淡 水 藻 類,海 藻,土 壌 生

物, プ ラ ンク トンの採 集,海 綿,貝 類,ア ザ ラ シ の歯

等 動物 試 料 を得,こ れ らを整 理 した.
2・ 日本 蘇苔 類 学会 誌(1981,10)に 発 表,今 後 南 極 資

料,　Memolrs　 Spce.　 Issueに 投 稿 予 定.

討警蹴1繍 、}6蟹騙 を1也灘窪難
全 面的 な再 調 査 精 査 を行 った.そ の結 果 を 基 に 同 地 域

地 質 図作 成 の た め の整 理 を完 了 し た.
2.　 Geological　 Map　 of　the　Central　 Yamato　 Moun_

　 tains　Massif　 B　 and　 C.　 Explanatory　 Text　 of　 G
eological　 Map.　 Antarctic　 Geological　 Map　 Service

Sheet28(1982)を 作 成 した.

一161一



V大 学院教育に対する協力

本年度10月 よ り国立大学その他の大学の要請に応じ,極 地科学に関連する分野を専攻する大学院学生に対し必要

な研究指導を行 うことになった.

なお,研 究所が受入れる大学院学生は受託学生と称している.

受 託 学 生

氏 名1所 属 大 学 院

利根川 豊 東海大学大学院工学研究科

部 門

超高層物理学

研究指導題目

極域波動現象論

期 間

昭和56年10月1日 ～

昭和57年3月31日

研 究 内 容

地球磁気圏の中では,周 期1～1,000秒 程度の長周期の電磁流体波動が励起されてお り,人 工衛星や地上で地磁

気脈動と呼ばれる地磁気微小変動として観測されている.と りわけ極地方はこれら波動の発生領域にあたるので,

極地方の地上多点で観測された地磁気脈動データは,電 磁流体波動の発生伝搬機構を解明するのに有効である.本

受託学生は,極 地研究所が南極の昭和基地,み ずほ基地,マ ラジョージナや基地,及 び昭和基地の地磁気共役点ア

イスラン ドのHusafe11で 実施した地磁気脈動データを用い,Pc3,Pc4,Pc5と 呼ばれる周期10～600秒 の地磁

気脈動の発生伝搬機構の研究を行った.

研究所担当教官は,観 測データのもつ意味,観 測方法の講義の他,コ ンピュータを用いたスペクトル解析法の指

導,解 析結果の解釈のために必要なプラズマ物理学の指導を行った.
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VI　 図 書 ・刊 行 物

1.図

(1)図 書室の概要

当図 書 室 は,昭 和48年9月 に 国 立 科 学 博 物 館 か ら独 立 して,国 立 極 地 研 究所 と して 新 た に 発 足 して以 来,す でに

と りこわ され た 本 館2階 か ら1階 へ,そ して研 究 棟2階 へ と転 々 と したが,昭 和54年12月,管 理 資 料 棟4階 に 落 ち

着 い た ・ 面積 も研 究 棟時 代 の2.3倍 の410.4㎡ と広 くな り,雑 誌棚,書 架,エ レ コ ンパ ッ クの増 設,文 献 検 索 用 の

TSS端 末 の設 置 な ど,設 備 面 で も充 実 して きた .

蔵 書面 で も,科 学 博 物 館時 代 の 蔵書 の うえ に,さ ら に南 極 ・北 極 に 関 す る文 献 の ほ か,極 地 観 測 に 関 連 す る,超

高層 物 理,地 球 物 理,固 態 地 球 物 理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学,陽 石,デ ー タ解

析 な どの 部門 の単 行 本,雑 誌,レ ポ ー ト類 の収 集,整 備,充 実 に努 め てい る.

極 地 関 係 の 文献 の な か に は,　Antarctic　 Bibliography,　 Current　 Antarctic　 Literature,　 Arctic　 Bibliography,

Library　 Catalogue　 of　Scott　 Polar　 Research　 Institute ,　Dictionary　 Catalog　 of　the　Stefansson　 Collection　 on

the　Polar　 Regions,　 Catalogue　 of　the　Library　 of　the　Arctic　 Institute　 of　North　 America ,　Bibliography　 on

Cold　 Regions　 Science　 and　 Technologyな どの書 誌類 の ほ か ,山 岳 ・極 地 研 究 家 の 吉 沢'郎 氏 旧所 蔵 の吉 沢 文 庫

(63冊)・ 松 方 三 郎 氏 を 通 じて こ寄 贈 い た だ い た 松 尾 氏 旧所 蔵 の 松尾 文庫(14冊),及 び 立 見 辰 雄 氏 旧所 蔵 の立 見 文

庫(当 図 書 室26冊,昭 和 基 地25冊)な どの 貴 重 な 南 極 ・北 極 探 検 記 録 が あ る.

また,大 学 院 生 受 け入 れ に そ な え て,昭 和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,地 学,工 学 な ど の基 本 図 書 の 充 実 を

図 るた め,年 間 約50万 円 の 予算 を これ に 当 て て い る.

外 国 雑 誌 に つ い て は,新 刊雑 誌 は もち ろ ん,バ ッ クナ ンバ ーの整 備 に も努 め,各 研 究 者 の利 用 に資 し てい る.昭

和56年 度 は,約1,300万 円 の 予算 を これ に あ て,次 の53種 類 の バ ックナ ンバ ー を購 入 した.

北 方研 究1(1939)-11(1944)

科 学1(1931)-39(1969)

自 然1(1941)-24(1969)

　Advances　 in　Atomic　 and　 Molecular　 Physics.　 1(1965)-9(1973)

AdvancesinGeophysics.1(1952)-12,14-17(1973)

　Advances　 in　Hydrosciences.　 1(1964)-10(1975)

　Advances　 in　Marine　 Biology.　 3(1965),　 8(1970)

　Annales　 de　Geophysique.　 1(1941)-31(1975)

　Annual　 Review　 of　Ecology　 and　 Systematics.　 1(1970)-3(1972)

　Australian　 Journal　 of　Botany.　 1(1953)-24(1976)

　Australian　 Journal　 of　Marine　 and　 Freshwater　 Research.　 19(1968)-27(1976)

BotanicaMarina.1(1959/60)-22(1978)(lackv.3)

　British　 Antarctic　 (Terra　 Nova)　 Expedition　 Natural　 History　 Report.　 Botany.　 2(1917)-3(1923)

　Canadian　 Journal　 of　Zoology.　 13(1935)-49(1971)

Copeia.1(1977)

Crustaceana.7(1966)-35(1978)

　Deep-Sea　 Research　 and　 Oceanographic　 Abstracts.　 1(1953/54)-5,　 20(1973)

Ecological　 Monographs.　 1(1931)-34(1963)
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Ecology.53(1972)-54(1973)

FrostiJord.7(1972),11,17-20(1979)

GeografiskaAnnaler.Ser.A.1(1919)-17,21,23-26,28-29,32,34・50・54(3-4)・55(2)

GeologicalMagazine.59(1922)-115(1978)

G,。phy・i・a1J・ ・m・1・fR・y・1A・t・ ・n・mica1S・ci・ty・33(1973)-43・45-51(1977)

Geophysics.1(1936)-43(1978)

Geotimes.9(4-12),21(1-7)(1976)

Hydrobiologia.37(1971),47(1975)

IEEE　 Transactions　 on　 Geosciences　 Electronics.　 16(1973)-18(1980)

　Izvestiya.　 Physics　 of　 the　 Solid　 Earth.　 1(1965)-12(1972)

JournalofBryology.1(1966)-8(1974)(lackv・3-4)

JournalofEcology.1(1913)-51(1963)

J。u,nal。fFi・h,・i・ ・Resea・chB・a・d・fC・n・d・.17(1960)-31(1974)(1・ ・k・ ・18…1,5)

　Journal　 of　 Geophysics　 (Z.　 Geophys.)・ 　7(1931)-44(1978)

Journal　 of　 the　 Marine　 Biological　 Association　 of　 the　 U・K・ 　1(1889/90)-40(1960)

JournalofPetrology.13(1972)-16(1975)

JournalofZoology.107(1913)-186(1978)

Lichenologist.4(1968)-11(1979)

　 Limnology　 and　 Oceanography.　 16(1971)

Lithos.1(1968)-11(1978)

Meteorological　 and　 Geoastrophysical　 Abstract・ 　19(1968)-24(1973)

MonthlyWeatherReview.102(1974)-104(1976)

Moon.8(1973)

NovaHedwigia.11(1969)-27(1976)

Oikos.1(1949)-35(1980)

Okeanologiya.4(1965)-7(1967)

　 Physical　 Review　 Letters.　 1(1958)-39(1977)

Priroda.1950,1952-1970

　Pure　 and　 Applied　 Geophysics.　 1(1939)-116(1978)

　Quaterly　 Journal　 of　Royal　 Meteorological　 Society・ 　35(1909)-45,　 54-56(1930)

　Space　 Science　 Reviews.　 16(1974)-20(1977)

　Vestnik　 Akademii　 Nauk　 SSSR.　 1946-1966

　Daklady　 Instituta　 Geografii　 Sibiri　i　Dalnego　 Vostoka　 (Microfilm)・ 　1(1962)-40(1973)

　National　 Antarctic　 Expedition　 1901-1904,Natural　 History,　 etc・　11　vols・

　Trudy　 Arkticheskogo　 Instituta　 (Microfilm)・ 　1(1829)-78(1937)

単 行 本 及 び 別 刷 は,イ ギ リス の ス コ ッ ト極 地 研 究 所 が,国 際 十 進 分 類 法(UDC)を 極 地 関 係 図書 館 川 に再 編 成

した,　Universal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in　Polar　 Librariesを 主 に,国 際 十進 分 類 法 中間 版 分 類 表(U

本 ドク メ ン テ ーシ ョ ン協 会)を 併 用 して,分 類 ・配列 して い る.雑 誌 につ い て は,極 地 関 係 の もの を最 も使 いや す

い 場 所 に ま とめ,そ の 他 の もの は,誌 名 の アル フ ァベ ッ ト順 に 配 列 して い る.

受 入 雑 誌 の うち,購 入 の167種 を のぞ く1,222種 は,国 内 及 び 諸 外 国 の 大 学,研 究 機 関 との交 換 ・寄 贈 に よる も

の で あ る.

当研 究 所 の 出版 物 の うち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A・

B,　C,　D,　E,　F,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series

(年2回)の 編 集 ・出版 業 務 を 図書 室 で行 っ てい る.昭 和56年 度 は 南 極 資 料3冊 ・　 Memoirs　 of　National　 Institute
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of　Polar　 Research　 6冊,　 JARE　 Data　 Reports　 10冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 1シ ー ト,カ タ ログ

1冊,南 極 の 科学1冊,計22冊(総 頁 数3,700)を 出版 した(1(4)及 び2参 照).な お,こ れ らの 出 版 物 は 寄 贈 及 び

交 換 誌 とし て,大 学,研 究 機 関 等,国 内は 延3,724ヵ 所,国 外 は 延3,136ヵ 所 に 送 っ てい る.

現 在 の と こ ろ,図 書 室 を 利 用 で き るの は,当 研 究 所 教 職 員,客 員 教 官,関 係 委 員,共 同 研 究 員 及 び 観 測 隊 員 に 限

られ てい るが,外 部 の 極 地 研 究 者 な ど も図 書 室 長 の 許 可 が あれ ば 利 用 す る こ とが で き る.

図 書 室 と して 発 足 して か ら まだ 歴 史 も浅 く,図 書資料 も十 分 に整 って い る とは い え な い が,今 後 も南 極 ・北 極 探

検 記 録 の バ ックナ ンバ ーや 古 書を は じめ,各 国 観 測 隊 の レポ ー ト,そ の 他関 連 分 野 の 単 行本,雑 誌 の収 集,充 実 に

努 め て い きた い.当 図 書 室 蔵 書 の うち 単 行 木 の 約15%,雑 誌 の 約87%は 寄 贈 ・交 換 に よる もの で あ る.寄 贈 し て下

さ った 方 々に 感 謝 す る と と もに,今 後 も当 図 書 室 の 図書 資料 の充 実 の た め に,変 わ らぬ ご協 力 を お願 い し た い.

(2)年 度別蔵書数及び増加冊数
()内 は年間増加冊数

年 度 49 50

和

洋単 行 本

計

仕

71

善

和 雑 誌

洋 雑 誌

867
(199)

2,156
(542)

1,334
(467)i

2,707
(551)1

51 52 53

1,5361,9472,287
(202)(411)(340)

3,2783,7344,364
(571)(456)(630)

54 55 56

1　
2,48012,72112,859
(193)1(241)|(138)

4,9415,595|6,170
(577)1(654)1(575)

3,0234,0414,8145,681
(741)(1,018)(773)(867)

製本雑誌

合
一.
.
.-

43
(43)

217
(217)

260`
(260)1

6,651:7,4218,3169,029

(970)1(770)(895)(713)「

105155
(62)1(50)
F

705「1,1701

(488)(465)
　

256
(101)

1,561
(391)

29gi5。,164、1866

(43)(208)`(134)1(225)

ミ1
　3
,543|5,7777,3242,515;

(954)1(1,028)(2,234)(1,547)

L

8101,3251,817
(550)(515)(492)

3,2834,85116,1397,498

(1,001)(1,568) 、(1,288)(1,359)

ヨ
(997)1(1,236)
`

i
9,46511,471

(1,967)(2,006)

　 　

2,8144,0SOI6,4188,190

(2,368)(1,772)1

1i

14,734117,219

1(3・263)i(2,485)

(3)年 度別雑誌受入タイ トル数

和

年

雑

雑

度

諸

士

」

二
・面

羊、了

計

49

87

5131

600

50

103

517

6201

51

110

677

787

52

126

749

53

143;

892 ,

8751,035

54 55 56

174:191236

998:1,0521,153

　
1,1721,2431,3891!
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(4)年 度別出版冊数及び頁数

区 分1冊 鵡 数)

南 極 資

Memoirs　 NIPR

ト米

JARE　 Data　 Reports

Catalog

Antarctic　 Geological　 Map

　 Series

南 極 の 科 学

計

3(436)

5(356)

7(484)

2(30)

17(1,306)

5251

冊数(頁数)置数(真数)

3(606)

5(321)

4(406)

2(16)

3(486)

3(584)

6(445)

2(20)

14(1,349) 14(1,535)

5354

冊数(頁 数)冊 数(真 数)
ト

4(836)

5(814)

5(424)

2(13)

16(2,087)

4(938)

5(950)

5(240)

1(198)

1(12)

55

冊数(頁 数)

3(507)

5(679)

9(985)

1(112)

2(13)

16(2,338)'20(2,296)

56

冊数(頁 数)

3(756)

6(1596)

10(883)

1(121)

1(16)

1(328)

22(3,700)

2. 研究成果刊行物

南 極 資 料73号1981年9、 月(303p.)

〃74号1982年2月(32gP.)

〃75号1982年3月(110P.)

〃 総 目次71-75号1982年(14p.)

Memoirs　 of　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research

　 Series　 A　 (Aeronomy),　 No.18:　 Spectroscopic　 study　 of　 the　 nitrogen　 airglow,　 by　 N・　 Iwagami・ 　78P・

July1981.

　 Series　 F　 (Logistics),　 No.4:　 Energy　 saving　 at　 Syowa　 Station　 and　 Mizuho　 Station,　 by　 S・　 Awano・ 　 S・

　 　 Takeuchi　 and　 M.　 Muto.　 110　 P.　 January　 1982,

　 Special　 Issue,　 No.18:Proceedings　 of　 the　 Third　 Symposium　 on　 Coordinated　 Observations　 of　 the

　 　 Ionosphere　 and　 the　 Magnetosphere　 in　 the　 Polar　 Regions,　 ed.　 by　 T・　Nagata・ 　502　 P・　March　 1981・

　 Special　 Issue,　 No.　 1g　 :　Proceedings　 of　 the　 Third　 Symposium　 on　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,

　　 ed.　 by　 K.　 Kusunoki.　 320　 P.　 October　 1981.

　 Special　 Issue,　 No.20:Proceedings　 of　 the　 Sixth　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteorites,　 ed・　 by　 T・

　 　 Nagata.　 415P.　 December　 1981.

　 Special　 Issue,　 No.　 21　 :　Proceedings　 of　 the　 Second　 Symposium　 on　 Antarctic　 Geosciences・ 　1980・ 　ed・　by

　 　 T.　 Nagata.　 171P.　 March　 1982.

JARE　 Data　 Reports

　 No.64　 (Aurora　 9):Records　 of　 al1-sky　 camera　 photographs　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　 1979,　 by

　　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research.　 gP.　 August　 1981.

　 No.65　 (Meteorology　 10)　 :　Meteorological　 data　 at　 Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in　 1980,by　 T.　 Ohata,　 S・

　 　 Kobayashi,　 N.　 Ishikawa　 and　 S.　 Kawaguchi.　 93　P.　 November　 1981.

　 No.　 66　 (Marine　 Biology　 2):Data　 report　 of　 the　 zooPlankton　 samples　 I,　 by　 M・ 　 Fukuchi　 and　 A・

　 　 Tanimura.　 19g　 P.　 November　 1981.

　 No.67　 (Marine　 Biology　 3)　 :　The　 plantpigments,　 chlorinity　 and　 pH　 distribution　 in　 the　 sea　 ice　 of　 the

　 　 Syowa　 Station　 area　 in　 1970,　 by　 T.　 Hoshiai.　 42P.　 December　 1981.
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　 No.68　 (lonosphere　 24):Records　 of　 radio　 aurora　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　1980,　 by　 K・　Igarashi

　 　 and　 K.　 Nozaki.　 28　 P.　 March　 1982.

　 No.　 69　 (Ionosphere　 25)　 :　Data　 of　 field　 strength　 measurements　 of　 HF　 radio　 waves　 measured　 at　 Syowa

　 　 Station　 during　 the　 period　 from　 1974　 to　 1979,　 by　 H.　 Sugiuchi.　 101　 P.　 March　 1982.

　 No.70　 (lonosphere　 26):Riometer　 records　 of　 30　 MHz　 cosmic　 noise　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in

　 　 1980,　 by　 M.　 Ose　 and　 K.　 Nozaki.　 97　P.　 March　 1982.

　 No.71　 (Glaciology　 8)　 :　Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 in

　 　 1980,　 by　 S.　 Kobayashi,　 T.　 Ohata,　 N.　 Ishikawa,　 K.　 Matsubara　 and　 S.　 Kawaguchi・ 　45　 P・　March　 1982・

　 No.72　 (Seismology　 15)　 :　Seismological　 bulletin　 of　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1980,　 by　 K・ 　Shibuya　 and

　 　 K.　 Kaminuma.　 74　 P.　 March　 1982.

　 No.73　 (Meteorology　 11)　 :　POLEX-South　 data,　 Part　 3.　Radiation　 data　 at　 Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in

　 　 1980,　 by　 N.　 Ishikawa,　 S.　 Kobayashi,　 T.　 Ohata　 and　 S.　 Kawaguchi.　 195P.　 March　 1982.

Catalog

　 Photographic　 Catalog　 of　 the　 Selected　 Antarctic　 Meteorites,　 comp.　 by　 K.　 Yanai.　 121　 p.　 1981.

Antarctic　 Geological　 Map　 Series

　 Sheet　 28　 :　Central　 Yamato　 Mountains,　 Massif　 B　 and　 Massif　 C,　 1/25000.　 Explanatory　 text,　 by　 K.　 Yanai

　 　 et　 al.　 10　P.　 with　 6　pls.　 March　 1982.

南 極 の 科 学7生 物,328p.1982年3月

3. 刊 行 物 一 般

極地研ニュ一一ス42-47

国立極地研究所要覧81

日本 南極地域観測隊第21次 隊報告1981

国立極地研究所年報 昭和54年 度
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vr　一 般 業 務

1.諸 会 議

(1)評 議 員 会 議

研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について,所 長に助言する.

(任 期56.9.29～58.9.28)

之

男

雄

司

清

雄

一
郎

秀

奥

太

慶

幹

陸

誠

喬

秀

誠

壽

由

萬

野

江

藤

塚

月

下

在

原

天

有

加

茅

大

香

木

桑

古

一 ーー 一

東京水産大学長

北海道大学長

束北大学名誉教授

東京大学名誉教授

放送大学学園理事

千葉大学長

北海道大学低温科学研究所長

岡崎国立共同研究機構長

束京大学東京天文台長

一一丁

「

澤 田 龍 吉

清 水 司

寺 沢 一 雄

西 川 哲 治

濱 口 博

藤 井 陸

前 田 憲 一

向 坊 隆

森 大 吉 郎

福岡教育大学長

早稲田大学長

大阪大学名誉教授

高エネルギー物理学研究所長

日本分析センター理事長

東京大学名誉教授

京都大学名誉教授

原子力委員会委員

宇宙科学研究所長

第10回 評議員会議 昭和56年6月18日(木)

議 題

1.昭 和57年 度概算要求基本方針(案)に ついて

2.そ の他

(2)運 営協議員会議

南極観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要 と認めるものについて,所 長の諮問に応じ

る.

(任 期56.9.28～58.9.29)

東海大学開発技術研究所教授 」1東

日本大学名誉教授1藤

東京大学工学部教授1丸

字宙科学研究所教授 ・吉

東北大学理学部教授 楠

琉球大学理学部教授 松

名古屋大学水圏科学研究所教授1平

京都大学工学部教授 川

東北大学理学部教授11星

日本大学医学部教授 吉
[

晃

蔵

三

昭

宏

郎

男

男

男

夫

健

隆

吉

達

威

貞

孝

栄

原

茂

見

田

澤

口

合

田

敏

一
哉

蔵

寛

郎

康

根

之

八

子

誠

祥

辰

甲

磐

正

演

田

野

田

林

家

崎

野

村

中

川

浅

粟

内

大

大

木

北

木

田

西

北海道大学工学部教授

広島大学文学部教授

東京農業大学教授

東京大学工学部教授

国立極地研究所企画調整官

国立極地研究所研究主幹

国立極地研究所資料主幹

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

一168一



第24回 運営協議員会議 昭和56年6月11日(木)

議 題

1.教 官入 獄こついて

2.第24次 南極地域観測計画(案)に ついて

3.昭 和57年 度 概算要求基本方針(案)に ついて

4.第23次 南極地域観測隊の編成について

5.昭 和56年 度 南極マクマー ド地域の共同観測について

6.昭 和56年 度交換科学者の派遣について

7.昭 和56年 度共同研究員について

第25回 運営協議員会議 昭和56年11月16口(月)

議 題

1.第24次 南極地域観測隊長 ・副隊長について

2.第23次 南極地域観測隊行動実施計画案について

第26回 運営協議員会議 昭和57年2刀26日(金)

議 題

1.教 官人事について

2.第24次 南極地域観測実施計画1こついて

3.昭 和57年 度共同研究員について

(3)専 門 委 員 会

所長の諮問に応じ,運 営協議貫会議から求められた極地観測事業の実施に関する専門事項について,調 査審議を

行う.

一ー一 宙空専門委員会(大 気球 ・ロケット分科会,人 工衛星分科会,超 高層分科会)

二 気水圏専門委員会
一三 地学専門委員会

四 生物 ・医学専門委員会

五 定常観測専門委員会

六 国際共同観測専門委員会

ヒ 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,ホ ーバ クラフ ト分科会)

(4)南 極地名委員会

研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助 言する.

(5)編 集 委 員 会

所長の諮問に応 じ,極 地観測の成果その他の研究成果等の編集について,調 査審議を行 う.

(6)極 地観測隊員健康判定委員会

所長の諮問に応じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す

る事項について,調 査審議を行 う.
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(7)極 地観 測記 録映 画作 成委 員会

所長の求めに応じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行う.

(8)共 同研 究 委 員会

所長の諮問に応じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項について調査審議を行う.

なお,委 員会の中に所員からなる共同連絡会を設け,事 務的準備を行う,

(9)南 極 海洋 生物 資源特 別 委 員会

所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う.

(10)南 極 鉱物 資源 特別 委員 会

所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行う.

(11)南 極 陽石 研究委 員会

所長の諮問に応じ,南 極明石に関する諸問題について調査審議を行う,

(12)所 内委 員 か らな る会 議

ア 運営会議

イ 企画調整会議

ウ 教官会議

工 部課長会議

オ 大学院教育協力委員会

力 教官人事委員会

キ 職員レクリエーション委員会

ク 情報処理センター運営委員会

ケ 教授懇談会

コ 極地研ニュース編集委員会

サ 南極観測安全対策会議

シ 隊長等選考委員会

ス 図書委員会

セ 資料委員会

ソ 低温資料委員会

タ 所内定常観測委員会

チ 輸送問題検討委員会

ツ 昭和基地電算機運営委員会
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テ 南極観測25周 年準備委員会

ト　 BIOMASS国 際研究集会運営委員会

ナ 押売等防止対策協議会

2.職 員の外 国出張

教 授 楠 宏

56,5.16～56.5.25連 合王国 南極気候研究に関する　SCAR専 門家会議出席

所 長 永 田 武

56.5.31～56.6.8ア メ リカ合衆国 アラスカ大学地球物理学研究所並びに海洋研究所との極地共同研究協議

所 長 永 田 武

56.6.19～56.7.11ア ルゼンチン共和国 第11回 南極条約協議会議出席

教 授 平 澤 威 男

56.7.31～56.8.19連 合王国 第4回 国際地球電磁気学 ・超高層物理学協会総会出席

所 長 永m武

56.8.1～56.8.31連 合王国,ア メリカ合衆国 第4回 国際地球電磁気学 ・超高層物理学協会総会出席ほか

教 授 楠 宏

56.9.2～56.9.18ア メ リカ合衆国 国際南極氷床観測会議出席

所 長 永 田 武

教 授 松 田 達 郎

教 授 平 澤 威 男

56.10.8～56.10.20中 華人民共和国 中国政府招へいに基づく極地科学に関する学術調査

助 手 藤 井 理 行

56.11.12～57.2.22南 極地域 南極地域イギ リス基地における観測調査

助 手 渋 谷 和 男

助 手 寺 井 啓

56.11,17～57.1.9南 極 地域 南極地域マクマー ドサウンド地域における観測調査

助教授 前 晋 爾

技 官 竹 内 貞 男

事務官 権 木 川 敏

56.11.25～57.4.20南 極 地域 第23次 南極地域観測隊夏隊

教 授 星 合 孝 男

助教授 福 地 光 男

助 手 藤 井 良 一

助 手 西 尾 文 彦

助 手 谷 村 篤

技 官 大 塚 英 男

技 官 森 田 知 弥

56.11.25～58.3.21南 極地域 第23次 南極地域観測隊越冬隊

庶務課長 今 田 収

事業課長 山 木 俊 助

57.1.7～57.1.14ア メリカ合衆国 南極で得 られた資料の利用 ・管理等に関する調査並びに 大学施設の 共同

利用等の実情調査

一171一



所 長 永 田 武

57.1.9～57.1.19ア メ リカ合 衆 国 日米 の 南 極 諸 問 題 の 協 議 ほ か

助 手 小 野 高 幸

57.2.21～57.4.7ス ウ ェ ーデ ン,ノ ル ウ ェー 高緯 度 に おけ る超 高 層 諸 現 象 の観 測 研 究

助 手 山 岸 久 雄

57.2.21～57,4.7ス ウ ェー デ ン,ノ ル ウ ェー オ ー ロラ粒 子 の降 り込 み に 伴 うエ ネ ル ギ ー収 支 とそ れ に 関 連

す る諸 現 象 の 研 究 観 測

助 教 授 福 西 浩

57.2.21～57.3.31ス ウ ェー デ ン,ノ ル ウ ェー 北 極 地域 に おけ る オ ーPラ 現 象 の 大 気 球 地 一ヒ総 合 観 測(予 備

調 査)

所 長 永 川 武

57.3.13～57.4.24ア メ リカ 合 衆 国 第13回 刀惑 星 科 学 会 議 出席

3.外 国人研究者

(1)外 国人研究員

氏 名 所 属

Victor　 A.　 Schmidt

(ビ ク タ ー ・シ ュ ミ ッ ト)

Vera　 Alexander

(ベ ラ ・ア リ グ ザ ン ダ ー)

ピッツバーグ大学

、准教授

`ア ラスカ大学海洋研究所

教授(所 長)

期 間

56.5.1

≧

56.7.31

56.8.17

≧

56.10.16

研 究 テ ー マ

太陽系形成時の磁場強度の研究

極域における生態系の構造及び生物生産の
比較研究

(2)来 訪研究者等

4月13日 ～16日 　 Dr,　OHTAKE,　 T　 (ア ラ ス カ大 学 地球 物 理 学 研 究 所 教授)

4月27日 ～29日 　 Dr.　NISHIYAMA,　 T　(ア ラス カ大 学 海 洋研 究所 助 教 授)

5刀26日 ～29日 　 Dr.　GREW,　 E・　(カ リフ ォル ニや 大 学 地 球 宇 宙 科 学 部 助 教 授)

6月25日 ～28日 　 Dr.　 AKASOFU,　 S.　(ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 学研 究所 教 授)

7刀20日 　 Mr.　 THOMSON,　 R.　(ニ ュー ジ ー ラ ン ド南 極 局 長)

8月14日 ～20日 　 Dr.　HENDY,　 C.　 (ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドワイ カ ト大 学 講 師)

9月9日 　 Dr.　 KIENLE,　 J.　(ア ラ ス カ大 学 准 教 授)

10,月2日 　 Dr.　 BRETT,　 R.　(米 国 立 科 学財 団 地 球 科 学 局 長)

10月22日 　 Dr.　 COLE,　 J.　(ウ エ リ ン トン ヴ ィ ク トリア大 学)

10月31日 ～11月7日 　 Dr.　 SI(INNER,　 D.　(ニ ュー ジ ー ラ ン ド地 質 調 査 所 研 究 員)

12,月8日 　 Dr.　 SHINN,　 A.　 (米 国 立 科 学 財 団深 海 掘 削 計画 局 長)

12月14H～12,月26日 王,良 埠 氏(中 国 科 学 院 蘭 州 氷 河 凍 土 研 究 所)

3刀4日 　 Dr.　 TANSKANEN,　 P.　(フ ィン ラ ン ドオ ウル 大 学 教 授)

3月18日 石 廣 玉 博士(中 国 科 学 院 大 気 物 理 研 究 所)

3月23日 ～26日 　 Dr.　 CALVERT,　 W.　 (ア イ オ ワ大 学 助 手)
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4.職 員

(1)名 簿

所 長 地球物理学

企画調整官 教授 海氷物理学

【研究系】

研究主幹(教 授,併)

(地球物理学研究部門)

授

手

手

手

教

助

助

助

気象学

磁気圏物理学

大気物理学

極光物理学

理博 永 田

理博 楠

武

宏

理博 松 山 達 郎

理博 川 口 貞 男

理博 佐 藤 夏 雄

理博 山 内 恭

神 沢 博

(超高層物理学第一研究部門)

磁 気圏物理学

磁気圏物理学

プラズマ物理学

プラズマ物理学

(超高層物理学第二研究部門)

助教授(客 員)大 気光物理学

助教授(客 員)大 気物理学

(雪氷学研究部門)

雪氷物理学

雪氷気象学

氷河気候学

気水圏物理学

(極地気象学研究部門)

教 授(客 員)気 象学

助教授(客 員)雪 水文学

(地学研究部門)

自然地理学

地震学

自然地理学

地質学

地震学

理博

理博

浩

一
幸

宏

良

高

西

井

野

岡

福

藤

小

宮

授

手

手

手

教助

助

助

助

授

手

手

手

教助

助

助

助

理博 小 川 利 紘

理博 岩 坂 泰 信

理博 前 晋 爾

西 尾 文 彦

藤 井 理 行

和 山 誠

理博 田 中 正 之

理博 小 林 大 二

理博

夫

伊

一

行

離

朱

克

喜

和

和

山

沼

腸

石

谷

吉

神

森

白

渋

博

博

理

理

授

投

手

手

手

教

教

助

助

助

助

(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)

教 授(客 員)

教 授(客 員)

教 授(客 員)

助 教授(客 員)

固体地球化学

金属鉱床学

地質学

鉱物学

(生理生態学研究部門)

教 授 海洋生態学

理博

理博

理博

理博

小 沼 直 樹

ノく 田∫ 」ピー　・LliS

木 崎 甲子 郎

武 田 弘

理博 星 合 孝 男
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助教授 低温生理学

助教授 海洋生態学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第一研究部門)

教 授 陸上生態学

助教授 海洋生態学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第二研究部門)

教 授(客 員)浮 遊生物学

(極地設営工学研究部門)

助 手 設営工学

【資料系】

資料主幹(教 授)極 光物理学

(生物系資料部門)

助教授 植物分類学

(非生物系資料部門)

助教授 磁気圏物理学

助 手 岩石磁気学

(限石資料部門)

助教授 地質学

(データ解析資料部門)

助教授 磁気圏物理学

助 手 電波物理学

(低温資料部門)

【図書室】

図書室長(教 授,併)

【事務系】

管理部長

庶務課長

会計課農

事業部長

事業課長

観測協力室長
【附属観測施設】

昭和基地長(教 授,併)

みずほ基地長

理博 大 山 佳 邦

水産博 福 地 光 男

渡 邉 研太郎

郎

彦

篤

達

靖

田

藤

村

松

内

谷

博

博

理

農

農博 村 野 正 昭

寺 井 啓

理博 平 沢 威 男

理博 神 田 啓 史

鮎 川

船 木

勝

實

理博 矢 内 桂 三

工博 江 尻 全 機

山 岸 久 雄

理博 川 口 貞 男

岩

今

加

光

山

村

山 安 成,札 川 澄 男

日 収

藤 孝 一・

岡 康 雄

木 俊 助

越 望

吉 田 栄 夫

(2)人 事 異 動

4月1日

前企画調整官(次 長)村 山 雅美(辞 職)

生理生態学研究部門助教授 福地 光男(前 回部門助手)

生物系資料部門助教授 神田 啓史(前 回部門助手)

非生物系資料部門助教授 鮎川 勝(前 地球物理学研究部門助手)
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隅石資料部門助教授 矢内 桂三(非 生物系資料部門助教授)

超高層物理学第一研究部門助手 宮岡 宏(採 用)

事業部長 光岡 康雄(前 文部省大学局技術教育課課長補佐)

会計課長 加藤 孝一(前 文部省大臣官房会計課総務班総務係長)

会計課総務係長 川崎 清一(前 会計課用度第一係長)

会計課用度第一係長 田中 義國(前 東京大学医学部附属病院管理課司計掛主任)

前事業部長 武田 典明(東 京工業大学庶務部長)

前会計課長 松原 尚躬(辞 職)

前会計課総務係長 高橋 一利(文 部省大臣官房会計課管財班宿舎係主任)

〈客員教官〉

超高層物理学第二研究部門助教授 小川 利紘(東 京大学助教授)

同助教授 岩坂 泰信(名 古屋大学助教授)

極地気象学研究部門教授 田中 正之(東 北大学教授)

同助教授 小林 大二(北 海道大学助教授)

極地鉱物・鉱床学研究部門教授 大町 北一郎(山 形大学教授)

同教授 木崎 甲子郎(琉 球大学教授)

同教授 小沼 直樹(茨 城大学教授)

同助教授 武田 弘(東 京大学助教授)

寒冷生物学第二研究部門教授 村野 正昭(東 京水産大学教授)

7月1日

企画調整官 楠 宏(前 研究主幹 ・雪氷学研究部門)

研究主幹 ・寒冷生物学第一研究部門 松田 達郎(前 資料主幹 ・図書室長)

資料主幹 平澤 威男(前 超高層物理学第一研究部門教授)

図書室長 川口 貞男(地 球物理学研究部門教授)

地球物理学研究部門助手 神沢 博(採 用)

8月15日

庶務課課長補佐 田村 和明(前 庶務課庶務係長)

9月1日

前庶務課課長補佐 田村 和明(鶴 岡工業高等専門学校学生課長)

10月1日

管理部長 札川 澄男(前 東京医科歯科大学経理部主計課長)

庶務課庶務係長 中村 浩二(前 事業課企画係長)

会計課用度第二係長 天池 道之(前 会計課用度第二係主任)

事業課企画係長 嶋田 康夫(前 会計課用度第二係長)

前管理部長 岩山 安成(東 京農工大学経理部長)

5.所 務 日 誌

56.4.20第22次 観測隊夏隊帰国

5.12地 学専門委員会

12気 水圏専門委員会

18第17回 編集委員会

20生 物 ・医学専門委員会
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20

21

26

27

29

6.2

11

15

16

18

7.13～17

28

9.10～11

14

16

17～19

21

28

29

10.21

22

23

11,5

16

24

24

25

12,11

15

57.1.8

20～27

25～27

29

2.9

15

16

17

17

19～20

23

24

26

3.1～5

18

21

23

設営専門委員会連絡会

宙空専門委員会

極地観測隊員健康判定委員会

共同研究委員会

定常観測専門委員会

極地観測記録映画作成委員会

第24回 運営協議員会議

第72回 南極観測本部総会

第1回 南極鉱物資源特別委員会

第10回 評 議員会議

第23次 観測隊夏期総合訓練(菅 平)

第8回 南極隅石研究委員会

会計検査

行政監査

文部大臣視察

第5回 南極生物シンポジウム

第18回 編集委員会

第22次 観測隊家族会

創立記念 日,ソ フトボール大会

第23次 観測隊全員集合

第9回 南極陽石研究委員会

南極地名委員会

第5回 南極海洋生物資源特別委員会

第25回 運営協議員会議

第73回 南極観測本部総会

第23次 観測隊家族会

第23次 観測隊出発

新観測船 「しらせ」進水式

教授懇談会

第19回 編集委員会

第4回 極域気水圏シンポジウム

第5回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム

南極観測25周 年記念祝賀会

定常観測専門委員会

気水圏シンポジウム

共同研究委員会

生物 ・医学専門委員会

宙空専門委員会

第7回 南極隅石シンポジウム

地学専門委員会

設営専門委員会連絡会

第26回 運営協議員会議

第24次 観測隊員候補者冬期訓練(乗 鞍)

レクリエーション行事(名 所巡 り)

第22次 観測隊越冬隊帰国

第74回 南極観測本部総会
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国立極地研 究所年報

第8号(昭 和56年 度)一 一一

昭和58年3月31日 発 行

発 行 所

印 刷 所

国 立 極 地 研 究 所
〒173

東京都板橋区加賀1丁 目9番10号

電 話03(962)4711番(代 表)

新 興 印 刷 製 本 株 式 会 社

東京都板橋区栄町23番4号



ツs　滅聡

楢A
Ss";

も1

1上　

捧

 

イ

㌔'

　

、

　デなP

壕

　
よ

く

呼
気
　

.
ミ

ー

O
伍
し
　♪㍉

ご

㍗ゴ

ウ

、ン

。

・　ご

ゼ

ム

W
　

～

　
語

　

°

～

　

♪

　

　
　
　

,

与

〆

㍉

　,
戸

～

麟
ぐ　」'
二鱒
一":

';"・
「洲

)こ'専一,

トマ愚 ヤ

　

ヂ"
.

こ

C▼〆

ぷコ
"　 冨Y^綬

㌫L鮭
P".-te
sr慈

 

一

縷譲方,一

ん
　

　
'入`

　

'

　

　

Od　ζ,、

駄s三ii'瑠

β1・渋 藪s

熱 、、、無

難箋璽
詰`淫

辮蕊

鷲;纂

 

　

　

一

㌔「ζ㌣ぺ

灘
　

　

著懸
呵r・:ζ写

叛㌔逞 ∫
㌔　 dLst)
,い ㍉パパ 響
メ'

.■ 苦学
か ∵ぺ吟.
1三二熾 」

吟さ?夢㌔"ざ

　

了
気
「兄

語 言 こ'、

載㌻

欝

 

'

案

～

,
..

f

　
-

丁
　

W

r∴

～

ア

、
－
S

　 　叢 叢麟1
鷺㌧㌧蕎べ

」'

警蕊㌘:豊富
軋}"「 ～を凡,レ　

警鷲 、一葦ご
・ノ氏、み ㌧可 ㍉'

l!鶯㌍饅㌧

懸霧蕊驚

き

ぷ.… ほ ぷ亭き蓉 、

.㌧:㌧㌧吾濤 、

㌧

八
べ

。

C

鴛

・3

"

、

,波 、:ぷ

誓毫:義

纂
㌧}1・ 」v

纈 ㌻・㌻、
や ㌔ ㌻,

繋 欝 ・
ミ

A

嘉∴ξ㌻∵璽

朧繋
慧

r　

/
三
繧
ば

ぷ

く

　

.ぜ

ゴ5

r

肖
キ

レ

.

ノ
へ

ず
　

」ζ
γ

'p
層纒
片
r

…

・̀
磁

,、
』

・ミ

あ
　あ

ゑ
　

稻

齋

ル"
難

㌢./‡黛事態
禧㌧禮議

驚

織灘

綴

織

難

燃
。

"纏

声,
へ..ー

、纈
調、
h

r"灘
鐵
祀

苧

、
響
鱒

凛
、鷺
・・〒
、灘
轡

山.パ

」

薦
・謝
簗

穏

・マ・
鳩
戸
-叶蟻
.

齋

縁

謬
齎

,寳

緻

　
.讃
掟

v、
一

尋"

欝欝
1'"∵ 書 護 這鷲こ、心㍗ドつ
レ弓ζζ 　

麩;摩 ㌻㌻㌢・..

;、_㍉.・

二㍉∴㌻f二三墨

鷲 拉

藩

 

噂

{s
.,NS

緻警響
あ

し

"
二
　繧
轟
　

"

ヤ
3

　
、

語

μ
ノ
　

､
.

ド

 三

『、し
諄
、ぺ
∴
.ト

冒

♂

～

紅

完い

法

窪

き㌧ζ憲 義㌘

嚢 雫
.

鷺,、_

費

1氏 名・請 こ議ダ」 長

慧 ㌻∵ ・・ 恣 敏 二司∫

鷲蕊》諄麓
茎察㌫ニゴぞ蕊1ぷ 弩　

鐙罎㌻邉 ㌻㌘㌻禧1
{鴬纂㌻t㍉∴　二㌘

鷹◎

羅1繧
籟,謀 璋

・ 　〉 　電　 t"「sc　 ".・、」 　■
、　　～～　

享㌧一
/it`t　 L　 ～t　 　 　 　

l　 l」

翼翼
㌧ 　い拮
ジ1ユ ㌧　

蓮織

罵
鷲禧

　 イ 毒

1　 シabL

ら

㌔認 ・

1・・hs

参り

》■
〆t.

ゼ

.

ぜ

拉β
ぺh

 

　

`

r

　

ノ

勺
、《
、
亭～ン
?

七・"
　

へ

纐

ー

ピ
、
ピ

ー

、呉

☆

、
ノ

、hー

で
芒

司

、
鱗

濤

壽

緊

緊へ
、

　

　

　

　

　
L

㌧了

ナ
、
-
(

、

汽
`̂

聾総懸

ニ
ジ
儘
三

。

.㍊

繍
・㌦填庁㌦
、一、ヌ∴
驚一ご藷 鷺

「等 、　二

ふ ギLI
　 1

 

　　

'
与
文

牟'三

醗蹴
1懸㌧蕪1灘!㌦灘
ピ ・纐 了

,纏 、哨 騰 ・鰍 慈 ・ 法品 '嬌
一"..fl・ 一"幅 ・.・e磋 ・-t .r..鰺.・ 噛 、,F～_纈 、.、1

.喜 ㍑ ㌻三.・dぎF

,・顧 簗 ド、 綴 恣 コ 鷲ミ灘 灘 ・纈'、

こ頷:一 ・
恥 三、縄 麟 三三綱 ご≦緻 '謎鰺 ー ご ・-

」纐 纈 噛 ㌻聯""t籔,:灘.鷲."・ ・.≡凛 ・謹一 ー一 織 奪

灘 難譲 難灘 雛 鐵'・ 羅灘欝欝
,."t譲 縦 ・繰 灘 操 、三5▼ 鶉'毫,吠 9"葦

.1牟 ・

f$lii;'、　 rt　 .　 ち.『 鰐.rll,し,d

ぐ

・w∫
ノ

ゴ

r三

～

三
戸
ぷ
7

冷霰
誌
鎮
.曇
謬
誤

 
、

」

　

も
　
　
匙

"

竃

一

{

ノ

王 、由

幸
冗

翼
難

灘

幾
・鷲
箋

藁

蓑
き、
難
.

'

謬
纐
纈
纐

蹴

.

.

芝

:
2

一

。鍛
黎

.繋

ra、麺.

鱗

纏
縫
灘

瀕
綴

し

マ
ぬ

に

".m・
綴

灘

鷲

欝

欝
纐
纈
や難

総

、

㍑ ㌢ 曇㌻1

禧議
:ぺ蕊表こ写1毫烹
""1Y＼ 貰 .・"三　 　 　 ts　e「　 -t.

1㍑㌻」愚∵㌻　イ　
ノ三dお一一.、一;・望汽㌦ 、・　　

ξ野 望 パ"㌔ メさ1き、へvl

護
㌧:邉 ∴㌻{～ゴ寳jl

∵で㌫ダ ご諄

㌘簑
纒蕊藁誉1

磐

κ'
　

、隷

・

恣
」ひ戸

あ

ぺあ

　

ご

あ
　

凄

湾

そ
」
芸

裏

〆
ご

・
、
、覗　
・糺
焼
禮

靴
　
・　曜"灘

ぷ 、-

1剰s　
↓、㌧

㌻鷲1ご

鷲霧
　 '『 　

1ξ ∴ ・　 。

鷺 外'層 ご二」'・毒 ミ

蕊㌫
t　v.
"　 ㌻

」㍍ ㌻'ぜ

寳霞
こ 　・メ;㌧㌧J,ぺ㌧ ・一算 　 ∵=ユ 　

纐蟻纒霧
蕊

　一

㌻ ξ・ひ
叢 ～、.

証 ジ弩
1・導s・ ・ly
　1も

霰 ご莞

霧 ㌦爽 ㍗

蕊ざ弓

曇琴
塾㌻㌣

麩㌻翻趨

塁、響
塗 　 (ぺ

"、'L

病 　

鵜

.

、

賠
陶ノ」瞭
然
陽
、

f.ゴ

娠

、F
〆r
二

三
霧

"

、

ド
を

"

'
噛

r-「・

誹

乙

、

と

護

-

馨

"
、
ザ
Fτ

久
3

妨

s
F
べ
㌔た

"毫

こ♂
け
謡
竈

・・喜

～

弓
　Ψ謬

、・
レ
、

ヤ
グ
s

ζ

三

灘
翼
騨

～

L

λ'咤渣

脂
.

う
`

、°

(

礪 難

難

藻篶.嬢 纐纈.蕊エ詳麩一景翁

緩 譲 難織1護 懸 購 書語婁麟識
?
雛 ・姦 盗,量 霞 ・鵡 ・ ・… 歯学溺 灘

1蔑蕊ζ1鷲選a予韻鏡

黎 議iii・'灘慈恵
喜べ饗認鰹三.萎懸

 

念

榮
噛

蓼
F'、語 気"

縫
鱗

鶴

 
瀬

、

泓
、

壕
澱
隷
逮蒙

沁

r筆

、

.、.彗

犠

講

藩

.三

....

蒙

難
齋灘
灘

"
昌み

,

-
'
早

ン

ε

m

・

'

r式・

璽
灘
識
鷹
麗麗

蜷
W編
謝
標
酷
い

ξ

」鐵
い5
い

鑛
灘灘

蒙
堀壕

鞍婆芸'

褻

懲繋蓑

欝
欝

、

ヤ

州

ミ

尤
蹴
亮
5
遽

、メ
式
鰺
逡

ちた

黎

メ

g

.

灘
…

欝
欝難

、-
、一.セき
,
織

護

鑓

灘
蕪

雑
塗
"灘
灘

鰯
縢

e

屯
・・ユ

ユ

ム

.、
ー
へ

。
f・

'

く

、
.

…

か
欝

憲

三

三

謬

禧

」

経

論

,

.
灘

".
、噺
艦
購
樋

鑛
昏
粥
訟
陽
r
.ご考

"
"
議
講

、声"
鞭、
搬
灘

鐵

、
,

,竃

灘
瞬鱗

辮
藝

慧

霧
灘纐鰹

驚

簸
難
題

懸幕議灘灘
蒸.。 ・熾'三 線.ぺ.:㌘ 肇

灘髭繋鷺難
く,ミ.,,""・ 、・ ・、・噛下rL

飴斗　 _tVつ 、 ㌧字.;、a、 鷺～染

 

r

↓

へ

気

ノ

・

躁

-

灘簸 灘
'幽
、L,・R・5、.よ鰭

筥 ぺ

(

」'」

-
W

マ

灘

難
語
.蟹
嗣懸

凝

rp

麟
.M.麟
議
鰍
・
難

譲

萎
鐵

゜

ロ

ユ

コ
あ

、
譲

認

び
ロ

ムロ

ぼ

エ

鎌

",さ
.(,

(

ヒ

〆
～

七

ほ

.

三
弦
蛉

・.」縄
一睡

峯
瑞

」
㌔
,

霊
、'

ゴV


